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日本原子力研究開発機構が研究施設等廃棄物の埋設事業に係る実施主体として定めた「埋

設処分業務実施に関する計画」(平成 21 年 11 月 13 日認可及び平成 24 年 3 月 28 日変更認可)

においては、原子力機構は研究施設等廃棄物の浅地中埋設処分施設の立地選定に係る手続き

の透明性の確保及び公平性の観点から立地基準及び立地手順を策定し、これに基づいて立地

選定を行うこととしている。 

また、実施計画では、本立地基準及び立地手順の策定に係る検討の一環として、関係法令

等に定められた施設の技術基準、我が国における一般的な自然及び社会環境等の立地条件、

埋設対象廃棄物の廃棄体の種類、性状、含有核種、放射能濃度及び廃棄体の発生予測数量等

に基づいて埋設施設の概念設計を行い、安全審査指針における基本的立地条件等を踏まえ、

我が国において想定されうる種々の自然及び社会環境条件下において線量評価、費用試算を

行い、埋設施設の安全性及び経済性に関する評価・検討を行うものとされている。 

本報告書は、研究施設等廃棄物に係る浅地中埋設処分事業の操業から閉鎖後措置までの業務

に供する全ての施設、設備、機器類等について、埋設施設の被ばく線量評価等に基づいたよ

り合理的な設備仕様、レイアウト等の概念設計の検討結果について取りまとめを行ったもの

である。1 
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Japan Atomic Energy Agency is responsible for siting a proper location to establish new 
disposal facilities with siting criterion and procedure, in consideration of transparency 
and impartial for the siting process, based on “Plan Concerning the Disposal Business 
Execution" which JAEA was assigned implementing organization for the disposal 
business. 
As a part of the study to draw up siting criterion and procedure, sensitivity analysis of 

the disposal facilities from the viewpoint of dose evaluation and cost estimation under 
various siting condition will be carried out. Therefore, conceptual design of disposal 
facilities as a reference case is necessary. The basic condition of the design conforms to the 
property, quantitiy, radioactivity of waste packages that are to be disposed of, technical 
standards pursuant to related legislation and likely siting condition such as natural and 
social environment based on “Basic policy of the safety review of category 2 waste disposal 
activity”. 
 This report summarizes the results of the reasonable design of our disposal facilities and 
the layout of the place of activity where the disposal facilities and associated facilities to 
be installed. Associated facilities taking into account the whole operational process until 
the post closure period are also designed. The results are on the basis of cost estimation 
and safety assessment. 
 
 

 
 

Keywords: Near Surface Disposal Facility, Conceptual Design, Likely Siting Condition 
This work was based on the study performed by Mitsubishi Materials Corporation under contract with 
the Japan Atomic Energy Agency. 
※ Collaborating Engineer 
＊1Energy Project & Technolgy Center, Mitsubishi Materials Corporation
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図5.1.26 実効線量率の変化：評価点[5]-③（階段室Dとの境界壁）   

図5.1.27 実効線量率の変化：評価点[5]-④（線源[5]直上の天井） 

図5.1.28 実効線量率の変化：評価点[6]-①（1通り外壁（トレンチ一時保管室A））  

図5.1.29 実効線量率の変化：評価点[6]-②（トラックヤードBとの境界壁（E通り、1-2通り間）） 

図5.1.30 実効線量率の変化：評価点[6]-③（線源[6]直上の天井）  

図5.1.31 実効線量率の変化：評価点[7]-①（階段室Ｃとの境界壁） 

図5.1.32 実効線量率の変化：評価点[7]-②（階段室Dとの境界壁）    

図5.1.33 実効線量率の変化：評価点[7]-③（線源[7]直上の天井）        

図5.1.34 実効線量率の変化：評価点[1]-⑥（1通り外壁（部品置場 3階部）） 

図5.1.35 実効線量率の変化：評価点[1]-⑦（A通り外壁からフェンスまでの距離）   

図5.1.36 実効線量率の変化：評価点[4]-⑤（G通り外壁からフェンスまでの距離） 

図5.1.37 受入検査施設１階遮蔽壁配置図 

図5.1.38 受入検査施設2階遮蔽壁配置図 

図5.1.39 受入検査施設3階遮蔽壁配置図 

図5.1.40 受入検査施設断面(1-1断面)の遮蔽壁配置図 

図5.1.41 受入検査施設断面(2-2断面)の遮蔽壁配置図 

図5.1.42 受入検査施設断面(3-3断面)の遮蔽壁配置図 

図5.1.43 受入検査施設断面(4-4断面)の遮蔽壁配置図 

図5.1.44 ピット（ドラム缶型廃棄体360本定置）の蓋厚、側壁厚評価（ケースD1-a：ピット最上

段の廃棄体表面線量当量率を1mSv/h、モルタル充填前） 

図5.1.45 ピット（ドラム缶型廃棄体360本定置）の蓋厚、側壁厚評価（ケースD1-b：ピット最上

段の廃棄体表面線量当量率を1mSv/h、モルタル充填後） 

図5.1.46 ピット（ドラム缶型廃棄体360本定置）の蓋厚、側壁厚評価（ケースD2-a：ピット最上

段及び外壁となる側壁に接する面の廃棄体表面線量当量率を1mSv/h、モルタル充填前） 

図5.1.47 ピット（ドラム缶型廃棄体360本定置）の蓋厚、側壁厚評価（ケースD2-b：ピット最上

段及び外壁となる側壁に接する面の廃棄体表面線量当量率を1mSv/h、モルタル充填後） 

図5.1.48 ピット（S-1容器64個定置）の蓋厚、側壁厚評価（ケースS1-a：ピット最上段の廃棄体

表面線量当量率を1mSv/h、モルタル充填前） 

図5.1.49 ピット（S-1容器64個定置）の蓋厚、側壁厚評価（ケースS1-b：ピット最上段の廃棄体

表面線量当量率を1mSv/h、モルタル充填後） 

図5.1.50 ピット（S-1容器64個定置）の蓋厚、側壁厚評価（ケースS2-a：ピット最上段及び外壁

となる側壁に接する面の廃棄体表面線量当量率を1mSv/h、モルタル充填前） 

図5.1.51 ピット（S-1容器64個定置）の蓋厚、側壁厚評価（ケースS2-b：ピット最上段及び外壁

となる側壁に接する面の廃棄体表面線量当量率を1mSv/h、モルタル充填後） 

図5.1.52 ドラム缶型廃棄体の定置及び中間覆土パターン 

図5.1.53 フレキシブルコンテナの定置及び中間覆土パターン 

図5.1.54 ドラム缶型廃棄体の管理区域境界における実効線量率の計算モデル 

図5.1.55 フレキシブルコンテナの管理区域境界における実効線量率の評価モデル 

図5.1.56 付加機能型トレンチの実効線量率評価結果(X方向)  

図5.1.57 付加機能型トレンチの実効線量率評価結果(Y方向) 

図5.1.58 安定型トレンチの実効線量率評価結果(X方向)  

図5.1.59 安定型トレンチの実効線量率評価結果(Y方向) 

JAEA-Technology 2012-031 

xii 

図4.3.23 輸送容器に収納されたフレキシブルコンテナ(トレンチ処分対象)の取扱いフロー 

図4.3.24 輸送容器に収納されていないフレキシブルコンテナ(トレンチ処分対象)の動線図 

図4.3.25 輸送容器に収納されていないフレキシブルコンテナ(トレンチ処分対象)取扱いフロー 

図4.3.26 受入検査施設の放射線管理施設 
図4.3.27 受入検査施設の液体廃棄物処理系統 

図4.3.28 受入検査施設の固体廃棄物処理系統 

図4.3.29 受入検査施設の耐震壁 

図4.4.1 受変電系統 

図4.4.2 環境分析棟 

図4.4.3 屋外環境・放射線モニタリング設備の構成 

図4.4.4 管理棟平面図(1階及び2階) 

図4.4.5 守衛所 

図4.4.6 事業所境界防護設備 

図4.4.7 事業所内輸送フロー例 

図4.4.8 車庫資材倉庫 

図4.5.1 構内配置図 

図4.5.2 構内掘削土仮置設備計画図 

図4.5.3 構内排水計画 

図5.1.1 管理区域及び管理区域境界の設計基準線量率 

図5.1.2 受入検査施設１階遮蔽設計区分図 

図5.1.3 受入検査施設2階遮蔽設計区分図 

図5.1.4 受入検査施設3階遮蔽設計区分図 

図5.1.4 受入検査施設屋上遮蔽設計区分図 

図5.1.6 評価対象とした廃棄体等の保管位置 

図5.1.7 実効線量率の変化：評価点[1]-①（A通り外壁（3-7通り間）） 

図5.1.8 実効線量率の変化：評価点[1]-②（7通り壁、トラックヤードAとの境界壁（3通り）） 

図5.1.9 実効線量率の変化：評価点[1]-③（線源[1]直上の天井） 

図5.1.10 実効線量率の変化：評価点[1]-④（部品置場との境界壁） 

図5.1.11 実効線量率の変化：評価点[1]-⑤（トラックヤードAとの境界壁（A-B通り、1-3通り間）、

保守作業室との境界壁（B-C通り、1-2通り間）） 

図5.1.12 実効線量率の変化：評価点[2]-①（3階通路の壁） 

図5.1.13 実効線量率の変化：評価点[2]-②（トレンチ一時保管室Bとの境界壁）  

図5.1.14 実効線量率の変化：評価点[2]-③（7通り壁） 

図5.1.15 実効線量率の変化：評価点[2]-④（線源[2]直上の天井） 

図5.1.16 実効線量率の変化：評価点[3]-①（3階通路の壁）   

図5.1.17 実効線量率の変化：評価点[3]-②（トラックヤードCとの境界壁（F通り）） 

図5.1.18 実効線量率の変化：評価点[3]-③（トレンチ一時保管室Bとの境界壁（5通り））    

図5.1.19 実効線量率の変化：評価点[3]-④（線源[3]直上の天井） 

図5.1.20 実効線量率の変化：評価点[4]-①（G通り外壁（3-4通り間））   

図5.1.21 実効線量率の変化：評価点[4]-②（トラックヤードCとの境界壁（4通り）） 

図5.1.22 実効線量率の変化：評価点[4]-③（トラックヤードBとの境界壁（3通り））  

図5.1.23 実効線量率の変化：評価点[4]-④（線源[4]直上の天井） 

図5.1.24 実効線量率の変化：評価点[5]-①（トラックヤードBとの境界壁厚（E通り、2-3通り間））   

xii

JAEA-Technology 2012-031

xiii

JAEA-Technology 2012-031



JAEA-Technology 2012-031 

xiv 

図5.1.60 直接γ線及びスカイシャインγ線計算の評価点 

図5.1.61 受入検査施設の評価対象とした廃棄体の保管位置 

図5.1.62 受入検査施設の評価対象とした廃棄体の配置の模式図 

図5.1.63 受入検査施設の直接γ線計算における計算モデル 

図5.1.64 受入一時保管室のスカイシャインγ線計算モデル  

図5.1.65 検査室のスカイシャインγ線計算モデル 

図5.1.66 受入検査施設からのスカイシャインγ線による実効線量率 

図5.1.67 受入検査施設からの直接γ線及びスカイシャインγ線による実効線量 

図5.1.68 ピット1区画の構造模式図(天井開放）  

図5.1.69 ピット1区画の構造模式図(定置後モルタル充填前(仮蓋)）  

図5.1.70 ピット1区画の構造模式図（モルタル充填し、ポーラスコンクリート層設置後(覆い、仮

蓋なし)） 

図5.1.71 ピット1区画の構造模式図（覆い施工後）  

図5.1.72 線源モデル①（天井開放）のスカイシャインγ線計算モデル    

図5.1.73 線源モデル②（仮蓋）のスカイシャインγ線計算モデル 

図5.1.74 線源モデル③（モルタル）のスカイシャインγ線計算モデル  

図5.1.75 線源モデル④（覆い）のスカイシャインγ線計算モデル 

図5.1.76 ピット1区画(線源モデル①～④)のスカイシャインγ線計算結果   

図5.1.77 操業中のコンクリートピット埋設施設からのスカイシャインγ線による実効線量(18区

画施工/年) 

図5.1.78 P埋設地/付加機能型トレンチの構造模式図 

図5.1.79 S埋設地/付加機能型トレンチの構造模式図 

図5.1.80 P埋設地/安定型トレンチの構造模式図 

図5.1.81 S埋設地/安定型トレンチの構造模式図 

図5.1.82 線源モデル①（施工済みトレンチ）のスカイシャインγ線計算モデル 

図5.1.83 線源モデル②（施工中トレンチ）のスカイシャインγ線計算モデル 

図5.1.84 トレンチ(線源モデル①及び②)からのスカイシャインγ線計算結果 

図5.1.85 P埋設地/付加機能型トレンチ1基からのスカイシャインγ線量 

図5.1.86 評価点⑨-⑧間における1年間の実効線量の最大値 

図5.2.1 管理期間終了後の被ばく線量評価の進め方 

図5.2.2 トレンチ及びコンクリートピット埋設施設からの核種浸出モデル  

図5.2.3 線量評価モデルの概念図 

図5.2.4 インベントリ特性評価結果 

図5.2.5 地下水シナリオの概念図 

図5.2.6 土地利用シナリオの概念図 

図5.2.7 トレンチ埋設施設の配置設計を考慮した水理パラメータの設定概念図 

図5.2.8 解析断面位置図 

図5.2.9 解析モデル図（基本シナリオ：ケース1） 

図5.2.10 ピット外周面から粒子を発生させた流跡線の解析結果 

図5.2.11 施設浸出水量算定の概念図 

図5.2.12 放射性物質の流出域の幅及び流出経路の概念図 

図5.2.13 トレンチ処分の核種移行評価モデルの概念図 

図5.2.14 ピット処分の核種移行評価モデルの概念図 

xiv

JAEA-Technology 2012-031

xv

JAEA-Technology 2012-031



JAEA-Technology 2012-031 

xv 

図5.2.15 配置設計の結果を考慮した線量評価の施設配置の概念図 

図5.2.16～33 基本シナリオの評価結果(1/18～18/18) 

図5.2.34～62 変動シナリオの評価結果(1/29～29/29) 

図5.2.63～73 人為事象シナリオの評価結果(1/11～11/11) 

図5.2.74～81 基本シナリオ（線量の重畳）の評価結果(1/8～8/8) 

図5.2.82 コンクリートピット埋設施設のシナリオ評価結果の整理 

図5.2.83 トレンチ埋設施設のシナリオ評価結果の整理 

図5.2.84 コンクリートピット埋設施設とトレンチ埋設施設の重畳を考慮したシナリオ評価結果

の整理 

 

JAEA-Technology 2012-031 

xiv 

図5.1.60 直接γ線及びスカイシャインγ線計算の評価点 

図5.1.61 受入検査施設の評価対象とした廃棄体の保管位置 

図5.1.62 受入検査施設の評価対象とした廃棄体の配置の模式図 

図5.1.63 受入検査施設の直接γ線計算における計算モデル 

図5.1.64 受入一時保管室のスカイシャインγ線計算モデル  

図5.1.65 検査室のスカイシャインγ線計算モデル 

図5.1.66 受入検査施設からのスカイシャインγ線による実効線量率 

図5.1.67 受入検査施設からの直接γ線及びスカイシャインγ線による実効線量 

図5.1.68 ピット1区画の構造模式図(天井開放）  

図5.1.69 ピット1区画の構造模式図(定置後モルタル充填前(仮蓋)）  

図5.1.70 ピット1区画の構造模式図（モルタル充填し、ポーラスコンクリート層設置後(覆い、仮

蓋なし)） 

図5.1.71 ピット1区画の構造模式図（覆い施工後）  

図5.1.72 線源モデル①（天井開放）のスカイシャインγ線計算モデル    

図5.1.73 線源モデル②（仮蓋）のスカイシャインγ線計算モデル 

図5.1.74 線源モデル③（モルタル）のスカイシャインγ線計算モデル  

図5.1.75 線源モデル④（覆い）のスカイシャインγ線計算モデル 

図5.1.76 ピット1区画(線源モデル①～④)のスカイシャインγ線計算結果   

図5.1.77 操業中のコンクリートピット埋設施設からのスカイシャインγ線による実効線量(18区

画施工/年) 

図5.1.78 P埋設地/付加機能型トレンチの構造模式図 

図5.1.79 S埋設地/付加機能型トレンチの構造模式図 

図5.1.80 P埋設地/安定型トレンチの構造模式図 

図5.1.81 S埋設地/安定型トレンチの構造模式図 

図5.1.82 線源モデル①（施工済みトレンチ）のスカイシャインγ線計算モデル 

図5.1.83 線源モデル②（施工中トレンチ）のスカイシャインγ線計算モデル 

図5.1.84 トレンチ(線源モデル①及び②)からのスカイシャインγ線計算結果 

図5.1.85 P埋設地/付加機能型トレンチ1基からのスカイシャインγ線量 

図5.1.86 評価点⑨-⑧間における1年間の実効線量の最大値 

図5.2.1 管理期間終了後の被ばく線量評価の進め方 

図5.2.2 トレンチ及びコンクリートピット埋設施設からの核種浸出モデル  

図5.2.3 線量評価モデルの概念図 

図5.2.4 インベントリ特性評価結果 

図5.2.5 地下水シナリオの概念図 

図5.2.6 土地利用シナリオの概念図 

図5.2.7 トレンチ埋設施設の配置設計を考慮した水理パラメータの設定概念図 

図5.2.8 解析断面位置図 

図5.2.9 解析モデル図（基本シナリオ：ケース1） 

図5.2.10 ピット外周面から粒子を発生させた流跡線の解析結果 

図5.2.11 施設浸出水量算定の概念図 

図5.2.12 放射性物質の流出域の幅及び流出経路の概念図 

図5.2.13 トレンチ処分の核種移行評価モデルの概念図 

図5.2.14 ピット処分の核種移行評価モデルの概念図 

xiv

JAEA-Technology 2012-031

xv

JAEA-Technology 2012-031



  

JAEA-Technology 2012-031 

xvi 

事
業

所
概

観
(
操
業

中
) 

 

xvi

JAEA-Technology 2012-031

xvii

JAEA-Technology 2012-031



  

JAEA-Technology 2012-031 

xvii 

事
業

所
概

観
(
管
理

期
間

終
了
後
) 

 

  

JAEA-Technology 2012-031 

xvi 

事
業

所
概

観
(
操
業

中
) 

 

xvi

JAEA-Technology 2012-031

xvii

JAEA-Technology 2012-031



  

JAEA-Technology 2012-031 

xviii 

受
入

検
査

施
設

概
観

 

 

xviii

JAEA-Technology 2012-031

xix

JAEA-Technology 2012-031



  

JAEA-Technology 2012-031 

xix 

受
入

検
査

施
設

断
面

 

  

JAEA-Technology 2012-031 

xviii 

受
入

検
査

施
設

概
観

 

 

xviii

JAEA-Technology 2012-031

xix

JAEA-Technology 2012-031



This is a blank page. 



JAEA-Technology 2012-031 

- 1 - 

１．はじめに 
 
日本原子力研究開発機構（以下、「原子力機構」と言う。）は、原子力機構法の改正（平成 20 年

法律第 51 号）に基づき、原子力機構及び国内の研究施設等から発生する低レベル放射性廃棄物（以

下、「研究施設等廃棄物」と言う。）の埋設事業の実施主体と位置づけられた。この後、改正原子

力機構法に基づき原子力機構は、「埋設処分業務の実施に関する計画」1)（平成 21 年 11 月 13 日

文部科学大臣並びに経済産業大臣の認可及び平成 24 年 3 月 28 日変更認可 以下、「実施計画」と

言う。）を策定し中期計画の変更認可を受けて埋設処分事業を開始した。 

実施計画では、環境保全に配慮しつつ線量評価、費用試算等に基づいて、合理的な埋設施設の

設備仕様、レイアウト等の概念設計を行うこととしている。この概念設計に際しては、具体の研

究施設等廃棄物の廃棄体性状、含有核種、放射能濃度及び廃棄体の発生予測、我が国における一

般的な立地条件、「核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律（原子炉等規制法）」

及び「放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律（放射線障害防止法）」等に定めら

れた埋設施設の技術基準等を考慮することとされている。更に、この概念設計を基にして、我が

国で想定され得る種々の自然環境及び社会環境条件下において線量評価、費用試算等を行い、合

理性の観点から埋設施設の安全性及び経済性に関する評価・検討を行うことにより埋設施設の立

地基準の策定に資することとしている。 

概念設計は、図 1.1 に示すように、まず概念設計の前提条件となる、廃棄体性状及び放射能イ

ンベントリに係る条件、我が国の一般的な立地条件、埋設施設の技術基準等を取りまとめ、これ

らの前提条件を踏まえて、埋設施設に必要な施設・設備の抽出、設計、被ばく線量計算等を行う。 

その結果に基づき、原子力安全委員会が定めた「第 2種廃棄物埋設の事業に関する安全審査の

基本的考え方(平成 22 年 8 月 9日決定)」2)に示されている廃棄物埋設施設の敷地及びその周辺に

おける基本的立地条件を踏まえ、図 1.2 に示す一般的な立地条件に基づき設定した浅地中埋設施

設を基本として、我が国において想定されうる種々の自然環境(地盤の透水係数、分配係数、地下

水の動水勾配、降雨の浸透水量等)及び社会環境(河川、地下水の飲用、農作物の栽培、水産物の

漁獲等）条件下において線量評価及び費用試算を行い、合理性の観点から埋設施設の安全性及び

経済性に関する感度解析を行う。 

本報告書は、これらのうち埋設施設の安全性及び経済性に関する感度解析を除く概念設計等の

検討の結果を取りまとめたものである。 
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図 1.2 我が国における一般的な立地条件 3)における埋設処分の想定図 
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2. 概念設計の前提条件の設定 

 

2.1 一般的な立地条件の設定 

研究施設等廃棄物の浅地中埋設処分施設の概念設計にあたっては、その前提となる埋設施設の

立地場所が決定していないことから、概念設計に用いる立地条件については、先に検討し設定し

た我が国における一般的な立地条件 3)に基づき行うものとした。 

 

2.2 基本的な設計条件の設定 

研究施設等廃棄物の浅地中埋設処分施設の概念設計に係る基本的な設計条件を以下に示す。 

 

2.2.1 埋設施設の基本条件 

実施計画で示されている埋設施設の基本条件は、以下のとおりである。 

(1) 埋設施設の規模 

ピット処分 ：200ℓドラム缶換算約 22 万本 

トレンチ処分 ：200ℓドラム缶換算約 38 万本 

合計 ：200ℓドラム缶換算約 60 万本 

(2) 年間の埋設施設操業能力 

ピット処分   ：全操業期間(約 50 年間)平均で 200ℓドラム缶換算約 4,000 本 

トレンチ処分  ：全操業期間(約 50 年間)平均で 200ℓドラム缶換算約 8,000 本 

 

2.2.2 廃棄体数量 

実施計画の策定時に、原子力機構は、自ら発生する放射性廃棄物並びに原子力機構へ委託処分

を行う予定の発生者（以下、「他発生者」と言う。）の埋設処分予定廃棄体数量を調査した。その

結果、200ℓドラム缶換算した廃棄体数量は、総数で約 528,500 本であり、このうちピット処分で

約 201,500 本、トレンチ処分で約 327,000 本となった。この結果を受けて、実施計画では、将来

的な物量変動への対応を考慮して、原子力機構が設置する埋設施設の規模は、廃棄体約 60 万本（ピ

ット処分約 22 万本、トレンチ処分約 38 万本）に相当する規模としている。 

したがって、概念設計では、実施計画に記載された廃棄体約 60 万本が定置できる埋設施設を設

置することとした。また、原子力機構と他発生者の物量並びに処分区分別廃棄体数量は、埋設処

分予定数量調査結果を基に、将来の物量変動の可能性等も考慮し、原子力機構のピット処分約 19

万本、トレンチ処分約 24 万本、他発生者のピット処分約 3万本、トレンチ処分約 14 万本と設定

した。 

 

2.2.3 廃棄体の性状割合 

埋設施設への埋設の対象となる研究施設等廃棄物は、紙ウエス、ゴム手袋等のような可燃物、

ゴムやプラスチック類のような難燃物、配管類等の金属、その他の雑固体、主に施設の解体によ

り発生するコンクリート類、並びに廃液等として発生し、これらの廃棄物の性状を踏まえて各事

業所において適切な廃棄体化処理がなされる。このため、廃棄体の性状割合は、これらの廃棄物

発生時の性状及びその性状を踏まえた処理方法に基づき設定した。 

原子力機構の処理方法を踏まえると、主な性状に応じて以下の処理が想定される。 

(1) 可燃物及び難燃物は焼却等の処理を経て溶融処理の後にセメント等による充填固化 

(2) 金属や雑固体は圧縮処理等の後にセメント等による充填固化等 

(3) 廃液は濃縮後にセメント等の固型化材で均一・均質固化処理 
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(4) コンクリート類は固化処理が不要 

したがって、廃棄体性状を、溶融固化体、金属、雑固体、均一・均質固化体、コンクリート類

に区分し、予定数量調査結果から各廃棄体性状の割合を算定した。算定した結果を表 2.1 に示す。 

 

2.2.4 廃棄体の容器形状割合 

廃棄体の容器形状は、現在原子力機構で廃棄体化処理に際して用いられる容器を基に 200ℓドラ

ム缶、角型形容器、フレキシブルコンテナを基準とし、前項で区分した廃棄体性状に応じて以下

のように廃棄体容器を設定した。 

(1) 200 ℓドラム缶      ：溶融体（可燃、難燃物）、金属、雑固体、均一・均質固化体（液

体等）、コンクリート類 

(2) 角型形容器      ：金属、雑固体 

(3) フレキシブルコンテナ ：コンクリート類 

また、原子力機構の金属、雑固体は、各拠点での廃棄体製作予定を踏まえ 200ℓドラム缶の充填

固化体と角型容器の両者が使用されるものと設定し、他発生者については、具体的な廃棄体化処

理計画が不明なため、金属、雑固体は全て角型容器に収納することとした。廃棄体容器形状割合

を算定した結果を表 2.2 に示す。なお、角型容器は、既存の保管容器として使用されている角型

形容器を廃棄体容器として用いることを想定したが、定常的に取扱う標準的な角型容器としては、

埋設作業の効率性、廃棄体輸送の観点から原科研等で使用されている S-1 容器とした。角型容器

の外形寸法を表 2.3 に示す。 

 

2.2.5 放射能インベントリ 

廃棄体中の放射能インベントリは、埋設処分予定数量調査結果を踏まえ各事業者の廃棄体中の

放射能濃度と重量の集計結果から算定した。 

放射性廃棄物は、研究炉としての運転、核燃料物質や放射性同位元素の使用形態に応じた発生

形態であるため、廃棄物中に含まれる放射性核種組成は各原子力施設の種類毎に類似性を有する

ものと考えられる。このことから、原子力機構の廃棄体中の放射性核種組成と放射能濃度を原子

力施設区分毎に評価した。具体的な原子力施設区分は以下のとおりである。 

(1) 原子炉系     ：原子炉施設 

(2) ＴＲＵ及びβ・γ系：核燃料物質使用施設(HL 等)、再処理施設、ＲＩ使用施設等 

(3) Ｕ系     ：Ｕ取扱施設(加工施設、核燃料物質使用施設として専らＵを取扱う施設) 

(4) 加速器系   ：加速器施設 

原子力機構の放射能インベントリは、原子力機構の「低レベル放射性廃棄物管理計画書」(平成

19 年 7 月)4)の取りまとめに際し用いられた放射性核種組成、放射能濃度並びに廃棄体重量により

集計した。 

他発生者の廃棄体中の放射能インベントリは、系統的に放射性核種組成及び放射能濃度を評価

した報告例がない。しかし、原子力機構の廃棄物と同様に、他発生者の廃棄物中に含まれる放射

性核種組成も施設区分毎に類似性を有するものと考えられるため、他発生者の廃棄体中の放射性

核種組成及び放射性核種濃度は、上記の施設区分毎に原子力機構のものをそれぞれ適用した。こ

の方法により設定した廃棄体中の放射性核種毎の放射能濃度と他発生者の施設区分毎の廃棄体重

量の集計結果を乗じることにより、他発生者の廃棄体中の放射能インベントリとした。なお、RI

協会の廃棄体中の放射能インベントリは、「放射性同位元素使用施設等から発生する放射性固体廃

棄物の浅地中処分の安全規制に関する基本的考え方」（原子力安全委員会平成 16 年 1 月 26 日）5)

において示されている RI 使用廃棄物中の放射性核種組成と放射能濃度に溶融処理時の残存率を
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19 年 7 月)4)の取りまとめに際し用いられた放射性核種組成、放射能濃度並びに廃棄体重量により

集計した。 

他発生者の廃棄体中の放射能インベントリは、系統的に放射性核種組成及び放射能濃度を評価
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性核種組成も施設区分毎に類似性を有するものと考えられるため、他発生者の廃棄体中の放射性
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において示されている RI 使用廃棄物中の放射性核種組成と放射能濃度に溶融処理時の残存率を
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考慮したデータ 6)を用いて RI 協会の埋設対象廃棄体の総重量を乗じることにより算出した。これ

らにより算定した放射能インベントリを表 2.4～表 2.7 に示す。 

なお、概念設計における被ばく評価対象核種は、表中で灰色の欄中の放射性核種を選定した。

選定方法は、全 180 核種のなかで、「第 2種廃棄物埋設の事業に関する安全審査の基本的考え方」

（原子力安全委員会 平成 22 年 8 月 9日決定）2)に示された基本シナリオのめやす値（以下、「基

準線量」という）に対して、5 桁（99．999%）の寄与のある放射性核種を求めて対象核種とした

ものである。これまでの原子力安全委員会での濃度上限値の評価 7)並びに既存の埋設施設の申請

書 8)9)を踏まえると、基準線量に対して規格化した相対重要度に基づき 2桁から 3桁の放射性核種

を安全評価上の重要核種として選定することとなる。このような重要核種は、安全評価の結果か

ら選定されることから、被ばく評価対象核種は、それより広い範囲で選定する必要がある。この

ため、廃棄体中の放射能濃度の分布幅として上下 2桁が見込まれることを踏まえ、本設定では、

基準線量に対して 5桁の寄与としたものである。 

 

2.2.6 廃棄体等の受入計画 

埋設施設に受け入れる廃棄体の数は、予定数量調査結果等を踏まえ以下とおり設定した。 

(1) 全体受入計画の設定 

廃棄体の受け入れは、現中期計画等に基づき具体的な計画を持っていると見込まれる廃棄体(以

下、「第一次埋設対象廃棄体」と言う。)と、未だ計画が定まっていない廃棄体(以下、「第二次

埋設対象廃棄体」と言う。)とに区分して行うものとし、以下に第一次埋設対象廃棄体の集計結

果を示す。 

1)ピット処分見込み数量  ：約 102,000 本 

2)トレンチ処分見込み数量 ：約  93,000 本 

なお、コンクリートピット及びトレンチ埋設施設は、その上部覆土及び最終覆土を長期安定性

の観点から全操業期間 50 年間に 2回実施するものとし、廃棄物埋設地を大きく 2区分(P 埋設

地及び S埋設地)に分割してそれぞれ 25 年操業するものとした。 

 

(2) 年度展開の設定(埋設計画) 

廃棄体の受入数量の年度展開(埋設計画)について、上記及び実施計画 1)で示された埋設施設の

年平均数量を踏まえて受入数量の平坦化を図るように以下のように設定した。 

1)第一次埋設対象廃棄体は、上記(1)に基づき P埋設地に 25 年間の操業期間でコンクリートピッ

ト及びトレンチ埋設施設にそれぞれ合計 100,000 本で 4,000 本/年を受け入れるものとした。 

2)第二次埋設対象廃棄体は、埋設施設の操業開始 10 年後からの 40 年間の操業期間でコンクリー

トピット埋設施設で合計 120,000 本を P埋設地に操業開始から 11年目から 25年目で 1,330 本/

年、操業開始 26 年目から 50 年目で 4,002 本/年を、また、トレンチ埋設施設で合計 280,000 本

を P埋設地に操業開始11年目から25年目で5,300本/年、操業開始26年目から 50年目で 8,020

本/年を受け入れるものとした。 

この結果、年間最大受入数量は、ピット処分では約 5,300 本、トレンチ処分では約 9,300 本の

合計約 14,700 本となった。その詳細を表 2.8 に示す。 

(3) 受入検査施設等の設備能力 

 受入検査施設や定置クレーン等の能力は、(2)で算定した最大年間受入数量の取扱が可能であり、

設計裕度も加味した数量に基づき以下のように設定した。 

1)ピット処分対象廃棄体 ：年間  6,000 本 

2)トレンチ処分対象廃棄体等    ：年間 12,000 本 
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表 2.1 埋設対象廃棄体の性状割合 

 
注：数字は、体積割合(%)で示している。 

 

表 2.2 埋設対象廃棄体の容器形状割合 

 

注：数字は、体積割合(%)で示している。 

 

 

 

表 2.3 埋設対象角型容器の寸法 

拠点名 容器名称 外形寸法 (mm) 

JAEA 

核サ研 

再処理コンテナ(定型) W1,430×L1,430×H1,182.8 

再処理コンテナ(二倍尺) W1,430×L2,860×H1,106.2 

ウラン系コンテナ W1,280×L1,280×H990 

原科研 

S-1 容器 

 

W1,160×L1,300×H1,131 大洗 

むつ 

ふげん ボックスパレット W1,360×L1,360×H1,067.6 

人形 
解体管理施設コンテナ W1,400×L1,400×H1,000 

EEF W1,280×L1,280×H980 

注：このほかむつ等には大型(有姿)廃棄物がある。 

 

 

 

 

 

 

 

処分方法

ピット/トレンチ 金属 雑固体
可燃/難燃/不燃

の区別をしてい
ない

コンクリー
ト類

ピット 2.6 1.3 41.4 11.0 0.0 10.7 33.0

トレンチ 1.4 1.2 12.3 5.8 0.0 74.2 5.0

ピット 1.9 0.5 35.9 6.4 13.6 41.4 0.2
トレンチ 0.8 0.6 18.3 3.6 3.4 72.2 1.1
ピット 2.5 1.2 40.6 10.4 1.9 14.9 28.5

トレンチ 1.2 1.0 14.4 5.0 1.2 73.5 3.6

均一・均質固
化体(液体等)

全体割合

不燃物

JAEA

他発生者

事業者名
溶融体(可燃

物)
溶融体(難燃

物)

事業者名 処分方法 200ℓドラム缶
フレキシブル

コンテナ
角型容器

ピット 81.3 0.0 18.7

トレンチ 19.3 74.2 6.5
ピット 93.0 0.0 7.0

トレンチ 49.2 40.5 10.3
ピット 82.9 0.0 17.1

トレンチ 30.0 62.1 7.8

JAEA

他発生者

全体割合
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3. 埋設処分施設及びその関連施設、設備、機器類等の抽出 

 

3.1 主要な施設等 

埋設事業推進センターでは、研究施設等廃棄物の浅地中埋設処分施設における廃棄体等の受け入

れ、操業及び最終覆土後の埋設施設の段階管理に係る事業を専用に実施する事業所を新規に立地設

置する。このため、以下に示す主要な施設、設備、機器類を含め、当該埋設事業を実施する上で必要と

なる施設及びその関連施設、設備、機器類等(一般事務、管理等を含む)を抽出した。 

(1) 廃棄体等の受入検査施設 

1) 受入検査施設建屋 

     受入検査施設換気・空調設備(圧縮空気設備を含む)、受入検査施設給・排水設備、受入検査施

設電気設備、受入検査施設消防設備 等 

2) 受入検査施設内装設備 

廃棄体等受入一時保管設備(荷役設備を含む)、廃棄体等確認・検査設備、廃棄体等搬出一時

保管設備(荷役設備を含む)、受入検査施設放射線管理設備、受入検査施設計測制御系統施設、

放射性廃棄物の処理設備、放射能分析設備 

(2) コンクリートピット埋設施設及び周辺設備 

コンクリートピット埋設設備本体、コンクリートピット蓋・覆い、コンクリートピット内廃棄体等定置設備、 

コンクリートピット附属点検路及び排水監視設備 

(3) トレンチ埋設施設及び周辺設備 

 トレンチ埋設設備本体、トレンチ内雨水浸入防止設備(排水設備を含む)、トレンチ内廃棄体等定

置設備、トレンチ内中間及び最終覆土設備、トレンチ遮水工設備、浸出水・地下水排出処理設備 

 

3.2 本概念設計の対象とする施設、設備、機器等の抽出の考え方 

本概念設計の結果はリファレンスケースとして、我が国において想定されうる種々の自然環境

及び社会環境条件に係る項目をパラメータとした線量評価、費用試算等を行い、合理性の観点か

ら埋設施設の安全性及び経済性に関する感度解析の評価・検討を行う計画である。このため、費

用試算で積算に計上する必要があると考えられる研究施設等廃棄物に係る浅地中埋設処分事業の

操業から閉鎖後措置までの業務(一般労働安全等を含む。)に供する全ての施設、設備、機器類等

を抽出することとした。抽出にあたっては、表 3.1～表 3.3 の関係法規、指針、規格の施設設置

基準等を適用または準用し、公衆及び放射線業務従事者の放射線被ばくを低減して核燃料物質によ

って汚染された物の取扱い及び埋設作業の実施に対する安全を確保しつつ、合理的な操業ができるよ

う必要な機器等を対象とした。 

以上の基本的考え方を踏まえた、埋設処分施設及びその関連施設、設備、機器類等の抽出一覧を表

3.4～表3.13に示す。 
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設電気設備、受入検査施設消防設備 等 

2) 受入検査施設内装設備 

廃棄体等受入一時保管設備(荷役設備を含む)、廃棄体等確認・検査設備、廃棄体等搬出一時

保管設備(荷役設備を含む)、受入検査施設放射線管理設備、受入検査施設計測制御系統施設、

放射性廃棄物の処理設備、放射能分析設備 

(2) コンクリートピット埋設施設及び周辺設備 

コンクリートピット埋設設備本体、コンクリートピット蓋・覆い、コンクリートピット内廃棄体等定置設備、 

コンクリートピット附属点検路及び排水監視設備 

(3) トレンチ埋設施設及び周辺設備 

 トレンチ埋設設備本体、トレンチ内雨水浸入防止設備(排水設備を含む)、トレンチ内廃棄体等定

置設備、トレンチ内中間及び最終覆土設備、トレンチ遮水工設備、浸出水・地下水排出処理設備 

 

3.2 本概念設計の対象とする施設、設備、機器等の抽出の考え方 

本概念設計の結果はリファレンスケースとして、我が国において想定されうる種々の自然環境

及び社会環境条件に係る項目をパラメータとした線量評価、費用試算等を行い、合理性の観点か

ら埋設施設の安全性及び経済性に関する感度解析の評価・検討を行う計画である。このため、費

用試算で積算に計上する必要があると考えられる研究施設等廃棄物に係る浅地中埋設処分事業の

操業から閉鎖後措置までの業務(一般労働安全等を含む。)に供する全ての施設、設備、機器類等

を抽出することとした。抽出にあたっては、表 3.1～表 3.3 の関係法規、指針、規格の施設設置

基準等を適用または準用し、公衆及び放射線業務従事者の放射線被ばくを低減して核燃料物質によ

って汚染された物の取扱い及び埋設作業の実施に対する安全を確保しつつ、合理的な操業ができるよ

う必要な機器等を対象とした。 

以上の基本的考え方を踏まえた、埋設処分施設及びその関連施設、設備、機器類等の抽出一覧を表

3.4～表3.13に示す。 
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表 3.1 本概念設計に適用または準用した法規 

 

 

表 3.2 本概念設計に適用または準用した指針 

 

 

表 3.3 本概念設計に適用または準用した規格 

 

 

Ｎo. 適用又は準用法規

1 核原料物質､核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律、同政令

2 核燃料物質又は核燃料物質によって汚染された物の第二種廃棄物埋設の事業に関する規則
3 核燃料物質等の第二種廃棄物埋設に関する措置等に係る技術的細目を定める告示
4 核燃料物質の加工の事業に関する規則等の規定に基づき､線量限度等を定める告示
5 放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律(RI法)
6 同施行令(RI法施行令)
7 同施行規則(RI法規則)
8 放射線を放出する同位元素の数量等を定める件
9 電離放射線障害防止規則（電離則）
10 医療法、同施行令、同施行規則、同告示　
11 獣医療法、同施行令、同施行規則、同告示　
12 臨床検査技師等に関する法律、同施行令、同施行規則、同告示　
13 薬事法、同施行令、同施行規則、同告示　
14 建築基準法、同施行令、同施行規則、同告示　
15 労働基準法、同施行令、同施行規則、同告示　
16 労働安全衛生法、同施行令
17 クレーン等安全規則、クレーン構造規格
18 消防法、同施行令、危険物の規制に関する政令、同施行規則、同告示　
19 高圧ガス保安法、同施行令、同施行規則、同告示　
20 電気事業法、同施行令、同施行規則、同告示　
21 廃棄物の処理及び清掃に関する法律、同施行令、同施行規則、同告示　
22 環境基本法　　
23 大気汚染防止法、同施行令、同施行規則、同告示　
24 水質汚濁防止法、同施行令、同施行規則、同告示　
25 環境影響評価法、同施行令、同施行規則、同告示　
26 公害防止条例　               

1 ｢放射性廃棄物埋施設の安全審査の基本的考え方｣
2 ｢廃棄物管理施設の安全性の評価の考え方｣（中間報告）
3 ｢低レベル放射性廃棄物埋設に関する安全規制の基本的考え方｣
4 発電用軽水型原子炉施設に関する安全設計審査指針
5 発電用軽水型原子炉施設の安全評価に関する審査指針
6 ｢発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針｣
7 ｢発電用軽水型原子炉施設の火災防護に関する審査指針｣
8 ｢放射性液体廃棄物処理施設の安全審査に当たり考慮すべき事項ないしは基本的考え方｣
9 ｢発電用軽水型原子炉施設周辺の線量目標値に関する指針｣
10 ｢発電用軽水型原子炉施設周辺の線量目標値に対する評価指針｣
11 ｢発電用軽水型原子炉施設における放出放射性物質の測定に関する指針｣
12 ｢発電用軽水型原子炉施設の安全審査における一般公衆の線量評価について｣
13 ｢環境放射線モニタリング指針｣

1 日本工業規格(JIS )

2 日本原子力学会原子燃料サイクル専門部会制定標準（日本原子力学会：AESJ）

3 電気学会電気規格調査会標準規格(日本電気学会：IEEJ、JEC )

4 日本電気工業会標準規格(日本電機工業会：JEMA、JEM )

5 日本電気協会(JEA)原子力規格委員会電気技術規定(JEAC)及び電気技術指針(JEAG)

6 日本建築学会各種構造計算基準及び建築工事標準仕様書（日本建築学会：AIJ、JASS）

7 空気調和・衛生工学会規格等（空気調和・衛生工学会：SHASE）
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表 3.4 受入検査施設の設備・機器等(1/2) 

 

施設／操業工程等 使用目的／必要性 要求基本性能等 関係法令など

①廃棄体等の受入検査施設

廃棄体を受入れ、埋設する前に所定の検査
を行う為の施設。放射性廃棄物の受入れ施
設、液体廃棄物及び固体廃棄物の処理設
備、放射線管理施設等を収納する。

耐震Ｃクラスの施設とすること
必要な遮へい壁を有すること

第二種埋設規則

諸室間の動線確保

上下階の動線確保

同上（バリアフリーを考慮）

非常時の進入口

物品の保管

衛生保持

作業従事者及び運搬車の運転員が休憩

社内会議及び見学者説明会用

機器類出力データの保管

管理区域と非管理区域の人・物の入退域を
管理
放射線防護のため必要

出入管理装置のゲート類が設置できること
隣接して一時立入者(見学等含む)と作業従
事者の更衣室及び放射線管理室を設けるこ
と。また、室内には万一の身体汚染事象に
備えて手洗いを設け、排水は廃液処理設備
へ接続可能なこと

第二種埋設規則

廃棄体の外観検査及び一部廃棄体の秤量等
を実施する際に、放射線防護のために必要

廃棄体を取り扱うために、必要とする遮へ
い壁厚を有すること

第二種埋設規則

廃棄体を収納した輸送容器又は空輸送容器
を積載した輸送車両(トラック等）が、輸
送容器の搬出及び搬入時において使用
外部への放射線漏出防止のため必要

当該室天井部に位置する区域境界には、自
動開閉式シャッターを設けて廃棄体もしく
は輸送容器の荷役を可能とすること

-

廃棄体を構内輸送車両(トラック等）に積
載し、建屋から搬出するために使用
外部への放射線漏出防止のため必要

当該室天井部に位置する区域境界には、自
動開閉式シャッターを設けて廃棄体の荷役
を可能とすること

-

トラックヤードを介して受入れた輸送容器
等を一時的に保管
放射線防護のため必要

廃棄体を収納した輸送容器を一時的に保管
して置く為、必要とする遮へい壁厚を有す
ること。また、輸送容器は多段積保管する
ことから、床スラブは、十分な強度を有す
ること

-

万一の身体汚染事象に対する除染用
シャワーを設け、排水は廃液処理設備へ接
続すること

第二種埋設規則

放射線管理機器による放射線の測定及び機
器類の維持管理

設定した室内環境を確保すること 第二種埋設規則

建屋内へ資機材を搬出入
荷を積載したトラックが停車でき､ホイス
ト等荷役装置により荷降ろし/荷積み作業
が可能であること

-

受電盤､変電盤及び配電盤を設置 各盤類の配置が可能であること -

非常電源設備の設置 設定した室内環境を確保すること
第二種埋設規則
消防法関係法令

空気調和関連の機械を設置 -

給気系のフィルタ類及びブロアを設置 -

管理区域系の排気ブロア及びフィルタを設
置。放射線防護のため必要

第二種埋設規則

非管理区域系の排気ブロア類を設置 -

固体廃棄物処理設備を収納
放射性廃棄物処理のため必要

放射性物質を収納した容器を取り扱うため
に必要とする遮へい及び汚染拡大防止措置
を有すること

第二種埋設規則

液体廃棄物処理設備を収納
放射性廃棄物処理のため必要

第二種埋設規則

ポラコン排水等を分析
放射性物質の飛散防止のため必要

第二種埋設規則

ポラコン排水等を一時貯蔵
放射性物質の飛散防止のため必要

-

ポラコン排水等が入った容器を搬入
放射性物質の飛散防止のため必要

-

受入荷役装置、受入検査、搬出荷役装置類
及び建屋内設備の監視

-

ユーテリティの機器類を設置 -

国による廃棄体確認のための専用室 -

施設への電力供給設備 必要十分な電源容量を有すること -

受変電設備より電力使用機器までのワイヤ
リング

安全に安定した電源供給を確保すること -

業務内容及び執務環境に応じた適切な光環
境及び電源供給の確保

国交省建築設備設計基準「各室の光環境」
を満足すること

労働安全衛生法関係法令

非常時における電源 必要十分な電源容量を有すること 消防法関係法令

非常時の安全通路を明示 法定性能を確保すること 消防法関係法令

既存放送局のデジタル映像受信 適切な出力を得ること -

非常時に適切な光環境を確保
国交省建築設備設計基準「各室の光環境」
を満足すること

建築基準法関係法令

空調機械室

設定した室内環境を確保すること
建築基準法関係法令
労働安全衛生法関係法令

各機器・装置類の配置が可能であること

必要とする遮へい及び汚染拡大防止措置を
有すること

設定した室内環境を確保すること

データファイル室

非常用進入口

非常用照明装置

誘導灯設備

第一種系排気ファン室

第二種系排気ファン室

シャワー室

電気室

資機材搬出入室

１）受入検査施設建屋

廊下

階段

エレベーター

倉庫

トイレ

休憩所

会議室

放射線管理室

給気ファン室

非常電源設備室

固体廃棄物処理室

液体廃棄物処理室

出入管理室

廃棄体検査室

受入トラックヤード

廃棄体一時保管室

払出しトラックヤード

廃棄確認室

受変電設備

電力幹線設備

電灯設備

電気

分析室

試料貯蔵室

非常電源設備

制御室

試料搬入室

ユーティリティー室

ＴＶ共聴設備

諸室

JAEA-Technology 2012-031

- 14 -

JAEA-Technology 2012-031

- 15 -



JAEA-Technology 2012-031 

- 14 - 

表 3.4 受入検査施設の設備・機器等(1/2) 

 

施設／操業工程等 使用目的／必要性 要求基本性能等 関係法令など

①廃棄体等の受入検査施設

廃棄体を受入れ、埋設する前に所定の検査
を行う為の施設。放射性廃棄物の受入れ施
設、液体廃棄物及び固体廃棄物の処理設
備、放射線管理施設等を収納する。

耐震Ｃクラスの施設とすること
必要な遮へい壁を有すること

第二種埋設規則

諸室間の動線確保

上下階の動線確保

同上（バリアフリーを考慮）

非常時の進入口

物品の保管

衛生保持

作業従事者及び運搬車の運転員が休憩

社内会議及び見学者説明会用

機器類出力データの保管

管理区域と非管理区域の人・物の入退域を
管理
放射線防護のため必要

出入管理装置のゲート類が設置できること
隣接して一時立入者(見学等含む)と作業従
事者の更衣室及び放射線管理室を設けるこ
と。また、室内には万一の身体汚染事象に
備えて手洗いを設け、排水は廃液処理設備
へ接続可能なこと

第二種埋設規則

廃棄体の外観検査及び一部廃棄体の秤量等
を実施する際に、放射線防護のために必要

廃棄体を取り扱うために、必要とする遮へ
い壁厚を有すること

第二種埋設規則

廃棄体を収納した輸送容器又は空輸送容器
を積載した輸送車両(トラック等）が、輸
送容器の搬出及び搬入時において使用
外部への放射線漏出防止のため必要

当該室天井部に位置する区域境界には、自
動開閉式シャッターを設けて廃棄体もしく
は輸送容器の荷役を可能とすること

-

廃棄体を構内輸送車両(トラック等）に積
載し、建屋から搬出するために使用
外部への放射線漏出防止のため必要

当該室天井部に位置する区域境界には、自
動開閉式シャッターを設けて廃棄体の荷役
を可能とすること

-

トラックヤードを介して受入れた輸送容器
等を一時的に保管
放射線防護のため必要

廃棄体を収納した輸送容器を一時的に保管
して置く為、必要とする遮へい壁厚を有す
ること。また、輸送容器は多段積保管する
ことから、床スラブは、十分な強度を有す
ること

-

万一の身体汚染事象に対する除染用
シャワーを設け、排水は廃液処理設備へ接
続すること

第二種埋設規則

放射線管理機器による放射線の測定及び機
器類の維持管理

設定した室内環境を確保すること 第二種埋設規則

建屋内へ資機材を搬出入
荷を積載したトラックが停車でき､ホイス
ト等荷役装置により荷降ろし/荷積み作業
が可能であること

-

受電盤､変電盤及び配電盤を設置 各盤類の配置が可能であること -

非常電源設備の設置 設定した室内環境を確保すること
第二種埋設規則
消防法関係法令

空気調和関連の機械を設置 -

給気系のフィルタ類及びブロアを設置 -

管理区域系の排気ブロア及びフィルタを設
置。放射線防護のため必要

第二種埋設規則

非管理区域系の排気ブロア類を設置 -

固体廃棄物処理設備を収納
放射性廃棄物処理のため必要

放射性物質を収納した容器を取り扱うため
に必要とする遮へい及び汚染拡大防止措置
を有すること

第二種埋設規則

液体廃棄物処理設備を収納
放射性廃棄物処理のため必要

第二種埋設規則

ポラコン排水等を分析
放射性物質の飛散防止のため必要

第二種埋設規則

ポラコン排水等を一時貯蔵
放射性物質の飛散防止のため必要

-

ポラコン排水等が入った容器を搬入
放射性物質の飛散防止のため必要

-

受入荷役装置、受入検査、搬出荷役装置類
及び建屋内設備の監視

-

ユーテリティの機器類を設置 -

国による廃棄体確認のための専用室 -

施設への電力供給設備 必要十分な電源容量を有すること -

受変電設備より電力使用機器までのワイヤ
リング

安全に安定した電源供給を確保すること -

業務内容及び執務環境に応じた適切な光環
境及び電源供給の確保

国交省建築設備設計基準「各室の光環境」
を満足すること

労働安全衛生法関係法令

非常時における電源 必要十分な電源容量を有すること 消防法関係法令

非常時の安全通路を明示 法定性能を確保すること 消防法関係法令

既存放送局のデジタル映像受信 適切な出力を得ること -

非常時に適切な光環境を確保
国交省建築設備設計基準「各室の光環境」
を満足すること

建築基準法関係法令

空調機械室

設定した室内環境を確保すること
建築基準法関係法令
労働安全衛生法関係法令

各機器・装置類の配置が可能であること

必要とする遮へい及び汚染拡大防止措置を
有すること

設定した室内環境を確保すること

データファイル室

非常用進入口

非常用照明装置

誘導灯設備

第一種系排気ファン室

第二種系排気ファン室

シャワー室

電気室

資機材搬出入室

１）受入検査施設建屋

廊下

階段

エレベーター

倉庫

トイレ

休憩所

会議室

放射線管理室

給気ファン室

非常電源設備室

固体廃棄物処理室

液体廃棄物処理室

出入管理室

廃棄体検査室
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制御室
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ＴＶ共聴設備

諸室
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表 3.4 受入検査施設の設備・機器等(2/2) 

施設／操業工程等 使用目的／必要性 要求基本性能等 関係法令など

業務放送
音声を必要箇所に対し明瞭に伝達出来るこ
と

-

-

-

-

-

必要箇所への管路確保 -

施設内で安全な避難と他の防災設備との連 消防法関係法令
建屋・設備の被雷防止 建築基準法関係法令

-

上水設備
受入検査施設を維持・監理する従業員に対
しての生活用飲料水を供給

必要十分な水を供給できること -

ろ過水設備
受入検査施設のプラント用設備操業に必要
な工業用水を供給

必要十分なろ過水を供給できること -

給湯設備
受入検査施設を維持・監理する従業員に対
しての生活用飲料水（給湯）を供給

必要十分な温水を供給できること -

-

排水設備
受入検査施設を維持・監理する従業員の生
活排水を建物外へ排水

安定した排水が可能なこと -

浄化槽設備
受入検査施設を維持・監理する従業員の生
活排水を公共水域へ排水する為の排水処理

水質汚濁防止法関係法令

排水処理設備（中和）
受入検査施設から出る排水を公共水域に排
水する為の中和処理

水質汚濁防止法関係法令

受入検査施設を維持・監理する従業員に対
しての作業環境を供給

第二種埋設規則
建築基準法関係法令

火災が生じた場合に煙等を排除 建築基準法関係法令

受入検査施設内の液体・固体廃棄物廃棄物
処理設備対応

必要十分な圧縮空気を供給できること -

初期消火 法定性能を確保すること 消防法関係法令

重量のある廃棄体及び廃棄体を収納した輸
送容器を受入れて一時的に受入検査施設内
に保管
重量物の荷役、放射線防護のため必要

最大重量の廃棄体もしくは輸送容器をハン
ドリングできる荷役能力を有すること
一時保管のために必要な付属設備もしくは
空間（容量）を有すること
クレーン構造規格に基づくこと

-

輸送容器に収納されている廃棄体の取出
廃棄体ごとに表示される整理番号の読取
ITV装置を用いた外観検査
一部廃棄体の秤量
放射能量の把握等のため必要

輸送容器に収納されている廃棄体は取出
し、廃棄体に著しい損傷がないことと、照
合できる整理番号を確認する機能を有する
こと
また、一部廃棄体用の秤量器を有すること

-

所定の検査が終了した廃棄体を払出し姿勢
にし、一時仮置き場所へ搬送
また、構内輸送車両へ廃棄体を積載し、廃
棄物埋設地へ搬出
重量物の荷役、放射線防護のため必要

最大重量の廃棄体をハンドリングできる荷
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一時保管のために必要な付属設備もしくは
空間（容量）を有すること
クレーン構造規格に基づくこと

-

受入検査建屋内管理区域の放射線環境を監
視

受入れ廃棄体のインベントリから定める管
理線源を基にして、建屋内管理区域のエリ
ア放射線、空気中放射能濃度及び建屋排気
中放射能濃度を測定監視できること

第二種埋設規則、RI法関係
法令、電離則、労安法関係
法令、埋設施設安全審査の
考え方

受入検査施設の操業に必要な施設内各機
器・系統の運転制御
プロセス量の測定・監視等

耐震Ｃクラスの設備とすること -

管理区域等で発生する液体廃棄物の廃棄処
理
放射性物質の外部への漏出防止のため必要

廃液排出基準濃度の限度以下を十分下回る
こと
廃液漏出防止対策を有すること

第二種埋設規則、RI法関係
法令

液体廃棄物処理設備で発生する固体廃棄物
の廃棄処理
放射性物質の外部への漏出防止のため必要

液体廃棄物処理設備から発生する廃棄物を
合理的に処理するために必要な機能を有す
ること

第二種埋設規則、RI法関係
法令

作業環境の維持を目的とした放射線管理作
業及びポラコン排水等の放射能濃度の分析
閉じ込め、移行抑制の確認のため必要

取り扱う廃棄体のインベントリに適した放
射能濃度の分析能力と分析の頻度等に見合
う分析機能を有すること

第二種埋設規則、RI法関係
法令

屋内及び屋外管理区域への入退域管理
外部被ばく管理及び退域者の身体汚染検査
並びに持ち出し物品の汚染検査
汚染の洗身。放射線防護のため必要

入退域管理を実施するためのゲート機能、
個人被ばく管理及び汚染検査機能を有する
こと
シャワー、手洗いの機能を有すること

第二種埋設規則、RI法関係
法令、電離則、労安法関係
法令

万一の停電に対して電力を供給
内装設備からの要求電力を供給可能である
こと

埋設施設安全審査の考え方

①廃棄体等の受入検査施設

電気

法定性能を確保すること

必要箇所への管路確保
保守・拡張性を考慮した管路とすること

法定性能を確保すること

出入管理設備

排煙設備

排水設備

設備
給水設備

避雷設備

拡声設備

機械警備用配管設備

入退館(室)設備用配管設備

ＩＴＶ用配管設備

受入検査施設放射線管理設備

放射性廃棄物の処理設備（液体）

放射性廃棄物の処理設備（固体）

廃棄体等搬出一時保管設備
 ・廃棄体払出し天井クレーン

消火設備

２）受入検査施設内装設備

放射能分析設備

自動火災報知設備

ＬＡＮ用配管設備

非常電源設備
(電源設備側にて対応)

電話配管設備

受入検査施設計測制御系統設備

廃棄体等受入一時保管設備
 ・一時保管天井クレーン

廃棄体等確認・検査設備
 ・輸送容器開閉装置(ｺﾝﾍﾞｱ含む)
 ・廃棄体取出し装置
 ・廃棄体検査装置

換気・空調設備

圧縮空気設備
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表 3.5 コンクリートピットの設備・機器等 

 

 

施設／操業工程等 使用目的／必要性 要求基本性能等 関係法令など

第二種埋設規則、RI法

-

鋼製仮蓋
区画内への雨水等の浸入を防止
閉じ込めのため必要

廃棄体定置前に使用するため、構造的な安
定性を有すること

-

コンクリート仮蓋
廃棄体と雨水等との接触を防止、遮へいを
確保
閉じ込め、遮へいのため必要

構造安定性の他に、必要な遮へい厚さを有
すること

-

防水シート
廃棄体と雨水等との接触を防止
閉じ込めのため必要

ピット内への雨水浸入を防止すること -

-

重量のある廃棄体を構内輸送車両の荷台か
ら吊上げ、コンクリートピット埋設設備内
の所定の位置へ定置
重量物の荷役のため必要

定格荷重は、取り扱う荷の最大重量の最大
に吊り具を超えるものとし、廃棄体を定置
するための揚程を持つこと
埋設クレーンの作業範囲は、コンクリート
ピット設備だけでなく、隣接する設備の
レールへ乗換えが可能であること
雨水の浸入防止用の屋根を設け、コンク
リートピット設備内の所定の位置に廃棄体
が定置できること
クレーン構造規格に基づくこと

-

受変電設備より電力使用機器までの給電 安全に安定した電源供給が確保できること -

-

廃棄体の浮き上がりを防止しホワイトゾー
ンの厚さを確保
閉じ込めのため必要

作用する荷重に耐えられること -

廃棄体架台
廃棄体着床後転がりを防止しホワイトゾー
ンの厚さを確保
閉じ込めのため必要

作用する荷重に耐えられること -

ドラム缶転がり防止装置
ドラム缶転がりを防止しホワイトゾーンの
厚さを確保
閉じ込めのため必要

ホワイトゾーンの厚さを確保できる寸法
で、作用する荷重に耐えられること

-

第二種埋設規則

廃棄体定置後のコンクリートピットに充て
ん材充てん
陥没防止（移行抑制確保）のため必要

廃棄体を定置したコンクリートピット内へ
注入管により充てん材を充てんできる装置
とすること
液面計を備え、液面の上昇に伴い注入管を
上下できる装置とすること

-

廃棄物埋設地の陥没等を防止
移行抑制のため必要

区画内に空げきを残さない材料とすること -

二種埋設規則

廃棄体と地下水の接触を防止する排水機能
を有すること

-

ポラコン層からの排水を漏水することなく
排出すること

-

排水管からの排水監視
排水管へのアクセスのため必要

必要内空寸法及び構造安定性を確保するこ
と

-

排水管からの排水監視
排水管へのアクセスのため必要

必要内空寸法及び構造安定性を確保するこ
と

-

第二種埋設規則

ピット内への地下水浸入量抑制
移行抑制のため必要

所定の透水係数及び厚さを確保すること -

廃棄物埋設地に設置する設備の露出防止 所定の厚さを有すること -

設備の露出防止のため、覆土の浸食防止。
移行抑制のため必要

侵食を防止できる植生であること -

設備の露出防止のため、覆土の浸食防止。
移行抑制のため必要

表面水を排水できること -

廃棄物埋設地の建設・操業
コンクリートピットへのアクセスのため必
要

所定の仕様で設置されていること -

廃棄体と雨水等との接触防止
閉じ込めのため必要

雨水等を速やかに排水できること -

②コンクリートピット埋設設備及び周辺設備

２）仮蓋

３）廃棄体定置設備

８）その他

立孔

７）覆土

点検路

５）充てん材充てん設備

ベントナイト混合土

上部覆土

覆土上の植栽　

表面排水溝

埋設地内道路、進入路

埋設地内排水溝

第１段階の閉じ込めを確保及び放射性物質
の漏出監視
閉じ込め及び監視のため必要

セメント系充てん材

６）排水監視設備

ポーラスコンクリート層

排水管

充てん材注入設備

浮き上がり防止装置

埋設クレーン

４）廃棄体等収納設備

配電設備

耐震Ｃクラスの施設とすること
必要な遮へい性能を有すること

同上

１）埋設設備本体

廃棄体を定置でき、第１段階の閉じ込め及
び遮へいを確保
閉じ込め、遮へいのため必要

外周仕切設備

内部仕切設備

覆い
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表 3.5 コンクリートピットの設備・機器等 
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埋設地内排水溝

第１段階の閉じ込めを確保及び放射性物質
の漏出監視
閉じ込め及び監視のため必要

セメント系充てん材

６）排水監視設備

ポーラスコンクリート層

排水管

充てん材注入設備

浮き上がり防止装置

埋設クレーン

４）廃棄体等収納設備

配電設備

耐震Ｃクラスの施設とすること
必要な遮へい性能を有すること

同上

１）埋設設備本体

廃棄体を定置でき、第１段階の閉じ込め及
び遮へいを確保
閉じ込め、遮へいのため必要

外周仕切設備

内部仕切設備

覆い
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表 3.6 トレンチの設備・機器等 

 

 

表 3.7 構内輸送設備・機器等 

 

施設／操業工程等 使用目的／必要性 要求基本性能等 関係法令など

廃棄体及び廃棄物を埋設 必要空間を確保できること。
第二種埋設規則
廃掃法

同上

仮設移動式テント
建設・操業時に廃棄体と雨水等との接触防
止。移行抑制のため必要

廃棄体と雨水の接触を防止する形状とする
こと

第二種埋設規則

-

トレンチ外から中への廃棄体の荷卸し・定
置
重量物の荷役のため必要

クレーン構造規格に基づくこと -

トレンチ内で廃棄体の移動・定置
重量物の荷役のため必要

廃棄体が積載可能で、クレーン構造規格に
基づくこと

-

第二種埋設規則、廃掃法

廃棄物埋設地に定置する廃棄物等の露出防
止。移行抑制のため必要

陥没を誘発するような空げきが残らないよ
うな構造とすること

-

浸出水による地下水及び土壌の汚染防止。
環境への影響低減のため必要

所定の構造を有すること

地下水集排水施設
遮水シートの健全性確保のため、揚圧力の
抑制及び遮水工破損防止
環境への影響低減のため必要

所定の構造を有すること
地下水等を速やかに排水できること

雨水集排水施設
トレンチ内への雨水の流入防止
環境への影響低減のため必要

雨水等を速やかに排水できること

保有水集排水施設
保有水の集水
環境への影響低減のため必要

浸出水を速やかに浸出水処理設備へ排水で
きること

埋立ガス処理施設
埋立地から発生するガス排除
環境への影響低減のため必要

所定の構造を有すること

浸出水を放流先の公共水域を汚染しないよ
うに処理。環境への影響低減のため必要

合理的な水処理プロセスを選定すること

受変電設備より電力使用機器までの給電設
備

安全に安定した電源供給が確保できること

集水した地下水をポンプによって公共用水
域へ排水
環境への影響低減のため必要

集水した地下水を排水する能力を有してい
ること

第二種埋設規則及び廃掃法

廃棄物埋設地に設置する設備の露出防止。
移行抑制のため必要

所定の厚さを有すること 同上

設備の露出防止のため、覆土の浸食防止。
移行抑制のため必要

侵食を防止できる植生であること -

設備の露出防止のため、覆土の浸食防止。
移行抑制のため必要

表面水を排水できること -

-

廃棄物埋設地の建設・操業に利用
トレンチへのアクセスのため必要

所定の仕様で設置されていること -

埋設地への雨水等流入防止
移行抑制のため必要

雨水等を速やかに排水できること -

９）その他

埋設地内道路、進入路

埋設地内排水溝

廃掃法

６）浸出水処理設備

７）地下水排水設備

８）覆土

上部覆土

覆土上の植栽　

表面排水溝

配電設備

浸出水処理設備

４）中間覆土

中間覆土

５）遮水設備

遮水シート

③トレンチ埋設設備及び周辺設備

１）トレンチ本体

２）雨水浸入防止設備

３）廃棄体等定置設備

移動式クレーン

クレーン付キャリアダンプ

使用目的／必要性 要求基本性能等 関係法令など

コンクリートピット埋設設備について、廃棄体を構内輸
送するために遮へい容器を有する車両等を考慮し、受入
検査建屋搬出クレーンと埋設クレーン等の荷役設備と取
り合うことが可能なこと
廃棄体を構内輸送するための能力を持つこと

第二種埋設規則

トレンチ埋設設備について、廃棄体を構内輸送するため
の能力を持つこと。

-

構内輸送車両

受入検査建屋から埋
設地まで廃棄体を構
内輸送
重量物の荷役のため
必要

施設／操業工程等

④事業所内輸送設備
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表 3.8 車庫等の設備・機器等 

 

 

表 3.9 受変電所の設備・機器等 

 

施設／操業工程等 使用目的／必要性 要求基本性能等 関係法令など

事業所内輸送設備（運搬車）及び管理棟の
車両を維持、保管

-

主として洗車 必要十分な水を供給できること -

車両点検等に適切な光環境及び電源供給の
確保

国交省建築設備設計基準「各室の光環境」
を満足すること

-

洗車などにより発生した汚水を他の施設の
浄化槽に排水

汚水が雨水排水に流入しないような構造で
ある事

-

初期消火 法定性能の確保すること 消防法関係法令

敷地内の消防 -

消防車への給水 法定性能を確保すること -

-

施設外部からの侵入を防止 容易に侵入が出来ない構造とすること （第二種埋設規則）

-

各施設に収納困難な資材を保管 必要十分なスペースを確保できること -

主として倉庫内清掃 必要十分な水を供給できること -

車両点検等に適切な光環境及び電源供給の
確保

国交省建築設備設計基準「各室の光環境」
を満足すること

-

洗車などにより発生した汚水を他の施設の
浄化槽に排水

汚水が雨水排水に流入しないような構造で
ある事

-

初期消火 法定性能の確保すること 消防法関係法令

⑤車庫、屋外消防設備、事業所境界防護設備等

3）事業所境界防護設備

消火設備

電灯設備

排水設備

消火設備

資材倉庫

4）資材収納設備

上水設備

1）車庫

上水設備

電灯設備

防護柵等

排水設備

2）屋外消防設備

防火水槽

使用目的／必要性 要求基本性能等 関係法令など

施設への電力供給設備を収容 各室の室内環境を維持、確保すること -

諸室間の動線確保

上下階の動線確保

非常時の進入口

キュービクルの設置 -

非常用発電機の設置

消火設備の設置

-
電力会社よりの受電及び構内施設への電力
供給

必要十分な電源容量を有すること -

受変電設備より電力使用機器までのワイヤ
リング

安全に安定した電源供給を確保すること -

非常時における発電 必要十分な電源容量を有すること
消防法関係法令
「放射性廃棄物埋施設の安全審査の
基本的考え方」

業務内容及び執務環境に応じた適切な光環
境及び電源供給の確保

国交省建築設備設計基準「各室の光環境」
を満足すること

労働安全衛生法関係法令

非常時に適切な光環境を確保
国交省建築設備設計基準「各室の光環境」
を満足すること

建築基準法関係法令

非常時の安全通路を明示 法定性能を確保すること 消防法関係法令

業務放送
音声を必要箇所に対し明瞭に伝達出来るこ
と

ー

ー

ー

ー

ー

ー

施設内で安全な避難と他の防災設備との連
動

消防法関係法令

建屋・設備の被雷防止 建築基準法関係法令

-

空気を浄化しその温度等を調整して供給・
排出

各室の室内環境を維持、確保すること 建築基準法関係法令

火災が生じた場合に煙等を排除 建築基準法関係法令

初期消火 消防法関係法令

建築基準法関係法令

消防法関係法令
「放射性廃棄物埋施設の安全審査の
基本的考え方」

法定性能を確保すること

法定性能の確保すること

⑥受・変電所（非常用発電設備を含む）

施設／操業工程等

電気

自動火災報知設備

電灯設備

各室の室内環境を維持、確保すること

保守・拡張性を考慮した管路とすること必要箇所への管路確保

非常用進入口

入退館(室)設備用配管設備

諸室

誘導灯設備

高圧受電設備室

非常電源設備室

消火設備室

換気・空調設備

消火設備（不活性ガス等含む）

設備

排煙設備

廊下

階段

高圧受変電設備

電力幹線設備

ＩＴＶ用配管設備

非常電源設備

避雷設備

ＬＡＮ用配管設備

機械警備用配管設備

電話配管設備

拡声設備

非常用照明装置
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表 3.8 車庫等の設備・機器等 

 

 

表 3.9 受変電所の設備・機器等 

 

施設／操業工程等 使用目的／必要性 要求基本性能等 関係法令など

事業所内輸送設備（運搬車）及び管理棟の
車両を維持、保管

-

主として洗車 必要十分な水を供給できること -

車両点検等に適切な光環境及び電源供給の
確保

国交省建築設備設計基準「各室の光環境」
を満足すること

-

洗車などにより発生した汚水を他の施設の
浄化槽に排水

汚水が雨水排水に流入しないような構造で
ある事

-

初期消火 法定性能の確保すること 消防法関係法令

敷地内の消防 -

消防車への給水 法定性能を確保すること -

-

施設外部からの侵入を防止 容易に侵入が出来ない構造とすること （第二種埋設規則）

-

各施設に収納困難な資材を保管 必要十分なスペースを確保できること -

主として倉庫内清掃 必要十分な水を供給できること -

車両点検等に適切な光環境及び電源供給の
確保

国交省建築設備設計基準「各室の光環境」
を満足すること

-

洗車などにより発生した汚水を他の施設の
浄化槽に排水

汚水が雨水排水に流入しないような構造で
ある事

-

初期消火 法定性能の確保すること 消防法関係法令

⑤車庫、屋外消防設備、事業所境界防護設備等

3）事業所境界防護設備

消火設備

電灯設備

排水設備

消火設備

資材倉庫

4）資材収納設備

上水設備

1）車庫

上水設備

電灯設備

防護柵等

排水設備

2）屋外消防設備

防火水槽

使用目的／必要性 要求基本性能等 関係法令など

施設への電力供給設備を収容 各室の室内環境を維持、確保すること -

諸室間の動線確保

上下階の動線確保

非常時の進入口

キュービクルの設置 -

非常用発電機の設置

消火設備の設置

-
電力会社よりの受電及び構内施設への電力
供給

必要十分な電源容量を有すること -

受変電設備より電力使用機器までのワイヤ
リング

安全に安定した電源供給を確保すること -

非常時における発電 必要十分な電源容量を有すること
消防法関係法令
「放射性廃棄物埋施設の安全審査の
基本的考え方」

業務内容及び執務環境に応じた適切な光環
境及び電源供給の確保

国交省建築設備設計基準「各室の光環境」
を満足すること

労働安全衛生法関係法令

非常時に適切な光環境を確保
国交省建築設備設計基準「各室の光環境」
を満足すること

建築基準法関係法令

非常時の安全通路を明示 法定性能を確保すること 消防法関係法令

業務放送
音声を必要箇所に対し明瞭に伝達出来るこ
と

ー

ー

ー

ー

ー

ー

施設内で安全な避難と他の防災設備との連
動

消防法関係法令

建屋・設備の被雷防止 建築基準法関係法令

-

空気を浄化しその温度等を調整して供給・
排出

各室の室内環境を維持、確保すること 建築基準法関係法令

火災が生じた場合に煙等を排除 建築基準法関係法令

初期消火 消防法関係法令

建築基準法関係法令

消防法関係法令
「放射性廃棄物埋施設の安全審査の
基本的考え方」

法定性能を確保すること

法定性能の確保すること

⑥受・変電所（非常用発電設備を含む）

施設／操業工程等

電気

自動火災報知設備

電灯設備

各室の室内環境を維持、確保すること

保守・拡張性を考慮した管路とすること必要箇所への管路確保

非常用進入口

入退館(室)設備用配管設備

諸室

誘導灯設備

高圧受電設備室

非常電源設備室

消火設備室

換気・空調設備

消火設備（不活性ガス等含む）

設備

排煙設備

廊下

階段

高圧受変電設備

電力幹線設備

ＩＴＶ用配管設備

非常電源設備

避雷設備

ＬＡＮ用配管設備

機械警備用配管設備

電話配管設備

拡声設備

非常用照明装置
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表 3.10 構内の設備・機器等 

 

 

表 3.１１ 屋外環境・放射線モニタリング設備の設備・機器等 

 

施設／操業工程等 使用目的／必要性 要求基本性能等 関係法令など

-

車両通行
通行機能・アクセス機能・滞留機能を確保
すること

-

歩行者及び自転車利用者通行 同上 -

車両分離による交通の安全性確保 安全性・快適性を確保すること。 -

各施設内への雨水流入防止 路面の表面水を排水できること。 -

夜間照明による安全確保
国交省建築設備設計基準「各室の光環境」
を満足すること

-

上部覆土で再利用する現地発生土の仮置
土砂の流出・飛散を防止する形状とするこ
と。

-

掘削土仮置場への雨水流入防止 雨水を排水できること -

-

敷地内雨水を沈砂池へ排水 所定の排出量を確保できること -

敷地内雨水を公共用水域へ放流 所定の排出基準を確保できること -

敷地内雨水を公共水域に排水する為の排水
処理設備

所定の水質基準を確保できること 水質汚濁防止法関係法令

-

受入検査施設建屋及び管理棟から排出され
る雑排水を放流設備まで排水

所定の排出量を確保できること -

受入検査施設建屋及び管理棟から排出され
る雑排水を公共用水域へ放流

所定の排出基準を確保できること -

敷地内の土砂や濁水の流出を防止 計画排水量に適合した施設とすること 水質汚濁防止法関係法令

造成工事期間中の機器及び資材を搬入
通行機能・アクセス機能・滞留機能を確保
すること。

-

環境保全及び景観の向上 周辺環境条件に適した植栽を行うこと。 -

雨水排水設備

雨水排水処理設備

雨水放流設備

雨水排水設備

⑦敷地内設備

７）造成地の植栽

３）雨水排水設備

４）雑排水設備

５）沈砂池

６）造成時の仮設道路

雑排水排水設備

雑排水放流設備

１）事業所内道路

車道

２）掘削土仮置設備

歩道・自転車道

植樹帯

雨水排水設備

照明設備

使用目的／必要性 要求基本性能等 関係法令など

放射性気体廃棄物の放出管理のための濃度
測定を行う。

排気口に設置し、放射性気体廃棄物の濃度
測定が可能であること。

第二種埋設規則

放射性液体廃棄物中の放射能測定を行う。
測定対象核種の濃度測定が可能であるこ
と。

同上

放射能測定装置を収納する。
建築基準法を満足するとともに、放射能測
定装置の全てを収納できること。

同上

管理区域における外部放射線にかかる線量
を測定する。

管理区域における外部放射線にかかる線量
を測定が可能であること。

同上

空気中の放射性物質の濃度を測定する。
空気中の放射性物質の１週間の平均濃度が
測定可能であること。

同上

周辺監視区域における外部放射線の線量を
測定する。

空間放射線を連続監視できること。 同上

周辺監視区域における空気中の浮遊物質の
線量を監視する。

空気中の浮遊物質の線量を連続監視できる
こと。

同上

周辺監視区域における外部放射線の線量を
測定する。

空間放射線を連続監視できること。 同上

周辺監視区域における地下水中の放射性物
質濃度を測定するため、地下水の採取を行
う。また、地下水位の測定も行う。

地下水の採取が可能であること及び地下水
位の測定が可能であること。

同上

モニタリングと密接に関連する気象観測項
目を測定する。

気象庁の検定対象になっている測器は検定
に合格したものであること。気象観測は気
象業務法に従う。

同上＋モニタリング指針

環境試料中の放射能測定のため、環境試料
を採取する。

環境試料を採取できること。 モニタリング指針

環境試料中の放射能測定のため、環境試料
を分析する。

環境試料中の放射能測定が可能であるこ
と。

同上

環境試料分析設備を収納する。
建築基準法を満足するとともに、環境試料
分析設備の全てを収納できること。

同上

放流水の水質検査を実施する。
選定された環境影響物質の測定が可能であ
ること。

廃掃法

放流水のBOD又はCODを検査する。 BOD又はCODの検査が可能であること。 同上

放射能測定室

⑧屋外環境・放射線等モニタリング設備

施設／操業工程等

排気用モニタ

放射能測定装置

環境試料分析設備

BOD又はCODの検査設備

エリアモニタ

ダストサンプラー

環境試料分析室

水質検査設備

環境試料の採取設備

モニタリングポスト

積算線量計

モニタリング孔

気象観測設備

ダストサンプラー
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表 3.12 守衛所の設備・機器等 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設／操業工程等 使用目的／必要性 要求基本性能等 関係法令など

外部から施設内へ入場する際のセキュリ
ティチェック

セキュリティチェックを円滑に行なう為の
機能、環境を確保すること

-

外来者への対応及びセキュリティチェック

諸室間の動線確保

上下階の動線確保

非常時の進入口

警備員の事務作業

衛生保持

作業従事者及び運搬車の運転員が休憩

受変電設備より電力使用機器までのワイヤ
リング

安全に安定した電源供給を確保すること -

業務内容及び執務環境に応じた適切な光環
境及び電源供給の確保

国交省建築設備設計基準「各室の光環境」
を満足すること

労働安全衛生法関係法令

非常時に適切な光環境を確保
国交省建築設備設計基準「各室の光環境」
を満足すること

建築基準法関係法令

非常時の安全通路を明示 法定性能を確保すること 消防法関係法令

既存放送局のデジタル映像受信 適切な出力を得ること -

業務放送
音声を必要箇所に対し明瞭に伝達出来るこ
と

-

施設内で安全な避難と他の防災設備との連
動

法定性能の確保すること 消防法関係法令

建屋・設備の被雷防止 法定性能を確保すること 建築基準法関係法令

-

上水設備
守衛所に駐在する従業員に対しての生活用
飲料水を供給

必要十分な水を供給できること -

給湯設備
守衛所に駐在する従業員に対しての生活用
飲料水（給湯）を供給

必要十分な温水を供給できること -

-

排水設備
守衛所に駐在する従業員の生活排水を管理
棟へ排水

安定した排水が可能なこと -

空気を浄化しその温度等を調整して供給・
排出

各室の室内環境を維持、確保すること 建築基準法関係法令

火災が生じた場合に煙等を排除 建築基準法関係法令

初期消火 消防法関係法令

⑨守衛所

設定した室内環境を確保すること
建築基準法関係法令
労働安全衛生法関係法令

保守・拡張性を考慮した管路とすること

法定性能を確保すること

必要箇所への管路確保 -

電灯設備

ＩＴＶ用配管設備

設備

給水設備

排水設備

換気・空調設備

消火設備

機械警備用配管設備

守衛所

諸室

受付

事務室

トイレ

電気

電力幹線設備

自動火災報知設備

休憩所

電話配管設備

ＴＶ共聴設備

拡声設備

ＬＡＮ用配管設備

廊下

階段

非常用進入口

非常用照明装置

誘導灯設備

排煙設備

避雷設備
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表 3.12 守衛所の設備・機器等 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設／操業工程等 使用目的／必要性 要求基本性能等 関係法令など

外部から施設内へ入場する際のセキュリ
ティチェック

セキュリティチェックを円滑に行なう為の
機能、環境を確保すること

-

外来者への対応及びセキュリティチェック

諸室間の動線確保

上下階の動線確保

非常時の進入口

警備員の事務作業

衛生保持

作業従事者及び運搬車の運転員が休憩

受変電設備より電力使用機器までのワイヤ
リング

安全に安定した電源供給を確保すること -

業務内容及び執務環境に応じた適切な光環
境及び電源供給の確保

国交省建築設備設計基準「各室の光環境」
を満足すること

労働安全衛生法関係法令

非常時に適切な光環境を確保
国交省建築設備設計基準「各室の光環境」
を満足すること

建築基準法関係法令

非常時の安全通路を明示 法定性能を確保すること 消防法関係法令

既存放送局のデジタル映像受信 適切な出力を得ること -

業務放送
音声を必要箇所に対し明瞭に伝達出来るこ
と

-

施設内で安全な避難と他の防災設備との連
動

法定性能の確保すること 消防法関係法令

建屋・設備の被雷防止 法定性能を確保すること 建築基準法関係法令

-

上水設備
守衛所に駐在する従業員に対しての生活用
飲料水を供給

必要十分な水を供給できること -

給湯設備
守衛所に駐在する従業員に対しての生活用
飲料水（給湯）を供給

必要十分な温水を供給できること -

-

排水設備
守衛所に駐在する従業員の生活排水を管理
棟へ排水

安定した排水が可能なこと -

空気を浄化しその温度等を調整して供給・
排出

各室の室内環境を維持、確保すること 建築基準法関係法令

火災が生じた場合に煙等を排除 建築基準法関係法令

初期消火 消防法関係法令

⑨守衛所

設定した室内環境を確保すること
建築基準法関係法令
労働安全衛生法関係法令

保守・拡張性を考慮した管路とすること

法定性能を確保すること

必要箇所への管路確保 -

電灯設備

ＩＴＶ用配管設備

設備

給水設備

排水設備

換気・空調設備

消火設備

機械警備用配管設備

守衛所

諸室

受付

事務室

トイレ

電気

電力幹線設備

自動火災報知設備

休憩所

電話配管設備

ＴＶ共聴設備

拡声設備

ＬＡＮ用配管設備

廊下

階段

非常用進入口

非常用照明装置

誘導灯設備

排煙設備

避雷設備
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表 3.13 管理棟の設備・機器等 

 

使用目的／必要性 要求基本性能等 関係法令など

施設内の事務系作業全般及び統括、見学者
の対応

事務系作業及び見学者の対応を円滑に行な
う為の機能、環境を確保すること

-

-

入館者に対するセキュリティチェック -

諸室間の動線確保 建築基準法関係法令

上下階の動線確保 建築基準法関係法令

同上 -

非常時の進入口 建築基準法関係法令

物品の保管 -

衛生保持 労働安全衛生法関係法令

職員の更衣 労働安全衛生法関係法令

作業従事者及び運搬車の運転員が休憩 労働安全衛生法関係法令

施設PRの資料等を展示する為に利用 -

一般職員の執務 -

事務書類、書籍、管理ファイルの保管等 -

社内会議及び見学者説明会用 -

外来者の応対 -

一定以上の管理職及び役員執務 -

電気関連設備の制御
管理棟内の電気関連設備を制御する設備を
収納できること

-

機械関連設備の制御
管理棟内の機械関連設備を制御する設備を
収納できること

-

周辺環境の分析
所定の項目を分析できる設備を収納できる
こと

-

管理棟に勤務する従業員に対しての生活用
飲料水（給湯）を供給

必要十分な温水を供給できること -

衛生保持 必要十分な温水を供給できること 労働安全衛生法関係法令

遠隔地を想定した食事場所 -

食堂附帯設備 -

厨房で炊事を担当する者の控室 -

非常電源設備の設置 消防法関係法令

消火栓ポンプの設置 -

受水槽の設置 -

-

施設への電力供給設備 必要十分な電源容量を有すること -

受変電設備より電力使用機器までのワイヤ
リング

安全に安定した電源供給を確保すること -

非常時における電源 必要十分な電源容量を有すること 消防法関係法令

業務内容及び執務環境に応じた適切な光環
境及び電源供給の確保を図る

国交省建築設備設計基準「各室の光環境」
を満足すること

労働安全衛生法関係法令

非常時に適切な光環境を確保
国交省建築設備設計基準「各室の光環境」
を満足すること

建築基準法関係法令

非常時の安全通路を明示 法定性能を確保すること 消防法関係法令

既存放送局のデジタル映像受信 適切な出力を得ること -

業務放送
音声を必要箇所に対し明瞭に伝達出来るこ
と

-

-

-

-

-

-

施設内で安全な避難と他の防災設備との連
動

法定性能を確保すること 消防法関係法令

建屋・設備の被雷防止 法定性能を確保すること 建築基準法関係法令

-

-

上水設備（受水槽含む）
管理棟に駐在する従業員に対しての生活用
飲料水を供給

必要十分な水を供給できること -

給湯設備
管理棟に駐在する従業員に対しての生活用
飲料水（給湯）を供給

必要十分な温水を供給できること -

-

排水設備
管理棟に駐在する従業員の生活排水を建物
外へ排水する設備

安定した排水が可能なこと -

浄化槽設備 管理棟他の生活排水等の排水処理 法定性能を確保すること 水質汚濁防止法関係法令

排水処理設備
管理棟他から出る排水を公共水域に排水す
る為の処理

法定性能を確保すること 水質汚濁防止法関係法令

空気を浄化しその温度等を調整して供給・
排出

各室の室内環境を維持、確保すること 建築基準法関係法令

火災時における煙等を排出 法定性能を確保すること 建築基準法関係法令

初期消火 法定性能の確保すること 消防法関係法令

施設／操業工程等

⑩管理棟

設定した室内環境を確保すること

設定した室内環境を確保すること

保守・拡張性を考慮した管路とすること必要箇所への管路確保

給水設備

給
水

排水設備

換気・空調設備

消火設備（消火ポンプ含む）

排煙設備

排
水

避雷設備

設備

受変電設備

電力幹線設備

電灯設備

電話配管設備

ＴＶ共聴設備

非常電源設備

厨房

賄人控室

シャワー室

電気

受水槽室

自動火災報知設備

役員室

食堂

電気室

機械室

給湯室

分析測定室

管理棟

諸室

受付

廊下

階段

エレベーター

倉庫

トイレ

入退館(室)設備用配管設備

非常電源設備室

消火ポンプ室

休憩所

非常用進入口

拡声設備

ＬＡＮ用配管設備

機械警備用配管設備

更衣室

展示室

執務室

書庫

会議室

応接室

誘導灯設備

ＩＴＶ用配管設備

非常用照明装置
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4．施設設計 

 

4.1 コンクリートピット 

4.1.1 コンクリートピット埋設施設の設計条件 

コンクリートピットの概念設計に係る設計条件を表 4.1.1 及び表 4.1.2 に示す。 

 

4.1.2 コンクリートピット埋設施設の設計仕様 

4.1.2.1 設計方針 

コンクリートピット埋設施設の仕様の検討にあたっては、先行施設の実施例 8)が参考となるが

埋設対象物として 200ℓドラム缶以外に角型容器、異形大型廃棄体が対象としていることから、そ

れらの埋設計画に応じた必要なピット数で効率よく収納できる設計とするものとした。また、埋

設計画の変更へ柔軟に対応できることを重視し、異なる仕様の容器を同一ピットに定置する方針

とした。 

 

4.1.2.2 設計仕様の検討 

(1) 廃棄体の竪置き、横置きの検討 

 200ℓドラム缶の定置においては、ピット内への収納効率の観点から竪置きに比べ合理的となる

横置き(俵積み)とした。また、角型容器は、荷役等の作業性を考慮し竪置きとした。 

(2) ピット内区画数の検討 

ピットの区画数については、少ないほど廃棄体１体あたりの部材量が少なくなるため経済的と

なる傾向にある。一方で多くすると構造上底板が厚くなり、マスコンクリートとなるのでひび割

れ対策等について特段の考慮が必要となることから技術的な課題が生じることが想定される。こ

のため、ピットの区画数は、先行施設における技術的な実績で最大となる 36 区画とした。 

(3) ピット基数及び区画寸法の検討 

ピットの設置基数及び区画の寸法は、埋設しようとする廃棄体のピット内の定置数量、第二種

廃棄物埋設規則、廃棄物処理法に規定される１区画（開口部）の面積・容量の基準、想定する埋

設計画を踏まえて検討した。検討ケースを表 4.1.3～表 4.1.5 に示す。検討ケースの設定にあた

っては、以下の 3方式を比較した。 

1) ドラム缶、角型容器それぞれに専用のピットを設置する場合(表 4.1.3) 

2) ドラム缶、角型容器を１つのピットに定置するものとし、ピット内にドラム缶用区画、角型

容器用区画を設ける場合(表 4.1.4) 

3) ドラム缶、角型容器を１つのピットに定置するものとし、ドラム缶、角型容器の両方が定置

できる１種類の区画を設ける場合(表 4.1.5) 

表 4.1.3（上記 1）の場合）によると、収納効率が最もよいのはドラム缶、角型容器それぞれに

専用のピットを設置し、ドラム缶、角型容器の１区画あたりの配列は、それぞれ 8 行×5 列×9

段、4行×4列×4段の場合(No.2)であった。しかし、No.2 では、ドラムに収納した廃棄体と角型

容器に収納した廃棄体が別ピットであるため、操業時に埋設クレーンの移動が頻繁になる可能性

が高いこと、また、必要に応じて埋設クレーンが 2基必要になる可能性があり操業への負担が大

きく合理的でない。１区画（開口部）の面積・容量の基準においては、角型容器は 1,160(L)×

1,300(W)×1,131(H)ｍｍであり、容器の定置精度等を考慮して縦置きで配列する場合 1区画内の

角型容器の配列は 4行×4列×4段以上とすると区画の容量の基準を超える。このため、１区画内

の角型容器の配列は 4行×4列×4段となる。 

表 4.1.4(上記 2)の場合)は、ドラム缶、角型容器を１つのピットに定置とし、ピット内にドラ
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4．施設設計 

 

4.1 コンクリートピット 

4.1.1 コンクリートピット埋設施設の設計条件 

コンクリートピットの概念設計に係る設計条件を表 4.1.1 及び表 4.1.2 に示す。 

 

4.1.2 コンクリートピット埋設施設の設計仕様 

4.1.2.1 設計方針 
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とした。 

 

4.1.2.2 設計仕様の検討 

(1) 廃棄体の竪置き、横置きの検討 
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1,300(W)×1,131(H)ｍｍであり、容器の定置精度等を考慮して縦置きで配列する場合 1区画内の
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ム缶用区画、角型容器用区画を設ける場合である。本検討ケースは、収納効率は上記 1)と遜色な

いが、今後、想定する廃棄体条件(ドラム缶と角型容器に比率)が変更することを考慮すると、例

えば、角型容器が想定より発生しない場合、当該区画の充填等ができず、ピットの埋戻し時期の

遅延等により想定する事業計画への影響が大きいと考えられる。 

 表 4.1.5(上記 3)の場合)は、ドラム缶、角型容器(異型大型容器を含む。)を１つのピットに定

置するものとしドラム缶、角型容器の両方が定置できる１種類の区画を設ける場合である。本検

討ケースは、収納効率は上記 1)及び 2)と大差なく全てのコンクリートピット形状が同一であるた

め、廃棄体条件、搬入計画等の変更に対して柔軟性のある建設、操業が可能になると考えられる。 

以上より、現時点では 3)のうち№11 のタイプが最も合理的と考える。 

 

4.1.2.3 構造・仕様 

 コンクリートピット埋設施設の仕様を表 4.1.6 に、形状を図 4.1.1 に、概観を図 4.1.2 示す。

コンクリートピット埋設施設は、ピット躯体、排水・監視設備及び覆土等より構成される。廃棄

物埋設地には、埋設計画に従って図 4.1.4 及び図 4.1.5 に示す P埋設地及び S埋設地を整備する

こととし、それぞれ 10 基、8 基の埋設設備(ピット)を設置する。１基当たり廃棄体(200ℓドラム

缶換算)で 36 区画×8行×5列×9段/区画で約 12,960 本相当、角型容器(S-1 容器換算)では、36

区画×4行×4列×4段/区画で約 2,300 個相当を埋設することができる。各区画には 200ℓドラム

缶又は角型容器を、図 4.1.6 に示す定置クレーンにより定置することとし、１基のピットには 200

ℓドラム缶及び角型容器のいづれも埋設する仕様とした。また、角型容器以外の異形容器について

も定置対象とすることができる。異型容器等の定置例を図 4.1.3 に示す。 

コンクリートピット埋設施設は、第 1段階において放射性物質がピットの外へ漏出することを

防止する構造となるよう 4.1.3 項記載のとおり許容応力度法により仕様を決定した。また、5.1

項で検討するよう、構造上の強度を確保することで、遮蔽に係る設計基準線量率を満たすことを

確認した。コンクリートピット埋設施設は、新鮮岩盤層を掘り下げて設置するものとし、鉄筋コ

ンクリート造りの外周仕切設備、内部仕切設備及び覆いにより構成し、外形寸法は、平面が約 36m

×約 40m、高さは約 7m、その内部は内部仕切設備により 36 区画とした。各区画内には、廃棄体を

定置した後セメント系充てん材を充填し、空隙が残らないようにしてこれらの区画の上部には覆

いを設置する。 

埋設地には、排水・監視設備として、ピットの外周仕切設備及び覆いとセメント系充てん材と

の間に十分な集水機能を有するポーラスコンクリート層を、同層に侵入してきた水を排水できる

よう排水管を設けることで閉じ込め機能を担保する。よって、図 4.1.7 に示すように排水状況の

監視・点検のためピット周囲に点検路及び立坑を設けた。掘り下げた部分の埋戻し及びピット備

の上面には、設備が容易に露出しないよう配慮して現地掘削土を締固めながら厚さ 8m 以上の覆土

を施すこととした。また、覆土のうち、ピットの上面及び側面から 2m までの間は、外周仕切設備

の腐食防止対策としてベントナイト混合土を施すこととした。 

 

4.1.3 コンクリートピット埋設施設の構造と耐震設計の検討 

コンクリートピット埋設施設を構成する外周仕切設備、内部仕切設備及び覆いは、地震力、自

重、土圧等の荷重に対して十分な構造上の安定性を有するよう、許容応力度法により設計 10),11),12)

した。 覆土前においては、ピットは荷重条件が最も厳しくなるセメント系充填材の充填時を対

象にし、埋設対象物は保守的に側壁へのもたれ荷重が生じるドラム缶を定置した場合を想定して

構造計算を行った。覆土後の第１段階において放射性物質がピットの外へ漏出することを防止す

る構造であることを確認するため、比重の異なる廃棄体が同一のピット内に定置されることを踏
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まえ図 4.1.8 に示すように重量のある廃棄体を偏在させた種々の定置パターンを想定した。また、

図 4.1.9 に示す荷重の組み合わせを考慮し、埋戻し後のピットの応力状態について検討を行った。 

検討にあたっては、外周仕切設備、内部仕切設備、覆い、底板のそれぞれの耐震要素と、それら

を組み合わせたピット全体を二次元 FEM により、常時及び地震時について静的応力解析を行って

必要な部材厚、鉄筋量等を求めた。なお、地震力は、Cクラスであるので水平震度 0.2 とした。 

 

4.1.3.1 耐震要素の二次元 FEM 解析モデル 

外周仕切設備、内部仕切設備、覆い、底板の各耐震要素について、の二次元 FEM 解析モデルを

以下に示す。また、計算条件を表 4.1.7～表 4.1.9 に示す。 

(1) 覆土前 

1) 外周仕切設備の側壁及び内部仕切設備の構造計算 

外周仕切設備の側壁及び内部仕切設備は、廃棄体及びモルタル充填時の側圧、地震荷重等を

考慮し、3辺固定 1辺自由スラブとして断面力を算出した。 

2) 外周仕切設備の底板の構造計算 

外周仕切設備の底板は、ピットの自重、廃棄体及び充填モルタル等に対する地盤反力、地震

荷重を考慮し、4辺固定スラブとして断面力を算出した。 

3) 覆いの構造計算 

覆いは、外周仕切設備側壁及び内部仕切設備側壁により 4 辺がばね支持され、覆いの背面を

廃棄体及び充填モルタル層によりばね支持されたスラブとして断面力を算出した。ただし、

保守的に廃棄体・モルタル層の弾性係数を算出するにあたっては、廃棄体内部を空とした。 

(2) 覆土後 

1) 外周仕切設備の側壁及び内部仕切設備の構造計算 

外周仕切設備側壁及び内部仕切設備側壁により 3 辺がばね支持され、仕切り板の背面を廃棄

体及び充填モルタル層によりばね支持された 3 辺回転固定 1 辺自由スラブとして断面力を算

出した。常時は、覆土荷重、側部土圧、地下水圧等を考慮し、地震時は、常時の荷重に加え

て地震荷重を考慮した。 

2) 外周仕切設備の底板の構造計算 

外周仕切設備の底板は、外周仕切設備側壁及び内部仕切設備側壁により4辺がばね支持され、

底板内側を廃棄体及び充填モルタル層によりばね支持された 4 辺回転固定スラブとして断面

力を算出する。常時は、覆土荷重、地下水圧、自重等を考慮し、地震時は常時の荷重に加え

て地震荷重を考慮した。 

3) 覆いの構造計算 

覆いは、外周仕切設備側壁及び内部仕切設備側壁により 4 辺がばね支持され覆いの背面を廃

棄体及び充填モルタル層によりばね支持された4辺回転固定スラブとして断面力を算出した。

なお、廃棄体・モルタル層の弾性係数を算出するにあたっては、保守的に廃棄体内部を空と

し、覆土荷重、地下水圧、自重等を考慮した。 

 

4.1.3.2 耐震要素の二次元 FEM 解析結果 

外周仕切設備、内部仕切設備、覆い、底板の各耐震要素の二次元 FEM 解析モデルの結果を表

4.1.10 に示す。各要素の部材厚及び主筋の配筋により発生応力度が鉄筋コンクリートの許容応力

度以下であることを確認した。なお、せん断補強筋は、コンクリートのみでせん断力を負担する

こともできるよう配筋することとした。 
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4.1.3.3 ピットの二次元 FEM 解析 

覆土後のピット全体を対象に外周仕切設備、内部仕切設備、覆い、セメント系充てん材の層、

ポーラスコンクリート層及び廃棄体/モルタルから成る断面を 2次元 FEM により、静的応力解析を

行った。ピット形状は、平面寸法が 36.0m×40.16m と短辺と長辺の長さに約 4m の差があり、地震

力を受ける部材は、長辺方向も短辺方向も外部仕切設備の側壁 2枚、内部仕切設備 5枚で同じで

あるが、長辺方向の方は地震時の覆土や区画内定置材の慣性力が 4m 分大きく発生応力度が短辺方

向の場合より大きくなることが考えられる。一方、短辺方向の断面は、断面幅が小さくなること

から、地震時の地盤反力が長辺方向の場合より大きくなり、底版部の発生応力度が長辺方向の場

合より大きくなることが考えられる。 

以上より、短辺方向と長辺方向の２方向の断面を検討断面とした。解析モデルを図 4.1.10 に示
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応力度を表 4.1.11 及び表 4.1.12 に示す。荷重条件は、常時及び地震時において表 4.1.13 に示す

荷重を考慮した。また、比重の異なる廃棄体が同一のピット内に定置されることから重量のある

廃棄体を偏在させた種々の定置パターンを想定した。なお、解析の際の配筋図を図 4.1.11 に示す。 

 

4.1.3.4 ピットの二次元 FEM 解析結果 

常時及び地震時における解析の結果を図 4.1.12 及び図 4.1.13 に示す。 

常時においては、設備に発生する最大圧縮応力は 1.41N/mm2 であり、コンクリートの許容圧縮

応力度 8.1N/mm2を下回る。最大せん断応力度は 0.95N/mm2であり、コンクリートの許容せん断応

力度 1.7N/mm2を下回る。また、この時の最大地盤反力は 550.5kN/m2である。地震時においては、

設備に発生する最大圧縮応力は 1.56N/mm2であり、コンクリートの許容圧縮応力度 12.2N/mm2を下

回る。最大せん断応力度は 0.65N/mm2であり、コンクリートの許容せん断応力度 2.57N/mm2を下回

る。また、この時の最大地盤反力は 723.1kN/m2である。 

以上より、ピットは重量のある廃棄体を偏在させた種々の定置条件下においても十分な強度を

有し、常時、地震時の荷重により外周仕切設備及び覆いに放射性物質が容易に漏出するようなひ

び割れが発生することはないことを確認した。 
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4.2 トレンチ 

4.2.1 トレンチ埋設施設の設計条件 

トレンチの概念設計に係る設計条件を表 4．2.1、表 4．2.2 及び表 4．2.3 に示す。 

 
4.2.2 トレンチ埋設施設の設計仕様 

4.2.2.1 設計方針 

トレンチ埋設施設の仕様の検討にあたっては、埋設対象物がフレキシブルコンテナ、200ℓドラム缶、角

型容器であり、それらの埋設計画に応じた必要な基数で効率よく収納できる仕様とする。また、非

放射性の有害物質の環境影響を踏まえて、一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場

に係る技術上 13)の基準を考慮した。 

 

4.2.2.2 設計仕様の検討 

(1)施設型式の検討 

トレンチ埋設施設への処分が想定される主要な廃棄体の性状は、以下の 2つに分類できること

からこの分類に応じた施設型式を検討した。 

・コンクリート、金属等の安定五品目に相当するもの 

・溶融、圧縮等の処理をし、収納した容器にコンクリート等を充填した充填固化体又は均質固化

体（安定五品目に相当しないもの） 

1) 安定五品目を埋設するトレンチ埋設施設 

トレンチに係る技術基準としては、現行の原子炉等規制法では素掘り型のトレンチが規定され

ており、埋設対象物は原子炉施設から発生した金属、コンクリート、これに類するものとされて

いる。本概念設計においては、埋設対象物の規制区分として核燃料サイクル施設から発生した金

属、コンクリート、これに類するものも対象としており、廃棄物の性状としては、金属、コンク

リートの他、廃棄物処理法においてそのまま地中に埋め立てても環境保全上支障のないものとさ

れているプラスチック、ゴム屑、ガラスを含めた。これらの埋設対象物は、素掘り型のトレンチ

に埋設するが、廃棄物処理法における安定五品目に相当することを踏まえ安定型産業廃棄物処分

場と同等の施設基準を取り入れることにした。産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準 13)

第二条第三項ハによれば、埋め立てられた産業廃棄物への安定型産業廃棄物以外の廃棄物の付着

又は混入の有無を確認するための水質検査に用いる浸透水を埋立地から採取することができる設

備が設けられていることとされている。したがって、安定五品目を埋設するトレンチの底面中央

部に直径 200mm の有孔硬質塩ビ管を設置し、その周囲に保護層として粒度調整砕石を設置する。

上下流方向に幹線を敷設し、横断方向に枝線を接続する形式とする。また、その流末には地下水

集排水立孔（有孔管φ300mm）を設置し、水質検査のための採水を行うとした。 

2) 安定五品目以外を埋設するトレンチ(付加機能型トレンチ) 埋設施設 

放射線障害防止法等の廃棄物は、放射性物質の使用目的、使用方法の多様性等から有害な化学

物質等が混入されている可能性がある 14)。従って、本廃棄物を埋設する際には、主にこれらの物

質の無害化・閉じ込め性の向上を図る観点から、溶融、固型化処理等を施した後容器に収納し充

填固化体又は均質固化体とされる。これらの充填固化体等をトレンチに埋設する場合、廃棄体か

らの化学物質の溶出による地下水等への影響を考慮し、溶出量が所定の基準以下となるように廃

棄体中の有害物質の含有量を制限することにより周囲の公共水域等を保全することとした。廃棄

物処理法における実績を踏まえ、その基準値としては管理型処分場への処分基準に対応すること

から、トレンチ処分対象廃棄体の受入基準としてこれを取り入れた。以下に管理型処分場の施設

基準の要件毎に本設計に反映した検討内容を示す。なお、構造等は既往 15)の文献に準拠した。 
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から、トレンチ処分対象廃棄体の受入基準としてこれを取り入れた。以下に管理型処分場の施設
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① 遮水シート 

廃棄物処理法によれば、遮水シートについて、次の 3つから選定することになっている。 

a. 粘土層＋遮水シート 

b. アスファルト・コンクリート層＋遮水シート 

c. 不織布＋二重の遮水シート 

これらのうち、最も掘削量が少ないのは不織布＋二重の遮水シートであり、廃棄体の収納効

率が最もよくなるため、これを採用する。遮水シートとしては、強度・耐久性がよく使用実績

も多い HDPE 系遮水シート（合成ゴム・合成樹脂系）を採用した。また、浸出水等の排水処理を

減らしこれに係るコストを軽減するため、遮水シートの設置位置は、トレンチ底部、法面部の

他に最上面の中間覆土上部にも敷設する。底部、法面部の遮水シートは、操業期間が長いこと、

上をキャリアダンプが走行すること、順次中間覆土を施工しながら廃棄体を定置する等から遮

水シートには保護層を設ける設計とした。遮水工の概形を図 4.2.1 に示す。 

② 地下水集排水施設 

遮水シートを敷設した場合のトレンチの基底面は地下水位より上とするが、急激な地下水位

の変化及び湧水（地下へ浸透した雨水）の影響により、揚圧力が働いて遮水工を破損すること

があり、この影響を防止するため地下水などを速やかに排除するための地下水集排水施設を設

置した。地下水集排水施設は、地下水を排水するための底面部地下水集排水施設、主に湧水を

排水するための法面部地下水集排水施設及びそれらの排水を一時的に貯留するポンプピットに

より構成する。 

a. 底面部地下水集排水施設 

底面部の地下水集排水施設は、有孔管などを栗石又は砂利などのフィルター材で覆った暗渠

構造とし、上下流方向に幹線を敷設し、横断方向に枝線を接続する形式とする。 

地下水排水溝に埋設する集水管は内径 150mm～300mm が標準である。本設計では、集水管の上

に重量のある廃棄体が載ることから、集水管の変形による断面減少を考慮し内径 300mm とする。

また、集水管の材質は、耐久性及び施工性に優れている有孔硬質塩ビ管を用いることとする。

底面部地下水集排水施設の概形を図 4.2.2 に示す。 

b. 法面部地下水集排水施設 

法面部は、底面部と同様の線状の暗渠排水構造により遮水工の裏面の集排水を行うため、有

孔硬質塩ビ管で内径 300mm、暗渠の間隔は 20m とし、フィルター材は一般的な砕石とする。た

だし、法面部地下水集排水施設を地表面まで延長すると、後述する雨水集排水施設の水を取り

込むことになるため、最上段のドラム缶型廃棄体の下部付近から下に設置することとした。法

面部部地下水集排水施設の概形を図 4.2.3 に示す。 

c. 地下水集排水立孔 

安定５品目を埋設するトレンチと同様に、地下水集排水施設の流末には地下水集排水立孔（有

孔管φ300mm）を設置し、水質検査のための採水を行う設計とした。 

③ 雨水集排水施設 

一般廃棄物処分場等では、雨水等の地表水の流入を防止するため雨水集排水施設を設置する

ことから、操業中は仮設テントを設置し雨水の浸入防止措置とする。上部覆土施工後について

は、仮設テントを除去するため雨水の影響が考えられることから、覆土法面は勾配をつけ、ト

レンチの周囲には U 字溝を敷設することとした。法面部部地下水集排水施設の概形を図 4.2.4

に示す。 

④ 保有水集排水施設 

本トレンチでは、遮水シートで廃棄物層を囲うため雨水の浸入は考えにくく、埋設対象物の
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性状についても保有水を生じないものであるが、仮に雨水が浸入しても周辺環境に浸出しな

いよう保有水集排水施設を設置する。保有水集排水施設は、保有水を集排水するための底部

集排水管、法面部集排水管、発生ガスの影響を回避するための埋立ガス処理設備及び集排水

した水を貯留しておくための原水槽から構成する。 

a. 底部集排水管 

 底部集排水管の配置は、廃棄物層は細長い矩形の形状であるため、幹線を直線状に１本配

置し、20ｍ間隔で支線とし、材料は、廃棄体荷重に耐えられる強度を有し、可とう性があり

施工性がよい有孔硬質ポリエチレン管とした。また、底部集排水管は空気の供給及びガス抜

きの機能を兼用しているため、使用管径を 200mm 以上とすることが望ましいとされているこ

と、並びに、幹線には直径 400mm 以上、支線には直径 200mm 以上の有孔管が採用されている

事例が多いことからこれと同様とした。被覆材としては、細粒分が混じると目詰まりの原因

になることから砕石と栗石を用いることとした。底部集排水管の概形を図 4.2.5 に示す。 

b. 法面部集排水管 

法面部集排水管は、廃棄物層の法面に沿って設置され、その下流側は、底部集排水管と接

続する。また、法面部集排水管は、集水機能よりも上下方向の排水機能を担い、その配置間

隔は、経験的に底部集排水管の 2倍でよいとされているため、法面部集排水管は 40m 間隔と

する。 法面部集排水管には廃棄体荷重が作用するため、底部集排水管と同じ有孔硬質ポリ

エチレン管を採用した。また、管径も底部集排水管の支線と同じく直径 200mm とすることと

した。 

c. 埋立ガス処理設備 

本設計では、埋設対象物の性状を踏まえて埋立ガス処理設備を設置しないこととした。最

終処分場に係る技術上の基準 13）第一条第二項第十六号によれば、一般廃棄物の最終処分場に

係る技術上の基準として、“通気装置を設けて埋立地から発生するガスを排除すること”とさ

れている。しかし、第二条第二項第三号によれば、“管理型最終処分場の維持管理は、前条第

二項第五号及び第七号から第二十号まで（鉱さい、ばいじん等ガスを発生するおそれのない

産業廃棄物のみを埋め立てる最終処分場にあっては、第十六号を除く。”とされている。また、

保有水の集排水設備について、“集排水管は空気供給及びガス抜きの機能を兼ねるので、使用

管径は 200mm 以上とすることが望ましい”とされている。本設計では、埋設対象物は、ガス

発生の可能性が低いこと、ガス抜きの機能を要する集排水管が設置されているためガス抜き

施設は設置していない。 

⑤ 浸出水処理設備 

一般廃棄物、産業廃棄物の管理型処分場では、浸出水の管理を集水ピットを設置して行う場

合がある。しかし、本施設は、廃棄物層が遮水シートに覆われていることから浸出水の発生量

は多くない。このため連続放流による排水をしないことから浸出水処理設備を設けない。ただ

し、保有水集排水施設の流末に浸出水集水立孔を設置し、そこから定期的に採水等を行う。浸

出水集排水立坑より定期的に採水等を行った際に生じる分析廃液等は、受入検査施設内の液体

廃棄物処理設備により処理をする。 

 

(2) 施設寸法の検討 

1) 安定５品目相当を埋設するトレンチ埋設施設 

 トレンチ埋設施設の設置深度は、移行抑制の観点から、地下水位より上にする。設計条件より、

地下水位は平均 GL-5m であり、季節変動を考慮した地下水位は GL-4m まで達するとし、トレンチ

の深さを地表面から 4m 下とする。この場合、掘削造成したトレンチ内に積む容器の段数は３段積
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性状についても保有水を生じないものであるが、仮に雨水が浸入しても周辺環境に浸出しな

いよう保有水集排水施設を設置する。保有水集排水施設は、保有水を集排水するための底部

集排水管、法面部集排水管、発生ガスの影響を回避するための埋立ガス処理設備及び集排水

した水を貯留しておくための原水槽から構成する。 

a. 底部集排水管 

 底部集排水管の配置は、廃棄物層は細長い矩形の形状であるため、幹線を直線状に１本配

置し、20ｍ間隔で支線とし、材料は、廃棄体荷重に耐えられる強度を有し、可とう性があり

施工性がよい有孔硬質ポリエチレン管とした。また、底部集排水管は空気の供給及びガス抜

きの機能を兼用しているため、使用管径を 200mm 以上とすることが望ましいとされているこ

と、並びに、幹線には直径 400mm 以上、支線には直径 200mm 以上の有孔管が採用されている

事例が多いことからこれと同様とした。被覆材としては、細粒分が混じると目詰まりの原因

になることから砕石と栗石を用いることとした。底部集排水管の概形を図 4.2.5 に示す。 

b. 法面部集排水管 

法面部集排水管は、廃棄物層の法面に沿って設置され、その下流側は、底部集排水管と接

続する。また、法面部集排水管は、集水機能よりも上下方向の排水機能を担い、その配置間

隔は、経験的に底部集排水管の 2倍でよいとされているため、法面部集排水管は 40m 間隔と

する。 法面部集排水管には廃棄体荷重が作用するため、底部集排水管と同じ有孔硬質ポリ

エチレン管を採用した。また、管径も底部集排水管の支線と同じく直径 200mm とすることと

した。 

c. 埋立ガス処理設備 

本設計では、埋設対象物の性状を踏まえて埋立ガス処理設備を設置しないこととした。最

終処分場に係る技術上の基準 13）第一条第二項第十六号によれば、一般廃棄物の最終処分場に

係る技術上の基準として、“通気装置を設けて埋立地から発生するガスを排除すること”とさ

れている。しかし、第二条第二項第三号によれば、“管理型最終処分場の維持管理は、前条第

二項第五号及び第七号から第二十号まで（鉱さい、ばいじん等ガスを発生するおそれのない

産業廃棄物のみを埋め立てる最終処分場にあっては、第十六号を除く。”とされている。また、

保有水の集排水設備について、“集排水管は空気供給及びガス抜きの機能を兼ねるので、使用

管径は 200mm 以上とすることが望ましい”とされている。本設計では、埋設対象物は、ガス

発生の可能性が低いこと、ガス抜きの機能を要する集排水管が設置されているためガス抜き

施設は設置していない。 

⑤ 浸出水処理設備 

一般廃棄物、産業廃棄物の管理型処分場では、浸出水の管理を集水ピットを設置して行う場

合がある。しかし、本施設は、廃棄物層が遮水シートに覆われていることから浸出水の発生量

は多くない。このため連続放流による排水をしないことから浸出水処理設備を設けない。ただ

し、保有水集排水施設の流末に浸出水集水立孔を設置し、そこから定期的に採水等を行う。浸

出水集排水立坑より定期的に採水等を行った際に生じる分析廃液等は、受入検査施設内の液体

廃棄物処理設備により処理をする。 

 

(2) 施設寸法の検討 

1) 安定５品目相当を埋設するトレンチ埋設施設 

 トレンチ埋設施設の設置深度は、移行抑制の観点から、地下水位より上にする。設計条件より、

地下水位は平均 GL-5m であり、季節変動を考慮した地下水位は GL-4m まで達するとし、トレンチ

の深さを地表面から 4m 下とする。この場合、掘削造成したトレンチ内に積む容器の段数は３段積
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みとなる。 

トレンチ埋設施設への埋設対象物は、角型廃棄体とフレキシブルコンテナである。角型廃棄体

とフレキシブルコンテナでは寸法が異なるため、それぞれ専用のトレンチに定置する場合と一つ

のトレンチに定置する場合が考えられる。トレンチの断面当たりの収納効率を考慮すると、専用

の容器のみを埋設するトレンチを設置する場合が効率がよい。 

しかし、廃棄体の埋設計画の変更に応じて柔軟な操業が必要となることや、異なる仕様のトレ

ンチの併設、同時操業等をする場合に伴うコストの増加が想定される。また、それぞれの容器専

用のトレンチを設置する場合と、角型容器及びフレキシブルコンテナを同一のトレンチを定置す

る場合を比較すると、収納効率に大差はない。 

従って、角型容器及びフレキシブルコンテナを同一のトレンチに定置する仕様とした。トレン

チの断面は、定置の安定性の観点からできるだけフレキシブルコンテナの下に角型容器を定置す

ることとした。安定５品目相当を埋設するトレンチの断面を図 4.2.6 に示す。 

トレンチの断面寸法、長さは、海外類似事例の実績、角型容器及びフレキシブルコンテナの埋

設計画（角型容器、フレキシブルコンテナの数量割合）、操業コストの平坦化（単年度に覆土等に

係る費用が集中しないようにトレンチ以外の施設の操業費も考慮した。）を踏まえて設定した。 

2) 安定５品目以外を埋設するトレンチ(付加機能型トレンチ) 埋設施設 

 トレンチの設置深度は、移行抑制の観点から、地下水位より上にする。設計条件より、地下水

位は平均 GL-5m であり、季節変動を考慮した地下水位は GL-4m まで達するとし、トレンチの高さ

を地表面から 4m 下とする。この場合、この場合、掘削造成したトレンチ内に積む容器の段数は３

段積みとなる。 

付加機能型トレンチ埋設施設の埋設対象物は、200ℓドラム缶のみである。安定５品目相当以外

を埋設するトレンチの断面を図 4.2.9 に示す。 

トレンチの断面寸法、長さは、海外類似事例の実績、200ℓドラム缶の埋設計画、操業コストの

平坦化（単年度に覆土等に係る費用が集中しないようにトレンチ以外の施設の操業費も考慮した。）

を踏まえて設定した。 

 

4.2.2.3 構造・仕様 

(1) 安定５品目を埋設するトレンチ埋設施設 

 安定５品目を埋設するトレンチ埋設施設の仕様を表 4．2.4 に示す。埋設地には、図 4.2.12 及

び図 4.2.13 に示すよう安定五品目を埋設する埋設用トレンチを、埋設計画に従って P埋設地、S

埋設地を整備することとし、それぞれ 6基、6基のトレンチを設置する。 

 P 埋設地用トレンチの寸法は、約 31m×137m、深さ約 4m であり、S埋設地用トレンチの寸法は、

約 31m×148m、深さ約 4m である。その周囲には排水溝を設け地表水が埋設地に容易に流入しない

ようにするとともに、操業期間中には雨水浸入防止用テントを敷設する。 

図 4.2.7 及び図 4.2.8 に示すように埋設地底部中央には、環境影響の監視を目的とした地下水

集排水用の有孔硬質塩ビ管を上下流方向に幹線を敷設し、横断方向に枝線を接続する形式とする。

幹線流末には地下水採取孔を設置する。 

１基当たり廃棄体(200ℓドラム缶換算)で、P埋設地用トレンチでは約 21,540 本相当、S埋設地

用トレンチでは約 23,570 本相当を埋設することができる。下段には角型容器、中段には、角形容

器又はフレキシブルコンテナ、上段にはフレキシブルコンテナを埋設する。なお、最下段から最

上段まで全てフレキシブルコンテナとする場合もある。 

中間覆土は、十分な転圧効果が得られるよう約 25cm とした。トレンチは、表層砂質土を掘り下

げた部分に設置し、その埋戻し及び埋設地の上面には、設備が容易に露出しないよう配慮して現
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地掘削土を締固めながら地表面上約 2.5m の覆土を施す。 

 

(2) 安定５品目以外を埋設するトレンチ(付加機能型トレンチ) 埋設施設 

 安定５品目以外を埋設するトレンチ埋設施設の仕様を表 4.3.5 に示す。 

埋設地には、図4.2.12及び図4．2.13に示すよう安定五品目以外を埋設する埋設用トレンチを、

埋設計画に従って P埋設地、S埋設地を整備することとし、それぞれ 3基づつ設置する。 

P 埋設地用トレンチの寸法は、約 30m×190m、深さ約 4m であり、S埋設地用トレンチの寸法は、

約 30m×217m、深さ約 4m である。その周囲には排水溝を設け地表水が埋設地に容易に流入しない

ようにするとともに、操業期間中には雨水浸入防止用テントを敷設する。 

トレンチ底部、側部、上部には遮水工を施す。遮水工内への埋設対象物は、廃棄物処理におけ

る一般水域への排水基準と同程度である溶出基準 13）15)を満たすものであり、また、保有水を生じ

ない性状である。したがって遮水工は安全性の観点からは移行抑制機能を備えればよいが、安心

のため廃棄物処理法における遮水工の基準を満たすものとする。 

図 4.2.10 及び図 4.2.11 に示すように埋設地底部(遮水工の裏)中央には、遮水工の損壊等を防

止するためと環境影響の監視を目的とした地下水集排水用の有孔硬質塩ビ管を上下流方向に幹線

を敷設し、横断方向に枝線を接続する形式とする。幹線流末には地下水採取孔を設置する。 

また、遮水工内に保有水が生じた場合の水質監視を目的とした保有水集排水用の有孔硬質塩ビ

管を上下流方向に幹線を敷設し、横断方向に枝線を接続する形式とする。幹線流末には保有水採

取孔を設置する。 

１基当たり廃棄体(200ℓドラム缶換算)で、P埋設地用トレンチでは約 17,540 本相当、S埋設地

用トレンチでは約 20,250 本相当、を埋設することができる。埋設対象物は、200ℓドラム缶である。 

中間覆土は、十分な転圧効果が得られるよう約 25cm とした。トレンチは、表層砂質土を掘り下

げた部分に設置し、その埋戻し及び埋設地の上面には、設備が容易に露出しないよう配慮して現

地掘削土を締固めながら地表面上約 2.5m の覆土を施す。 
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のため廃棄物処理法における遮水工の基準を満たすものとする。 

図 4.2.10 及び図 4.2.11 に示すように埋設地底部(遮水工の裏)中央には、遮水工の損壊等を防
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管を上下流方向に幹線を敷設し、横断方向に枝線を接続する形式とする。幹線流末には保有水採

取孔を設置する。 

１基当たり廃棄体(200ℓドラム缶換算)で、P埋設地用トレンチでは約 17,540 本相当、S埋設地

用トレンチでは約 20,250 本相当、を埋設することができる。埋設対象物は、200ℓドラム缶である。 
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4.3 受入検査施設 

4.3.1 受入検査施設の設計条件 

 受入検査施設を概念設計するうえでの設計条件を表 4．3.1 に示す。 

 
4.3.2 受入検査施設の設計仕様 

4.3.2.1 設計方針 

本施設は、事業所外運搬によって輸送されてきた廃棄体を受入れ、一時的な保管、廃棄体の外観検

査、検査された廃棄体を種類に応じてコンクリートピット又はトレンチへ搬出するためのものである。取扱

い対象物としては、200ℓドラム缶、フレキシブルコンテナ、角型容器、異形大型廃棄体、輸送容器等が想

定されるため、多種の容器の取扱い、保管に対し合理的に対応できることを方針とした。 

 
4.3.2.2 受入検査施設の取扱い対象容器種類毎の数量の想定 

 本施設においては、操業期間 50 年を想定しその間にピット処分対象 22 万本(200ℓドラム缶換算

本数)、トレンチ処分対象 38 万本を取り扱う。この数量について処分方法別発生者別容器種類別

の内訳を表 4.3.2 に示す。この数量を平坦化した年間平均取扱数量はピット処分対象 4,400 本/

年、トレンチ処分対象 7,600 本/年となる。 

ここで、2.2.6(3)項により受入検査施設の最大取扱い能力は、ピット処分対象 6,000 本/年、ト

レンチ処分対象 12,000 本/年である。したがって、最大取扱い数量と平均取扱い数量の比を表 4．

3.2 の数量に乗じて、50 年で除した数量を、受入検査施設で取り扱う容器種類別の取扱い数量と

しこれに応じた設備能力とした。 

 その数量を表 4.3.3 に示す。ここで、原子力機構から発生する数量が多いことからドラム缶、

フレキシブルコンテナ、角型容器ともに船舶輸送により輸送容器に収納された形態で受入検査施

設にて受け入れることを想定した。大学、民間、RI 事業者分は、数量が少ないことから陸上輸送

により輸送容器に収納されない形態で受入検査施設にて受け入れることを想定した。 

  
4.3.2.3 構造・設備仕様 

(1) 建屋 

受入検査施設建屋は、トラックヤード、建屋天井クレーン、廃棄体等一次保管設備、廃棄体の

受入検査設備、放射線管理設備、計測制御設備、液体・固体廃棄物処理設備、放射能分析設備等

を収容するものとした。受入検査施設建屋の設計仕様を表 4.3.4 に示す。 

主要構造は、RC 造で地上 3 階、塔屋１階(地上高さ約 21.2m)、平面が約 73.5m×約 69.0m の建

物である。主要部分のコンクリート厚さは、外壁で約 0.2m～0.5m、屋根で約 0.5m である。なお、

受入一時保管室の 1階相当部分の外壁のコンクリート厚さについては、0.5m にとどめ、その外壁

の外表面から約 20m の区域が屋外第二種管理区域（表面汚染の生じるおそれのない区域）である。

受入検査施設の部屋の配置図を図 4.3.1～図 4.3.3 に示す。主要な建屋附属設備は、以下に示す

とおりである。 

1) 換気空調設備 ：1式 

2) 消防用設備  ：1 式 

3) 非常用発電機 ：1式 

4) 一時保管設備 ：1式 

受入検査施設の換気空調設備は、制御室、電気機械室等の非管理区域系と、受入一時保管室、

廃棄体検査室等の管理区域系とに区分し、各区域に清浄外気を供給するとともに建屋内温度を適

切に制御する。換気空調設備の換気量は、受入一時貯蔵室、廃棄体検査室について必要に応じて
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の 20Ｐa 程度の負圧とすることができる容量とした。排気系統を図 4.3.4 に示す。 

また、受入検査施設には、「消防法」に基づき自動火災報知設備及び消火設備等の消防用設備等

を設ける。外部電源系の機能喪失に対応するための非常用所内電源系としては、受入検査施設等

の通常の操業を行うのに十分な容量のディーゼル発電機を設置する。 

建屋配置図のうち受入一時保管室は、船舶輸送による輸送容器を保管する設備である。受入一

時保管室では、年間 12,000 本(60 万本/50 年)の取扱量を想定した。受入一時保管室の容量は、廃

棄体を輸送する輸送船の容量が約 3,000 本(200ℓドラム缶換算)と想定されること、年 4回程度の

輸送キャンペーンとし、まとまった廃棄体数量の受け入れを想定すること、厳冬期に 3か月間程

度作業ができなくなることを踏まえ、年間取扱数量の約 3か月分の保管能力とした。 

トレンチ一時保管室 A、B の保管能力は、主に大学、民間、RI 事業者分の陸上輸送される、輸

送容器に収納されていないトレンチ処分対象の廃棄体及びコンクリート等廃棄物を取り扱うため

に十分な保管能力を、表 4.3.3 の数量を踏まえて設定した。検査室内の一時保管スペースの保管

能力は、主に海上輸送される、輸送容器に収納されているピット処分対象の廃棄体(200ℓドラム缶

及び角型容器)を取り扱うために、それぞれピット１区画分に定置する数量である、360 本分（8

行×5列×9段）、64 個分（4行×4列×4段）とした。一時保管能力を図 4.3.5 に示す。 

 

(2) 受入検査設備 

受入検査施設に輸送されてくる廃棄体等には、ピット処分対象として 200ℓドラム缶、角型容器、

トレンチ処分対象としてフレキシブルコンテナ、200ℓドラム缶、角型容器があり、それらの廃棄

体は概ね輸送容器に収納されているが一部は輸送容器に収納されない場合も想定される。これら

の廃棄体について、ピット/トレンチ処分、容器形状、輸送容器の有無毎に廃棄体の受け入れ、検

査、払い出し工程ラインを設ける。以下の 1)及び 2)に各工程の概要を、3)～10)に受入検査設備

の主要な設備及び機器の種類を述べる。なお、複数の容器を搬送可能なラインを一本設け、それ

ぞれの容器専用のラインを設けることをできるだけ避けることにより合理化を図り、設備が少な

く、施設規模が大きくならないよう配慮した。また、放射線業務従事者の不必要な放射線を受け

ることを防止する観点から自動化、遠隔化を図った。天井クレーン等は、クレーン構造規格 16)

に基づくとともに、廃棄体取扱いの安全性に係る各種インターロックを備える。また、吊り具に

は吊り荷の振れ止めを考慮するとともに、廃棄体つかみ具は、廃棄体の形状に応じて１本ごとに

確実につかむことができる構造とした。 

1) ピット処分対象 

① 輸送容器に収納されたドラム缶 

 輸送容器受入用のトラックヤード A に輸送されてきた廃棄体（ドラム缶）8 個収納の輸送容器

を天井クレーン Aにより受入一時保管室に 4段積みで一時保管し、引き続き輸送容器を天井クレ

ーン Aで輸送容器搬送コンベアに載せ、検査室内に搬送する。検査室では、輸送容器から廃棄体

を 1個ずつ取り出し、表示される整理番号の読み取り、外観の検査を行う。検査済の廃棄体は、

コンベア等により移送するとともに、検査室内一時保管スペース(トラックヤード C付近)で保管

し、埋設工程に整合させて天井クレーン Cにより 8個単位でトラックヤード Cにおいて構内輸送

車両に積載のうえ埋設地(ピット)へ輸送される。廃棄体動線図、廃棄体取扱いフローを図 4.3.6、

図 4.3.7 に示す。 

② 輸送容器に収納されていないドラム缶 

 トラックヤード Bに輸送されてきた廃棄体（ドラム缶）を天井クレーン B等により検査室内一

時保管スペースに 1段積みで一時保管し、廃棄体を 1個ずつ検査室においてコンベア等により廃

棄体を移送するとともに、表示される整理番号の読み取り、外観の検査を行う。検査済の廃棄体
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の 20Ｐa 程度の負圧とすることができる容量とした。排気系統を図 4.3.4 に示す。 

また、受入検査施設には、「消防法」に基づき自動火災報知設備及び消火設備等の消防用設備等

を設ける。外部電源系の機能喪失に対応するための非常用所内電源系としては、受入検査施設等

の通常の操業を行うのに十分な容量のディーゼル発電機を設置する。 

建屋配置図のうち受入一時保管室は、船舶輸送による輸送容器を保管する設備である。受入一

時保管室では、年間 12,000 本(60 万本/50 年)の取扱量を想定した。受入一時保管室の容量は、廃

棄体を輸送する輸送船の容量が約 3,000 本(200ℓドラム缶換算)と想定されること、年 4回程度の

輸送キャンペーンとし、まとまった廃棄体数量の受け入れを想定すること、厳冬期に 3か月間程

度作業ができなくなることを踏まえ、年間取扱数量の約 3か月分の保管能力とした。 

トレンチ一時保管室 A、B の保管能力は、主に大学、民間、RI 事業者分の陸上輸送される、輸

送容器に収納されていないトレンチ処分対象の廃棄体及びコンクリート等廃棄物を取り扱うため

に十分な保管能力を、表 4.3.3 の数量を踏まえて設定した。検査室内の一時保管スペースの保管

能力は、主に海上輸送される、輸送容器に収納されているピット処分対象の廃棄体(200ℓドラム缶

及び角型容器)を取り扱うために、それぞれピット１区画分に定置する数量である、360 本分（8

行×5列×9段）、64 個分（4行×4列×4段）とした。一時保管能力を図 4.3.5 に示す。 

 

(2) 受入検査設備 

受入検査施設に輸送されてくる廃棄体等には、ピット処分対象として 200ℓドラム缶、角型容器、

トレンチ処分対象としてフレキシブルコンテナ、200ℓドラム缶、角型容器があり、それらの廃棄

体は概ね輸送容器に収納されているが一部は輸送容器に収納されない場合も想定される。これら

の廃棄体について、ピット/トレンチ処分、容器形状、輸送容器の有無毎に廃棄体の受け入れ、検

査、払い出し工程ラインを設ける。以下の 1)及び 2)に各工程の概要を、3)～10)に受入検査設備

の主要な設備及び機器の種類を述べる。なお、複数の容器を搬送可能なラインを一本設け、それ

ぞれの容器専用のラインを設けることをできるだけ避けることにより合理化を図り、設備が少な

く、施設規模が大きくならないよう配慮した。また、放射線業務従事者の不必要な放射線を受け

ることを防止する観点から自動化、遠隔化を図った。天井クレーン等は、クレーン構造規格 16)

に基づくとともに、廃棄体取扱いの安全性に係る各種インターロックを備える。また、吊り具に

は吊り荷の振れ止めを考慮するとともに、廃棄体つかみ具は、廃棄体の形状に応じて１本ごとに

確実につかむことができる構造とした。 

1) ピット処分対象 

① 輸送容器に収納されたドラム缶 

 輸送容器受入用のトラックヤード A に輸送されてきた廃棄体（ドラム缶）8 個収納の輸送容器

を天井クレーン Aにより受入一時保管室に 4段積みで一時保管し、引き続き輸送容器を天井クレ

ーン Aで輸送容器搬送コンベアに載せ、検査室内に搬送する。検査室では、輸送容器から廃棄体

を 1個ずつ取り出し、表示される整理番号の読み取り、外観の検査を行う。検査済の廃棄体は、

コンベア等により移送するとともに、検査室内一時保管スペース(トラックヤード C付近)で保管

し、埋設工程に整合させて天井クレーン Cにより 8個単位でトラックヤード Cにおいて構内輸送

車両に積載のうえ埋設地(ピット)へ輸送される。廃棄体動線図、廃棄体取扱いフローを図 4.3.6、

図 4.3.7 に示す。 

② 輸送容器に収納されていないドラム缶 

 トラックヤード Bに輸送されてきた廃棄体（ドラム缶）を天井クレーン B等により検査室内一

時保管スペースに 1段積みで一時保管し、廃棄体を 1個ずつ検査室においてコンベア等により廃

棄体を移送するとともに、表示される整理番号の読み取り、外観の検査を行う。検査済の廃棄体
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は検査室内一時保管スペース(トラックヤード C 付近)で保管し、埋設工程に整合させて天井クレ

ーン Cにより 8個単位でトラックヤード Cにおいて構内輸送車両に積載のうえ埋設地(ピット)へ

輸送される。廃棄体動線図、廃棄体取扱いフローを図 4.3.8、図 4.3.9 に示す。 

③ 輸送容器に収納された角型容器 

輸送容器受入用のトラックヤード A に輸送されてきた廃棄体（角型容器）2 個収納の輸送容器

を天井クレーン Aにより受入一時保管室に 4段積みで一時保管し、引き続き輸送容器を天井クレ

ーン Aにより輸送容器搬送コンベアに載せ、検査室内に搬送する。検査室では、輸送容器から廃

棄体を 1個ずつ取り出し、表示される整理番号の読み取り、外観の検査を行う。検査済の廃棄体

は、コンベア、天井クレーン Dによりにより移送するとともに、検査室内一時保管スペース(トラ

ックヤード D付近)にて保管し、埋設工程に整合させて天井クレーン Dにより６個単位でトラック

ヤード Dにおいて構内輸送車両に積載のうえ埋設地(ピット)へ輸送される。廃棄体動線図、廃棄

体取扱いフローを図 4.3.10、図 4.3.11 に示す。 

④ 輸送容器に収納されていない角型容器 

 トラックヤード D に輸送されてきた廃棄体（角型容器）を天井クレーン Dにより検査室内一時保管

スペース(トラックヤード D付近)に 2段積みで一時保管し、廃棄体を 1個ずつ検査室において天

井クレーン D により移送するとともに、表示される整理番号の読み取り、外観の検査を行う。検

査済の廃棄体は同保管スペースで保管し、埋設工程に整合させて天井クレーン Dにより 6個単位

でトラックヤード Dにおいて構内輸送車両に積載のうえ埋設地(ピット)へ輸送される。廃棄体動

線図、廃棄体取扱いフローを図 4.3.12、図 4.3.13 に示す。 

2) トレンチ処分対象 

① 輸送容器に収納されたドラム缶 

 輸送容器受入用のトラックヤード Aに輸送されてきた廃棄体（ドラム缶）８個収納の輸送容器

を天井クレーン Aにより受入一時保管室に 4段積みで一時保管し、引き続き輸送容器を天井クレ

ーン Aで輸送容器搬送コンベアに載せ、検査室内に搬送する。検査室では、輸送容器から廃棄体

を 1個ずつ取り出し、表示される整理番号の読み取り、外観の検査を行う。検査済の廃棄体は、

コンベア、天井クレーン Bにより移送するとともに、トレンチ一時保管室 Aにて保管し、埋設工

程に整合させて天井クレーンBにより12個単位でトラックヤードBにおいて構内輸送車両に積載

のうえ埋設地(付加機能型トレンチ)へ輸送される。廃棄体動線図、廃棄体取扱いフローを図

4.3.14、図 4.3.15 に示す。 

② 輸送容器に収納されていないドラム缶 

 トラックヤード Bに輸送されてきた廃棄体（ドラム缶）を天井クレーン Bによりトレンチ一時

保管室 Aに 1段積みで一時保管し、廃棄体を 1個ずつ検査室において天井クレーン Bにより移送

するとともに、表示される整理番号の読み取り、外観の検査を行う。検査済の廃棄体は同保管室

で保管し、埋設工程に整合させて天井クレーン Bにより 12 個単位でトラックヤード Bにおいて構

内輸送車両に積載のうえ埋設地(付加機能型トレンチ)へ輸送される。廃棄体動線図、廃棄体取扱

いフローを図 4.3.16、図 4.3.17 に示す。 

③ 輸送容器に収納された角型容器 

輸送容器受入用のトラックヤード A に輸送されてきたコンクリート等廃棄物（角型容器）2 個

収納の輸送容器を天井クレーン Aにより受入一時保管室に 4段積みで一時保管し、引き続き輸送

容器を天井クレーン Aで輸送容器搬送コンベアに載せ、検査室内に搬送する。検査室では、輸送

容器からコンクリート等廃棄物を 1 個ずつ取り出し、表示される整理番号の読み取り、外観の検

査を行う。検査済のコンクリート等廃棄物は、コンベア、天井クレーン Dにより移送するととも

に、トレンチ一時保管室 Bにて保管し、埋設工程に整合させて天井クレーン Dにより 6個単位で

JAEA-Technology 2012-031

- 32 -

JAEA-Technology 2012-031

- 33 -



JAEA-Technology 2012-031 

- 34 - 

トラックヤード Dにおいて構内輸送車両に積載のうえ埋設地(安定 5品目を埋設するトレンチ)へ

輸送される。廃棄体動線図、廃棄体取扱いフローを図 4.3.18、図 4.3.19 に示す。 

④ 輸送容器に収納されていない角型容器 

 トラックヤード Dに輸送されてきたコンクリート等廃棄物（角型容器）を天井クレーン Dによ

りトレンチ一時保管室 Bに１段積みで一時保管し、コンクリート等廃棄物を 1個ずつ検査室にお

いて天井クレーン Dにより移送するとともに、表示される整理番号の読み取り、外観の検査を行

う。検査済のコンクリート等廃棄物は同保管室で保管し、埋設工程に整合させて天井クレーン D

により６個単位でトラックヤードDにおいて構内輸送車両に積載のうえ埋設地(安定5品目を埋設

するトレンチ)へ輸送される。廃棄体動線図、廃棄体取扱いフローを図 4.3.20、図 4.3.21 に示す。 

⑤ 輸送容器に収納されたフレキシブルコンテナ 

輸送容器受入用のトラックヤード A に輸送されてきたコンクリート等廃棄物（フレキシブルコ

ンテナ）2 個収納の輸送容器を天井クレーン A により受入一時保管室に 4 段積みで一時保管し、

引き続き輸送容器を天井クレーン A で輸送容器搬送コンベアに載せ、検査室内に搬送する。検査

室では、輸送容器からコンクリート等廃棄物を 1個ずつ取り出し、表示される整理番号の読み取

り、外観の検査を行う。検査済のコンクリート等廃棄物は、コンベア、天井クレーン Dにより移

送するとともに、トレンチ一時保管室 Bにて保管し、埋設工程に整合させて天井クレーン Dによ

り 10 個単位でトラックヤード Dにおいて構内輸送車両に積載のうえ埋設地(安定 5品目を埋設す

るトレンチ)へ輸送される。廃棄体動線図、廃棄体取扱いフローを図 4.3.22、図 4.3.23 に示す。 

⑥ 輸送容器に収納されていないフレキシブルコンテナ 

 トラックヤード Dに輸送されてきたコンクリート等廃棄物（フレキシブルコンテナ）を天井ク

レーン Dによりトレンチ一時保管室 Bに 1段積みで一時保管し、コンクリート等廃棄物を 1個ず

つ検査室において天井クレーン Dにより移送するとともに、表示される整理番号の読み取り、外

観の検査を行う。検査済のコンクリート等廃棄物は同保管室で保管し、埋設工程に整合させて天

井クレーン Dにより 10 個単位でトラックヤード Dにおいて構内輸送車両に積載のうえ埋設地(安

定 5 品目を埋設するトレンチ)へ輸送される。廃棄体動線図、廃棄体取扱いフローを図 4.3.24、

図 4.3.25 に示す。 

3) 天井クレーン A(輸送容器取扱用)  

・種類 普通型天井クレーン(クラブトロリ式) 

・容量 約 9ton 

4) 天井クレーン B(ドラム缶 1本単位取扱用) 

・種類 普通型天井クレーン(クラブトロリ式) 

・容量 約 1ton 

5) 天井クレーン C(ドラム缶 8本単位取扱用) 

・種類 普通型天井クレーン(クラブトロリ式) 

・容量 約 8ton 

6) 天井クレーン D(鋼製角型容器・フレキシブルコンテナ 1個単位取扱用) 

・種類 普通型天井クレーン(クラブトロリ式) 

・容量 約 2.5ton 

7) コンベア(輸送容器搬送ライン) 

・種類 チェーンコンベア・ローラコンベア 

・台数 １式 

・容量 輸送容器用 約 9ton 

     廃棄体用(ドラム缶用) 約 1ton 
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トラックヤード Dにおいて構内輸送車両に積載のうえ埋設地(安定 5品目を埋設するトレンチ)へ

輸送される。廃棄体動線図、廃棄体取扱いフローを図 4.3.18、図 4.3.19 に示す。 

④ 輸送容器に収納されていない角型容器 

 トラックヤード Dに輸送されてきたコンクリート等廃棄物（角型容器）を天井クレーン Dによ

りトレンチ一時保管室 Bに１段積みで一時保管し、コンクリート等廃棄物を 1個ずつ検査室にお

いて天井クレーン Dにより移送するとともに、表示される整理番号の読み取り、外観の検査を行

う。検査済のコンクリート等廃棄物は同保管室で保管し、埋設工程に整合させて天井クレーン D

により６個単位でトラックヤードDにおいて構内輸送車両に積載のうえ埋設地(安定5品目を埋設

するトレンチ)へ輸送される。廃棄体動線図、廃棄体取扱いフローを図 4.3.20、図 4.3.21 に示す。 

⑤ 輸送容器に収納されたフレキシブルコンテナ 

輸送容器受入用のトラックヤード A に輸送されてきたコンクリート等廃棄物（フレキシブルコ

ンテナ）2 個収納の輸送容器を天井クレーン A により受入一時保管室に 4 段積みで一時保管し、

引き続き輸送容器を天井クレーン A で輸送容器搬送コンベアに載せ、検査室内に搬送する。検査

室では、輸送容器からコンクリート等廃棄物を 1個ずつ取り出し、表示される整理番号の読み取

り、外観の検査を行う。検査済のコンクリート等廃棄物は、コンベア、天井クレーン Dにより移

送するとともに、トレンチ一時保管室 Bにて保管し、埋設工程に整合させて天井クレーン Dによ

り 10 個単位でトラックヤード Dにおいて構内輸送車両に積載のうえ埋設地(安定 5品目を埋設す

るトレンチ)へ輸送される。廃棄体動線図、廃棄体取扱いフローを図 4.3.22、図 4.3.23 に示す。 

⑥ 輸送容器に収納されていないフレキシブルコンテナ 

 トラックヤード Dに輸送されてきたコンクリート等廃棄物（フレキシブルコンテナ）を天井ク

レーン Dによりトレンチ一時保管室 Bに 1段積みで一時保管し、コンクリート等廃棄物を 1個ず

つ検査室において天井クレーン Dにより移送するとともに、表示される整理番号の読み取り、外

観の検査を行う。検査済のコンクリート等廃棄物は同保管室で保管し、埋設工程に整合させて天

井クレーン Dにより 10 個単位でトラックヤード Dにおいて構内輸送車両に積載のうえ埋設地(安

定 5 品目を埋設するトレンチ)へ輸送される。廃棄体動線図、廃棄体取扱いフローを図 4.3.24、

図 4.3.25 に示す。 

3) 天井クレーン A(輸送容器取扱用)  

・種類 普通型天井クレーン(クラブトロリ式) 

・容量 約 9ton 

4) 天井クレーン B(ドラム缶 1本単位取扱用) 

・種類 普通型天井クレーン(クラブトロリ式) 

・容量 約 1ton 

5) 天井クレーン C(ドラム缶 8本単位取扱用) 

・種類 普通型天井クレーン(クラブトロリ式) 

・容量 約 8ton 

6) 天井クレーン D(鋼製角型容器・フレキシブルコンテナ 1個単位取扱用) 

・種類 普通型天井クレーン(クラブトロリ式) 

・容量 約 2.5ton 

7) コンベア(輸送容器搬送ライン) 

・種類 チェーンコンベア・ローラコンベア 

・台数 １式 

・容量 輸送容器用 約 9ton 

     廃棄体用(ドラム缶用) 約 1ton 
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8) 輸送容器蓋脱着装置 

・種類 軌道走行方式 

・台数 １基 

・容量 0.4ton 

9) 廃棄体取出装置(ドラム缶用) 

・種類 1 本掴み方式吊り上げ装置 

・台数 １基 

・容量 1ton 

10) 廃棄体検査設備 

・種類 光学式廃棄体検査装置(整理番号読み取り及び外観検査) 

・台数 2 基(ドラム缶用 1 基、鋼製角型容器及びフレキシブルコンテナ用 1 基) 

(3) 放射線管理施設 

1) 遮蔽 

受入検査施設からの直接γ線及びスカイシャインγ線による一般公衆及び放射線業務従事者等の

受ける線量当量率低減の観点からは、建屋主要部分のコンクリート厚さ等は十分な遮蔽厚さとする。

受入検査施設の遮蔽設計については、5.1 項に示す。 

2) 放射線管理施設 

本施設に係る放射線管理を適切に実施するため、管理区域を壁、さく等の区画物によって区画し、

放射線業務従事者等の出入り管理ができるようにするとともに、エリアモニタ等の放射線モニタを設置

する。さらに、放射線業務従事者等の受ける線量当量率等を測定するための個人線量当量測定器、

放射線サーベイ機器等の機材を備える。 

分析廃液、排水・監視設備からの排水等の放射性物質の濃度を測定するため、試料分析関係設備

を備える。また、換気空調設備の排気口における放射性物質の濃度を監視するため、排気用モニタを

設置する。受入検査施設における放射線管理施設を図 4．3.26 に示す。主要な設備及び機器の種類

は、以下に示すとおりである。 

① 個人管理用測定設備 

・個人線量当量測定器  ：1 式 

② 放射線監視・測定設備 

・放射線サーベイ機器  ：1 式 

・エリアモニタ  ：1 式 

・排気用モニタ  ：1 式 

・ダストサンプラ  ：1 式 

③ 試料分析関係設備(建屋内放射線管理試料、ピット及びトレンチからの排水管理試料) 

・放射能測定装置：1 式 

(4) その他の附属施設 

液体廃棄物処理設備は、発生する液体廃棄物に対して十分な容量の収集タンク、濾過装置、サ

ンプルタンク等により構成するものとした。これらにより周辺環境に放出する液体廃棄物の放射

性物質の濃度を適切に軽減する。また、配管等は、万一液体廃棄物が外部へ漏出することを防止

するため、液体廃棄物処理設備を設置する区画等に堰を設ける等の必要な対策を講じた。液体廃

棄物の処理設備系統の概要を図 4.3.27 に示す。 

固体廃棄物処理設備は、使用済樹脂受タンク、固化装置、廃棄物保管エリア(最大保管廃棄能力：

200ℓドラム缶 30 本)等により構成するものとした。液体廃棄物処理設備内で発生する使用済樹脂

(移送水等を含めて 1 バッチ約 1.5ｍ3)等は、ドラム缶に固型化し埋設する。作業に伴って発生する
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固体状の廃棄物はドラム缶に詰めた後、受入検査施設内に保管廃棄するか、必要に応じて適切な

処理を施して埋設するものとした。 

固体廃棄物の処理設備系統の概要を図 4.3.28 に示す。 

主要な設備及び機器の種類は、以下のとおりである。 

1) 液体廃棄物処理設備 

・収集タンク １基(容量 3ｍ3) 

・濾過装置 1 式(能力 1ｍ3/ｈ) 

  ・濾過器(中空糸膜式) 

  ・脱塩塔 

・サンプルタンク(容量 3ｍ3) 

2) 固体廃棄物処理設備 

・使用済樹脂タンク 1 基(容量 2ｍ3) 

・固化装置(インドラムミキサ等) 1 式(能力 0.5ｍ3/バッチ) 

 

4.3.3 受入検査施設の構造と耐震設計の検討 

受入検査施設は、建築基準法関係法令等の基準に基づき構造設計を行う。耐震設計については、

発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針 17)を参考に重要度をＣクラスとして「建築基準法施

行令」により定められる地震力に耐えるよう一次設計をした。 

二次設計として、建屋をその構造を踏まえて 4 層に分割し、それぞれの層の層間変形角が基準

値を満たしていることの確認をしたのち、保有水平耐力により安全裕度を有していることを確認

した。 

受入検査施設における安全上重要な部位は、主たる耐震要素となる耐震壁であることから、耐

震壁の配置図を図 4.3.29 に、この評価結果を表 4.3.5 に示す。 
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4.4 その他の附属施設 

4.4.1 受変電所 

受変電設備(外部電源系)は、事業所外より送電線にて構内に設置された変電所に 22KV1 回線(予

備 1回線)を受電し主変圧器で、6.6 KV に降圧する受電設備、6.6KV に降圧した電源を受電して各

建屋に給電するメタクラ設備と監視設備からなるものとした。図 4.4.1 に電源系統図を示す。

6.6kV で構内各建屋等に送電し、各建屋内受電設備にて 200/100V に降圧して必要な負荷に給電す

る。受変電所は、これらの設備を収納し主要構造は、RC 造で地上１階、地上高さ 7.5m、平面が約

28m×約 18m の建物である。主要な設備は、以下に示すとおりである。 

(1) 空調設備 一式 

(2) 受電設備 一式 

(3) 消火設備 一式 

なお、受入検査施設、廃棄物埋設地の附属施設、管理棟においては、外部電源系の機能喪失に

対応するための非常用所内電源系として、これら施設等の通常の操業を行うのに十分な容量のデ

ィーゼル発電機を設置するものとした。 

 

4.4.2 環境分析棟 

本事業所においては、通常の操業時、周辺監視区域内に設置されているモニタリングポスト、

気体・液体放射性廃棄物の放出監視設備、気象観測設備を設置し、放射線量率、放射性物質濃度、

気象状況を監視するものとした。また、敷地内外において、定期的に陸域等において試料を採取

し、環境中の放射性物質濃度の監視を行うこととした。 

このうち、気体・液体放射性物質の放出監視/分析設備は受入検査施設内に収納し、環境分析棟

においては、非管理区域において分析が可能な環境試料の分析を行う設備を収納するものとした。 

環境分析棟において想定する監視項目は、表 4.4.1 とし、分析対象は、表 4.4.2 とした。この

ためこれらの分析に必要な測定器を収納できる測定室、試料の前処理等を行う前処理室がある。  

環境分析棟の主要構造は、RC 造で地上 1 階、地上高さ 5.52m、平面が約 30m×約 14m の建物で

ある。環境分析棟の概形及び部屋配置図を図 4.4.2 に示す。主要な設備は、以下に示すとおりで

ある。 

(1) 換気空調設備 一式 

(2) 受電設備   一式 

(3) 給排水設備  一式 

(4) 消火設備    一式 

 

4.4.3 屋外環境監視設備 

屋外環境監視設備において想定する項目は、表 4.4.3 とした。これらを事業所内の適切な位置

に配置し、監視盤を受入検査施設に備える。  

(1) 空間放射線の測定 

本事業所内周辺において、埋設施設に起因する外部被ばくによる線量の推定、評価に用いるた

め、空間放射線の測定を行う。このため、γ線による空間放射線量率の連続測定のできるモニタ

リングポストを設置するとともに、簡易に測定できる積算線量計を備えたモニタリングポイント

を設定した。なお、環境放射線モニタリング指針 18)には、「敷地境界の近傍及び人口の集中した

地点に連続モニタを備えたモニタリングポストを配置し、空間放射線量率の 1時間平均値を求め

る。」とあるため、モニタリングポストのγ線モニタは空間放射線量率の 1時間平均値を測定でき

るものとした。また、第二種埋設規則の記録事項にある「周辺監視区域における外部放射線に係
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る 1月間（すべての廃棄物埋設地を覆うまでの間においては 1週間）の線量当量」に対応するた

め、積算線量計は、外部放射線に係る 1週間の線量当量を測定できるものとした。 

(2) 気象観測設備 

環境γ線モニタの測定結果の解釈を行うために、風向、風速、日射量、放射収支量等の気象要

素を連続観測できる気象観測装置を設置した。装置の構成機器を表 4.4.4 に示す。これらは第二

種廃棄物埋設規則、モニタリングに係る指針 18)19)を踏まえた。 

(3) 地下水の採取及び地下水位測定設備（モニタリング孔） 

モニタリング孔は、敷地内の周辺監視区域境界付近に設置し、放射能濃度測定のための地下水

の採水及び地下水位の測定を行う。モニタリング孔の底面位置は、実際は地下水流動を考慮して

適切に配置し、コンクリートピット埋設施設からの放射性物質の漏えいを感知できるよう、ピッ

トと同程度の GL-23m とした。モニタリング孔の設置は、ボーリングマシーンで削孔後、有孔塩ビ

管を設置する。また、地下水の採水及び地下水位の測定については、１か月に１回測定すること

とされており人力で行う。 

(4) モニタリングシステム 

モニタリングポスト等で測定した環境放射線情報及び気象情報をオンラインで収集し、集中監

視できる環境監視盤を受入検査施設の制御室に設置した。また、集計、記録、解析等を行うとと

もに、施設の放射線情報を公開できる計算機システムを同施設内に設置した。モニタリングシス

テムの構成を図 4.4.3 に示す。 

 

4.4.4 管理棟 

本事業所においては、環境の保全、安全の確保、経済的な運営のために、受入検査施設、廃棄

物埋設施設の操業、搬入される廃棄体の検査・計量、埋設計画と埋立状況との整合性の確認、廃

棄体発生者との契約事務などの一連の作業を計画的に行う必要がある。 

管理棟は、これらの作業を統合管理するために設置するものとし事務室、作業員控室、シャワ

ー室、更衣室、湯沸室、食堂、洗面所、会議室等から構成される。さらに、周辺住民の見学会な

どに供する多目的ホール、会議室を設けることとした。また、換気装置、通信設備、電話設備、

冷暖房設備なども備える。主要構造は、RC 造で、地上 3 階（屋上部に機械室を設置）、地上高さ

19.2m、平面が約 51m×約 28m の建物である。管理棟の配置図を図 4.4.4 に示す。 

建屋規模については、受入検査施設、埋設施設の操業等に必要な人員及び契約事務等を行う職

員の人員数を想定し、官公庁において庁舎の面積算定の基準 20)に基づいて必要な室の種類、部屋

の面積等を算定した。なお、多目的ホール、見学者用会議室、資料室等は、廃棄物埋設施設の維

持管理の透明化を図り信頼性を高めるため、維持管理状況の記録閲覧、状況説明を目的として設

置した。資料室には、埋め立てられた廃棄物の種類、数量及び点検、検査その他の措置の記録を

作成し、事業廃止までの期間保存する。 

 

4.4.5 守衛所及び事業所境界防護設備 

原子炉等規制法等では、敷地の周囲には周辺監視区域等を設け当該区域への立ち入りを制限す

る必要があるため、構内にみだりに人が立ち入らないように防護柵を設けるとともに、構内に立

ち入る人の管理をするための守衛所を設置する。 

さらに、敷地の面積が広いため安全管理や防犯対策のために、ITV カメラ、外灯等の夜間照明、

監視設備を設置し、安全な環境づくりに心がけるとともに、管理人を守衛所に常駐させて夜間や

休祝日の管理を行う。守衛所の部屋配置図を図 4.4.5 に示す。 

また、事業所周囲の囲いの構造は、埋め立て地の立地条件、地形条件、気象条件などを考慮し
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る 1月間（すべての廃棄物埋設地を覆うまでの間においては 1週間）の線量当量」に対応するた
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さらに、敷地の面積が広いため安全管理や防犯対策のために、ITV カメラ、外灯等の夜間照明、

監視設備を設置し、安全な環境づくりに心がけるとともに、管理人を守衛所に常駐させて夜間や

休祝日の管理を行う。守衛所の部屋配置図を図 4.4.5 に示す。 
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たうえで、最適なものとする。風雨等により囲いはさびたり、破損したりするので定期的に点検、

補修が必要となりこれに要するコスト等も考慮した。なお、埋設地周辺の地形条件から人が立ち

入れないようになっている場合は、設ける必要はないとされている。 

今回の設計においては、管理期間がトレンチ処分で 50 年、ピット処分において約 300 年であり

維持修繕コストの合理化を図るため、長期間の供用が可能なコンクリート製の囲いとした。その

構造を図 4.4.6 に示す。 

 

4.4.6 防災設備 

埋設施設及びその事業所における火災対策としては、ほとんどが不燃性材料を使用するため、

火災が発生する可能性は小さい。万一火災が発生した場合の対策とするため、構内に約 40ｍ3 の

耐震性埋設貯水槽を設置する。 

また、本事業所においては、地形変更を伴うため、湧水及び降雨等の排水に伴う河川流域の雨

水流出量が増大するおそれがある。このため、構内からの排水について、下流河川の流下能力に

応じた流量調整を行うことを目的として防災貯留池を設置する。容量は、事業所の面積、掘削量、

一般的な湧水量、降雨量、構内排水計画を踏まえて 21)80ｍ×80ｍ×7ｍ(約 3600ｍ3)とした。 

 

4.4.7 構内輸送車両 

構内輸送車両は、受入検査施設の払出用天井クレーンやフォークリフトから、定置作業をする

埋設地側のコンクリートピット埋設施設の埋設クレーン、もしくは、トレンチ埋設施設の荷役装

置まで作業の流れを滞ることなく廃棄体の積載、運搬、荷降ろしをできることを目的としている。 

原子炉等規制法等では、事業所内における運搬に該当することから、これに係る技術上の基準

である運搬物の表面線量当量率、運搬物の表面から 1m 離れた位置の最大線量当量率の制限、標識

の表示、危険物等と混載しないこと、雨水浸透防止、飛散、漏えい防止等を講じる。 

今回の設計においては、ピット処分及びトレンチ処分ごとに１日あたりの最大廃棄体定置数量

を確保するために必要な輸送車両台数を、荷役作業に要する時間、受入検査施設-埋設施設間の輸

送時間、車両一台あたりの積載能力を踏まえて設定した。 

図 4.4.7 に示すように、輸送車両はピットに隣接して停車し、その荷台から廃棄体を釣り上げ、

埋設施設に定置する作業に要する時間は、玉かけ作業、クレーンによる搬送の時間を考慮すると

約 10 分程度と想定される。また、受入検査施設における荷役作業、受入検査施設から埋設施設ま

での輸送時間を考慮すると、1日当たりの想定する廃棄体数量（ピット 1区画分 200ℓドラム缶 360

本(8 行×5列×9段)又は角型容器 64 個(4 行×4列×4段)）を定置するためには、受入検査施設

建屋とピット側にそれぞれ 1 台を配車することが必要となる。このため、ピット用輸送車両を 2

台と想定した。トレンチ用輸送車両についても、同様の考え方に基づき 2台と想定した。 

本車両は、必ずしも購入する必要はなく、埋設計画に応じてリース等により調達することを想

定し合理化に努める。 

廃棄体の搬送における工程は、廃棄体の積み込みと積み下ろしを可能な限り容易な動きとする

ため、廃棄体を定置姿勢のまま埋設クレーンの吊具が取り合うように運搬する。コンクリートピ

ットの例においては、廃棄体の取扱い単位は、廃棄体の輸送１回あたりの定置数量と輸送車両の

積載能力から、ドラム缶に収納された廃棄体は 8本横倒し、角型容器は 6個で計画し、ドラム缶、

角容器等複数種類の廃棄体の運搬に対応できるものとした。 

荷台には、雨水浸入防止を目的とした幌を備えるとともに、容易に廃棄体が移動し、転倒し、

又は転落するおそれがない荷台を装備した車両とし、各廃棄体に適した固縛装置を装備する。 
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4.4.8 車庫 

構内運搬車用車庫は、車両を洗浄、整備し、安全な搬入作業を確保することを目的とする。こ

のため、車両保管と資材保管を加えた構成とし、躯体構造形式及び基礎形式は、RC 構造、直接基

礎とした。主要寸法、車庫面積は、ピット処分及びトレンチ処分ごとに廃棄体の 1日あたりの構

内輸送能力を確保するために必要な車両台数、車両寸法等を踏まえて算出した。外壁等の仕様は、

官庁施設の付帯設備の建築設計に適用される基準 22)により、コンクリート打放しとした。図 4.4.8

に車庫棟平面図、立面図、断面図を示す。 

なお、事業所内を走行する車両には、埋設地内を走行し廃棄体を受入検査施設から埋設施設ま

で運搬するものや、構内諸施設の日常管理、点検保守等に用いるもの、掘削残土等の運搬する工

事車両等があるためタイヤに土砂等が付着すると考えられる。よって、事業所周辺の環境に対す

る配慮から、土砂等が付着したまま公道へ出ることを防ぐため洗車場を設けた。 

 

4.5 配置計画 

4.4 項までの概念設計の結果を踏まえて、事業所内の配置計画を行う。 

 

4.5.1 敷地に係る前提条件 

敷地面積については、実施計画 1)により「100ha 程度の一団の土地」とされており更に合理的

なな配置設計を進めるため、その他の前提条件を次のように想定した。 

(1) 東西方向 1,250m、南北方向 800m の長方形の平坦な土地とする。 

(2) 地下水は、北東から南西に流れているものとする。 

(3) 支持地盤の深度は一定である。 

(4) 敷地境界にて電力の供給を受けられるものとする。 

(5) 敷地境界にて雨水等の排水設備に接続できるものとする。 

(6) 敷地外周道路との取り合い及び通勤の利便性当については、南東の隅が最も有利とする。 

    

4.5.2 配置する施設及びその平面寸法 

4.4 項までで概念設計した施設及びその平面寸法を以下に示す。以下の施設を事業所内に配置

する。 

(1) 受入検査施設 

平面寸法 ： 約 67m×約 70m 

(2) コンクリートピット埋設施設本体（周辺設備を含む） 

平面寸法（P埋設地）：約 246m×約 108m（掘削底面） 

平面寸法（S埋設地）：約 203m×約 108m（掘削底面） 

(3) トレンチ埋設施設本体（周辺設備を含む） 

平面寸法（P埋設地）：約 552m×約 182m（埋設地内道路含む） 

平面寸法（S埋設地）：約 602m×約 182m（埋設地内道路含む） 

(4) 受・変電所（平面寸法：約 16m×約 9m） 

(5) 屋外放射線等モニタリング設備のうち、分析測定棟（平面寸法：約 30m×約 14m） 

(6) 守衛所（平面寸法：約 16m×約 9m） 

(7) 管理棟（平面寸法：約 51m×約 28m） 

(8) 構内輸送車用車庫（平面寸法：約 35m×約 18m） 

なお、以下の施設は本項にて寸法等を概略設定し、敷地内に配置するものとした。 

(9) 事業所境界防護設備 
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(10)資材倉庫 

(11)事業所内道路 

(12)掘削土仮置設備 

(13)雨水排水設備 

 

4.5.3 配置計画の検討方針 

配置設計の検討に当たっては、安全性、合理性を重視し以下の方針とした。 

(1) コンクリートピット埋設施設、トレンチ埋設施設及び受入検査施設については、直接γ線及

びスカイシャインγ線の評価からの要求(事業所境界において 50μSv/年)に基づき、敷地境界

までの距離を確保する。5.1 項にて検討するとおり、直接γ線及びスカイシャインγ線から要

求される各施設と敷地境界との離間距離は次のとおりである。なお、また、敷地外への環境影

響を緩和するためできるだけ敷地中央に配置する。 

1) コンクリートピット埋設施設 ：100m 以上 

2) トレンチ埋設施設 ：100m 以上 

3) 受入検査施設 ：200m 以上 

(2) コンクリートピット埋設施設は第一段階の期間、閉じ込め機能を有することから、地下水流

動方向を考慮して、コンクリートピット埋設施設をトレンチ埋設施設の上流に配置する。 

 

4.5.4 概略配置の検討 

各施設の概略の位置決めを以下のように検討した。 

(1) 受入検査施設は、遮蔽要求上の敷地境界からの距離を確保するとともに、廃棄体輸送車の動

線を考慮して、コンクリートピット埋設施設及びトレンチ埋設施設の各埋設地の進入路付近

の位置とする。 

(2) 構内輸送車用車庫は、作業が密接に関係する受入検査施設の傍に設置する。したがって、資

材倉庫も同じ位置になる。 

(3) 守衛所は、前提条件より利便性が高く周辺監視区域の外となる南東の隅とする。 

(4) 受・変電所は利便性の観点から周辺監視区域境界外に位置するよう入口(守衛所)付近に配置

する。 

(5) 管理棟は守衛所の傍に配置する。一般車用車庫は、来客等を考慮し管理棟傍に配置する。 

(6) 環境分析棟は、来客の出入りを考慮し、管理棟の横に配置する。管理棟と分析測定棟とは渡

り廊下で結ぶ。 

(7) 沈砂池は敷地南西の隅に配置する。 

(8) 事業所境界防護設備は、一部を除き、敷地境界に沿って設置する。 

(9) 掘削土仮置設備は、最も面積が取れるよう、敷地境界内側に沿って配置する。 

(10) 事業所内道路として、各施設を結ぶ事業所内道路の配置を検討する。 

(11) 雨水排水設備は事業所内道路に沿って、雨水排水設備を設置し、排水管等の使用について

は排水計画を検討して決定する。 
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4.5.5 具体的配置の検討 

各施設の具体の位置決めを行った結果を図 4.5.1 に示す。配置決定に際して考慮した考え方を

以下に示す。 

(1) コンクリートピット埋設施設 

 コンクリートピット埋設施設に対する直接γ線及びスカイシャインγ線からの要求離間

距離は、敷地境界から100m以上である。これは、コンクリートピット埋設施設に対する要求

離間距離であるため、トレンチ埋設施設及び受入検査施設との重畳を考慮し敷地境界北側か

ら約250m離すこととした。コンクリートピット埋設施設には、P埋設地とS埋設地があるが、

両埋設地とも寸法が大きいため南北方向に並べるとトレンチを下流側に配置できなくなる

ことから、東西方向に並列に配置した。P埋設地とS埋設地はひとつの進入路で繋げ、先に操

業が終了し覆土工事が開始されるP埋設地を進入路から遠い西側に、S埋設地を進入路に近い

東側に配置し、受入検査施設建屋は埋設地への進入路付近となる埋設地の東側に設置した。

進入路の縦断勾配は9％で進入路の延長は約254mになり、直線状にしてその先に受入検査施

設を設置すると、敷地境界からの要求離間距離を確保できなくなるため、進入路は、受入検

査施設の位置からカーブして埋設地へ入る配置とした。 

埋設地内道路の幅員は12mとし、一部を埋設クレーンのピット群間の移動等を考慮し幅員

23mとした。この23m道路の位置をP埋設地では西側、S埋設地では東側に配置した。当該スペ

ースは埋設クレーンを隣接するピット列へ移動させる際に利用される。 

なお、P埋設地の操業が終了し埋設クレーンをS埋設地へ移動する際には、解体し再度組み立

てすることは合理的でないことから、P及びS埋設地間にある地山を掘削しレールを敷設し、

埋設クレーンを移動させるものとする。 

 

 (2) トレンチ埋設施設 

トレンチ埋設施設は、敷地境界から100m以上離して設置し、コンクリートピット埋設施設

の下流側に設置する。トレンチ埋設施設には人工バリアが設置しておらず、放射性物質のコ

ンクリートピット埋設施設側への漏出が懸念されることから、同時期に操業が行われるコン

クリートピット埋設施設(P埋設地)の西側にトレンチ埋設施設(P埋設地)を、コンクリートピ

ット埋設施設の南側にトレンチ埋設施設(S埋設地)を設置した。その際、敷地境界までの距

離の確保の観点から、トレンチ埋設施設の長手方向が南北になるよう配置する。また、安定

5品目を埋設するトレンチ埋設施設と安定5品目以外を埋設するトレンチ(付加機能型)埋設

施設の配置については、付加機能型は廃棄体周囲を遮水シートで囲むため、安定5品目を埋

設するトレンチ埋設施設より放射性物質の漏出の可能性が低いことを考慮して、コンクリー

トピット埋設施設(P埋設地)に近い方となる北側に配置した。また、雨水浸入防止用テント

の移動が合理的に行えるよう、安定5品目を埋設するトレンチは縦に2基隣接して配置した。 

 

 (3) 掘削土仮置設備 

 コンクリートピット及びトレンチ埋設施設などの掘削に伴って発生する土は、敷地内に仮

置する。また、覆土等に利用できることを目的として掘削土仮設設備を設置した。仮置きす

る場所は、最も面積が取れるよう敷地境界内側に沿って配置し、敷地境界との間に点検用の

道路を設置することから法尻を敷地境界から 15m 離すこととした。仮置き土の高さは、小段

を設置する必要のない高さである 5m とし、法面勾配はトレンチと同じ 1：2 とした。また、

幅は、他施設との取り合いを考慮して、次のように設定した。 
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 1)敷地北側：底面 85m、上面 65m 

 2)敷地南側：底面 85m、上面 65m 

 3)敷地東側：底面 85m、上面 65m 

 4)敷地西側：底面 80m、上面 60m 

 

これにより、現地発生土を仮置きすると、約 1,206,000m3 の仮置きが可能となる。また、敷

地内の空き地となる、コンクリートピット埋設施設北側、トレンチ埋設施設(S 埋設地)の南

側及び受入検査施設建屋の北側に仮置きできる量は、次のとおりとなる。 

 1) コンクリートピット埋設施設北側 ：底面 85m、上面 65m、長さ 550m  

 2) トレンチ埋設施設(S 埋設地)の南側：底面 85m、上面 65m、長さ 550m 

 3) 受入検査施設の北側 ：底面 170m、上面 150m、長さ 220m 

これにより約 588,000m3の仮置きが可能となり、仮置き量の合計は約 1,794,000 m3とること

から表 4.5 に示す発生量を上回る。掘削土仮置設備計画図 4.5.2 をに示す。 

 

 (4) 雨水排水設備 

 事業所内の雨水排水計画は公開の技術基準等 21,23)に準拠し、設計降雨確率年は 5年、降雨

強度は、70mm/h とした。排水溝の種類は、U字溝と排水管居（ヒューム管）とする。検討に

当たっては、事業所内を流域分割し仮想勾配を 1％とし、各流域面積から流入量を算定し排

水溝の断面積の設定を行った。事業所内排水計画を図 4.5.3 に示す。 

 沈砂池の容量は次のとおりである。 

 ・底部寸法 ：63m×63m×深さ 7m（法面勾配 1：1.2） 

 ・上部寸法 ：80m×80m×深さ 7m（法面勾配 1：1.2） 

 ・沈砂池の容量 ：約 36,000m3 
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表 4.1.1 コンクリートピット埋設施設の設計条件 

項目 設計条件 

遮蔽 
管理区域境界における線量当量率：0.5μSv/h 以下 

敷地境界外における線量当量率：50μSv/年以下 

耐震 C クラス 

埋設対象物 表 4.1.2 参照 

埋設計画 表 2.9 参照 

地盤 GL-21m N 値 50 以上 

地下水位 GL-5m 

 

 

 

表 4.1.2 ピット処分対象の廃棄体の外形及び数量 

容器名称 外形寸法(mm) 
廃棄体数量 単

位P埋設地 S 埋設地 

200ℓドラム缶 φ600×H900 94,582 87,125 本

角
型
容
器
等 

S-1 容器 W1,160×L1,300×H1,131 3,016 2,585 個

定型再処理コンテナ W1,430×L1,430×H1,183 500 0 個

定型再処理コンテナ(2 倍

尺) 
W1,430×L2,860×H1,106 31 0 個

ボックスパレット W1,360×L1,360×H1,068 700 0 個

大型廃棄体(原子炉容器) φ2,500×L6,600 1 0 個
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表 4.1.4 ドラム缶、角型容器を同一のピットに定置する場合の形状検討-専用区画の設置- 
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表 4.1.6 コンクリートピット埋設施設の設計仕様 

区分 項目 仕様 

ピ
ッ
ト 

構造 鉄筋コンクリート造 

容量(埋設能力) 

200ℓドラム缶約 182,000 本及び角型容器詰廃棄体

約 7,000 体(200ℓドラム缶換算約 38,000 本) 

・P 埋設地：約 120,000 本(200ℓドラム缶換算) 

・S 埋設地：約 100,000 本(200ℓドラム缶換算) 

基数(基) 18 (P 埋設地 10 基、S埋設地 8基) 

主
要
寸
法 

躯
体 

短辺(m) 36.0 

長辺(m) 40.16 

軒高さ(m) 6.9 

壁 

外周仕切設備(m) 0.6 

内部仕切設備(m) 0.4 

床
・
覆
い 

床厚(m) 0.8 

覆い(m) 0.5 

基礎形式 直接基礎 

主
要
材
料

躯
体
・
壁

鉄筋 JIS G3112(鉄筋コンクリート用棒鋼)SD345 

コンクリート 普通コンクリート 設計基準強度 24.5N/mm2 

主
要
設
備 

定
置
設
備 

型式 クラブトロリ式天井クレーン図 4.1.6 

定格荷重(Ton) 9 

基数(基) 1 

排
水
監
視
設
備 

ポーラスコ

ンクリート

層 

厚さ(m) 0.1 

点検路/ 

立坑 

構造 鉄筋コンクリート造 

縦(m) 3.2 

横(m) 2.6 

立坑高さ

(m) 
22.9 

排水管 管径 50A 

覆
土 

ベントナイト混

合土 

厚さ(m) 2.0 

透水係数

(m/s) 
1×10-10 

上部覆土 

厚さ(m) 8.0 

透水係数

(m/s) 
1.0×10-4 

配置及び形状 図 4.1.1～図 4.1.5 
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表 4.1.7 ピットの構造計算に使用した部材の単位体積重量 

鉄筋コンクリート  2.5t/m3 

無筋コンクリート  2.1t/m3 

モルタル(充填時) 2.1t/m3 

廃棄体(ドラム缶) 1.0t/本 

廃棄体(角型容器)  2.5t/m3 

 

表 4.1.8 ピットの構造計算に使用した使用材料の品質 

コンクリートの設計基準強度 f‘ck=24.5N/mm
2 

鉄筋 JIS G 3112 鉄筋コンクリート用鋼棒 SD345 

 

表 4.1.9 ピットの構造計算に使用した部材の許容応力度 

材料 応力度の種類 許容応力度*(N/mm2) 

コンクリート 

f‘ck=24.5N/mm
2 

曲げ圧縮応力度 8.1 

コンクリート(せん断補強筋と共同し

て負担する場合)のせん断応力度 
1.7 

鉄筋 SD345 引っ張り応力度 200 

  ただし、地震時には上記の 50％増しとする。 

＊道路橋示方書・同解説Ⅳ下部構造編（平成 14 年 3 月：社団法人日本道路協会） 

 

表 4.1.10 耐震要素の二次元 FEM 解析結果 

 単位：N/mm2 

部位 部材厚 配筋 σc max, σs max, τmax, 

外周仕切設備側壁 6cm 
D22＠150*1 

D13＠150×300*2
7.5 242 0.6 

外周仕切設備底板 80cm 
D25＠150*1 

D16＠300×300*2
4.9 181 0.6 

内部仕切設備 40cm 
D29＠150*1 

D13＠150×300*2
7.6 144 0.7 

覆い 50cm D16＠150*1 1.7 66 0.2 

許容応力度 
常時 8.1 200 1.7 

地震時 12.2 300 2.5 
σc：コンクリートの曲げ圧縮応力度 
σs：鉄筋の引っ張り応力度 
τ：コンクリートのせん断応力度 
*1：主筋 
*2：せん断補強筋 
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表 4.1.11 ピットの二次元 FEM 解析用物性値 

- 
弾性係数 

E(ｋN/m2) 

ポアソン比 

ν 

単位体積重量 

γ(kN/m3) 

鉄筋コンクリート 2.5×107*1 0.2 24.5 

ポーラスコンクリート*2 9.8×106 0.2 21.0 

ホワイトゾーン*2 1.5×107 0.2 21.0 

廃棄体（ドラム缶）/モルタル混合部*3 5.4×106 0.2 34.8 

廃棄体（角型容器）/モルタル混合部*3 6.7×106 0.2 22.5 
ベントナイト混合土と覆土(砂質土)の単位体積重量は、それぞれ 21.0 kN/m3、19.0 kN/m3とした。 
*1 道路橋示方書・同解説Ⅰ共通編（平成 14 年 3月：社団法人日本道路協会） 
*2 設計メーカの知見による 
*3 容器内は空洞として、空洞部、充填モルタル部から構成されるバネとして算定 

 

 

表 4.1.12 コンクリートの許容応力度 

                            単位：N/mm2 

状態 許容圧縮応力度 許容せん断応力度 

常時 8.1 1.7 

地震時 12.2 2.5 

＊道路橋示方書・同解説Ⅳ下部構造編（平成 14 年 3 月：社団法人日本道路協会） 

 

 

表 4.1.13 常時及び地震時に考慮した荷重 

状態 考慮した荷重の種類 

常時 自重、覆土重量、地下水圧、静止土圧（土圧係数 0.5） 

地震時 
自重、覆土重量、地震時土圧(土圧係数 0.46*)、ピット、覆土荷重による慣性

力 

＊道路橋示方書・同解説 V耐震設計編（平成 14 年 3 月：社団法人日本道路協会） 
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表 4.2.1 トレンチ埋設施設の設計条件 

項目 設計条件 

遮蔽 
管理区域境界における線量当量率：0.5μSv/h 以下 

敷地境界外における線量当量率：50μSv/年以下 

埋設対象物(性状・物量) 

性状：金属類・コンクリート類・廃棄物処理法における安定 5品目

物量：表 4.2.2 参照 

性状：金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める総理府令

(昭和48年総理府令第5号)に定める判定基準に適合するもの

物量：表 4.2.3 参照 

埋設計画 表 2.9 

地盤 GL-4m 地表面から 5m 程度砂質土層が分布 

地下水位 GL-5m 

 

 

表 4.2.2 トレンチ処分対象の廃棄体等の外形及び数量 

容器名称 外形寸法(mm) 
廃棄体数量 

単位
P埋設地 S 埋設地 

フレキシブルコンテナ φ1,050×H1,060 21,946 25,050 個 

角
型
容
器
等 

S-1 容器 W1,160×L1,300×H1,131 2,526 2,375 個 

ウラン系コンテナ W1,280×L1,280×H990 180 450 個 

ボックスパレット W1,360×L1,360×H1,068 300 0 個 

解体管理施設コンテナ W1,400×L1,400×H1,000 120 0 個 

EEF コンテナ W1,280×L1,280×H980 8 0 個 

大型廃棄体(蒸気発生器) φ2,500×L6,600 1 0 個 

 

 

表 4.2.3 付加機能型トレンチへの処分対象の廃棄体等の外形及び数量 

容器名称 外形寸法(mm) 
廃棄体数量 

単位 
P 埋設地 S 埋設地 

200ℓドラム缶 φ600×H900 52,430 60,675 本 
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表 4.2.4 トレンチ(安定型)埋設施設の設計仕様 

区分 項目 仕様 

ト
レ
ン
チ 

構造 素掘り式 

容量(埋設能力) 

200ℓドラム缶換算約 267,000 本、角型容器詰廃

棄体約6,000個、フレキシブルコンテナ約47,000

個) 

・P 埋設地：約 127,000 本(200ℓドラム缶換算) 

・S 埋設地：約 140,000 本(200ℓドラム缶換算) 

基数(基) 12 (P 埋設地 6基、S埋設地 6基) 

主
要
寸
法(

掘
削
底
面)

P

埋
設
地

用 

短辺(m) 14.55 

長辺(m) 120.63 

深さ(m) 4.012 

S

埋
設
地

用 

短辺(m) 14.55 

長辺(m) 132.04 

深さ(m) 4.012 

主
要
設
備 

テ
ン
ト 

P埋設

地用 

延長×幅×軒

高(m) 
150.726×37.0×5.0 

S埋設

地用 

延長×幅×軒

高(m) 
162.136×37.0×5.0 

地下水集排水

設備 

材質 有孔硬質塩ビ管 

管径(mm) 200 

上部覆土 
厚さ(m) 2.5 

透水係数(m/s) 1.0×10-4 

配置及び形状 図 4.2.6～4.2.8,図 4.2.12～図 4.2.13 
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表 4.2.5 付加機能型トレンチ埋設施設の設計仕様 

区分 項目 仕様 

ト
レ
ン
チ 

構造 管理型(遮水工敷設) 

容量(埋設能力) 

200ℓドラム缶約 113,100 本 

・P 埋設地：約 52,400 本 

・S 埋設地：約 60,700 本 

基数(基) 12 (P 埋設地 3基、S埋設地 3基) 

主
要
寸
法(

掘
削
底
面) 

P

埋
設
地
用 

短辺(m) 13.55 

長辺(m) 173.05 

深さ(m) 4.2 

S

埋
設
地
用 

短辺(m) 13.55 

長辺(m) 200.05 

深さ(m) 4.2 

遮水工 

材質 HDPE 

透水係数(m/s) 1.0×10-9 

型式 二重遮水層 

厚さ mm 1.5 

主
要
設
備 

テ
ン
ト 

P 埋設

地用 
延長×幅×軒高(m) 202.650×37.0×5.0 

S 埋設

地用 
延長×幅×軒高(m) 229.65×37.0×5.0 

地下水集排水

設備 

材質 有孔硬質塩ビ管 

管径(mm) 300 

保有水集排水

設備 

材質 有孔硬質ポリエチレン管 

管径(mm) 300 

上部覆土 
厚さ(m) 2.5 

透水係数(m/s) 1.0×10-4 

配置及び形状 図 4.2.9～図 4.2.13 
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表 4.3.1 受入検査施設の設計条件 

項目 設計条件 

遮蔽 

管理区域外 
管理区域境界における線量当量率：0.5μSv/h 以下 

敷地境界外における線量当量率：50μSv/年以下 

管理区域内 

週 48 時間以内立ち入り： 6μSv/h 以下 

週 15 時間以内立ち入り：20μSv/h 以下 

週 5時間以内立ち入り：60μSv/h 以下 

通常人が立ち入らない：１mSv/h 以下 

耐震 C クラス 

取扱対象廃棄体等容器形状 
1m3鋼製角型容器、200ℓドラム缶、1m3フレキシブルコンテナ 

輸送容器(200ℓドラム缶8本収納、1m3角型容器２個収納できるもの)

取扱対象廃棄体重量 
200ℓドラム缶：1000 ㎏以下 

1m3角型容器(S-1 容器、その他異形容器を含む)：2500 ㎏以下 

取扱対象廃棄体表面線量率 
ピット処分対象：2mSv/h 以下 

トレンチ処分対象：10μSv/h 以下 

年間最大取扱い数量 

(200ℓドラム缶換算本数) 

ピット処分対象：6,000 本(平均約 4,000 本) 

トレンチ処分対象：12,000 本(平均約 8,000 本) 

耐用年数 50 年 

 

 

 

表 4.3.2 発生者別処分方法別容器種別数量(200ℓドラム缶換算本数) 

発生者種別 処分方法 ドラム缶 
フレキシブ

ルコンテナ
角型容器 合計 

JAEA 
トレンチ 47,131 181,196 15,873 244,200 

ピット 153,576 0 35,324 188,900 

大学・民間等 
トレンチ 7,079 53,784 16,042 76,904 

ピット 5,296 0 2,969 8,265 

RI 協会 
トレンチ 58,896 0 0 58,896 

ピット 22,835 0 0 22,835 

600,000 
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表 4.3.3 受入検査施設の年間取扱数量(容器個数) 

処分方法 発生場所等 

輸送形態 

ドラム缶 
フレキシブルコンテ

ナ 
角型容器 

輸送容器 輸送容器 輸送容器 

有 無 有 無 有 無 

トレンチ 

JAEA 1,489 - 1,144 - 100 - 

大学・民間 - 224 - 340 - 101

RI 協会 - 1,860 - - - - 

合計 1,489 2,084 1,144 340 100 101

一日あたり 9 13 7 2 1 1

ピット 

JAEA 4,190 - - - 193 - 

大学・民間 144 - - - - 16

RI 協会 - 623 - - - - 

合計 4,334 623 - - 193 - 

一日あたり 26 4 - - 2 1

※１日当たりとは、年間取扱数量を受入検査施設の操業日(200 日/年）で除した値に基づいて設定 

 
 
 
 

表 4.3.4 受入検査施設建屋の設計仕様 

項目 仕様 
構造 鉄筋コンクリート造、地上 3階建て(一部中間階有り) 

保管能力 図 4.3.5 

主
要
寸
法 

躯
体 

短辺方向 73.5 

長辺方向 69.0 

地上高さ 21.2 

遮蔽に係る壁厚等 遮蔽に係る壁の位置及び施工上の寸法：図 5.1.3～図 5.1.45

耐震に係る壁厚等 耐震に係る壁の位置：図 4.4.29 

排
気
筒

断面寸法 3.5(底部外寸) 

地上高さ 26.8 
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表 4.3.5 受入検査施設建屋の耐震評価結果 

建屋名 評価対象 評価内容(単位) 発生値 基準値 

受入検査

施設 

建屋 

1 層 

層間変形角(-) 

1/2245 

１/200 
2 階 1/3378 

3 階 1/7740 

屋上 1/10973 

耐震壁 

1 層 

せん断力(kN) 

3070 10009 

2 階 1556 5083 

3 階 1221 5319 

屋上 1098 5319 

1 層 

Qu/Qun 

1.92 

Qu/Qun≧

1.0 

2 階 1.51 

3 階 1.34 

屋上 1.25 

Qu：部材のせん断耐力 

Qun：必要保有水平耐力 
 
 
 
 
 

表 4.4.1 環境分析棟における監視項目と装置類 

監視項目 必要装置類 施設 

環境試料の採取及び環境試料中の

放射能の測定 

環境試料の採取/分析

設備 

環境分析棟内分析設備 周辺監視区域における地下水中の

放射性物質の濃度 

モニタリング孔、採水設

備、放射能測定装置 

浸透水の水質検査（地下水等検査

項目、BOD、COD）* 
水質検査設備 

＊ 廃棄物処理法等で規定される一般的な水質検査（地下水等検査項目、BOD、COD）は、外部の検査機関
に依頼した方が受入検査施設の放射能分析設備にて実施するよりも合理的であるため、本施設では当該分
析・測定のための設備は設けない。なお、外部の検査機関に一般的な水質検査を依頼する際には、受入検
査施設の放射能分析設備にて放射能測定を行って試料に有意な放射性物質が含まれていないことを確認す
る。 
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表 4.4.2 環境分析棟の分析対象核種、分析内容 

対象核

種 
前処理 測定 

試料種類 概要 測定法 測定装置 
3H 水試料 試料水を常圧蒸留法若しくは減圧蒸留法により蒸留精製し、乳化

シンチレータと混合し、液体シンチレーションカウンタにより測定す

る。 

β線測定 低バックグラウン

ド液体シンチレ

ーションカウンタ

大気試料 モレキュラーシーブ、シリカゲル若しくは除湿器を用いて大気中水

蒸気を採取する。（以下、水試料と同じ。） 
生物試料 凍結真空乾燥法により試料より水分を採取する。（以下、水試料と

同じ。） 
60Co 
137Cs 

浮遊じん 浮遊じんを捕集した濾紙をプラスチック容器に入れて、プラスチッ

ク円板にて押し込んで蓋をし、ポリエチレンフィルムで包み測定試

料とする。これをゲルマニウム半導体検出器で測定する。 

γ線測定 高純度ゲルマニ

ウム半導体検出

器 
降下物 採取した試料を電熱器等を用いて蒸発濃縮し、測定容器に入れ

て測定試料とする。これをゲルマニウム半導体検出器で測定す

る。 
海水 アンモニア水を加えて塩基性とした後、二酸化マンガン粉末を加

えて沈殿を捕集して（Cs の場合、濃塩酸を加えて酸性にした試料

にリンモリブデン酸アンモニウムを加えて Cs を捕集して）、測定容

器に入れて測定試料とする。これをゲルマニウム半導体検出器で

測定する。 
土壌、海底土 採取した土壌・海底土は、乾燥、粉砕、篩い分け、縮分によって試

料を調整し、測定容器に入れる。これをゲルマニウム半導体検出

器で測定する。 
植物、海産物 試料を乾燥器等によって乾燥、電熱器等によって炭化、電気炉等

によって灰化して測定容器に入れて測定試料とする。これをゲル

マニウム半導体検出器で測定する。 
牛乳 試料を電熱器等によって炭化、電気炉等によって灰化して測定容

器に入れて測定試料とする。これをゲルマニウム半導体検出器で

測定する。 
 

 

 

表 4.4.3 屋外環境監視設備における監視項目と装置類 

監視項目 必要装置類 施設 

周辺監視区域における外部放射線

の線量（空間放射線の測定）* 

空 間 放 射 線 測 定 装 置

（連続モニタ、積算線量

計等） 

屋外環境監視設備(監視盤

等は受入検査施設内に設

置) 
気象観測項目 気象観測設備 

周辺監視区域の地下水位 モニタリング孔、水位計 

＊ 事業所外における空間放射線の測定及び気象観測は対象としない。 
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表 4.3.5 受入検査施設建屋の耐震評価結果 
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査施設の放射能分析設備にて放射能測定を行って試料に有意な放射性物質が含まれていないことを確認す
る。 
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表 4.4.2 環境分析棟の分析対象核種、分析内容 

対象核

種 
前処理 測定 

試料種類 概要 測定法 測定装置 
3H 水試料 試料水を常圧蒸留法若しくは減圧蒸留法により蒸留精製し、乳化

シンチレータと混合し、液体シンチレーションカウンタにより測定す

る。 

β線測定 低バックグラウン

ド液体シンチレ

ーションカウンタ

大気試料 モレキュラーシーブ、シリカゲル若しくは除湿器を用いて大気中水

蒸気を採取する。 
生物試料 凍結真空乾燥法により試料より水分を採取する。 

60Co 
137Cs 

浮遊じん 浮遊じんを捕集した濾紙をプラスチック容器に入れて、プラスチッ

ク円板にて押し込んで蓋をし、ポリエチレンフィルムで包み測定試

料とする。 

γ線測定 高純度ゲルマニ

ウム半導体検出

器 
降下物 採取した試料を電熱器等を用いて蒸発濃縮し、測定容器に入れ

て測定試料とする。 
海水 アンモニア水を加えて塩基性とした後、二酸化マンガン粉末を加

えて沈殿を捕集して、測定容器に入れて測定試料とする。 
土壌、海底土 採取した土壌・海底土は、乾燥、粉砕、篩い分け、縮分によって試

料を調整し、測定容器に入れる。 
植物、海産物 試料を乾燥器等によって乾燥、電熱器等によって炭化、電気炉等

によって灰化して測定容器に入れて測定試料とする。 

牛乳 試料を電熱器等によって炭化、電気炉等によって灰化して測定容

器に入れて測定試料とする。 
 

 

 

表 4.4.3 屋外環境監視設備における監視項目と装置類 

監視項目 必要装置類 施設 

周辺監視区域における外部放射線

の線量（空間放射線の測定）* 

空 間 放 射 線 測 定 装 置

（連続モニタ、積算線量

計等） 

屋外環境監視設備(監視盤

等は受入検査施設内に設

置) 
気象観測項目 気象観測設備 

周辺監視区域の地下水位 モニタリング孔、水位計 

＊ 事業所外における空間放射線の測定及び気象観測は対象としない。 
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表 4.4.4 気象観測設備の構成機器 
設備名 目的 構成機器 備考 
気象観

測設備 
モニタリング

指針 18)に記

載 さ れ て い

る気象要素

を測定し、オ

ンラインでデ

ータ収集す

る。 

気象測器 超音波型風向風速計 
風車型風向風速計 
温度計 
湿度計 
雨量計 
日射計 
放射収支計 
感雨雪器 
感雷計 
積雪計 

各種気象要素を測定できるものとして、実績のある

測器を選定する。なお、気象庁の検定対象となって

いるものについては検定に合格したものを使用する

ものとする。 

現場監視盤 変換器等を収納し、現場にて観測項目を表示、記

録するとともに、制御室の環境監視盤にデータ伝送

できるようにする。 
観測塔 気象指針に基づき、超音波型風向風速計及び風

車型風向風速計を高さ 10m 位置、受入検査施設建

屋排気口と同じ位置（高さ 23m位置）に設置できるよ

うにする。 
露場 超音波型風向風速計及び風車型風向風速計以外

の気象測器を設置できるよう、敷地を代表し、建物

等の影響を受けない広さ 10m×10mの平坦な土地を

確保する。 
気象観測設備局舎 現場監視盤等を収納する。 

 
 

 表 4.5 敷地の造成等により発生する掘削土の量 

位 置 発生量（m3） 

コンクリートピット埋設施設（P埋設地） 728,000 

コンクリートピット埋設施設（S埋設地） 609,000 

トレンチ埋設施設（P埋設地）（遮水工事含む） 108,000 

トレンチ埋設施設（S埋設地）（遮水工事含む） 120,000 

進入路 88,000 

道路工事 42,000 

沈砂池 38,000 

排水工事 25,000 

合計 約 1,760,000 
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                       凡例 
 

：異型容器の定置位置                                  
 
 

  ：標準角型容器の定置位置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4.1.3 ピット内区画における異型廃棄体の定置例 

再処理コンテナ（定型）収納例 再処理コンテナ（2 倍尺）収納例 

ボックスパレット収納例 

原子炉容器収納イメージ 
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図 4.1.4 P埋設地におけるコンクリートピット埋設施設の配置図 

 

 
図 4.1.5 S埋設地におけるコンクリートピット埋設施設の配置図 
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図 4.1.6 埋設クレーンの概観図 

 

 
図 4.1.7 排水監視設備の概観図 

 

JAEA-Technology 2012-031

- 62 -

JAEA-Technology 2012-031

- 63 -



JAEA-Technology 2012-031 

- 61 - 

 
図 4.1.6 埋設クレーンの概観図 

 

 
図 4.1.7 排水監視設備の概観図 
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図 4.1.8 重量のある廃棄体を偏在させたピットの変形パターン(断面図) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(ピット中心部の区画に重量のある廃棄体を定置する場合) 

(ピット両端の区画に重量のある廃棄体を定置する場合) 

(ピットの片側の区画に重量のある廃棄体を定置する場合) 
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 (埋戻し後：常時) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(埋戻し後：地震時) 
 
 

図 4.1.9 ピットに作用する荷重の組み合わせ

静止土圧+静水圧 覆土荷重 

自重 

地震時土圧 覆土荷重 

自重 

慣性力 
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(埋戻し後：地震時) 
 
 

図 4.1.9 ピットに作用する荷重の組み合わせ

静止土圧+静水圧 覆土荷重 

自重 

地震時土圧 覆土荷重 

自重 
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図 4.1.11 ピットの配筋図(1/2) 
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図 4.1.11 ピットの配筋図(2/2) 
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短辺方向(常時) 

 
 
 

 
長辺方向(常時) 

 
 
凡例 

σ：曲げ圧縮応力(N/mm2) 

τ：せん断応力(N/mm2) 

 

添字：定置パターン番号 

1：全区画にドラム缶を定置したケース 

2：中心２区画に重量のある廃棄体を定置したケース 

3：右端の 2区画に重量のある廃棄体を定置したケース 

4：中心４区画に重量のある廃棄体を定置したケース 

5：両端の１区画に重量のある廃棄体を定置したケース 

上向きの矢印は、地盤反力(kN/m2)を示す。 

※比較的大きい応力が生じる定置パターンのみ記載。 

 

図 4.1.12 常時におけるピットの最大応力、地盤反力並びに発生部位と定置パターン 

σ2=0.89
τ2=0.28

517.9534.5545.6548.7545.6517.9 534.5

σ2=0.89
τ2=0.28

τ2=0.28 τ2=0.28σ1=1.40
τ1=0.59

τ3=0.95

σ3=0.80
τ3=0.21

515.6536.5547.9550.5547.9515.6 536.5

σ4=0.86
τ4=0.27

σ4=0.86
τ4=0.27

σ1=1.41
τ1=0.59

σ5=0.94
τ5=0.30

σ5=0.94
τ5=0.30

σ3=0.80
τ3=0.21
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短辺方向(地震時) 

 

 

 

 

 

長辺方向(地震時) 
 

 

 

凡例 

σ：曲げ圧縮応力(N/mm2) 

τ：せん断応力(N/mm2) 

 

添字：定置パターン番号 

1：全区画にドラム缶を定置したケース 

3：右端の１区画に重量のある廃棄体を定置したケース 

5：両端の１区画に重量のある廃棄体を定置したケース 

6：右側３区画に重量のある廃棄体を定置したケース 

上向きの矢印は、地盤反力(kN/m2)を示す。 

※比較的大きい応力が生じる定置パターンのみ記載。 

 

図 4.1.13 地震時におけるピットの最大応力、地盤反力並びに発生部位と定置パターン 
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図 4.2.1 二重遮水工断面外形図 

 
寸法単位：mm 

 

図 4.2.2 底部地下水集排水設備断面外形図 

 
寸法単位：mm 

図 4.2.3 法面部地下水集排水設備断面外形図 
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図 4.2.2 底部地下水集排水設備断面外形図 

 
寸法単位：mm 

図 4.2.3 法面部地下水集排水設備断面外形図 
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寸法単位：mm 

 

図 4.2.4 雨水浸入防止用テントと埋設地周囲の排水溝の断面外形図 

  
 

 
                            寸法単位：mm 

 

図 4.2.5 底部保有水集排水設備断面外形図 

有孔ポリエチレン管φ400 
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寸法単位：mm 

 

図 4.2.12 P埋設地のトレンチ埋設施設の配置図 
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図 4.2.13 S埋設地のトレンチ埋設施設の配置図 
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凡例 
          ：輸送容器の搬送経路 
          ：ドラム缶の搬送経路 
 
 

図 4.3.6 輸送容器に収納されたドラム缶(ピット処分対象)の動線図 
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凡例 
         ：ドラム缶の搬送経路 
 
 

図 4.3.8 輸送容器に収納されていないドラム缶(ピット処分対象)の動線図 
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凡例 
          ：輸送容器の搬送経路 
          ：角型容器の搬送経路 
 
 

図 4.3.10 輸送容器に収納された角型容器(ピット処分対象)の動線図 
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図 4.3.10 輸送容器に収納された角型容器(ピット処分対象)の動線図 
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 凡例   
       ：角型容器の搬送経路 
 

図 4.3.12 輸送容器に収納されていない角型容器(ピット処分対象)の動線図 
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       ：角型容器の搬送経路 
 

図 4.3.12 輸送容器に収納されていない角型容器(ピット処分対象)の動線図 
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凡例 
          ：輸送容器の搬送経路 
          ：ドラム缶の搬送経路 
 

図 4.3.14 輸送容器に収納されたドラム缶(トレンチ処分対象)の動線図 
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  凡例 
      ：ドラム缶の搬送経路 
 

図 4.3.16 輸送容器に収納されていないドラム缶(トレンチ処分対象)の動線図 
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  凡例 
      ：ドラム缶の搬送経路 
 

図 4.3.16 輸送容器に収納されていないドラム缶(トレンチ処分対象)の動線図 
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凡例 
          ：輸送容器の搬送経路 
          ：角型容器/の搬送経路 
 
 

図 4.3.18 輸送容器に収納された角型容器(トレンチ処分対象)の動線図 
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凡例 
          ：輸送容器の搬送経路 
          ：角型容器/の搬送経路 
 
 

図 4.3.18 輸送容器に収納された角型容器(トレンチ処分対象)の動線図 
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凡例 
          ：角型容器の搬送経路 
 
 

図 4.3.20 輸送容器に収納されていない角型容器(トレンチ処分対象)の動線図 
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凡例 
          ：角型容器の搬送経路 
 
 

図 4.3.20 輸送容器に収納されていない角型容器(トレンチ処分対象)の動線図 
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凡例 
          ：輸送容器の搬送経路 
          ：フレキシブルコンテナの搬送経路 
 
 

図 4.4.22 輸送容器に収納されたフレキシブルコンテナ(トレンチ処分対象)の動線図 
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凡例 
          ：フレキシブルコンテナの搬送経路 
 
 
図 4．3.24 輸送容器に収納されていないフレキシブルコンテナ(トレンチ処分対象)の動線図 
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凡例 
          ：フレキシブルコンテナの搬送経路 
 
 
図 4．3.24 輸送容器に収納されていないフレキシブルコンテナ(トレンチ処分対象)の動線図 
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図 4.3.27 受入検査施設の液体廃棄物処理系統 

 
 
 

 
 
 

図 4.3.28 受入検査施設の固体廃棄物処理系統 
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図 4.3.29 受入検査施設の耐震壁
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図 4.4.4 管理棟平面図（１階及び２階） 
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図 4.4.5 守衛所 

 

 
図 4.4.6 事業所境界防護設備 
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※上段：ピット処分用のドラム缶、下段：ピット処分用の角型容器 

図 4.4.7 事業所内輸送フロー例 
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         ：残土置き場 

 図 4.5.2 構内掘削土仮置設備計画図 

 
 

 
  

凡例：φ,ヒューム管,数字,直径(単位 mm) 

   ：U,U字管,数字,幅員(単位 mm) 

図 4.5.3 構内排水計画 
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5. 線量評価 

 

 研究施設等廃棄物の浅地中処分施設の概念設計にあたっては、施設の操業期間(最終覆土前まで

の期間)中における放射線業務従事者及び一般公衆の被ばく線量と、埋設施設の管理期間(最終覆

土後、トレンチ処分は約 50年、ピット処分は約 300年)終了後における一般公衆の被ばく線量に

大別して計算・評価し、これに基づき関連する施設、設備等の施設設計を実施した。以下にそれ

ぞれの結果を示す。 

 

5.1 操業期間中の被ばく線量 

5.1.1 計算条件の設定 

(1) 管理区域境界の設計基準線量率 

遮蔽設計を行うための管理区域境界等の設計基準線量率は、放射線障害防止法等に定められ

た基準に則って以下のとおりとした。 

1)人が通常立ち入り可能な非管理区域との管理区域境界： 

実効線量率 0.5μSv/h 以下（250μSv/3 月以下）（居室との境界の 0.5μSv/h と同様の基準） 

2)人が通常立ち入りできない非管理区域との管理区域境界： 

実効線量率 2.5 μSv/h 以下（1.3mSv/3月以下） 

(2) 放射線業務従事者に対する設計基準線量当量率 

原子炉等規制法では、管理区域内の遮蔽物に係る線量限度(放射線を放出する同位元素の数量

等を定める件第 10条)に相当する規定はないが、放射線障害防止法では、廃棄施設内の人が常

時立ち入る場所において人が被ばくするおそれのある場所では、外部放射線の実効線量が 1週

間につき 1mSv以下となるように必要な遮蔽壁その他遮蔽物を設けるよう規定されている。 

そのため、放射線業務従事者を外部被ばくから防護する観点から、各区画の立入時間に応じ

て、設計基準線量当量率を表 5.1.1のように区分した。また、区画 A～Cについては、定められ

た立ち入り時間の範囲において最大限の時間を確保できるよう考慮し、上記(1)及び設計基準線

量率をもとに線量当量率区分を表 5.1.2 のように設定した。設定した設計基準線量率の概要を

図 5.1.1に示す。 

(3) 線源条件 

埋設する廃棄体及びコンクリート等廃棄物(以下、「廃棄体等」という。)の線源物質組成、線

源密度、γ線エネルギースペクトルについて以下のように設定した。なお、線源のモデル化を

行う際は、線源形状を点、平板、球、円筒等の単純形状にモデル化するものとした。 

1)線源物質組成 

本埋設施設にて取り扱う廃棄体等は、溶融体（可燃物）、溶融体（難燃物）、充填固化体（金属）、

コンクリート類、雑固体、均一・均質固化体（液体等）等種々存在している。これらの多様な

廃棄体を考慮し、密度が小さい元素で構成された物質はγ線を透過しやすいことを踏まえ、線

源物質の組成を水とする。 

2)線源密度 

ピット及びトレンチ処分対象廃棄体等の密度については、これまでの調査結果等により、表

5.1.3 及び表 5.1.4 のとおりとなっている。これより、本埋設施設にて取り扱う廃棄体等の密

度を整理すると、 

① ピット処分対象 JAEA分：2.6～3.1 g/cm3、他発生者分：1.1～2.9 g/cm3 

② トレンチ処分対象 JAEA分：1.0～2.4 g/cm3、他発生者分：1.1～2.9 g/cm3 

となることから、保守側の設定となるよう 1.0 g/cm3とした。 
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3)γ 線エネルギースペクトル 

γ 線エネルギースペクトルは以下の理由により 1.25MeV、200％（Co-60 相当）とした。 

遮蔽設計においては γ線のエネルギーが高いほど遮蔽体の透過率が大きくなることから、遮蔽

計算の結果が保守側となるように、廃棄体等に含まれる放射性物質のうち γ 線エネルギーが高

く、操業期間中である初期時に放射能量が多い Co-60 を遮蔽設計用線源核種とした。これまで

の調査結果等により廃棄体等には、Co-60 よりも高い γ 線エネルギーを放出する核種として

Eu-152 等が含まれるが、γ 線エネルギーを放出する寄与は表 5.1.5 及び表 5.1.6 に示すように

Co-60 によるものの 1％未満と低いため、γ 線エネルギースペクトルの設定として、1.25MeV、

200％（Co-60 相当）とすることは妥当である。 

なお、既設の類似施設（六ヶ所低レベル放射性廃棄物埋設センター）の埋設許可申請 8)にお

いても、評価に 1.25MeV、200％（Co-60 相当）を用いている。 

4)放射能濃度 

放射能濃度は、廃棄体等の輸送基準、これまでの調査結果等に基づき以下に示すとおり設定と

した。 

①ピット処分対象廃棄体等： 

廃棄体等表面の線量当量率が 2mSv/h 以下（ただし、ピットの最上段に定置する廃棄体につ

いては 1mSv/h 以下、その他は 2mSv/h 以下）となる放射能濃度 

②トレンチ処分対象廃棄体等： 

廃棄体等表面の線量当量率が 10μSv/h 以下となる放射能濃度 

(4) 遮蔽体物質条件 

計算に用いる遮蔽体の物質種類毎の密度及び重量組成比は、表 5.1.7 に示すとおり設定した。 

(5) 計算コード 

直接 γ 線及びカイシャイン γ 線計算にあたっては、以下の計算コードを使用した。 

・直接 γ 線計算  :QAD-CGGP2R 

 ・カイシャイン γ 線：Dot-3 

 

5.1.2 廃棄体等 1体あたりの放射能量及び放射能濃度の算出 

本埋設施設では、 

(1)200ℓ ドラム缶 

(2)角型容器（再処理コンテナ（定型）、再処理コンテナ（2倍尺）、ウラン系コンテナ、S-1 容

器、ボックスパレット、解体管理施設コンテナ、EEF） 

(3)フレキシブルコンテナ 

(4)大型廃棄体（原子炉容器、蒸気発生器） 

を取り扱うこととしている。そこで、廃棄体等 1体あたりの放射能量及び放射能濃度の算出

にあたっては、取扱量の多い廃棄体等に代表性があるものとして、200ℓ ドラム缶に収納した廃

棄体（以下、「ドラム缶型廃棄体」という。）、フレキシブルコンテナ及び角型容器のうち 200ℓ

ドラム缶換算で半数以上を占める S-1 容器を代表とした。5.1.1 項に示す計算条件をもとに、

廃棄体表面の線量当量率（1cm 線量当量率（ICRP Pub.74）27））を 2mSv/h、1mSv/h、10μSv/h

に規格化し、この線量を与えるような放射能量及び放射能濃度を計算コード毎に逆算して求め

た。各廃棄体の線源モデル並びに計算結果を表 5.1.8 に示す。 
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5.1.3 放射線業務従事者に係る線量評価 

5.1.3.1 受入検査施設に係る線量評価 

受入検査施設においては、放射線業務従事者等の被ばく線量が大きくなる保管状況を想定し、

その場合においても作業室や隣接する部屋に設定される線量当量率区分の設計基準線量率を満

たすよう以下のとおり壁、天井(床)等の遮蔽要求厚の評価を行った。また、線量当量率区分に

応じ、フェンスや柵等で人が立ち入れない区域を設ける場合には、その離間距離についても評

価した。 

(1)評価方法 

壁等の遮蔽要求厚等の評価は、以下の手順により実施した。 

1)受入検査施設における線量当量率区分、線源条件、遮蔽体条件等を設定 

2)一時保管された廃棄体が満杯であるような状況を想定し、複数の廃棄体を均一な体積線源とし

た線源モデルを設定 

3)壁や天井の厚みをパラメータとする計算モデルを設定し、実効線量率の計算を行い、各部屋の

線量当量率区分に応じた遮蔽要求厚を求めた。また、フェンスや柵等で人が立ち入れない区域

を設ける場合は、建屋外壁からフェンスまでの離間距離をパラメータとする計算モデルを設定

し、実効線量率の計算を行い、線量当量率区分に応じたフェンスまでの距離を評価 

(2)線源条件 

線量評価の結果が保守側となるような設定とするため、ピット処分対象廃棄体の表面線量当

量率は全て 2mSv/h の廃棄体が一時保管されているものとした。 

(3)線量当量率区分及び線量当量率区分図 

受入検査施設の線量当量率区分は、表 5.1.2 の線量当量率区分に従うものとし、4.3 項にお

ける操業形態の検討をもとに、線量当量率区分図を設定した。設定した線量当量率区分図を図

5.1.2～図 5.1.5 に示す。 

(4)線源となる廃棄体 

廃棄体（線源）が満杯の保管状況を想定し、線量評価の結果が保守側となるように廃棄体数

量を設定して、表 5.1.9 に示す線源を評価対象とした。評価対象とした廃棄体等の保管位置を

図 5.1.6 に示す。 

(5)線源モデル 

表 5.1.9 で示した線源[1]～[7]について線量評価を行うために一時保管された複数の廃棄体

の外接線を各辺とした矩形の中に、廃棄体線源（水）と収納容器鋼材（鉄）が均一に分布した

希釈された体積線源を表 5.1.10 のように設定した。 

(6)遮蔽要求厚等の計算 

1)計算モデル 

計算モデルは、廃棄体を取り扱う受入及び搬出クレーンの寄り付きや施設内のレイアウトを考

慮して線源と遮蔽体（壁及び天井）の距離を保守側のモデルとなるように設定した。また、評

価点については、遮蔽体透過後の壁、天井表面とし、壁の評価点高さは 100cm とした。なお、

遮蔽要求厚を検討する中で、フェンスや柵等で人が立ち入れない区域を設ける場合は、フェン

スまでの距離を評価する計算モデルについても設定した。線源[1]～[7]をもとに設定した計算

モデルを表 5.1.11～表 5.1.20 に示す。 

2)計算結果 

 上記計算モデルによる計算の結果による壁及び天井厚みによる実効線量率の変化を図5.1.7

～図 5.1.34 に、外壁からフェンスまでの距離による実効線量率の変化を図 5.1.35 及び図

5.1.36 に示す。 
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3)遮蔽要求壁厚図の策定 

 上記の計算結果に基づき受入検査施設建屋の壁、天井等について、遮蔽厚を求め、受入検査

施設の各部屋に設定された線量率区分による設計基準線量を満たすように遮蔽要求壁厚図を

策定した。策定した遮蔽要求壁厚図を図 5.1.37～図 5.1.43 に示す。 

 

5.1.3.2 コンクリートピット埋設施設に係る線量評価 

コンクリートピット埋設施設においては、廃棄体の定置作業状況から線量が大きくなること

が予想される状況における作業位置を評価点とし、直接 γ 線による実効線量率が管理区域及び

管理区域境界の区分に応じて設定された放射線業務従事者等に対する設計基準線量率を満足す

ることを確認し、外周仕切設備、覆い等の遮蔽要求厚を評価した。 

(1) 評価方法 

遮蔽要求厚等の評価は、以下の手順により実施した。 

1) コンクリートピット埋設施設における管理区域及び管理区域境界の区分、線源条件、遮蔽体

条件等を設定 

2) 廃棄体の定置作業状況から線量が大きくなる状況を想定して計算ケースを設定し、複数の廃

棄体を均一な体積線源とした線源モデルを設定 

3) ピット側壁や蓋の厚みをパラメータとする計算モデルを設定し、実効線量率を計算 

4) 各評価位置での実効線量率の評価結果及び操業スケジュール(表 5.1.29 及び表 5.1.30)から

管理区域境界における遮蔽要求厚を評価。また、管理区域内については、各評価位置での実

効線量率の評価結果より管理区域区分を検討 

(2) 線源条件 

評価対象とするピット処分対象廃棄体はドラム缶型廃棄体及び角型容器である。このうち、

角型容器には、再処理コンテナ(定型)、再処理コンテナ(2 倍尺)、S-1 容器、ボックスパレット

等があるが、角型容器は S-1 容器が 200ℓドラム缶換算本数で半数以上を占めるため、S-1 容器

を角型容器の代表とした。これらの廃棄体の線源条件は受入検査施設の線量評価で用いた線源

条件と同一とした。 

(3) 線量当量率区分 

コンクリートピット埋設施設の線量当量率区分は、表 5.1.2 の線量率区分に従い表 5.1.21

のとおり区分した。定置作業時のピット上部の開口部については、表面線量当量率 2 mSv/h の

廃棄体を取り扱うため人が立ち入らない区域とした。 

(4) 計算ケース及び線源モデル 

廃棄体の定置条件及びモルタル充填状況の違いから、表 5.1.22 に示す 4ケースの計算ケース

を設定した。また、ドラム缶型廃棄体及び S-1 容器の線源モデルを表 5.1.23 及び表 5.1.24 に

示すとおり設定した。 

(5) 遮蔽要求厚等の計算 

1) 計算モデル 

① ドラム缶型廃棄体 

線源から遮蔽体までの空間、すなわち「廃棄体最上段～蓋内側」及び「廃棄体側面～側壁内

面」の空間について、ピット区画内寸法等を踏まえ、保守側の計算モデルとなるようにドラム

缶型廃棄体の計算モデルを以下の設定とした。設定した計算モデルを表 5.1.25 及び表 5.1.26

に示す。 

a.廃棄体最上段～蓋内側：モルタル充填前のホワイトゾーン（高さ方向幅：約 41cm の空間）及

びポーラスコンクリート（以下、「ポラコン」と言う。）複合板（高さ方向幅：約 10cm）が設
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3)遮蔽要求壁厚図の策定 

 上記の計算結果に基づき受入検査施設建屋の壁、天井等について、遮蔽厚を求め、受入検査

施設の各部屋に設定された線量率区分による設計基準線量を満たすように遮蔽要求壁厚図を

策定した。策定した遮蔽要求壁厚図を図 5.1.37～図 5.1.43 に示す。 

 

5.1.3.2 コンクリートピット埋設施設に係る線量評価 

コンクリートピット埋設施設においては、廃棄体の定置作業状況から線量が大きくなること

が予想される状況における作業位置を評価点とし、直接 γ 線による実効線量率が管理区域及び

管理区域境界の区分に応じて設定された放射線業務従事者等に対する設計基準線量率を満足す

ることを確認し、外周仕切設備、覆い等の遮蔽要求厚を評価した。 

(1) 評価方法 

遮蔽要求厚等の評価は、以下の手順により実施した。 

1) コンクリートピット埋設施設における管理区域及び管理区域境界の区分、線源条件、遮蔽体

条件等を設定 

2) 廃棄体の定置作業状況から線量が大きくなる状況を想定して計算ケースを設定し、複数の廃

棄体を均一な体積線源とした線源モデルを設定 

3) ピット側壁や蓋の厚みをパラメータとする計算モデルを設定し、実効線量率を計算 

4) 各評価位置での実効線量率の評価結果及び操業スケジュール(表 5.1.29 及び表 5.1.30)から

管理区域境界における遮蔽要求厚を評価。また、管理区域内については、各評価位置での実

効線量率の評価結果より管理区域区分を検討 

(2) 線源条件 

評価対象とするピット処分対象廃棄体はドラム缶型廃棄体及び角型容器である。このうち、

角型容器には、再処理コンテナ(定型)、再処理コンテナ(2 倍尺)、S-1 容器、ボックスパレット

等があるが、角型容器は S-1 容器が 200ℓドラム缶換算本数で半数以上を占めるため、S-1 容器

を角型容器の代表とした。これらの廃棄体の線源条件は受入検査施設の線量評価で用いた線源

条件と同一とした。 

(3) 線量当量率区分 

コンクリートピット埋設施設の線量当量率区分は、表 5.1.2 の線量率区分に従い表 5.1.21

のとおり区分した。定置作業時のピット上部の開口部については、表面線量当量率 2 mSv/h の

廃棄体を取り扱うため人が立ち入らない区域とした。 

(4) 計算ケース及び線源モデル 

廃棄体の定置条件及びモルタル充填状況の違いから、表 5.1.22 に示す 4ケースの計算ケース

を設定した。また、ドラム缶型廃棄体及び S-1 容器の線源モデルを表 5.1.23 及び表 5.1.24 に

示すとおり設定した。 

(5) 遮蔽要求厚等の計算 

1) 計算モデル 

① ドラム缶型廃棄体 

線源から遮蔽体までの空間、すなわち「廃棄体最上段～蓋内側」及び「廃棄体側面～側壁内

面」の空間について、ピット区画内寸法等を踏まえ、保守側の計算モデルとなるようにドラム

缶型廃棄体の計算モデルを以下の設定とした。設定した計算モデルを表 5.1.25 及び表 5.1.26

に示す。 

a.廃棄体最上段～蓋内側：モルタル充填前のホワイトゾーン（高さ方向幅：約 41cm の空間）及

びポーラスコンクリート（以下、「ポラコン」と言う。）複合板（高さ方向幅：約 10cm）が設
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置される空間（高さ方向幅：約 51cm）には、モルタル充填前は空気、モルタル充填後は、ホ

ワイトゾーンまでがモルタルにより充填されるものとしてモデル化した。 

b.廃棄体側面～側壁内面：モルタル充填前のホワイトゾーンの空間（長手方向幅：約 103cm、

転がり方向幅：約 40cm）には、モルタル充填前は空気、モルタル充填後はモルタルが充填さ

れているものとした。ポラコン層分（約 10cm）については考慮しないモデルとした。 

② S-1 容器 

線源から遮蔽体までの空間、すなわち「廃棄体最上段～蓋内側」及び「廃棄体側面～側壁内

面」の空間についてピット区画内寸法等を踏まえ、保守側の計算モデルとなるように S-1 容器

の計算モデルを以下の設定とした。設定した計算モデルを表 5.1.27 及び表 5.1.28 に示す。 

a.廃棄体最上段～蓋内側：モルタル充填前のホワイトゾーン（高さ方向幅：約 47cm）及びポラ

コン複合板（高さ方向幅：約 10cm）が設置される空間（高さ方向幅：約 58cm）には、モルタ

ル充填前は空気、モルタル充填後はホワイトゾーンまでがモルタルにより充填されるものと

してモデル化した。 

b.廃棄体側端面～側壁内面：モルタル充填前のホワイトゾーンの空間（吊り上げ用フック設置

方向における幅：約 55cm、フックの無い方向における幅：約 51cm）には、モルタル充填前は

空気、モルタル充填後はモルタルが充填されているものとした。ポラコン層分（10cm 相当）

については考慮しないモデルとした。 

2) 計算結果 

上記計算モデルによる計算の結果、ドラム缶型廃棄体に係るピットの蓋厚、側壁厚の実効線

量率の変化を図 5.1.44～図 5.1.47 に、S-1 容器に係るピットの蓋厚、側壁厚の実効線量率の変

化を図 5.1.48～図 5.1.51 に示す。 

3) 遮蔽要求壁厚の評価 

ピットの仮蓋厚(モルタル充填までの期間仮に設置する遮蔽蓋)及び側壁厚の遮蔽要求厚の評

価は、上記の計算結果及び表 5.1.29 ～表 5.1.30 に示すコンクリートピット埋設施設の操業ス

ケジュールの相違による 2パターンにより実施した。また、覆い厚(仮蓋を取り外した後に施工

するコンクリート層)はモルタル充填後により評価した。 

評価に用いる計算ケースは、実効線量率の計算結果のうち、最も保守的に、蓋厚 50cm 又は側

壁厚 60cm で実効線量率が厳しいドラム缶型廃棄体で、ピット最上段のみの廃棄体表面線量当量

率を 1 mSv/h とするケースとした。 

側壁厚の評価に用いる実効線量率は、遮蔽要求厚の評価結果が非保守側にならないような評

価条件とするため、ドラム缶型廃棄体の転がり方向の計算結果を用いた。なお、評価にあたっ

ては、上記の操業スケジュールにより、非管理区域として仮蓋、側壁、及び覆いが施されてい

るピットでの作業区画における 3月間の実効線量の積算を行い、250 μSv 以下となる遮蔽厚み

で評価した。3 月間の積算に際しては、91 日/3 月×5 日/週÷7 日/週＝65 日/3 月の操業とし、

1 日 8 時間操業として積算した。また、充填材（モルタル）充填前後で線量率が減少すること

から、充填材の充填前の状態が最大となる期間で積算した。 

4) 評価結果 

【覆いの遮蔽要求厚】 

モルタル充填後に、覆いの施工に要する期間における 3月間の積算値を、表 5.1.31 に示す。

これにより、覆いの遮蔽要求厚は 30cm との評価結果となった。 

【仮蓋の遮蔽要求厚】 

操業スケジュールの 2パターンにおける 3月間の積算値を、それぞれ表 5.1.32 に示す。これ

により、仮蓋の遮蔽要求厚はパターン 1で 70cm、パターン 2で 50cm との評価結果となった。 
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【側壁の遮蔽要求厚】 

操業スケジュールの 2パターンにおける 3月間の積算値を、それぞれ表 5.1.33 に示す。これ

により、側壁の遮蔽要求厚はパターン 1で 70cm、パターン 2で 60cm との評価結果となった。 

 

5.1.3.3 トレンチ埋設施設に係る線量評価 

トレンチ埋設施設においては、廃棄体等の定置状況から線量が大きくなることが予想される

状況における作業位置を評価点とし、直接 γ 線による実効線量率が管理区域境界の設計基準線

量率を満足することを確認、評価した。 

(1) 確認評価方法 

確認評価は、以下の手順により実施した。 

1) トレンチ埋設施設における管理区域境界、線源条件、遮蔽体条件等を設定 

2) 廃棄体等の定置状況から線量が大きくなることが予想される時点での管理区域境界を評価点

として実効線量率を計算 

3) 計算結果が管理区域境界の設計基準線量率を満足することを確認、評価 

(2) 線源条件 

評価対象とするトレンチ処分対象廃棄体等は、ドラム缶型廃棄体、角形容器及びフレキシブ

ルコンテナ等である。このうち、ドラム缶型廃棄体及びフレキシブルコンテナが大部分を占め

ており、角型容器としては S-1 容器が代表例である。そこで、ドラム缶型廃棄体、フレキシブ

ルコンテナ及び S-1 容器のなかから、各廃棄体等の定置方法と実効線量率の評価点の位置関係

を考慮して、評価対象の廃棄体等を選択した。 

(3) 線量当量率区分 

トレンチ埋設施設の線量率区分は、表 5.1.2 に従うものとし、トレンチを覆う雨水浸入防止

用テント内を管理区域境界とした。 

(4) 線源モデル 

4.2 項の設計結果により、ドラム缶型廃棄体は付加機能型トレンチに、フレキシブルコンテ

ナ及び S-1 容器は安定型トレンチに定置する。安定型トレンチにおいては、S-1 容器は、1段目

（最下段）及び 2段目(中段)のみに定置するものとし、フレキシブルコンテナは最上段である

3 段目に定置するものとした。これらの廃棄体等の線源条件は、表 5.1.8 とした。なお、保守

的に最上段のドラム缶型廃棄体及びフレキシブルコンテナが覆土されずに露出して個々の廃棄

体等が定置されているとした。 

(5) 実効線量率の計算 

1) 計算モデル 

トレンチ処分対象廃棄体等は、一日当り一定数定置し一部を残してその日のうちに中間覆土

(25cm)する。一部その日のうちに覆土しない廃棄体列とは、定置した廃棄体列のうち、最も外

側の 1 列（例えば図 5.1.52 中 1 日目№35～60）であり、前列まで廃棄体列（例えば図 5.1.52

中 1 日目№1～25）を覆う覆土材の土留として用いるためである。各廃棄体等のトレンチ埋設施

設への定置本数は以下のとおりとした。 

① ドラム缶型廃棄体：60 本/日 (12 本/トラック×5回輸送/日) 

② フレキシブルコンテナ：20 体/日 (10 体/トラック×2回輸送/日) 

これに基づき、ドラム缶型廃棄体とフレキシブルコンテナの定置及び中間覆土パターンを図

5.1.52 及び図 5.1.53 に示すとおりとした。これにより、 

a.ドラム缶型廃棄体は 1 日最大 3 列（1 列は最大 34 本）、フレキシブルコンテナは 1 日最大 3

列(1 列は最大 19 体)の覆土されていない、露出している状態となる。 
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【側壁の遮蔽要求厚】 

操業スケジュールの 2パターンにおける 3月間の積算値を、それぞれ表 5.1.33 に示す。これ

により、側壁の遮蔽要求厚はパターン 1で 70cm、パターン 2で 60cm との評価結果となった。 

 

5.1.3.3 トレンチ埋設施設に係る線量評価 

トレンチ埋設施設においては、廃棄体等の定置状況から線量が大きくなることが予想される

状況における作業位置を評価点とし、直接 γ 線による実効線量率が管理区域境界の設計基準線

量率を満足することを確認、評価した。 

(1) 確認評価方法 

確認評価は、以下の手順により実施した。 

1) トレンチ埋設施設における管理区域境界、線源条件、遮蔽体条件等を設定 

2) 廃棄体等の定置状況から線量が大きくなることが予想される時点での管理区域境界を評価点

として実効線量率を計算 

3) 計算結果が管理区域境界の設計基準線量率を満足することを確認、評価 

(2) 線源条件 

評価対象とするトレンチ処分対象廃棄体等は、ドラム缶型廃棄体、角形容器及びフレキシブ

ルコンテナ等である。このうち、ドラム缶型廃棄体及びフレキシブルコンテナが大部分を占め

ており、角型容器としては S-1 容器が代表例である。そこで、ドラム缶型廃棄体、フレキシブ

ルコンテナ及び S-1 容器のなかから、各廃棄体等の定置方法と実効線量率の評価点の位置関係

を考慮して、評価対象の廃棄体等を選択した。 

(3) 線量当量率区分 

トレンチ埋設施設の線量率区分は、表 5.1.2 に従うものとし、トレンチを覆う雨水浸入防止

用テント内を管理区域境界とした。 

(4) 線源モデル 

4.2 項の設計結果により、ドラム缶型廃棄体は付加機能型トレンチに、フレキシブルコンテ

ナ及び S-1 容器は安定型トレンチに定置する。安定型トレンチにおいては、S-1 容器は、1段目

（最下段）及び 2段目(中段)のみに定置するものとし、フレキシブルコンテナは最上段である

3 段目に定置するものとした。これらの廃棄体等の線源条件は、表 5.1.8 とした。なお、保守

的に最上段のドラム缶型廃棄体及びフレキシブルコンテナが覆土されずに露出して個々の廃棄

体等が定置されているとした。 

(5) 実効線量率の計算 

1) 計算モデル 

トレンチ処分対象廃棄体等は、一日当り一定数定置し一部を残してその日のうちに中間覆土

(25cm)する。一部その日のうちに覆土しない廃棄体列とは、定置した廃棄体列のうち、最も外

側の 1 列（例えば図 5.1.52 中 1 日目№35～60）であり、前列まで廃棄体列（例えば図 5.1.52

中 1 日目№1～25）を覆う覆土材の土留として用いるためである。各廃棄体等のトレンチ埋設施

設への定置本数は以下のとおりとした。 

① ドラム缶型廃棄体：60 本/日 (12 本/トラック×5回輸送/日) 

② フレキシブルコンテナ：20 体/日 (10 体/トラック×2回輸送/日) 

これに基づき、ドラム缶型廃棄体とフレキシブルコンテナの定置及び中間覆土パターンを図

5.1.52 及び図 5.1.53 に示すとおりとした。これにより、 

a.ドラム缶型廃棄体は 1 日最大 3 列（1 列は最大 34 本）、フレキシブルコンテナは 1 日最大 3

列(1 列は最大 19 体)の覆土されていない、露出している状態となる。 
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b.トレンチ埋設施設の X方向（図 5.1.54 長手方向）は定置開始一日目から二日目に管理区域境

界で線量率が最大となり、その後は覆土されない廃棄体が管理区域境界から遠くなるので線

量率は低下する。 

c.トレンチ埋設施設の Y方向（図 5.1.54 横幅方向）は定置開始二日目から 3列分の覆土されな

い廃棄体が順次移動していくので、管理区域境界で線量率が最大位置も順次移動する。 

d.X 方向と Y方向の管理区域境界における線量を比較すると、X方向が管理区域境界と近接して

配列され、また、覆土されない状態の廃棄体数が多いので、管理区域境界の最大線量率は X

方向になる。 

これに基づき、トレンチ埋設施設の X方向の評価点は、ドラム缶型廃棄体については 34 行×3

列配列した場合を、フレキシブルコンテナについては 19 行×2列（Y方向の管理区域境界に面

した 2 行は 3 列）配列した場合を想定して、廃棄体配列の中央とした。また、Y 方向の評価点

は、ドラム缶型廃棄体については 17 行×3列配列した場合を、フレキシブルコンテナについて

は 10 行×2列（Y方向の管理区域境界に面した 2行は 3列）配列した場合を想定して廃棄体配

列の中央とした。なお、評価点から遠いドラム缶型廃棄体の 18 行以降及びフレキシブルコンテ

ナの 11 行以降は無視し得るとした。 

図 5.1.54 及び図 5.1.55 にドラム缶型廃棄体とフレキシブルコンテナの評価モデルを示す。

また、表 5.1.34 にモデル寸法の設定根拠を示す。 

  2) 計算、評価結果 

上記計算モデルによる計算の結果を図 5.1.56～図 5.1.59 に示す。これにより、ドラム缶型

廃棄体のX方向の評価点においては0.13μSv/h、Y方向の評価点においては0.11μSv/hとなり、

フレキシブルコンテナの X 方向の評価点においては 0.13μSv/h、Y 方向の評価点においては

0.15μSv/h となることから、管理区域境界(雨水浸入防止用テント境界)の設計基準線量率

0.5μSv/h 以下を満足している。 

 

5.1.4 一般公衆に係る線量計算、評価 

一般公衆の被ばく線量の計算、評価は、受入検査施設、コンクリートピット埋設施設及びト

レンチ埋設施設に対して実施した。計算に際して共通的な事項となる設計基準、線源条件等は

予め設定し、施設ごとに計算を行い、計算結果を集約し事業所全体として取りまとめ評価を実

施した。 

計算にあたっては、敷地(1250m×800m)中心からの 16 方位の事業所境界上の点を評価点とし、

施設ごとに行った事業所境界における直接γ線及びスカイシャイン γ 線の計算結果を合算し、

1 年間の実効線量が一般公衆に対する線量基準以下であることを確認した。また、最大線量と

なる評価点付近については、隣接する評価点の間においても評価を行い、線量基準以下である

ことを確認した。直接 γ 線及びスカイシャインガンマ線の評価点等を図 5.1.60 に、評価点座

標を表 5.1.35 に示す。なお、評価点位置を把握しやすくするため、図面の上方向を北とし東西

南北をカッコ書きで表記した。 

 

5.1.4.1 一般公衆に係る線量評価の共通事項の設定 

(1) 設計基準 

一般公衆に対する線量基準は、昭和 50 年原子力委員会決定「発電用軽水型原子炉施設周辺の

線量目標値に関する指針」（発電用軽水炉における敷地境界の線量目標値 50μSv/年）を周辺監

視区域境界（＝事業所境界）に適用し、一般公衆に対する基準線量（実効線量）を年間 50μSv

とした。 
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(2) 対象施設 

受入検査施設は、廃棄体等の受入、一時保管、払出を地上階にて行うこととしていることか

ら、直接 γ 線とスカイシャイン γ 線の計算を行うこととした。コンクリートピット及びトレ

ンチ埋設施設は、埋設設備自体が深く掘り下げたところに位置していること及び埋設設備地表

面よりも低い位置に廃棄体を定置することから、直接 γ 線は周囲の地形によって遮られるため、

事業所境界における寄与は考慮しないものとし、スカイシャイン γ 線についての計算のみを行

うことした。 

 

5.1.4.2 受入検査施設に係る線量評価 

(1) 直接 γ線の計算 

1) 計算方法 

受入検査施設の直接 γ線に係る計算は、以下の手順により実施した。 

① 一時保管された廃棄体が満杯であるような状況を想定し、複数の廃棄体を均一な体積線源と

した線源モデルを設定 

② 受入検査施設の側壁の厚み等の設計値から計算モデルを設定し、計算モデルごとに線源から

の距離に応じた直接 γ線による実効線量率を計算 

③ 距離に応じた直接 γ線による 1年間の実効線量を算出 

 2) 線源となる廃棄体 

線源となる廃棄体は、操業条件を考慮して図 5.1.61 及び図 5.1.62 に示す廃棄体線源がほぼ

満杯の保管状況を想定し、線量評価に用いる廃棄体数量が保守側になるような設定として表 

5.1.36 に示す線源を評価対象とした。 

 3) 線源モデル 

各線源について、図 5.1.63 に示すように廃棄体を１箇所に集約して体積等価な球形状となる

ように線源のモデル化を行った。また、球形状の各線源には、表 5.1.36 に示した廃棄体数の廃

棄体が均一に分布しているものとした。線源モデルの条件を表 5.1.37 に示す 

 4) 計算モデル 

線源からの直接 γ 線の計算は、仕切壁、外壁によって遮蔽されるため、合わせて 60cm 以上

の遮蔽体厚みとなるが、保守的に受入一時保管室及び検査室において仕切壁の無い外壁厚を用

いて遮蔽体厚みを 50cm とし、線源モデルを球体としたことから、評価点との距離をパラメータ

とした図 5.1.63 に示す計算モデルとした。なお、評価点の高さは、計算結果が安全側となるよ

う、線量的に最も高くなる線源の中心とした。 

5) 計算結果 

線源[1]～[5]について、各評価点におけるそれぞれの実効線量率と 1 年間の実効線量を表 

5.1.38 に、また、1年間の実効線量でこれらを合算したものを表 5.1.39 に示す。なお、1年間

の実効線量については、保守的に最大保管量の線源が常時保管されているものとした。 

(2) スカイシャイン γ線の計算 

1) 計算方法 

 受入検査施設のスカイシャイン γ 線に係る計算は、以下の手順により実施した。 

① 一時保管された廃棄体が満杯である状況を想定し、複数の廃棄体を均一な体積線源とした線

源モデルを設定 

② 受入検査施設の側壁や天井の厚み等の設計値から計算モデルを設定し、計算モデルごとに線

源からの距離に応じたスカイシャイン γ 線による実効線量率を計算 

③ 距離に応じたスカイシャイン γ線による 1年間の実効線量を算出 
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(2) 対象施設 

受入検査施設は、廃棄体等の受入、一時保管、払出を地上階にて行うこととしていることか

ら、直接 γ 線とスカイシャイン γ 線の計算を行うこととした。コンクリートピット及びトレ

ンチ埋設施設は、埋設設備自体が深く掘り下げたところに位置していること及び埋設設備地表

面よりも低い位置に廃棄体を定置することから、直接 γ 線は周囲の地形によって遮られるため、

事業所境界における寄与は考慮しないものとし、スカイシャイン γ 線についての計算のみを行

うことした。 

 

5.1.4.2 受入検査施設に係る線量評価 

(1) 直接 γ線の計算 

1) 計算方法 

受入検査施設の直接 γ線に係る計算は、以下の手順により実施した。 

① 一時保管された廃棄体が満杯であるような状況を想定し、複数の廃棄体を均一な体積線源と

した線源モデルを設定 

② 受入検査施設の側壁の厚み等の設計値から計算モデルを設定し、計算モデルごとに線源から

の距離に応じた直接 γ線による実効線量率を計算 

③ 距離に応じた直接 γ線による 1年間の実効線量を算出 

 2) 線源となる廃棄体 

線源となる廃棄体は、操業条件を考慮して図 5.1.61 及び図 5.1.62 に示す廃棄体線源がほぼ

満杯の保管状況を想定し、線量評価に用いる廃棄体数量が保守側になるような設定として表 

5.1.36 に示す線源を評価対象とした。 

 3) 線源モデル 

各線源について、図 5.1.63 に示すように廃棄体を１箇所に集約して体積等価な球形状となる

ように線源のモデル化を行った。また、球形状の各線源には、表 5.1.36 に示した廃棄体数の廃

棄体が均一に分布しているものとした。線源モデルの条件を表 5.1.37 に示す 

 4) 計算モデル 

線源からの直接 γ 線の計算は、仕切壁、外壁によって遮蔽されるため、合わせて 60cm 以上

の遮蔽体厚みとなるが、保守的に受入一時保管室及び検査室において仕切壁の無い外壁厚を用

いて遮蔽体厚みを 50cm とし、線源モデルを球体としたことから、評価点との距離をパラメータ

とした図 5.1.63 に示す計算モデルとした。なお、評価点の高さは、計算結果が安全側となるよ

う、線量的に最も高くなる線源の中心とした。 

5) 計算結果 

線源[1]～[5]について、各評価点におけるそれぞれの実効線量率と 1 年間の実効線量を表 

5.1.38 に、また、1年間の実効線量でこれらを合算したものを表 5.1.39 に示す。なお、1年間

の実効線量については、保守的に最大保管量の線源が常時保管されているものとした。 

(2) スカイシャイン γ線の計算 

1) 計算方法 

 受入検査施設のスカイシャイン γ 線に係る計算は、以下の手順により実施した。 

① 一時保管された廃棄体が満杯である状況を想定し、複数の廃棄体を均一な体積線源とした線

源モデルを設定 

② 受入検査施設の側壁や天井の厚み等の設計値から計算モデルを設定し、計算モデルごとに線

源からの距離に応じたスカイシャイン γ 線による実効線量率を計算 

③ 距離に応じたスカイシャイン γ線による 1年間の実効線量を算出 
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2) 計算コード 

スカイシャイン γ 線による実効線量の計算には二次元輸送計算コード DOT-3.5 を使用し、最

初に天井面からの漏洩角度線束を求める線源評価用の計算を行い、次にこの漏洩角度線束を線

源として空気散乱領域でのスカイシャイン γ線を求める接続計算により実施した。計算コード

に関する基本的条件は以下のとおりとした。 

・断面積ライブラリ：DLC-23E 

・散乱成分のルジャンドル展開次数：P3 

・角度分点数：S16 

3) 線源となる廃棄体 

線源となる廃棄体は、直接 γ 線の計算に用いた線源である表 5.1.36 及び表 5.1.37 とした。 

4) 線源モデル 

受入一時保管室の線源[1]を１つの線源モデルに、検査室の線源[2]～線源[4]をまとめて１つ

に集約して線源のモデル化を行った。線源モデルの条件を表 5.1.40 に示す。なお、容器の鋼材

厚みについては、S-1 容器で 0.5cm とし、ドラム缶型廃棄体で 0.15cm として考慮した。 

(5) 計算モデル 

受入一時保管室の線源[1]からの計算は図 5.1.64 に、検査室の線源[2]～線源[5]からの計算

は図 5.1.65 に示す計算モデルにより実施した。図中の上が、受入検査施設建屋天井面からの漏

洩角度線束を求める線源評価用の計算体系を表し、下がこの漏洩角度線束を線源として接続し

たスカイシャイン γ 線を求める空気散乱領域での計算体系を表している。 

(6) 計算結果 

各計算モデルにおける線源中心からの距離に応じた実効線量率の計算結果を図 5.1.66 に示

す。また、各評価点における 1年間実効線量率の計算結果を表 5.1.41 に示す。なお、1年間の

実効線量については、保守的に最大保管量の線源が常時保管されているものとした。 

 (7) 直接 γ 線及びスカイシャイン γ 線の合算 

受入検査施設からの直接 γ 線及びスカイシャイン γ 線による実効線量を図 5.1.67 に示す。 

 

5.1.4.3 コンクリートピット埋設施設に係る線量評価 

コンクリートピット埋設施設は、保守的に単一のピット又は埋設地の全てのピットが廃棄体

で満杯となって、上部覆土以外の施工が完了している状態（覆い設置済み）と施工中の状態を

想定してスカイシャイン γ 線に係る線量評価を実施する。 

 (1) 計算方法 

コンクリートピット埋設施設のスカイシャイン γ 線に係る計算は、以下の手順により実施した。 

1) ピットが廃棄体で満杯となって、上部覆土以外の施工が完了している状態（覆い設置済み）

及び覆いを施工するまでの状態を想定し、それぞれについて複数の廃棄体を均一な体積線源

とした線源モデルを設定 

2) ピットの天井（蓋）や側壁の厚み等の設計値から計算モデルを設定し、計算モデルごとに線

源からの距離に応じたスカイシャイン γ 線による実効線量率を計算 

3) 距離に応じたスカイシャイン γ線による 1年間の実効線量を算出 

(2) 計算コード 

スカイシャイン γ 線による実効線量の計算コード及び計算コードに関する基本的条件は、受

入検査施設のスカイシャイン γ 線の計算コードに同じ。 

(3) 線源となる廃棄体 

線源とする廃棄体はP埋設地のピット群10基及びS埋設地のピット群8基に定置される廃棄

体とし、 
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1) 定置中の廃棄体分（天井開放） 

2) 定置後のモルタル充填前の廃棄体分（仮蓋設置） 

3) モルタル充填後のポーラスコンクリート層設置後の廃棄体分（覆い施工及び仮蓋なし） 

4) 覆い施工後の廃棄体分 

を対象とした。評価対象とした廃棄体の数量を表 5.1.42 に示す。なお、ドラム缶型廃棄体と S-1

容器をピット 1区画内に満杯に定置された状態で比較すると、蓋（覆い又は仮蓋）の有る無しの

条件に関わらず天井表面の線量はともにドラム缶型廃棄体の方が高いことから、ドラム缶型廃棄

体を評価対象とした。 

(4) 線源モデル 

 ピット 1 区画について、廃棄体の埋設の施工の進行に伴う変化を図 5.1.68～図 5.1.71 に示

す。これらの形状及び寸法を基に、ピット 1区画分の各線源モデルの条件を表 5.1.43 に示すと

おり設定した。なお、ドラム缶型廃棄体の鋼材の厚みについては、0.15cm として考慮した。 

(5) 計算モデル 

ピットの施工状況及び線源モデルに基づき設定した各計算モデルのモデル図を図 5.1.72～

図 5.1.75 に示す。図中の上が、天井面からの漏洩角度線束を求める線源評価用の計算体系を表

し、下がこの漏洩角度線束を線源として接続したスカイシャイン γ 線を求める空気散乱領域で

の計算体系を表している。 

 (6) 計算結果 

各計算モデルにおける線源中心からの距離に応じたスカイシャイン γ 線の計算結果を図

5.1.76 に示す。また、ピット 1区画について、各施工に要する時間(廃棄体定置(天井がない状

態);16h、仮蓋のみ設置している状態;8h、モルタル充填ポーラスコンクリート層設置;8h、覆い

施工;4h)を考慮し、1年間当たりのピットの施工量である 18 区画分の廃棄体からの距離に応じ

たスカイシャイン γ 線の計算結果を図 5.1.77 に示す。 

 

5.1.4.4 トレンチ埋設施設に係る線量評価 

トレンチ埋設施設は、廃棄体が満杯状態となって別のトレンチ埋設施設に施工が移る前には

必ず上部覆土（2.5m）を実施することとしていることから、付加機能型トレンチ埋設施設と安

定型トレンチ埋設施設の各１基が施工中の状態を想定してスカイシャイン γ 線に係る線量評

価を実施する。 

(1) 計算方法 

トレンチ埋設施設のスカイシャイン γ 線に係る計算は、以下の手順により実施した。 

1) 付加機能型トレンチ埋設施設と安定型トレンチ埋設施設の各１基に廃棄体等を定置中の状

態を想定し、それぞれについて複数の廃棄体を均一な体積線源とした線源モデルを設定 

2) トレンチ埋設施設の上部覆土や掘削領域の寸法等の設計値から計算モデルを設定し、計算モ

デルごとに線源からの距離に応じたスカイシャイン γ 線による実効線量率を計算 

3) 距離に応じたスカイシャイン γ線による 1年間の実効線量を算出 

(2) 計算コード 

スカイシャイン γ 線による実効線量の計算コード及び計算コードに関する基本的条件は、受

入検査施設のスカイシャイン γ 線の計算コードと同様とした。 

(3) 線源となる廃棄体等 

線源とする廃棄体等は、P 埋設地の 9 基のトレンチ(安定型 6 基、付加機能型 3 基)及び S 埋

設地の 9基のトレンチ(安定型 6基、付加機能型 3基)に定置される廃棄体とし、 
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1) 定置中の廃棄体分（天井開放） 

2) 定置後のモルタル充填前の廃棄体分（仮蓋設置） 

3) モルタル充填後のポーラスコンクリート層設置後の廃棄体分（覆い施工及び仮蓋なし） 

4) 覆い施工後の廃棄体分 

を対象とした。評価対象とした廃棄体の数量を表 5.1.42 に示す。なお、ドラム缶型廃棄体と S-1

容器をピット 1区画内に満杯に定置された状態で比較すると、蓋（覆い又は仮蓋）の有る無しの

条件に関わらず天井表面の線量はともにドラム缶型廃棄体の方が高いことから、ドラム缶型廃棄

体を評価対象とした。 

(4) 線源モデル 

 ピット 1 区画について、廃棄体の埋設の施工の進行に伴う変化を図 5.1.68～図 5.1.71 に示

す。これらの形状及び寸法を基に、ピット 1区画分の各線源モデルの条件を表 5.1.43 に示すと

おり設定した。なお、ドラム缶型廃棄体の鋼材の厚みについては、0.15cm として考慮した。 

(5) 計算モデル 

ピットの施工状況及び線源モデルに基づき設定した各計算モデルのモデル図を図 5.1.72～

図 5.1.75 に示す。図中の上が、天井面からの漏洩角度線束を求める線源評価用の計算体系を表

し、下がこの漏洩角度線束を線源として接続したスカイシャイン γ 線を求める空気散乱領域で

の計算体系を表している。 

 (6) 計算結果 

各計算モデルにおける線源中心からの距離に応じたスカイシャイン γ 線の計算結果を図

5.1.76 に示す。また、ピット 1区画について、各施工に要する時間(廃棄体定置(天井がない状

態);16h、仮蓋のみ設置している状態;8h、モルタル充填ポーラスコンクリート層設置;8h、覆い

施工;4h)を考慮し、1年間当たりのピットの施工量である 18 区画分の廃棄体からの距離に応じ

たスカイシャイン γ 線の計算結果を図 5.1.77 に示す。 

 

5.1.4.4 トレンチ埋設施設に係る線量評価 

トレンチ埋設施設は、廃棄体が満杯状態となって別のトレンチ埋設施設に施工が移る前には

必ず上部覆土（2.5m）を実施することとしていることから、付加機能型トレンチ埋設施設と安

定型トレンチ埋設施設の各１基が施工中の状態を想定してスカイシャイン γ 線に係る線量評

価を実施する。 

(1) 計算方法 

トレンチ埋設施設のスカイシャイン γ 線に係る計算は、以下の手順により実施した。 

1) 付加機能型トレンチ埋設施設と安定型トレンチ埋設施設の各１基に廃棄体等を定置中の状

態を想定し、それぞれについて複数の廃棄体を均一な体積線源とした線源モデルを設定 

2) トレンチ埋設施設の上部覆土や掘削領域の寸法等の設計値から計算モデルを設定し、計算モ

デルごとに線源からの距離に応じたスカイシャイン γ 線による実効線量率を計算 

3) 距離に応じたスカイシャイン γ線による 1年間の実効線量を算出 

(2) 計算コード 

スカイシャイン γ 線による実効線量の計算コード及び計算コードに関する基本的条件は、受

入検査施設のスカイシャイン γ 線の計算コードと同様とした。 

(3) 線源となる廃棄体等 

線源とする廃棄体等は、P 埋設地の 9 基のトレンチ(安定型 6 基、付加機能型 3 基)及び S 埋

設地の 9基のトレンチ(安定型 6基、付加機能型 3基)に定置される廃棄体とし、 
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1) トレンチ埋設施設が廃棄体で満杯となって上部覆土(25cm)が完了している施工済みのもの 

2) 付加機能型と安定型の各１基のトレンチ埋設施設において、１日当たりの中間覆土前の定置

中の廃棄体分（付加機能型ではドラム缶型廃棄体 60 本、安定型ではフレコン 20 体相当） 

を対象とした。 

表 5.1.44 中線源モデル①は、上記１）のトレンチ埋設施設 1基が廃棄体等で満杯となって上

部覆土(25cm)が完了している施工済みのものを対象としている。表 5.1.44 中線源モデル②は、

上記 2）の定置、覆土中の状態のうち最も保守的（覆土されず露出している廃棄体等が多い）

となる条件をモデル化した。この際、上部覆土が完了している施工(覆土)済みの廃棄体等につ

いては、無視できる程度であったため評価対象外とした。 

(4) 線源モデル 

トレンチ1基について、構造模式図を図5.1.78～図5.1.81に示す。これらの形状及び寸法を基

に、トレンチ1基分の各線源モデルの条件を表5.1.44に示すとおり設定した。 

表5.1.44中線源モデル①では、付加機能型トレンチの放射能量の方が安定形トレンチより大

きく保守的となるため付加機能型を代表としてモデル化した。また、トレンチ寸法は細長く、

これと同体積の円柱体積線源とすると過度に保守的となるため、トレンチ１基を約25m×25mの

正方形領域に分割し、これと等しい体積をもつ円柱体積線源を設定した。このため、トレンチ

１基分の線量評価の際には計算結果をトレンチの全長÷25m倍する。なお、ドラム缶型廃棄体の

鋼材の厚みについては、0.15cmとして考慮した。線源モデル②では、ドラム型廃棄体より上表

面の面積が大きいフレキシブルコンテナを代表とした。フレキシブルコンテナの数量は、１日

当たりの定置し覆土する施工中の数量とした。これに加えて、土留用として翌日までフレキシ

ブルコンテナを覆土しない数量を考慮した。 

(5) 計算モデル 

トレンチの施工状況及び線源モデルに基づき設定した各計算モデルを図5.1.82～図5.1.83に

示す。図中の上が、天井面からの漏洩角度線束を求める線源評価用の計算体系を表し、下がこ

の漏洩角度線束を線源として接続したスカイシャインγ線を求める空気散乱領域での計算体系

を表している。 

(6) 計算結果 

各計算モデルにおける線源中心からの距離に応じた実効線量率の計算結果を図5.1.84に示す。

また、P埋設地/付加機能型トレンチ1基を代表施設とした長手方向中央からの1年間当たりのス

カイシャインγ線による計算結果を図5.1.85に示す。なお、1年間の積算時間については、施工

(覆土)済みの領域、土留用として翌日まで廃棄体等を覆土しない施工中の領域に対しては

8,760h/y、１日当たりで定置し覆土する施工中の中の領域に対しては年間200日操業として

1,600[h/y]とした。 

 

5.1.4.5 埋設施設全体に係る線量評価 

敷地中心からの 16 方位の事業所境界上の点等を評価点とし、各施設・設備からの直接 γ 線

及びスカイシャイン γ線の寄与を重畳し、事業所全体としての 1年間の実効線量を合算して評

価した。 

各評価点の実効線量の合算値を表 5.1.45 に示す。16 方位の事業所境界上の評価点中、実効

線量が最大となるのは評価点⑨(W)で 43 μSv/y であった。そこで、評価点⑨と⑧の間において

評価点を変えて実効線量を評価した。その結果を図 5.1.86 に示す。これより、事業所境界上で

の実効線量の最大値は 47 μSv/y となる。これにより、一般公衆に対するめやす線量である 50 

μSv/y を下回ることが確認できた。 
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表 5.1.1 放射線業務従事者に対する設計基準線量率 

区画 立ち入り時間 設計基準線量率 

A 週 48 時間以内の立ち入り 6μSv/h 以下 

B 週 15～5 時間以内の立ち入り 20 ～ 60 μSv/h 

C 週 5～2 時間以内の立ち入り 60 ～ 150 μSv/h 

D 極短時間しか立入らない区画 
1 mSv/h 以下 

E 通常は立ち入りが不要な区画 

 

 

表 5.1.2 線量当量率区分 

区    分 設計基準線量率 

管理区域外 非管理区域 0.5μSv/h 以下＊1 

管理区域 

A 週 48 時間以内立ち入り 6μSv/h 以下＊2 

B 週 15 時間以内の立ち入り 20μSv/h 以下＊2 

C 週 5 時間以内の立ち入り 60μSv/h 以下＊2 

D 極短時間しか立入らない 
1 mSv/h 以下 

E 通常は立ち入りが不要 
＊1：非管理区域において人が通常立入れない区域の設計基準線量率：2.5μSv/h 以下

（1.3mSv/3 月より） 

＊2：1mSv/週の 1/3 とした。 

 
表 5.1.3 ピット処分対象廃棄体等の密度 

 

 

表 5.1.4 トレンチ処分対象廃棄体等の密度 

 

 

 

汚染源分類 原子炉系
TRU及び
βγ系

U系 加速器系 合計 原子炉系
TRU及び
βγ系

U系 合計

本数
(200ℓドラム缶

換算本数)
42900 145500 500 0 188900 24388 1876 3484 536 30284

重量
〔t〕

2.25E+04 7.94E+04 3.11E+02 0.00E+00 1.02E+05 1.40E+04 4.19E+02 1.71E+03 1.80E+02 1.63E+04

密度

[g/cm3]
2.63E+00 2.73E+00 3.11E+00 - 2.71E+00 2.88E+00 1.12E+00 2.45E+00 1.68E+00 2.70E+00

ｺﾝｸﾘｰﾄﾋﾟｯﾄ
埋設対象
廃棄体

JAEA
他発生者

RI協会
RI協会以外

汚染源分類 原子炉系
TRU及び
βγ系

U系 加速器系 合計 原子炉系
TRU及び
βγ系

U系

本数
(200ℓドラム缶

換算本数)
109400 66300 18900 49600 244200 60060 4368 19656 52598 136682

重量
〔t〕

4.71E+04 2.38E+04 9.14E+03 1.04E+04 9.05E+04 3.43E+04 9.93E+02 6.02E+03 1.44E+04 5.58E+04

密度

[g/cm3]
2.15E+00 1.80E+00 2.42E+00 1.05E+00 1.85E+00 2.86E+00 1.14E+00 1.53E+00 1.37E+00 2.04E+00

合計

トレンチ
埋設対象
廃棄体

JAEA
他発生者

RI協会
RI協会以外
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表 5.1.1 放射線業務従事者に対する設計基準線量率 

区画 立ち入り時間 設計基準線量率 

A 週 48 時間以内の立ち入り 6μSv/h 以下 

B 週 15～5 時間以内の立ち入り 20 ～ 60 μSv/h 

C 週 5～2 時間以内の立ち入り 60 ～ 150 μSv/h 

D 極短時間しか立入らない区画 
1 mSv/h 以下 

E 通常は立ち入りが不要な区画 

 

 

表 5.1.2 線量当量率区分 

区    分 設計基準線量率 

管理区域外 非管理区域 0.5μSv/h 以下＊1 

管理区域 

A 週 48 時間以内立ち入り 6μSv/h 以下＊2 

B 週 15 時間以内の立ち入り 20μSv/h 以下＊2 

C 週 5 時間以内の立ち入り 60μSv/h 以下＊2 

D 極短時間しか立入らない 
1 mSv/h 以下 

E 通常は立ち入りが不要 
＊1：非管理区域において人が通常立入れない区域の設計基準線量率：2.5μSv/h 以下

（1.3mSv/3 月より） 

＊2：1mSv/週の 1/3 とした。 

 
表 5.1.3 ピット処分対象廃棄体等の密度 

 

 

表 5.1.4 トレンチ処分対象廃棄体等の密度 

 

 

 

汚染源分類 原子炉系
TRU及び
βγ系

U系 加速器系 合計 原子炉系
TRU及び
βγ系

U系 合計

本数
(200ℓドラム缶

換算本数)
42900 145500 500 0 188900 24388 1876 3484 536 30284

重量
〔t〕

2.25E+04 7.94E+04 3.11E+02 0.00E+00 1.02E+05 1.40E+04 4.19E+02 1.71E+03 1.80E+02 1.63E+04

密度

[g/cm3]
2.63E+00 2.73E+00 3.11E+00 - 2.71E+00 2.88E+00 1.12E+00 2.45E+00 1.68E+00 2.70E+00

ｺﾝｸﾘｰﾄﾋﾟｯﾄ
埋設対象
廃棄体

JAEA
他発生者

RI協会
RI協会以外

汚染源分類 原子炉系
TRU及び
βγ系

U系 加速器系 合計 原子炉系
TRU及び
βγ系

U系

本数
(200ℓドラム缶

換算本数)
109400 66300 18900 49600 244200 60060 4368 19656 52598 136682

重量
〔t〕

4.71E+04 2.38E+04 9.14E+03 1.04E+04 9.05E+04 3.43E+04 9.93E+02 6.02E+03 1.44E+04 5.58E+04

密度

[g/cm3]
2.15E+00 1.80E+00 2.42E+00 1.05E+00 1.85E+00 2.86E+00 1.14E+00 1.53E+00 1.37E+00 2.04E+00

合計

トレンチ
埋設対象
廃棄体

JAEA
他発生者

RI協会
RI協会以外
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表 5.1.5 ピット処分対象廃棄体等の核種調査 

核種 
半減期 

[y] 
崩壊形式 

γ線ｴﾈﾙｷﾞ

[MeV] 

1 崩壊当りの 

γ線放出率[%]

γ線放出量の比（当該核種／Co-60）[%] 

JAEA 合計 他発生者合計 

Co-60 5.271 β- 1.17, 1.33 両方 100 （100） （100） 

Al-26 7.20E+5 β+, EC 1.81, 他 100 0 ≒0 

Eu-152 13.3 EC 1.41, 他 21 0.08 0.5 

Bi-207 38 EC 1.77, 他 6.9 0 ≒0 

 

表 5.1.6 トレンチ処分対象廃棄体等の核種調査 

核種 
半減期 

[y] 
崩壊形式 

γ線ｴﾈﾙｷﾞ

[MeV] 

1 崩壊当りの 

γ線放出率[%]

γ線放出量の比（当該核種／Co-60）[%] 

JAEA 合計 他発生者合計 

Co-60 5.271 β- 1.17, 1.33 両方 100 （100） （100） 

Al-26 7.20E+5 β+, EC 1.81, 他 100 ≒0 ≒0 

Eu-152 13.3 EC 1.41, 他 21 0.2 0.03 

Bi-207 38 EC 1.77, 他 6.9 ≒0 ≒0 

 

表 5.1.7 遮蔽体物質の密度及び重量組成比 

遮蔽体物質 密度 g/cm3 重量組成比 設定根拠 

普通コンクリ

ート 
2.1 

H :4.1600E-03 

O :5.0740E-01 

Mg:1.1500E-03 

Al:4.4600E-03 

Si:3.8606E-01 

S :7.0000E-04 

Ca:6.8690E-02 

Fe:2.7380E-02 

既設の類似施設（六ヶ所低レベル放射性

廃棄物埋設センター）の埋設許可申請 8)

に記載の埋設設備のコンクリート密度

を参考とした。 

モルタル 

（充填材） 
1.6 同上 

既設類似施設 8)の埋設設備のセメント

系充填材密度を参考とした。 

覆土 1.35 
O :5.3257E-01 

Si:4.6743E-01 

しゃへい計算実務マニュアル 24)記載の

土の密度（砂地平均）1.35g/cm3 を引用

した。 

鉄 7.8 Fe:1.0000E+00 
鉄の元素密度 7.875g/cm3（文献値 25)）

を保守的に 7.8g/cm3とした。 

空気 1.1894E-03 

H :1.0000E-05 

C :1.3000E-04 

N :7.6451E-01 

O :2.3535E-01 

JAERI-M6928(1977.2)26) 
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表 5.1.8 廃棄体あたりの放射能量及び放射能濃度（1/2） 

【QAD-CGGP2R】 

 ドラム缶型廃棄体 角型容器(S-1 容器) フレキシブルコンテナ

線源モデル 

  
1Bq/線源あたりの表

面線量当量率 
2.5E-06[μSv/h] 6.0E-07[μSv/h] 7.7E-07[μSv/h] 

線源体積 2.3E+05[cm3] 9.7E+05[cm3] 1.0E+06[cm3] 

放
射
能
量 

表
面
線
量
当
量
率 

2mSv/h 8.0E+08[Bq] 3.3E+09[Bq]  

1mSv/h 4.0E+08[Bq] 1.7E+09[Bq]  

10μ

Sv/h 
4.0E+06[Bq] 1.7E+07[Bq] 1.3E+07[Bq] 

放
射
能
濃
度 

表
面
線
量
当
量
率 

2mSv/h 3.4E+03[Bq/cm3] 3.5E+03[Bq/cm3]  

1mSv/h 1.7E+03[Bq/cm3] 1.7E+03[Bq/cm3]  

10μ

Sv/h 
1.7E+01[Bq/cm3] 1.7E+01[Bq/cm3] 1.2E+01[Bq/cm3] 
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表 5.1.8 廃棄体あたりの放射能量及び放射能濃度（1/2） 

【QAD-CGGP2R】 

 ドラム缶型廃棄体 角型容器(S-1 容器) フレキシブルコンテナ

線源モデル 

  
1Bq/線源あたりの表

面線量当量率 
2.5E-06[μSv/h] 6.0E-07[μSv/h] 7.7E-07[μSv/h] 

線源体積 2.3E+05[cm3] 9.7E+05[cm3] 1.0E+06[cm3] 

放
射
能
量 

表
面
線
量
当
量
率 

2mSv/h 8.0E+08[Bq] 3.3E+09[Bq]  

1mSv/h 4.0E+08[Bq] 1.7E+09[Bq]  

10μ

Sv/h 
4.0E+06[Bq] 1.7E+07[Bq] 1.3E+07[Bq] 

放
射
能
濃
度 

表
面
線
量
当
量
率 

2mSv/h 3.4E+03[Bq/cm3] 3.5E+03[Bq/cm3]  

1mSv/h 1.7E+03[Bq/cm3] 1.7E+03[Bq/cm3]  

10μ

Sv/h 
1.7E+01[Bq/cm3] 1.7E+01[Bq/cm3] 1.2E+01[Bq/cm3] 
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表 5.1.8 廃棄体あたりの放射能量及び放射能濃度（2/2） 

【DOT-3】 

 ドラム缶型廃棄体 角型容器(S-1 容器) フレキシブルコンテナ

線源モデル 

  

1Bq/cm3線源あたり

の表面線量当量率* 
5.3E-01[μSv/h] 4.3E-01[μSv/h] 6.1E-01[μSv/h] 

1Bq/線源あたりの表

面線量当量率 
2.3E-06[μSv/h] 4.4E-07[μSv/h] 6.1E-07[μSv/h] 

線源体積 2.3E+05[cm3] 9.7E+05[cm3] 1.0E+06[cm3] 

放
射
能
量 

表
面
線
量
当
量
率 

2mSv/h 8.7E+08[Bq] 4.5E+09[Bq]  

1mSv/h 4.4E+08[Bq] 2.3E+09[Bq]  

10μ

Sv/h 
4.4E+06[Bq] 2.3E+07[Bq] 1.7E+07[Bq] 

放
射
能
濃
度 

表
面
線
量
当
量
率 

2mSv/h 3.8E+03[Bq/cm3] 4.7E+03[Bq/cm3]  

1mSv/h 1.9E+03[Bq/cm3] 2.3E+03[Bq/cm3]  

10μ

Sv/h 
1.9E+01[Bq/cm3] 2.3E+01[Bq/cm3] 1.6E+01 Bq/cm3] 

*Dot においては、単位体積（㎝ 3）あたりの放射能量(Bq)が入力条件となることから、ドラム缶型廃棄体であ

れば 2.3E+05[cm3]の体積中に１Bq/㎝ 3の放射能濃度が均一に分布するとして計算した。 
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表 5.1.9 受入検査施設の評価対象とした廃棄体数量 

線源 部屋名称 
評価対象 

廃棄体 

廃棄体 

数量 
配置条件 

[1] 
受入一時 

保管室 

輸送容器＊

に収納され

た S-1 容器 

720 個 
S-1容器 2個収納の輸送容器 3ヶ月分となる 360基を 9×10×4段の

配列とし、S-1 容器 720 個を配置 

[2] 検査室 S-1 容器 70 個 
S-1容器をピット1区画分である64個以上となる配列7×5×2段と

し、S-1 容器 70 個を配置 

[3] 検査室 
ドラム缶型

廃棄体 
168 本 

線源[3],[4]でピット 1区画分の 360 本を保管するものとし、ドラム

缶型廃棄体 8 本ごとに保管するドラム缶用スキッドを 7×1×3 段で

配置 

[4] 検査室 
ドラム缶型

廃棄体 
192 本 ドラム缶用スキッドを 4×2×3段で配置 

[5] 検査室 
ドラム缶型

廃棄体 
12 本 操業にて想定の最大受入数（3日分 12 本）を 2×6×1 段で配置 

[6] 

トレンチ

一時保管

室 A＊１ 

ドラム缶型

廃棄体 
76 本 

操業にて想定の最大保管数（72 本）以上となる配列（ドラム缶型廃

棄体 4本積載のパレット 3×4×1段、ドラム缶 7×4×1 段）で配置

[7] 検査室＊２ S-1 容器 2 個 
3-6 通り間、C-D 通り付近の線源として、輸送容器から取り出される

S-1 容器 2個分を想定 

*:S-1 容器 2個を収納した輸送容器（外寸：320cm×160cm×H134cm、容器鋼材厚み 1cm）を想定 

*1：ピット処分対象の廃棄体に対して、トレンチ処分対象の廃棄体等の表面線量当量率は 200 分の 1 であり線源としての寄

与は小さいため、トレンチ一時保管室 B の評価は省略した。 

*2：線源[7]の位置にて一時保管はしないが、3 階通路床や階段室 C,D の遮蔽要求厚を求めるために評価対象とした(図 5．1，

37 中[7]-①,②参照)。 

 

表 5.1.10 受入検査施設の評価対象とした線源モデル 

線源*1 

均一体積線源（希釈後） 参考（希釈前） 

モデル寸法[cm] 

密度 

(均一体積)

[g/cm3] 

重量組成比 

(廃棄体) 

放射能量[Bq] 
密度 

[g/cm3] 

放射能量[Bq]

放射能濃度

[Bq/cm3] 

放射能濃度 

[Bq/cm3] 

[1]  3040×1780×H536 5.2E-01 

H :5.180E-02 

O :4.113E-01 

Fe:5.369E-01 

2.4E+12 
1.9E+00 

2.4E+12 

8.3E+02 3.0E+03 

[2] 740×1150×H226.2 4.4E-01 

H :9.030E-02 

O :7.168E-01 

Fe:1.929E-01 

2.3E+11 
1.2E+00 

2.3E+11 

1.2E+03 3.4E+03 

[3] 530×820×H161.2 6.2E-01 

H :1.010E-01 

O :8.017E-01 

Fe:9.730E-02 

1.3E+11 
1.1E+00 

1.3E+11 

1.9E+03 3.4E+03 

[4] 1110×460×H161.2 6.0E-01 

H :1.010E-01 

O :8.017E-01 

Fe:9.730E-02 

1.5E+11 
1.1E+00 

1.5E+11 

1.9E+03 3.4E+03 

[5] 351×117×H89 8.4E-01 

H :1.010E-01 

O :8.017E-01 

Fe:9.730E-02 

9.6E+09 
1.1E+00 

9.6E+09 

2.6E+03 3.4E+03 

[6] 500×940×H89 4.7E-01 

H :1.010E-01 

O :8.017E-01 

Fe:9.730E-02 

3.0E+08 
1.1E+00 

3.0E+08 

7.3E+00 1.7E+01 

[7] 318×158×H132 3.6E-01 

H :9.030E-01 

O :7.168E-01 

Fe:1.929E-01 

6.7E+09 
1.2E+00 

2.4E+06 

1.0E+03 3.4E+03 

＊1:線源欄記載の№は、表 5.1.9 中の評価対象廃棄体に該当する。 

JAEA-Technology 2012-031

- 128 -

JAEA-Technology 2012-031

- 129 -



JAEA-Technology 2012-031 

- 127 - 

表 5.1.9 受入検査施設の評価対象とした廃棄体数量 

線源 部屋名称 
評価対象 

廃棄体 

廃棄体 

数量 
配置条件 

[1] 
受入一時 

保管室 

輸送容器＊

に収納され

た S-1 容器 

720 個 
S-1容器 2個収納の輸送容器 3ヶ月分となる 360基を 9×10×4段の

配列とし、S-1 容器 720 個を配置 

[2] 検査室 S-1 容器 70 個 
S-1容器をピット1区画分である64個以上となる配列7×5×2段と

し、S-1 容器 70 個を配置 

[3] 検査室 
ドラム缶型

廃棄体 
168 本 

線源[3],[4]でピット 1区画分の 360 本を保管するものとし、ドラム

缶型廃棄体 8 本ごとに保管するドラム缶用スキッドを 7×1×3 段で

配置 

[4] 検査室 
ドラム缶型

廃棄体 
192 本 ドラム缶用スキッドを 4×2×3段で配置 

[5] 検査室 
ドラム缶型

廃棄体 
12 本 操業にて想定の最大受入数（3日分 12 本）を 2×6×1 段で配置 

[6] 

トレンチ

一時保管

室 A＊１ 

ドラム缶型

廃棄体 
76 本 

操業にて想定の最大保管数（72 本）以上となる配列（ドラム缶型廃

棄体 4本積載のパレット 3×4×1段、ドラム缶 7×4×1 段）で配置

[7] 検査室＊２ S-1 容器 2 個 
3-6 通り間、C-D 通り付近の線源として、輸送容器から取り出される

S-1 容器 2個分を想定 

*:S-1 容器 2個を収納した輸送容器（外寸：320cm×160cm×H134cm、容器鋼材厚み 1cm）を想定 

*1：ピット処分対象の廃棄体に対して、トレンチ処分対象の廃棄体等の表面線量当量率は 200 分の 1 であり線源としての寄

与は小さいため、トレンチ一時保管室 B の評価は省略した。 

*2：線源[7]の位置にて一時保管はしないが、3 階通路床や階段室 C,D の遮蔽要求厚を求めるために評価対象とした(図 5．1，

37 中[7]-①,②参照)。 

 

表 5.1.10 受入検査施設の評価対象とした線源モデル 

線源*1 

均一体積線源（希釈後） 参考（希釈前） 

モデル寸法[cm] 

密度 

(均一体積)

[g/cm3] 

重量組成比 

(廃棄体) 

放射能量[Bq] 
密度 

[g/cm3] 

放射能量[Bq]

放射能濃度

[Bq/cm3] 

放射能濃度 

[Bq/cm3] 

[1]  3040×1780×H536 5.2E-01 

H :5.180E-02 

O :4.113E-01 

Fe:5.369E-01 

2.4E+12 
1.9E+00 

2.4E+12 

8.3E+02 3.0E+03 

[2] 740×1150×H226.2 4.4E-01 

H :9.030E-02 

O :7.168E-01 

Fe:1.929E-01 

2.3E+11 
1.2E+00 

2.3E+11 

1.2E+03 3.4E+03 

[3] 530×820×H161.2 6.2E-01 

H :1.010E-01 

O :8.017E-01 

Fe:9.730E-02 

1.3E+11 
1.1E+00 

1.3E+11 

1.9E+03 3.4E+03 

[4] 1110×460×H161.2 6.0E-01 

H :1.010E-01 

O :8.017E-01 

Fe:9.730E-02 

1.5E+11 
1.1E+00 

1.5E+11 

1.9E+03 3.4E+03 

[5] 351×117×H89 8.4E-01 

H :1.010E-01 

O :8.017E-01 

Fe:9.730E-02 

9.6E+09 
1.1E+00 

9.6E+09 

2.6E+03 3.4E+03 

[6] 500×940×H89 4.7E-01 

H :1.010E-01 

O :8.017E-01 

Fe:9.730E-02 

3.0E+08 
1.1E+00 

3.0E+08 

7.3E+00 1.7E+01 

[7] 318×158×H132 3.6E-01 

H :9.030E-01 

O :7.168E-01 

Fe:1.929E-01 

6.7E+09 
1.2E+00 

2.4E+06 

1.0E+03 3.4E+03 

＊1:線源欄記載の№は、表 5.1.9 中の評価対象廃棄体に該当する。 
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価
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-
①
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0
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m
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ｍ
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価
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］
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価
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［
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］
-
②

線
源

評
価

点
（ｺ

ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ表
面

）

遮
へ

い
体

空
気

ﾄﾞ
ﾗ
ﾑ

缶
用

ｽ
ｷ

ｯ
ﾄﾞ

4
×

2
×

3
段

ﾄﾞ
ﾗ
ﾑ

缶
1
9
2
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図
】
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-B

矢
視

）
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m

1
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 c

m
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3
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1
5
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1
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c
m

評
価

点
［
4
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評
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［
4
］
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評
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点
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1
0
0 
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評
価

点
評

価
対

象
壁

線
源

～
壁

、
天

井
間

の
距

離
備

考

[4
]-

①
G通

り
外

壁
（

3-
4通

り
間
）

20
0c

m
ｸﾚ

ｰﾝ
の

寄
り

付
き

を
考

慮
。

[4
]-

②
ﾄﾗ

ｯｸ
ﾔｰ

ﾄﾞ
Cと

の
境

界
壁
（

4通
り

）
50

cm
-

[4
]-

③
ﾄﾗ

ｯｸ
ﾔｰ

ﾄﾞ
Bと

の
境

界
壁
（

3通
り

）
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m
ｸﾚ

ｰﾝ
の

寄
り

付
き

を
考

慮
。

建
屋

断
面

図
よ

り
室

内
高

さ
を

考
慮

。

直
上

階
は

屋
上

。
[4

]-
④

線
源

[4
]直

上
の

天
井

10
30
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3
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源
[
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]
（
検

査
室

）
の

計
算

モ
デ

ル
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1.
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源
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査
室
）
の
計
算
モ
デ
ル
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価
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象
壁
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源

～
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距
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①
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路
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②
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ｯｸ
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ﾄﾞ
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境

界
壁
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源
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ﾄﾚ
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ｸ
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査
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計
算

モ
デ

ル
 
 
 
 
 
  

表
5
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.1
8 
線

源
[
1]
（
受
入
一
時
保
管
室
）
の
部
品
置
場

3
階
の
計
算
モ
デ

ル
 

                         

評
価

点
評
価

対
象

壁
線
源

～
壁

、
天

井
間

の
距
離

備
考

[7
]-

①
階
段

室
Ｃ

と
の

境
界
壁

70
0c
m

輸
送
容

器
受

入
装

置
B上

に
線

源
を

想
定

。

[7
]-

②
階
段

室
D
と
の

境
界

壁
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m

ﾄﾞ
ﾗﾑ
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棄
体
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輸
送
容

器
受

入
装

置
A
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に

線
源

を
想
定

。
輸

送
容

器
1
基

あ
た
り

の
放

射
能

量
は
、

ﾄﾞ
ﾗ
ﾑ廃

棄
体

（
8
本
）

よ
り

も
S-
1
容

器
（
2
個

）
の

方
が

大
き
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の

で
、
本

線
源

ﾓﾃ
ﾞ
ﾙを
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い
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評

価
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。
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]-

③
線
源
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の
天

井
1
00
0
cm

ﾓﾃ
ﾞﾙ
上

は
、

天
井

を
下
方

向
に

配
置

。
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点
評

価
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線

源
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、
天

井
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距

離
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[
1]
-
⑥

1
通
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外

壁
（

部
品

置
場
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部
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距
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3
4
7
.
5
c
m

評
価

点
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3
階
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さ

6
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c
m
。

評
価
点
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1
]
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④
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評

価
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踏
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え
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部

品
置

場
の
境

界
壁
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5
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し
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評

価
。

線
源

評
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表 5.1.21 コンクリートピット埋設施設の線量当量率区分 

場   所 区   分 設計基準線量率 

外周仕切設備、仮蓋、覆い表面 非管理区域 0.5μSv/h 

ポーラスコンクリート層及び覆い施工時コ

ンクリートピット開口部 

管理区域とするが区分は操業スケジュール及び実

効線量率評価結果に基づき設定 

定置作業時のコンクリートピット開口部 管理区域 人が立ち入らない区域 

 

表 5.1.22 計算ケース 

計算ケース 
廃棄体定置条件 

(廃棄体表面線量当量率 1mSv/h の廃棄体定置位置) 
モルタル充填状況 

D,S1-a ピット最上段のみ モルタル充填前 

D,S1-b ピット最上段のみ モルタル充填後 

D,S 2-a ピット最上段及び外壁となる側壁に接する面のみ モルタル充填前 

D,S 2-b ピット最上段及び外壁となる側壁に接する面のみ モルタル充填後 

      ※D：ドラム缶型廃棄体、S：S-1 容器 

 

表 5.1.23 ドラム缶型廃棄体の線源モデル 

計算ケ

ース 

ドラム缶型廃棄

体数[本] 

表面線量

当量率 

[mSv/h] 

均一体積線源 

寸法[cm] 
密度 

[g/cm3]
重量組成比 

放射能量

[Bq] 

D1-a 
モルタ

ルなし 

最上段：40 本 1 522×530×H51 
7.3E-01

H: 1.010E-01 

O: 8.017E-01 

Fe:9.730E-02 

1.6E+10 

下 8 段：320 本 2 522×530×H408 2.6E+11 

D1-b 
モルタ

ル充填

後 

最上段：40 本 1 522×530×H51 

1.3E+00

H: 6.010E-02 

O: 6.773E-01 

Mg:5.000E-04 

Al:1.900E-03 

Si:1.632E-01 

S: 3.000E-04 

Ca:2.900E-02 

Fe:6.770E-02 

1.6E+10 

下 8 段：320 本 2 522×530×H408 2.6E+11 

D2-a 
モルタ

ルなし 

最上段：40 本 1 522×530×H51 

7.3E-01

H: 1.010E-01 

O: 8.017E-01 

Fe:9.730E-02 

1.6E+10 

廃棄体長手方向 

側壁 1列：64 本 
1 104.4×530×H408 2.6E+10 

廃棄体転がり方向 

側壁 1行：32 本 
1 417.6×417.6×H408 1.3E+10 

ピット区画の内側 

4 列×7行×下 8 

段分：224 本 

2 417.6×463.75×H408 1.8E+11 

D2-ｂ 
モルタ

ル充填

後 

最上段：40 本 1 522×530×H51 

1.3E+00

H: 6.010E-02 

O: 6.773E-01 

Mg:5.000E-04 

Al:1.900E-03 

Si:1.632E-01 

S: 3.000E-04 

Ca:2.900E-02 

Fe:6.770E-02 

1.6E+10 

廃棄体長手方向 

側壁 1列：64 本 
1 104.4×530×H408 2.6E+10 

廃棄体転がり方向 

側壁 1行：32 本 
1 417.6×417.6×H408 1.3E+10 

ﾋﾟｯﾄ区画の内側 

4 列×7行×下 8 

段分：224 本 

2 417.6×463.75×H408 1.8E+11 
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表 5.1.24  S-1 容器の線源モデル 

計算ケー

ス 

S-1 容器数 

[体] 

表面線量

当量率 

[mSv/h] 

均一体積線源 

寸法 

[cm] 

密度 

[g/cm3]

重量 

組成比 

放射能量

[Bq] 

S1-a 
モルタル

なし 

最上段：16 体 1 551×509×H113.1 

6.1E-01

H: 9.030E-02 

O: 7.168E-01 

Fe:1.929E-01 

2.7E+10 

下 8 段：48 体 2 551×509×H339.3 1.6E+11 

S1-b 
モルタル

充填後 

最上段：16 体 1 551×509×H113.1 

1.4E+00

H :4.140E-02 

O :5.980E-01 

Mg:7.000E-04 

Al:2.500E-03 

Si:2.190E-01 

S :4.000E-04 

Ca:3.900E-02 

Fe:9.900E-02 

2.7E+10 

下 8 段：48 体 2 551×509×H339.3 1.6E+11 

S2-a 
モルタル

なし 

最上段：16 体 1 551×509×H113.1 

6.1E-01

H: 9.030E-02 

O: 7.168E-01 

Fe:1.929E-01 

2.7E+10 

フック設置方向 

側壁 1列：12 体 
1 137.75×509×H339.3 2.0E+10 

フック無し方向 

側壁 1行：9体 
1 

413.25 × 127.25 ×

H339.3 
1.5E+10 

ピット区画の内側 

3 列×3行×下 3 

段分：27 体 

2 
413.25 × 381.75 ×

H339.3 
9.0E+10 

S2-ｂ 
モルタル

充填後 

最上段：16 体 1 551×509×H113.1 

1.4E+00

H :4.140E-02 

O :5.980E-01 

Mg:7.000E-04 

Al:2.500E-03 

Si:2.190E-01 

S :4.000E-04 

Ca:3.900E-02 

Fe:9.900E-02 

2.7E+10 

フック設置方向 

側壁 1列：12 体 
1 137.75×509×H339.3 2.0E+10 

フック無し方向 

側壁 1行：9体 
1 

413.25 × 127.25 ×

H339.3 
1.5E+10 

ピット区画の内側 

3 列×3行×下 3 

段分：27 体 

2 
413.25 × 381.75 ×

H339.3 
9.0E+10 
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表 5.1.24  S-1 容器の線源モデル 

計算ケー

ス 

S-1 容器数 

[体] 

表面線量

当量率 

[mSv/h] 

均一体積線源 

寸法 

[cm] 

密度 

[g/cm3]

重量 

組成比 

放射能量

[Bq] 

S1-a 
モルタル

なし 

最上段：16 体 1 551×509×H113.1 

6.1E-01

H: 9.030E-02 

O: 7.168E-01 

Fe:1.929E-01 

2.7E+10 

下 8 段：48 体 2 551×509×H339.3 1.6E+11 

S1-b 
モルタル

充填後 

最上段：16 体 1 551×509×H113.1 

1.4E+00

H :4.140E-02 

O :5.980E-01 

Mg:7.000E-04 

Al:2.500E-03 

Si:2.190E-01 

S :4.000E-04 

Ca:3.900E-02 

Fe:9.900E-02 

2.7E+10 

下 8 段：48 体 2 551×509×H339.3 1.6E+11 

S2-a 
モルタル

なし 

最上段：16 体 1 551×509×H113.1 

6.1E-01

H: 9.030E-02 

O: 7.168E-01 

Fe:1.929E-01 

2.7E+10 

フック設置方向 

側壁 1列：12 体 
1 137.75×509×H339.3 2.0E+10 

フック無し方向 

側壁 1行：9体 
1 

413.25 × 127.25 ×

H339.3 
1.5E+10 

ピット区画の内側 

3 列×3行×下 3 

段分：27 体 

2 
413.25 × 381.75 ×

H339.3 
9.0E+10 

S2-ｂ 
モルタル

充填後 

最上段：16 体 1 551×509×H113.1 

1.4E+00

H :4.140E-02 

O :5.980E-01 

Mg:7.000E-04 

Al:2.500E-03 

Si:2.190E-01 

S :4.000E-04 

Ca:3.900E-02 

Fe:9.900E-02 

2.7E+10 

フック設置方向 

側壁 1列：12 体 
1 137.75×509×H339.3 2.0E+10 

フック無し方向 

側壁 1行：9体 
1 

413.25 × 127.25 ×

H339.3 
1.5E+10 

ピット区画の内側 

3 列×3行×下 3 

段分：27 体 

2 
413.25 × 381.75 ×

H339.3 
9.0E+10 
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表 5.1.25 ピット（ドラム缶型廃棄体 360 本定置）の蓋厚及び側壁厚評価に関する計算モデル 

（ケース D1-a, D1-b） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ピット最上段の廃棄体の表面線量率を 1mSv/h とするケース 

ケース D1-a:モルタル充填前 ケース D1-b:モルタル充填後 

下8段ﾄ゙ﾗﾑ缶
320本分

線源

評価①点：蓋表面を評
価点とする。

遮へい体 空気

50 cm

高さ方向

評価点②

下8段ﾄ゙ﾗﾑ缶
320本分

40 cm

530 cm

ﾊ゚ﾗﾒ ﾀー

最上段ﾄ゙ﾗﾑ缶40本分

最上段ﾄ゙ﾗﾑ缶40本分

ドラム缶
長手方向

51 cm

ドラム缶
転がり方向

高さ方向

ﾊﾟﾗﾒ ﾀー

51 cm

評価点

ﾊﾟﾗﾒ ﾀー

（A-A矢視）

評価点③：転がり方
向側壁表面を評価
点とする。

40 cm

ドラム缶
転がり方向

評価②点：ﾄﾞﾗﾑ缶長
手方向の側壁表面
を評価点とする。

522 cm

103 cm

ﾊﾟﾗﾒ ﾀー

ﾊﾟﾗﾒ ﾀー

最上段ﾄﾞﾗﾑ缶40本

下8段ﾄ゙ﾗﾑ缶320本ドラム缶
長手方向

530 cm

13 cm

B
B

AA

408 cm
ﾊ゚ﾗﾒ ﾀー

13 cm

522 cm

（B-B矢視）

50 cm

評価点③

51 cm

408 cm

51 cm

103 cm

評価点①

100 cm

100 cm

線源（最上段）

下8段ﾄ゙ﾗﾑ缶
320本分

線源：
廃棄体、ﾄ゙ﾗﾑ缶、ﾓﾙﾀﾙ

評価点①：蓋表面
を評価点とする。

遮へい体 ﾓﾙﾀﾙ

50 cm

高さ方向

評価点②

下8段ﾄ゙ﾗﾑ缶
320本分

40 cm

530 cm

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

最上段ﾄ゙ﾗﾑ缶40本分

最上段ﾄ゙ﾗﾑ缶40本分

ドラム缶
長手方向

51 cm

ドラム缶
転がり方向

高さ方向

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

41cm

評価点

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

（A-A矢視）

評価点③：転がり
方向側壁表面を
評価点とする。

40 cm

ドラム缶
転がり方向

評価点②：ﾄ゙ﾗﾑ缶
長手方向の側壁表
面を評価点とする。

522 cm

103 cm

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

最上段ﾄ゙ﾗﾑ缶40本

下8段ﾄ゙ﾗﾑ缶320本ドラム缶
長手方向

530 cm

13 cm

B
B

AA

408 cm
ﾊ゚ﾗﾒ ﾀー

13 cm

522 cm

（B-B矢視）

50 cm

評価点③

51 cm

408 cm

103 cm

評価点①

100 cm

100 cm

線源（最上段）：
廃棄体、ﾄ゙ﾗﾑ缶、ﾓﾙﾀﾙ

50 cm

10cm

41cm
10cm

空気
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表 5.1.26 ピット（ドラム缶型廃棄体 360 本定置）の蓋厚及び側壁厚評価に関する計算モデル

（ケース D2-a, D2-b） 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピット最上段及び外壁となる側壁に接する面の廃棄体の表面線量率を 1mSv/h とするケース 

ケース D2-a:モルタル充填前 ケース D2-b:モルタル充填後 

線源1：
内側ﾄ゙ﾗﾑ缶
224本分

線源（内側）

評価①：蓋表面を評価点
とする。

遮へい体 空気

50 cm

高さ方向

評価②

内側ﾄ゙ﾗﾑ缶
224本分

40 cm

530 cm

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

線源2：高さ方向40本分

線源2：高さ方向40本分

線
源
４:

転
が
り
方
向
３
２
本

線
源
３:

長
手
方
向

６
４
本ドラム缶

長手方向

51 cm

ドラム缶
転がり方向

高さ方向

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

51 cm

評価点

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

（A-A矢視）

評価③：転がり方
向側壁表面を評
価点とする。

40cm

ドラム缶
転がり方向

評価②：ﾄﾞﾗﾑ缶
長手方向の側
壁表面を評価
点とする。

522 cm

103 cm

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

線源1：
内側ﾄ゙ﾗﾑ缶
224本分

線
源
３
長
手
方
向
６
４
本
分

5
3
0 

c
m

B
B

AA

408 cm
ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

13 cm

522 cm

（B-B矢視）

50 cm

評価③

51 cm

408 cm

51 cm

103 cm

評価①

線源4：転がり方向32本分

104.4 cm
417.6 cm

463.75 cm

66.25 cm

104.4 cm
417.6 cm

線源（外周）

463.75 cm
66.25 cm

100 cm

100 cm

ドラム缶
長手方向

13cm

線源1：
内側ﾄ゙ﾗﾑ缶
224本分

評価①：蓋表面を評価点
とする。

50 cm

高さ方向

評価②

内側ﾄ゙ﾗﾑ缶
224本分

40 cm

530 cm

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

線源2：高さ方向40本分

線源2：高さ方向40本分

線
源
４:

転
が
り
方
向
３
２
本

線
源
３:

長
手
方
向

６
４
本ドラム缶

長手方向

51 cm

ドラム缶
転がり方向

高さ方向

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

（A-A矢視）

評価③：転がり方向側壁
表面を評価点とする。

40 cm

ドラム缶
転がり方向

評価②：ﾄﾞﾗﾑ缶長
手方向の側壁表面
を評価点とする。

522 cm

103 cm

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

線源1：
内側ﾄ゙ﾗﾑ缶
224本分

線
源
３
長
手
方
向
６
４
本
分

5
3
0 

c
m

B
B

AA

408 cm
ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

522 cm

（B-B矢視）

50 cm

評価③

51 cm

408 cm

103 cm

評価①

線源4：転がり方向32本分

104.4 cm
417.6 cm

463.75 cm

66.25 cm

104.4 cm
417.6 cm

463.75 cm
66.25 cm

100 cm

100 cm

41cm
10cm

41cm
10cm

線源：
廃棄体、ﾄ゙ﾗﾑ缶、ﾓﾙﾀﾙ

遮へい体 ﾓﾙﾀﾙ

評価点線源（最上段、外周）：
廃棄体、ﾄ゙ﾗﾑ缶、ﾓﾙﾀﾙ

空気

ドラム缶
長手方向

13cm

13cm
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表 5.1.25 ピット（ドラム缶型廃棄体 360 本定置）の蓋厚及び側壁厚評価に関する計算モデル 

（ケース D1-a, D1-b） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ピット最上段の廃棄体の表面線量率を 1mSv/h とするケース 

ケース D1-a:モルタル充填前 ケース D1-b:モルタル充填後 

下8段ﾄ゙ﾗﾑ缶
320本分

線源

評価①点：蓋表面を評
価点とする。

遮へい体 空気

50 cm

高さ方向

評価点②

下8段ﾄ゙ﾗﾑ缶
320本分

40 cm

530 cm

ﾊ゚ﾗﾒ ﾀー

最上段ﾄ゙ﾗﾑ缶40本分

最上段ﾄ゙ﾗﾑ缶40本分

ドラム缶
長手方向

51 cm

ドラム缶
転がり方向

高さ方向

ﾊﾟﾗﾒ ﾀー

51 cm

評価点

ﾊﾟﾗﾒ ﾀー

（A-A矢視）

評価点③：転がり方
向側壁表面を評価
点とする。

40 cm

ドラム缶
転がり方向

評価②点：ﾄﾞﾗﾑ缶長
手方向の側壁表面
を評価点とする。

522 cm

103 cm

ﾊﾟﾗﾒ ﾀー

ﾊﾟﾗﾒ ﾀー

最上段ﾄﾞﾗﾑ缶40本

下8段ﾄ゙ﾗﾑ缶320本ドラム缶
長手方向

530 cm

13 cm

B
B

AA

408 cm
ﾊ゚ﾗﾒ ﾀー

13 cm

522 cm

（B-B矢視）

50 cm

評価点③

51 cm

408 cm

51 cm

103 cm

評価点①

100 cm

100 cm

線源（最上段）

下8段ﾄ゙ﾗﾑ缶
320本分

線源：
廃棄体、ﾄ゙ﾗﾑ缶、ﾓﾙﾀﾙ

評価点①：蓋表面
を評価点とする。

遮へい体 ﾓﾙﾀﾙ

50 cm

高さ方向

評価点②

下8段ﾄ゙ﾗﾑ缶
320本分

40 cm

530 cm

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

最上段ﾄ゙ﾗﾑ缶40本分

最上段ﾄ゙ﾗﾑ缶40本分

ドラム缶
長手方向

51 cm

ドラム缶
転がり方向

高さ方向

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

41cm

評価点

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

（A-A矢視）

評価点③：転がり
方向側壁表面を
評価点とする。

40 cm

ドラム缶
転がり方向

評価点②：ﾄ゙ﾗﾑ缶
長手方向の側壁表
面を評価点とする。

522 cm

103 cm

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

最上段ﾄ゙ﾗﾑ缶40本

下8段ﾄ゙ﾗﾑ缶320本ドラム缶
長手方向

530 cm

13 cm

B
B

AA

408 cm
ﾊ゚ﾗﾒ ﾀー

13 cm

522 cm

（B-B矢視）

50 cm

評価点③

51 cm

408 cm

103 cm

評価点①

100 cm

100 cm

線源（最上段）：
廃棄体、ﾄ゙ﾗﾑ缶、ﾓﾙﾀﾙ

50 cm

10cm

41cm
10cm

空気
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表 5.1.26 ピット（ドラム缶型廃棄体 360 本定置）の蓋厚及び側壁厚評価に関する計算モデル

（ケース D2-a, D2-b） 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピット最上段及び外壁となる側壁に接する面の廃棄体の表面線量率を 1mSv/h とするケース 

ケース D2-a:モルタル充填前 ケース D2-b:モルタル充填後 

線源1：
内側ﾄ゙ﾗﾑ缶
224本分

線源（内側）

評価①：蓋表面を評価点
とする。

遮へい体 空気

50 cm

高さ方向

評価②

内側ﾄ゙ﾗﾑ缶
224本分

40 cm

530 cm

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

線源2：高さ方向40本分

線源2：高さ方向40本分

線
源
４:

転
が
り
方
向
３
２
本

線
源
３:

長
手
方
向

６
４
本ドラム缶

長手方向

51 cm

ドラム缶
転がり方向

高さ方向

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

51 cm

評価点

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

（A-A矢視）

評価③：転がり方
向側壁表面を評
価点とする。

40cm

ドラム缶
転がり方向

評価②：ﾄﾞﾗﾑ缶
長手方向の側
壁表面を評価
点とする。

522 cm

103 cm

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

線源1：
内側ﾄ゙ﾗﾑ缶
224本分

線
源
３
長
手
方
向
６
４
本
分

5
3
0 

c
m

B
B

AA

408 cm
ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

13 cm

522 cm

（B-B矢視）

50 cm

評価③

51 cm

408 cm

51 cm

103 cm

評価①

線源4：転がり方向32本分

104.4 cm
417.6 cm

463.75 cm

66.25 cm

104.4 cm
417.6 cm

線源（外周）

463.75 cm
66.25 cm

100 cm

100 cm

ドラム缶
長手方向

13cm

線源1：
内側ﾄ゙ﾗﾑ缶
224本分

評価①：蓋表面を評価点
とする。

50 cm

高さ方向

評価②

内側ﾄ゙ﾗﾑ缶
224本分

40 cm

530 cm

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

線源2：高さ方向40本分

線源2：高さ方向40本分

線
源
４:

転
が
り
方
向
３
２
本

線
源
３:

長
手
方
向

６
４
本ドラム缶

長手方向

51 cm

ドラム缶
転がり方向

高さ方向

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

（A-A矢視）

評価③：転がり方向側壁
表面を評価点とする。

40 cm

ドラム缶
転がり方向

評価②：ﾄﾞﾗﾑ缶長
手方向の側壁表面
を評価点とする。

522 cm

103 cm

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

線源1：
内側ﾄ゙ﾗﾑ缶
224本分

線
源
３
長
手
方
向
６
４
本
分

5
3
0 

c
m

B
B

AA

408 cm
ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

522 cm

（B-B矢視）

50 cm

評価③

51 cm

408 cm

103 cm

評価①

線源4：転がり方向32本分

104.4 cm
417.6 cm

463.75 cm

66.25 cm

104.4 cm
417.6 cm

463.75 cm
66.25 cm

100 cm

100 cm

41cm
10cm

41cm
10cm

線源：
廃棄体、ﾄ゙ﾗﾑ缶、ﾓﾙﾀﾙ

遮へい体 ﾓﾙﾀﾙ

評価点線源（最上段、外周）：
廃棄体、ﾄ゙ﾗﾑ缶、ﾓﾙﾀﾙ

空気

ドラム缶
長手方向

13cm

13cm
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表 5.1.27 ピット（S-1 容器 64 個定置）の蓋厚及び側壁厚評価に関する計算モデル 

（ケース S1-a, S1-b） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

表 5.1.28 ｺﾝｸﾘｰﾄﾋﾟｯﾄ（S-1 容器 64 個定置）の蓋厚及び側壁厚評価に関する 
計算モデル（ケース S2-a, S2-b） 

ピット最上段の廃棄体の表面線量率を 1mSv/h とするケース 

ケース S1-a:モルタル充填前 ケース S1-b:モルタル充填後 

下3段S1容器
48個分

最上段S1容器16個分

線源

評価点①：蓋表面
を評価点とする。

遮へい体 空気

50 cm

高さ方向

評価点②

509 cm

113.1 cm

高さ方向

評価点

（A-A矢視：側面図）

評価点③：ﾌｯｸがな
い方向の側壁表面
を評価点とする。

51 cm

評価点②：ﾌｯｸがあ
る方向の側壁表面
を評価点とする。

551 cm
55 cm

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

最上段S1容器16個

下3段S1容器48個509 cm

B
B

AA

339.3 cm

551 cm

（B-B矢視：正面図）

55 cm

評価点①

100 cm

線源（最上段）

10 cm

17 cm

10 cm

17 cm

57.6 cm

下3段S1容器
48個分

最上段S1容器16個分

50 cm

113.1 cm

339.3 cm

57.6 cm

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

評価点③

100 cm

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

51 cm

ﾌｯｸがない方向

ﾌｯｸがある方向

下3段S1容器
48個分

最上段S1容器16個分

評価点①：蓋表面
を評価点とする。

50 cm

高さ方向

評価点②

509 cm

113.1 cm

高さ方向

（A-A矢視：側面図）

評価点③：ﾌｯｸがな
い方向の側壁表面
を評価点とする。

51 cm

評価点②：ﾌｯｸがあ
る方向の側壁表面を
評価点とする。

551 cm
55 cm

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

最上段S1容器16個

下3段S1容器48個509 cm

B
B

AA

339.3 cm

551 cm

（B-B矢視：正面図）

55 cm

評価点①

100 cm

10 cm

17 cm

10 cm

17 cm

下3段S1容器
48個分

最上段S1容器16個分

50 cm

113.1 cm

339.3 cm

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

評価点③

100 cm

ﾊ゚ﾗﾒ ﾀー

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

51 cm

ﾌｯｸがない方向

ﾌｯｸがない方向

47.6cm
10cm

47.6cm
10cm

線源：
廃棄体、S1容器、ﾓﾙﾀﾙ

遮へい体 ﾓﾙﾀﾙ

評価点線源（最上段）：
廃棄体、S1容器、ﾓﾙﾀﾙ

空気
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表 5.1.28 ピット（S-1 容器 64 個定置）の蓋厚及び側壁厚評価に関する計算モデル 

（ケース S2-a, S2-b） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

ピット最上段及び外壁となる側壁に接する面の廃棄体の表面線量率を 1mSv/h とするケース 

ケース S2-a:モルタル充填前 ケース S2-b:モルタル充填後 

線源2：
最上段S1容器16個分

線源1：
内側S1容器27

個分

線源
3：
ﾌｯｸ
方向
S1容
器12
個分

線源

評価点①：蓋表面
を評価点とする。

遮へい体 空気

50 cm

高さ方向

評価点②

509 cm

113.1 cm

ﾌｯｸがない方向

高さ方向

評価点

（A-A矢視：側面図）

評価点③：ﾌｯｸがな
い方向の側壁表面
を評価点とする。

51 cm

評価点②：ﾌｯｸがあ
る方向の側壁表面を
評価点とする。

551 cm
55 cm

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

線源
3：
ﾌｯｸ
方向
S1容
器12
個分

線源1：
内側S1容器27

個分

線源4：
ﾌｯｸ無し方向S1容器9個

分

509 cm

B
B

AA

339.3 cm

551 cm

（B-B矢視：正面図）

55 cm

評価点①

100 cm

線源（最上段、外周）

10 cm

17 cm

10 cm

17 cm

57.6 cm

線源2：
最上段S1容器16個分

線源1：
内側S1容器

27個分

線源
4：
ﾌｯｸ
無し
方向
S1容
器9個

分

50 cm

113.1 cm

339.3 cm

57.6 cm

ﾊ゚ﾗﾒ ﾀー

評価点③

100 cm

ﾊ゚ﾗﾒ ﾀー

ﾊ゚ﾗﾒ ﾀー

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

51 cm

137.75 cm
413.25 cm

ﾌｯｸがある方向

381.75 cm
127.25 cm

（平面図（中心→上部））

137.75 cm
413.25 cm

381.75 cm

127.25 cm

47.6cm

線源2：
最上段S1容器16個分

線源1：
内側S1容器27

個分

線源
3：

ﾌｯｸ方
向S1
容器
12個
分

評価点①：蓋表面
を評価点とする。

50 cm

高さ方向

評価点②

509 cm

113.1 cm

ﾌｯｸがない方向

高さ方向

（A-A矢視：側面図）

評価点③：ﾌｯｸがな
い方向の側壁表面
を評価点とする。

51 cm

評価点②：ﾌｯｸがあ
る方向の側壁表面
を評価点とする。

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

線源
3：
ﾌｯｸ
方向
S1容
器12
個分

線源1：
内側S1容器

27個分

線源4：
ﾌｯｸ無し方向S1容器9個

分

509 cm

B
B

AA

339.3 cm

551 cm

（B-B矢視：正面図）

55 cm

評価点①

100 cm

10 cm

10 cm

17 cm

57.6 cm

線源2：
最上段S1容器16個分

線源1：
内側S1容器

27個分

線源
4：
ﾌｯｸ
無し
方向
S1容
器9個
分

50 cm

113.1 cm

339.3 cm

57.6 cm ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

評価点③

100 cm

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

51 cm

137.75 cm
413.25 cm

ﾌｯｸがある方向

381.75 cm
127.25 cm

線源：
廃棄体、S1容器、ﾓﾙﾀﾙ

遮へい体 ﾓﾙﾀﾙ

評価点線源（最上段、外周）：
廃棄体、S1容器、ﾓﾙﾀﾙ

空気

47.6cm

10cm

10cm

551 cm
55 cm 17 cm

137.75 cm
413.25 cm

381.75 cm

127.25 cm

（平面図（中心→上部））
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表 5.1.28 ピット（S-1 容器 64 個定置）の蓋厚及び側壁厚評価に関する計算モデル 

（ケース S2-a, S2-b） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

ピット最上段及び外壁となる側壁に接する面の廃棄体の表面線量率を 1mSv/h とするケース 

ケース S2-a:モルタル充填前 ケース S2-b:モルタル充填後 

線源2：
最上段S1容器16個分

線源1：
内側S1容器27

個分

線源
3：
ﾌｯｸ
方向
S1容
器12
個分

線源

評価点①：蓋表面
を評価点とする。

遮へい体 空気

50 cm

高さ方向

評価点②

509 cm

113.1 cm

ﾌｯｸがない方向

高さ方向

評価点

（A-A矢視：側面図）

評価点③：ﾌｯｸがな
い方向の側壁表面
を評価点とする。

51 cm

評価点②：ﾌｯｸがあ
る方向の側壁表面を
評価点とする。

551 cm
55 cm

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

線源
3：
ﾌｯｸ
方向
S1容
器12
個分

線源1：
内側S1容器27

個分

線源4：
ﾌｯｸ無し方向S1容器9個

分

509 cm

B
B

AA

339.3 cm

551 cm

（B-B矢視：正面図）

55 cm

評価点①

100 cm

線源（最上段、外周）

10 cm

17 cm

10 cm

17 cm

57.6 cm

線源2：
最上段S1容器16個分

線源1：
内側S1容器

27個分

線源
4：
ﾌｯｸ
無し
方向
S1容
器9個

分

50 cm

113.1 cm

339.3 cm

57.6 cm

ﾊ゚ﾗﾒ ﾀー

評価点③

100 cm

ﾊ゚ﾗﾒ ﾀー

ﾊ゚ﾗﾒ ﾀー

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

51 cm

137.75 cm
413.25 cm

ﾌｯｸがある方向

381.75 cm
127.25 cm

（平面図（中心→上部））

137.75 cm
413.25 cm

381.75 cm

127.25 cm

47.6cm

線源2：
最上段S1容器16個分

線源1：
内側S1容器27

個分

線源
3：

ﾌｯｸ方
向S1
容器
12個
分

評価点①：蓋表面
を評価点とする。

50 cm

高さ方向

評価点②

509 cm

113.1 cm

ﾌｯｸがない方向

高さ方向

（A-A矢視：側面図）

評価点③：ﾌｯｸがな
い方向の側壁表面
を評価点とする。

51 cm

評価点②：ﾌｯｸがあ
る方向の側壁表面
を評価点とする。

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

線源
3：
ﾌｯｸ
方向
S1容
器12
個分

線源1：
内側S1容器

27個分

線源4：
ﾌｯｸ無し方向S1容器9個

分

509 cm

B
B

AA

339.3 cm

551 cm

（B-B矢視：正面図）

55 cm

評価点①

100 cm

10 cm

10 cm

17 cm

57.6 cm

線源2：
最上段S1容器16個分

線源1：
内側S1容器

27個分

線源
4：
ﾌｯｸ
無し
方向
S1容
器9個
分

50 cm

113.1 cm

339.3 cm

57.6 cm ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

評価点③

100 cm

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

ﾊ゚ﾗﾒー ﾀ

51 cm

137.75 cm
413.25 cm

ﾌｯｸがある方向

381.75 cm
127.25 cm

線源：
廃棄体、S1容器、ﾓﾙﾀﾙ

遮へい体 ﾓﾙﾀﾙ

評価点線源（最上段、外周）：
廃棄体、S1容器、ﾓﾙﾀﾙ

空気

47.6cm

10cm

10cm

551 cm
55 cm 17 cm

137.75 cm
413.25 cm

381.75 cm

127.25 cm

（平面図（中心→上部））
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表 5.1.29 パターン 1：定置を 3ヶ月に１回、充填材の充填を 3ヶ月ごとに行うパターン 

作業名 3月 6 月 9 月 12 月 日数 備考 

廃棄体定置     1×18=18 1 区画/日 

充填材充填     3×6=18 1 区画/日(冬季なし)

上部ポラコン設置     3×6=18 1 区画/日 

覆い施工     3×3=9 2 区画/日 

作業なし(休日)     302 - 

 

 

表 5.1.30 パターン 2：定置を 3ヶ月に 1回（6区画）ずつ行い、 

  充填材の充填を定置後 1日おいて行うパターン 

作業名 3月 6 月 9 月 12 月 日数 備考 

廃棄体定置     3×6=18 1 区画/日 

充填材充填     3×6=18 1 区画/日(冬季なし)

上部ポラコン設置     3×6=18 1 区画/日 

覆い施工     3×3=9 2 区画/日 

作業なし(休日)     302 - 

 

 

 

表 5.1.31 覆いの遮蔽要求厚の評価結果 

覆いの厚み

[cm] 

モルタル充填後の

覆い表面での実効

線量率[μSv/h] 

日数(d) ＊1

3 ヶ月間の実効線量

の積算値(μSv/3 ヶ

月) ＊2 

0 1.1E+01 65 5.9E+03 

10 3.6E+00 65 1.9E+03 

20 1.1E+00 65 5.8E+02 

30 3.5E-01 65 1.8E+02 

40 1.1E-01 65 5.7E+01 

50 3.5E-02 65 1.8E+01 

60 1.1E-02 65 5.6E+00 

70 3.4E-03 65 1.8E+00 

80 1.1E-03 65 5.5E-01 

90 3.3E-04 65 1.7E-01 

100 1.1E-04 65 5.3E-02 

 
＊1：モルタル充填後覆いを施工するまでの期間を、保守的に 3月間とした。3月間で週 5日間操業より、91 日/3 月×5 日/週

÷7 日/週＝65 日/3 月とした。 

＊2：1 日 8時間操業として積算した。 

*モルタル充填後の実効線量率は、「5.1.3.2(5)2)項（ドラム缶型廃棄体表面線量当量率：下 8 段 2mSv/h、最上段 1mSv/h）」に

よる。 

 

 

←250μSv/3 月以下 
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表 5.1.29 パターン 1：定置を 3ヶ月に１回、充填材の充填を 3ヶ月ごとに行うパターン 

作業名 3月 6 月 9 月 12 月 日数 備考 

廃棄体定置     1×18=18 1 区画/日 

充填材充填     3×6=18 1 区画/日(冬季なし)

上部ポラコン設置     3×6=18 1 区画/日 

覆い施工     3×3=9 2 区画/日 

作業なし(休日)     302 - 

 

 

表 5.1.30 パターン 2：定置を 3ヶ月に 1回（6区画）ずつ行い、 

  充填材の充填を定置後 1日おいて行うパターン 

作業名 3月 6 月 9 月 12 月 日数 備考 

廃棄体定置     3×6=18 1 区画/日 

充填材充填     3×6=18 1 区画/日(冬季なし)

上部ポラコン設置     3×6=18 1 区画/日 

覆い施工     3×3=9 2 区画/日 

作業なし(休日)     302 - 

 

 

 

表 5.1.31 覆いの遮蔽要求厚の評価結果 

覆いの厚み

[cm] 

モルタル充填後の

覆い表面での実効

線量率[μSv/h] 

日数(d) ＊1

3 ヶ月間の実効線量

の積算値(μSv/3 ヶ

月) ＊2 

0 1.1E+01 65 5.9E+03 

10 3.6E+00 65 1.9E+03 

20 1.1E+00 65 5.8E+02 

30 3.5E-01 65 1.8E+02 

40 1.1E-01 65 5.7E+01 

50 3.5E-02 65 1.8E+01 

60 1.1E-02 65 5.6E+00 

70 3.4E-03 65 1.8E+00 

80 1.1E-03 65 5.5E-01 

90 3.3E-04 65 1.7E-01 

100 1.1E-04 65 5.3E-02 

 
＊1：モルタル充填後覆いを施工するまでの期間を、保守的に 3月間とした。3月間で週 5日間操業より、91 日/3 月×5 日/週

÷7 日/週＝65 日/3 月とした。 

＊2：1 日 8時間操業として積算した。 

*モルタル充填後の実効線量率は、「5.1.3.2(5)2)項（ドラム缶型廃棄体表面線量当量率：下 8 段 2mSv/h、最上段 1mSv/h）」に

よる。 

 

 

←250μSv/3 月以下 
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表 5.1.32 仮蓋の遮蔽要求厚の評価結果 

パターン 1：定置を 3ヶ月に１回、充填材充填を 3ヶ月ごとに行う。 

仮蓋の
厚み
[cm] 

モルタル充填前
の仮蓋表面での
実効線量率 
[μSv/h] 

日数
(d) ＊1

モルタル充填後
の仮蓋表面での
実効線量率 
[μSv/h] 

日数
(d) ＊

1 

3ヶ月間の実効
線量の積算値
[μSv/3 ヶ月] 

＊2 

0 9.1E+02 65 1.1E+01 0 4.7E+05 

10 2.5E+02 65 3.6E+00 0 1.3E+05 

20 7.6E+01 65 1.1E+00 0 4.0E+04 

30 2.4E+01 65 3.5E-01 0 1.2E+04 

40 7.4E+00 65 1.1E-01 0 3.9E+03 

50 2.3E+00 65 3.5E-02 0 1.2E+03 

60 7.3E-01 65 1.1E-02 0 3.8E+02 

70 2.3E-01 65 3.4E-03 0 1.2E+02 

80 7.2E-02 65 1.1E-03 0 3.7E+01 

90 2.2E-02 65 3.3E-04 0 1.2E+01 

100 7.0E-03 65 1.1E-04 0 3.6E+00 

 

 

パターン 2：定置を 3ヶ月に１回、充填材充填を定置後１日おいて行う。 

仮蓋の
厚み
[cm] 

モルタル充填前
の仮蓋表面での
実効線量率 
[μSv/h] 

日数
(d) ＊1

モルタル充填後
の仮蓋表面での
実効線量率 
[μSv/h] 

日数
(d) ＊

1 

3ヶ月間の実効
線量の積算値
[μSv/3 ヶ月] 

＊2 

0 9.1E+02 12 1.1E+01 53 9.2E+04 

10 2.5E+02 12 3.6E+00 53 2.6E+04 

20 7.6E+01 12 1.1E+00 53 7.8E+03 

30 2.4E+01 12 3.5E-01 53 2.4E+03 

40 7.4E+00 12 1.1E-01 53 7.6E+02 

50 2.3E+00 12 3.5E-02 53 2.4E+02 

60 7.3E-01 12 1.1E-02 53 7.5E+01 

70 2.3E-01 12 3.4E-03 53 2.3E+01 

80 7.2E-02 12 1.1E-03 53 7.3E+00 

90 2.2E-02 12 3.3E-04 53 2.3E+00 

100 7.0E-03 12 1.1E-04 53 7.2E-01 

 

*1:充填材充填前の仮蓋上での作業を保守的に 3月間とし、仮蓋外面は非管理区域(250μSv/3 ヶ月以下)とする。 

3 月間週 5 日間操業より、91 日/3 月×5 日/週÷7 日/週＝65 日/3 月とした。 

*2:1日 8時間操業とし、モルタル充填前の線量率×充填前作業日数+モルタル充填後の線量率×充填後作業日数で積算した。 

*3:仮蓋での最大作業日は、定置後 1 日おいてから充填材の充填作業を行うので、2 日/区画×6区画/3 月＝12 日/3 月とした。 

*4:充填後の仮蓋上での作業日数は、3月間から定置・充填・ポーラスコンクリート層設置・覆い設置の期間を除いた期間とな

るが、本評価では保守側に、3月間から充填の期間のみを除いた、65 日/3 月－12 日/3 月＝53 日/3 月とした。 

*モルタル充填前後の実効線量率は、「5.1.3.2(5)2)項（ドラム缶型廃棄体表面線量当量率：下 8段 2mSv/h、最上段 1mSv/h）」

による。 

 

←250μSv/3 月以下 

←250μSv/3 月以下 
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表 5.1.33 側壁の遮蔽要求厚の評価結果 

【ドラム缶長手方向よりも線量率の高くなる転がり方向で評価】 
 

パターン 1：定置を 3ヶ月に１回、充填材充填を 3ヶ月ごとに行う。 

側壁の
厚み
[cm] 

モルタル充填前
の側壁表面での
実効線量率 
[μSv/h] 

日数
(d) ＊1

モルタル充填後
の仮蓋表面での
実効線量率 
[μSv/h] 

日数
(d) ＊

1 

3ヶ月間の実効
線量の積算値
[μSv/3 ヶ月] 

＊2 

0 1.4E+03 65 2.3E+01 0 7.1E+05 

10 3.8E+02 65 7.3E+00 0 2.0E+05 

20 1.2E+02 65 2.3E+00 0 6.1E+04 

30 3.7E+01 65 7.1E-01 0 1.9E+04 

40 1.2E+01 65 2.2E-01 0 6.1E+03 

50 3.7E+00 65 6.9E-02 0 1.9E+03 

60 1.2E+00 65 2.1E-02 0 6.0E+02 

70 3.6E-01 65 6.6E-03 0 1.9E+02 

80 1.1E-01 65 2.1E-03 0 5.9E+01 

90 3.5E-02 65 6.4E-04 0 1.8E+01 

100 1.1E-02 65 2.0E-04 0 5.7E+00 

  

 

パターン 2：定置を 3ヶ月に１回、充填材充填を定置後１日おいて行う。 

側壁の
厚み
[cm] 

モルタル充填前
の側壁表面での
実効線量率 
[μSv/h] 

日数
(d) ＊3

モルタル充填後
の仮蓋表面での
実効線量率 
[μSv/h] 

日数
(d) ＊

4 

3ヶ月間の実効
線量の積算値
[μSv/3 ヶ月] 

＊2 

0 1.4E+03 18 2.3E+01 47 2.0E+05 

10 3.8E+02 18 7.3E+00 47 5.8E+04 

20 1.2E+02 18 2.3E+00 47 1.8E+04 

30 3.7E+01 18 7.1E-01 47 5.6E+03 

40 1.2E+01 18 2.2E-01 47 1.8E+03 

50 3.7E+00 18 6.9E-02 47 5.5E+02 

60 1.2E+00 18 2.1E-02 47 1.7E+02 

70 3.6E-01 18 6.6E-03 47 5.4E+01 

80 1.1E-01 18 2.1E-03 47 1.7E+01 

90 3.5E-02 18 6.4E-04 47 5.3E+00 

100 1.1E-02 18 2.0E-04 47 1.6E+00 

*1:充填材充填前の仮蓋上での作業を保守的に 3月間とし、仮蓋外面は非管理区域(250μSv/3 ヶ月以下)とする。 

3 月間週 5 日間操業より、91 日/3 月×5 日/週÷7 日/週＝65 日/3 月とした。 

*2:1日 8時間操業とし、モルタル充填前の線量率×充填前作業日数+モルタル充填後の線量率×充填後作業日数で積算した。 

*3:側壁付近の作業は、保守的に 定置～充填材充填までの期間とし、3日/区画×6 区画/3 月＝18 日/3 月とした。 

*4:充填後の仮蓋上での作業日数は、3月間から定置・充填・ポーラスコンクリート層設置・覆い設置の期間を除いた期間とな

るが、本評価では保守側に、3月間から充填の期間のみを除いた、65 日/3 月－18 日/3 月＝47 日/3 月とした。 

 

*モルタル充填前後の実効線量率は、「5.1.3.2(5)2)項（ドラム缶型廃棄体表面線量当量率：下 8段 2mSv/h、最上段 1mSv/h）」

による。 

←250μSv/3 月以下 

←250μSv/3 月以下 
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表 5.1.33 側壁の遮蔽要求厚の評価結果 

【ドラム缶長手方向よりも線量率の高くなる転がり方向で評価】 
 

パターン 1：定置を 3ヶ月に１回、充填材充填を 3ヶ月ごとに行う。 

側壁の
厚み
[cm] 

モルタル充填前
の側壁表面での
実効線量率 
[μSv/h] 

日数
(d) ＊1

モルタル充填後
の仮蓋表面での
実効線量率 
[μSv/h] 

日数
(d) ＊

1 

3ヶ月間の実効
線量の積算値
[μSv/3 ヶ月] 

＊2 

0 1.4E+03 65 2.3E+01 0 7.1E+05 

10 3.8E+02 65 7.3E+00 0 2.0E+05 

20 1.2E+02 65 2.3E+00 0 6.1E+04 

30 3.7E+01 65 7.1E-01 0 1.9E+04 

40 1.2E+01 65 2.2E-01 0 6.1E+03 

50 3.7E+00 65 6.9E-02 0 1.9E+03 

60 1.2E+00 65 2.1E-02 0 6.0E+02 

70 3.6E-01 65 6.6E-03 0 1.9E+02 

80 1.1E-01 65 2.1E-03 0 5.9E+01 

90 3.5E-02 65 6.4E-04 0 1.8E+01 

100 1.1E-02 65 2.0E-04 0 5.7E+00 

  

 

パターン 2：定置を 3ヶ月に１回、充填材充填を定置後１日おいて行う。 

側壁の
厚み
[cm] 

モルタル充填前
の側壁表面での
実効線量率 
[μSv/h] 

日数
(d) ＊3

モルタル充填後
の仮蓋表面での
実効線量率 
[μSv/h] 

日数
(d) ＊

4 

3ヶ月間の実効
線量の積算値
[μSv/3 ヶ月] 

＊2 

0 1.4E+03 18 2.3E+01 47 2.0E+05 

10 3.8E+02 18 7.3E+00 47 5.8E+04 

20 1.2E+02 18 2.3E+00 47 1.8E+04 

30 3.7E+01 18 7.1E-01 47 5.6E+03 

40 1.2E+01 18 2.2E-01 47 1.8E+03 

50 3.7E+00 18 6.9E-02 47 5.5E+02 

60 1.2E+00 18 2.1E-02 47 1.7E+02 

70 3.6E-01 18 6.6E-03 47 5.4E+01 

80 1.1E-01 18 2.1E-03 47 1.7E+01 

90 3.5E-02 18 6.4E-04 47 5.3E+00 

100 1.1E-02 18 2.0E-04 47 1.6E+00 

*1:充填材充填前の仮蓋上での作業を保守的に 3月間とし、仮蓋外面は非管理区域(250μSv/3 ヶ月以下)とする。 

3 月間週 5 日間操業より、91 日/3 月×5 日/週÷7 日/週＝65 日/3 月とした。 

*2:1日 8時間操業とし、モルタル充填前の線量率×充填前作業日数+モルタル充填後の線量率×充填後作業日数で積算した。 

*3:側壁付近の作業は、保守的に 定置～充填材充填までの期間とし、3日/区画×6 区画/3 月＝18 日/3 月とした。 

*4:充填後の仮蓋上での作業日数は、3月間から定置・充填・ポーラスコンクリート層設置・覆い設置の期間を除いた期間とな

るが、本評価では保守側に、3月間から充填の期間のみを除いた、65 日/3 月－18 日/3 月＝47 日/3 月とした。 

 

*モルタル充填前後の実効線量率は、「5.1.3.2(5)2)項（ドラム缶型廃棄体表面線量当量率：下 8段 2mSv/h、最上段 1mSv/h）」

による。 

←250μSv/3 月以下 

←250μSv/3 月以下 
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表 5.1.34 管理区域境界線量率の評価モデル寸法の設定根拠 

項   目 

付加機能型 
(ドラム缶型廃棄体)

安定型 
(フレキシブルコンテナ)

P 埋設 S 埋設 P 埋設 S 埋設 

 

 

設

計

寸

法 

 

廃棄

体等 

直径 60 60 115 115 

高さ 90 90 100 100 

定置ピッチ 75 75 130 130 

ト
レ
ン
チ 

掘削部長さ(X 方向) 18985 21685 136678 148088 

掘削部幅(Y 方向) 3035 3035 3060 3060 

テント長さ(X 方向) 20265 22965 15073 16214 

テント幅(Y 方向) 3700 3700 3700 3700 

廃棄体－掘削境界間(X 方向) 250 250 302 302 

掘削境界－テント間(X 方向) 640 640 640 640 

廃棄体－テント間(X 方向) 890 890 942.4 942.4 

廃棄体－掘削境界間(Y 方向) 250 250 302.4 302.4 

掘削境界－テント間(Y 方向) 332.5 332.5 320.1 320.1 

廃棄体－テント間(Y 方向) 583.3 583.3 622.5 622.5 

 

 

 

モ

デ

ル

寸

法 

廃
棄体 

直径 58.5 115 

高さ 87.5 100 

定置ピッチ 73.5 130 

ト
レ
ン
チ 

 

廃棄体－掘削境界間(X 方向) 250 300 

掘削境界－テント間(X 方向) 600 600 

廃棄体－テント間(X 方向) 850 900 

廃棄体－掘削境界間(Y 方向) 250 300 

掘削境界－テント間(Y 方向) 300 300 

廃棄体－テント間(Y 方向) 550 600 

参照図 図 5.1.54 図 5.1.55 

単位：cm 

表 5.1.35 直接γ線及びスカイシャインγ線計算の評価点座標 

評価点 X 座標[m] Y 座標[m] 

①(E) 1250.0 400.0 

②(ENE) 1250.0 658.9 

③(NE) 1025.0 800.0 

④(NNE) 790.7 800.0 

⑤(N) 625.0 800.0 

⑥(NNW) 459.3 800.0 

⑦(NW) 225.0 800.0 

⑧(WNW) 0.0 658.9 

⑨(W) 0.0 400.0 

⑩(WSW) 0.0 141.1 

⑪1(SW) 225.0 0.0 

⑫(SSW) 459.3 0.0 

⑬(S) 625.0 0.0 

⑭(SSE) 790.7 0.0 

⑮(SE) 1025.0 0.0 

⑯(ESE) 1250.0 141.1 
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表 5.1.36 受入検査施設からの直接γ線の評価対象とした廃棄体数量 

線

源 
部屋名称 

評価対象 

廃棄体 

廃棄体

数量 
備  考 

[1] 
受入一時 

保管室 

輸送容器に収納さ

れた S-1 容器 
720 体

S-1 容器 2体収納の輸送容器 3ヶ月分となる

360 基を 9×10×4 段の配列とし、S-1 容器 720

体を配置 

[2] 検査室 S-1 容器 70 体 

S-1 容器をピット 1区画分である 64 体以上と

なる配列 7×5×2段とし、S-1 容器 70 体を配

置 

[3] 検査室 ドラム缶型廃棄体 168 本

線源[3],[4]でピット1区画分の360本を保管

するものとし、ドラム缶型廃棄体 8本ごとに

保管するスキッドを 7×1×3段で配置 

[4] 検査室 ドラム缶型廃棄体 192 本
ドラム缶型廃棄体用スキッドを 4×2×3段で

配置 

[5] 検査室 ドラム缶型廃棄体 12 本 
操業にて想定の最大受入数（3日分 12 本）を

2×6×1段で配置 

 

 

表 5.1.37 受入検査施設からの直接γ線の評価対象とした線源モデル 

線源* 

モデル化前 モデル化後 

形状 
寸法 

[cm] 
形状

寸法 

[cm] 

線源

物質

線源 

密度 
(g/cm3) 

放射能量

[Bq] 

[1] 直方体 
101.8×101.8×93.5(H) 

×720 体 
球 

550 

(半径)
水 1.0 2.4E+12 

[2] 直方体 
101.8×101.8×93.5(H) 

×70 体 
球 

253 

(半径)
水 1.0 2.3E+11 

[3] 円柱 58.2(φ)×87.2(H)×168 本 球 
210 

(半径)
水 1.0 1.3E+11 

[4] 円柱 58.2(φ)×87.2(H)×192 本 球 
220 

(半径)
水 1.0 1.5E+11 

[5] 円柱 58.2(φ)×87.2(H)×12 本 球 
87 

(半径)
水 1.0 9.6E+09 

＊:線源欄記載の№は、表 5.1.36 中の評価対象廃棄体に該当する。 
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表 5.1.36 受入検査施設からの直接γ線の評価対象とした廃棄体数量 

線

源 
部屋名称 

評価対象 

廃棄体 

廃棄体

数量 
備  考 

[1] 
受入一時 

保管室 

輸送容器に収納さ

れた S-1 容器 
720 体

S-1 容器 2体収納の輸送容器 3ヶ月分となる

360 基を 9×10×4 段の配列とし、S-1 容器 720

体を配置 

[2] 検査室 S-1 容器 70 体 

S-1 容器をピット 1区画分である 64 体以上と

なる配列 7×5×2段とし、S-1 容器 70 体を配

置 

[3] 検査室 ドラム缶型廃棄体 168 本

線源[3],[4]でピット1区画分の360本を保管

するものとし、ドラム缶型廃棄体 8本ごとに

保管するスキッドを 7×1×3段で配置 

[4] 検査室 ドラム缶型廃棄体 192 本
ドラム缶型廃棄体用スキッドを 4×2×3段で

配置 

[5] 検査室 ドラム缶型廃棄体 12 本 
操業にて想定の最大受入数（3日分 12 本）を

2×6×1段で配置 

 

 

表 5.1.37 受入検査施設からの直接γ線の評価対象とした線源モデル 

線源* 

モデル化前 モデル化後 

形状 
寸法 

[cm] 
形状

寸法 

[cm] 

線源

物質

線源 

密度 
(g/cm3) 

放射能量

[Bq] 

[1] 直方体 
101.8×101.8×93.5(H) 

×720 体 
球 

550 

(半径)
水 1.0 2.4E+12 

[2] 直方体 
101.8×101.8×93.5(H) 

×70 体 
球 

253 

(半径)
水 1.0 2.3E+11 

[3] 円柱 58.2(φ)×87.2(H)×168 本 球 
210 

(半径)
水 1.0 1.3E+11 

[4] 円柱 58.2(φ)×87.2(H)×192 本 球 
220 

(半径)
水 1.0 1.5E+11 

[5] 円柱 58.2(φ)×87.2(H)×12 本 球 
87 

(半径)
水 1.0 9.6E+09 

＊:線源欄記載の№は、表 5.1.36 中の評価対象廃棄体に該当する。 
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～
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[
5
]
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び

1
年
間
の
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量
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点
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離
[
m
]
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]
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の
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①
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表 5.1.39 受入検査施設の直接γ線による 1年間の実効線量 

評価点 
1 年間の実効線量

[μSv/y] 
評価点 

1 年間の実効線量

[μSv/y] 

①(E) 1.1E+01 ⑨(W) 8.3E-03 

②(ENE) 2.4E+00 ⑩(WSW) 7.2E-03 

③(NE) 1.3E+00 ⑪(SW) 3.1E-02 

④(NNE) 9.0E-01 ⑫(SSW) 1.9E-01 

⑤(N) 3.8E-01 ⑬(S) 6.8E-01 

⑥(NNW) 1.3E-01 ⑭(SSE) 2.0E+00 

⑦(NW) 2.3E-02 ⑮(SE) 3.1E+00 

⑧(WNW) 6.2E-03 ⑯(ESE) 4.6E+00 

 

表 5.1.40 受入検査施設からのスカイシャインγ線の評価対象とした線源モデル 

線源 
部屋 

名称 

評価対象 

廃棄体 

廃棄体 

数量 

モデル化前 モデル化後 

形状 
寸法 

[cm] 

形

状

寸法 

[cm] 

線源 

物質 

線源 

密度 

[g/cm3]

放射 

能量 

[Bq] 

[1] 

受入 

一時 

保管室 

輸送容器に

収納された

S-1 容器 

720 体 直方体
101.8×101.8×93.5(

H)×720 体 

円

柱

1312r  

 ×536h 

水 

鋼材 
0.52 3.2E+12

[2] 検査室 S-1 容器 70 体 直方体
101.8×101.8×93.5(

H)×70 体 

円

柱

 

765r 

×190h 

水 

鋼材 
0.51 6.4E+11

[3] 検査室 
ドラム缶型

廃棄体 
168 本 円柱 

58.2(φ)×87.2(H)×

168 本 

[4] 検査室 
ドラム缶型

廃棄体 
192 本 円柱 

58.2(φ)×87.2(H)×

192 本 

[5] 検査室 
ドラム缶型

廃棄体 
12 本 円柱 

58.2(φ)×87.2(H)×

12 本 

 

表 5.1.41 受入検査施設のスカイシャインγ線による 1年間の実効線量 

評価点 
1 年間の実効線量[μSv/y] 

受入一時保管室 検査室 合計 

①(E) 2.9E+00 1.4E+00 4.3E+00 

②(ENE) 6.6E-01 3.2E-01 9.8E-01 

③(NE) 3.4E-01 1.6E-01 5.0E-01 

④(NNE) 2.3E-01 1.1E-01 3.5E-01 

⑤(N) 8.9E-02 4.3E-02 1.3E-01 

⑥(NNW) 2.5E-02 1.2E-02 3.7E-02 

⑦(NW) 3.1E-03 1.5E-03 4.6E-03 

⑧(WNW) 6.2E-04 3.1E-04 9.3E-04 

⑨(W) 9.0E-04 4.5E-04 1.3E-03 

⑩(WSW) 7.5E-04 3.7E-04 1.1E-03 

⑪(SW) 4.5E-03 2.2E-03 6.7E-03 

⑫(SSW) 4.1E-02 1.9E-02 6.0E-02 

⑬(S) 1.7E-01 8.3E-02 2.6E-01 

⑭(SSE) 5.4E-01 2.6E-01 8.0E-01 

⑮(SE) 8.6E-01 4.2E-01 1.3E+00 

⑯(ESE) 1.3E+00 6.3E-01 1.9E+00 
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表 5.1.39 受入検査施設の直接γ線による 1年間の実効線量 

評価点 
1 年間の実効線量

[μSv/y] 
評価点 

1 年間の実効線量

[μSv/y] 

①(E) 1.1E+01 ⑨(W) 8.3E-03 

②(ENE) 2.4E+00 ⑩(WSW) 7.2E-03 

③(NE) 1.3E+00 ⑪(SW) 3.1E-02 

④(NNE) 9.0E-01 ⑫(SSW) 1.9E-01 

⑤(N) 3.8E-01 ⑬(S) 6.8E-01 

⑥(NNW) 1.3E-01 ⑭(SSE) 2.0E+00 

⑦(NW) 2.3E-02 ⑮(SE) 3.1E+00 

⑧(WNW) 6.2E-03 ⑯(ESE) 4.6E+00 

 

表 5.1.40 受入検査施設からのスカイシャインγ線の評価対象とした線源モデル 

線源 
部屋 

名称 

評価対象 

廃棄体 

廃棄体 

数量 

モデル化前 モデル化後 

形状 
寸法 

[cm] 

形

状

寸法 

[cm] 

線源 

物質 

線源 

密度 

[g/cm3]

放射 

能量 

[Bq] 

[1] 

受入 

一時 

保管室 

輸送容器に

収納された

S-1 容器 

720 体 直方体
101.8×101.8×93.5(

H)×720 体 

円

柱

1312r  

 ×536h 

水 

鋼材 
0.52 3.2E+12

[2] 検査室 S-1 容器 70 体 直方体
101.8×101.8×93.5(

H)×70 体 

円

柱

 

765r 

×190h 

水 

鋼材 
0.51 6.4E+11

[3] 検査室 
ドラム缶型

廃棄体 
168 本 円柱 

58.2(φ)×87.2(H)×

168 本 

[4] 検査室 
ドラム缶型

廃棄体 
192 本 円柱 

58.2(φ)×87.2(H)×

192 本 

[5] 検査室 
ドラム缶型

廃棄体 
12 本 円柱 

58.2(φ)×87.2(H)×

12 本 

 

表 5.1.41 受入検査施設のスカイシャインγ線による 1年間の実効線量 

評価点 
1 年間の実効線量[μSv/y] 

受入一時保管室 検査室 合計 

①(E) 2.9E+00 1.4E+00 4.3E+00 

②(ENE) 6.6E-01 3.2E-01 9.8E-01 

③(NE) 3.4E-01 1.6E-01 5.0E-01 

④(NNE) 2.3E-01 1.1E-01 3.5E-01 

⑤(N) 8.9E-02 4.3E-02 1.3E-01 

⑥(NNW) 2.5E-02 1.2E-02 3.7E-02 

⑦(NW) 3.1E-03 1.5E-03 4.6E-03 

⑧(WNW) 6.2E-04 3.1E-04 9.3E-04 

⑨(W) 9.0E-04 4.5E-04 1.3E-03 

⑩(WSW) 7.5E-04 3.7E-04 1.1E-03 

⑪(SW) 4.5E-03 2.2E-03 6.7E-03 

⑫(SSW) 4.1E-02 1.9E-02 6.0E-02 

⑬(S) 1.7E-01 8.3E-02 2.6E-01 

⑭(SSE) 5.4E-01 2.6E-01 8.0E-01 

⑮(SE) 8.6E-01 4.2E-01 1.3E+00 

⑯(ESE) 1.3E+00 6.3E-01 1.9E+00 
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表 5.1.45 埋設施設全体による 16 方位の事業所境界上の評価点における実効線量のまとめ 

評価点 
1 年間の実効線量[μSv/y] 

直接線 スカイシャインγ線 合計 

①(E) 1.1E+01 5.6E+00 1.7E+01 

②(ENE) 2.4E+00 1.7E+00 4.1E+00 

③(NE) 1.3E+00 2.3E+00 3.6E+00 

④(NNE) 9.0E-01 5.8E+00 6.7E+00 

⑤(N) 3.8E-01 5.8E+00 6.2E+00 

⑥(NNW) 1.3E-01 8.3E+00 8.4E+00 

⑦(NW) 2.3E-02 1.7E+01 1.7E+01 

⑧(WNW) 6.2E-03 2.9E+01 2.9E+01 

⑨(W) 8.3E-03 4.3E+01 4.3E+01 

⑩(WSW) 7.2E-03 2.6E+01 2.6E+01 

⑪(SW) 3.1E-02 1.2E+01 1.2E+01 

⑫(SSW) 1.9E-01 4.9E+00 5.1E+00 

⑬(S) 6.8E-01 6.8E+00 7.5E+00 

⑭(SSE) 2.0E+00 7.1E+00 9.1E+00 

⑮(SE) 3.1E+00 3.8E+00 6.9E+00 

⑯(ESE) 4.6E+00 2.8E+00 7.4E+00 

 

 

 

図 5.1.1 管理区域及び管理区域境界の設計基準線量率 
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線源７は保管場所ではないが、輸送容器から角型容器等を取り出して作業するため線源とした。 

 

図 5.1.6 評価対象とした廃棄体等の保管位置 
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  図 5.1.7 実効線量率の変化：評価点[1]-①     図 5.1.8 実効線量率の変化：評価点[1]-② 

       A 通り外壁（3-7 通り間）           7 通り壁、トラックヤード Aとの境界壁（3通り） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  図 5.1.9 実効線量率の変化：評価点[1]-③     図 5.1.10 実効線量率の変化：評価点[1]-④ 
     線源[1]直上の天井                 部品置場との境界壁 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     図 5.1.11 実効線量率の変化：評価点[1]-⑤      図 5.1.12 実効線量率の変化：評価点[2]-① 

トラックヤード Aとの境界壁（A-B 通り、1-3 通り間）           （3 階通路の壁） 
保守作業室との境界壁（B-C 通り、1-2 通り間） 

 

評価点[1]-①

1.E-01

1.E+00

1.E+01

1.E+02

1.E+03

0 10 20 30 40 50 60 70 80
コンクリート壁厚[cm]

遮
へ
い
体
透
過
後

の
実
効
線
量

率
[μ

S
v/

h
]

評価点[1]-②

1.E-01

1.E+00

1.E+01

1.E+02

1.E+03

0 10 20 30 40 50 60 70 80
コンクリート壁厚[cm]

遮
へ

い
体

透
過

後
の

実
効

線
量

率
[μ

S
v/

h
]

評価点[1]-③

1.E-01

1.E+00

1.E+01

1.E+02

1.E+03

0 10 20 30 40 50 60 70 80
コンクリート天井厚[cm]

遮
へ

い
体
透

過
後

の
実

効
線
量

率
[μ

S
v/

h
]

評価点[1]-④

1.E-01

1.E+00

1.E+01

1.E+02

1.E+03

0 10 20 30 40 50 60 70 80
コンクリート壁厚[cm]

遮
へ

い
体

透
過

後
の

実
効

線
量

率
[μ

S
v/

h
]

評価点[1]-⑤

1.E-01

1.E+00

1.E+01

1.E+02

1.E+03

0 10 20 30 40 50 60 70 80
コンクリート壁厚[cm]

遮
へ

い
体

透
過
後

の
実

効
線

量
率
[μ

S
v/
h
]

評価点[2]-①

1.E-02

1.E-01

1.E+00

1.E+01

1.E+02

0 10 20 30 40 50 60 70 80
コンクリート壁厚[cm]

遮
へ

い
体

透
過
後

の
実
効

線
量

率
[μ

S
v
/h
]

JAEA-Technology 2012-031

- 152 -

JAEA-Technology 2012-031

- 153 -



JAEA-Technology 2012-031 

- 153 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.1.13 実効線量率の変化：評価点[2]-②     図 5.1.14 実効線量率の変化：評価点[2]-③ 
トレンチ一時保管室 Bとの境界壁                  7 通り壁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.1.15 実効線量率の変化：評価点[2]-④       図 5.1.16 実効線量率の変化：評価点[3]-① 
線源[2]直上の天井                 3 階通路の壁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.1.17 実効線量率の変化：評価点[3]-②     図 5.1.18 実効線量率の変化：評価点[3]-③ 

       トラックヤード Cとの境界壁（F通り）       トレンチ一時保管室 B側の境界壁（5通り） 
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図 5.1.19 実効線量率の変化：評価点[3]-④      図 5.1.20 実効線量率の変化：評価点[4]-① 

線源[3]直上の天井                G 通り外壁（3-4 通り間）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.1.21 実効線量率の変化：評価点[4]-②     図 5.1.22 実効線量率の変化：評価点[4]-③ 

トラックヤード Cとの境界壁（4通り）         トラックヤード Bとの境界壁（3通り） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.1.23 実効線量率の変化：評価点[4]-④    図 5.1.24 実効線量率の変化：評価点[5]-①  
（線源[4]直上の天井）       トラックヤード Bとの境界壁厚（E通り、2-3 通り間） 
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図 5.1.25 実効線量率の変化：評価点[5]-②      図 5.1.26 実効線量率の変化：評価点[5]-③ 
    トレンチ一時保管室 Aとの境界壁              階段室 Dとの境界壁  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 5.1.27 実効線量率の変化：評価点[5]-④      図 5.1.28 実効線量率の変化：評価点[6]-① 
         線源[5]直上の天井              1 通り外壁（トレンチ一時保管室 A） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 5.1.29 実効線量率の変化：評価点[6]-②     図 5.1.30 実効線量率の変化：評価点[6]-③  

トラックヤード Bとの境界壁（E通り、1-2 通り間）         線源[6]直上の天井 
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図 5.1.31 実効線量率の変化：評価点[7]-①     図 5.1.32 実効線量率の変化：評価点[7]-② 

        階段室 Cとの境界壁                階段室 Dとの境界壁  
 

 
図 5.1.33 実効線量率の変化：評価点[7]-③     図 5.1.34 実効線量率の変化：評価点[1]-⑥ 

（線源[7]直上の天井）           （1 通り外壁（部品置場 3 階部）） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 5.1.35 実効線量率の変化：評価点[1]-⑦     図 5.1.36 実効線量率の変化：評価点[4]-⑤ 

（A 通り外壁からフェンスまでの距離）       （G 通り外壁からフェンスまでの距離）
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T：遮蔽壁の厚さ(単位 m) 

[1]-①他は、評価点番号(図 5.1.7～図 5.1.36,表 5.1.11～表 5.1.20に対応) 

 
図 5.1.40 受入検査施設断面(1-1断面)の遮蔽壁配置図 

 

 
T：遮蔽壁の厚さ(単位 m) 

[1]-①他は、評価点番号(図 5.1.7～図 5.1.36,表 5.1.11～表 5.1.20に対応) 

 

図 5.1.41 受入検査施設断面(2-2断面)の遮蔽壁配置図 
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T：遮蔽壁の厚さ(単位 m) 

[1]-①他は、評価点番号(図 5.1.7～図 5.1.36,表 5.1.11～表 5.1.20に対応) 

 

図 5.1.42 受入検査施設断面(3-3断面)の遮蔽壁配置図 

 
 
 

 
T：遮蔽壁の厚さ(単位 m) 

[1]-①他は、評価点番号(図 5.1.7～図 5.1.36,表 5.1.11～表 5.1.20に対応) 

 

図 5.1.43 受入検査施設断面(4-4断面)の遮蔽壁配置図 
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図 5.1.44 ピット（ドラム缶型廃棄体 360本定置）の蓋厚、側壁厚評価 

（ケース D1-a：ピット最上段の廃棄体表面線量当量率を 1mSv/h、モルタル充填前） 

 
 

 

図 5.1.45 ピット（ドラム缶型廃棄体 360本定置）の蓋厚、側壁厚評価 

（ケース D1-b：ピット最上段の廃棄体表面線量当量率を 1mSv/h、モルタル充填後） 
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図 5.1.44 ピット（ドラム缶型廃棄体 360本定置）の蓋厚、側壁厚評価 

（ケース D1-a：ピット最上段の廃棄体表面線量当量率を 1mSv/h、モルタル充填前） 

 
 

 

図 5.1.45 ピット（ドラム缶型廃棄体 360本定置）の蓋厚、側壁厚評価 

（ケース D1-b：ピット最上段の廃棄体表面線量当量率を 1mSv/h、モルタル充填後） 
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図 5.1.46 ピット（ドラム缶型廃棄体 360本定置）の蓋厚、側壁厚評価 

（ケース D2-a：ピット最上段及び外壁となる側壁に接する面の廃棄体表面線量当量率を 1mSv/h、モルタル充填

前） 

 

 
図 5.1.47 ピット（ドラム缶型廃棄体 360本定置）の蓋厚、側壁厚評価 

（ケース D2-b：ピット最上段及び外壁となる側壁に接する面の廃棄体表面線量当量率を 1mSv/h、モルタル充填

後） 
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図 5.1.48 ピット（S-1容器 64個定置）の蓋厚、側壁厚評価 

（ケース S1-a：ピット最上段の廃棄体表面線量当量率を 1mSv/h、モルタル充填前） 

 
 

 
図 5.1.49 ピット（S-1容器 64個定置）の蓋厚、側壁厚評価 

（ケース S1-b：ピット最上段の廃棄体表面線量当量率を 1mSv/h、モルタル充填後） 
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図 5.1.48 ピット（S-1容器 64個定置）の蓋厚、側壁厚評価 

（ケース S1-a：ピット最上段の廃棄体表面線量当量率を 1mSv/h、モルタル充填前） 

 
 

 
図 5.1.49 ピット（S-1容器 64個定置）の蓋厚、側壁厚評価 

（ケース S1-b：ピット最上段の廃棄体表面線量当量率を 1mSv/h、モルタル充填後） 
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図 5.1.50 ピット（S-1容器 64個定置）の蓋厚、側壁厚評価 

（ケース S2-a：ピット最上段及び外壁となる側壁に接する面の廃棄体表面線量当量率を 1mSv/h、モルタル充填

前） 

 

 
図 5.1.51 ピット（S-1容器 64個定置）の蓋厚、側壁厚評価 

（ケース S2-b：ピット最上段及び外壁となる側壁に接する面の廃棄体表面線量当量率を 1mSv/h、モルタル充填

後） 
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図 5.1.52 ドラム缶型廃棄体の定置及び中間覆土パターン 

 

図 5.1.53 フレキシブルコンテナの定置及び中間覆土パターン
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図 5.1.52 ドラム缶型廃棄体の定置及び中間覆土パターン 

 

図 5.1.53 フレキシブルコンテナの定置及び中間覆土パターン
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図 5.1.54 ドラム缶型廃棄体の管理区域境界における  図 5.1.55 フレキシブルコンテナの管理区域 

実効線量率の計算モデル           境界における実効線量率の評価モデル 
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  図 5.1.56 付加機能型トレンチの実効線量率      図 5.1.57 付加機能型トレンチの実効線量率 

評価結果(X 方向)                   評価結果(Y 方向) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.1.58 安定型トレンチの実効線量率     図 5.1.59 安定型トレンチの実効線量率       

評価結果(X 方向)                                 評価結果(Y 方向) 
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図 5.1.60 直接γ線及びスカイシャインγ線計算の評価点 
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＊：ピット処分対象廃棄体に対し 1/200の表面線量当量率であるトレンチ処分対象廃棄体等の線源寄与は小さいため、トレンチ一時保管室 A,B

の線源は考慮していない。 

 

図 5.1.61 受入検査施設の評価対象とした廃棄体の保管位置 

 
 
 

線
源
[5]

線源[2]

線源[3]

線
源
[4]

線源[1]

JAEA-Technology 2012-031

- 170 -

JAEA-Technology 2012-031

- 171 -



JAEA-Technology 2012-031 

- 171 - 

 

図 5.1.62 受入検査施設の評価対象とした廃棄体の配置の模式図 
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図 5.1.66 受入検査施設からのスカイシャインγ線による実効線量率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.1.67 受入検査施設からの直接γ線及びスカイシャインγ線による実効線量
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図 5.1.76 ピット１区画(線源モデル①～④)のスカイシャインγ線計算結果 

 
図 5.1.77 操業中のコンクリートピット埋設施設からのスカイシャインγ線による実効線量 
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図 5.1.84 トレンチ(線源モデル①及び②)からのスカイシャインγ線計算結果 

 
 

 
 

図 5.1.85 P 埋設地/付加機能型トレンチ 1基からのスカイシャインγ線量 
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図 5.1.86 評価点⑨-⑧間における 1年間の実効線量の最大値 
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5.2 管理期間終了後の被ばく線量 

 

5.2.1 評価の全体方針 

(1) 評価目的と評価の進め方 

「管理期間終了後の安全評価」では、コンクリートピット及びトレンチ埋設施設の合理的な設

計結果の安全性を確認することを目的とし、管理期間（最終覆土後、トレンチは 50 年、コンクリ

ートピットは 300 年）終了後において埋設した放射性廃棄物に起因する一般公衆の被ばく線量に

ついて評価を行った。 

安全評価シナリオの整理検討にあたっては、原子力安全委員会が平成 22 年 8 月に決定した｢第

二種廃棄物埋設の事業に関する安全審査の基本的考え方｣2)（以下、｢安全審査指針｣という。）に

従うこととした。 

また、原子力安全委員会による「主な原子炉施設におけるクリアランスレベルについて（平成

11 年 3 月）」28)(以下、「原子炉 CL 報告書」という）、「低レベル放射性固体廃棄物の埋設処分に係

る放射能濃度上限値について（平成 19 年 5 月）」7)(以下、「濃度上限値報告書」という）及び日

本原子力学会による「極めて放射能レベルの低い放射性廃棄物処分の安全評価手法：2006」29)(以

下、「VLLW 学会標準」という）などの標準的な線量評価事例、また、先行施設 8)9)の線量評価事例

を参考とした。 

安全評価の前提条件となる立地環境条件については、概念設計の前提条件を設定するために先

行して実施した「研究施設等廃棄物の概念設計に供する前提条件の調査及び設定」3)に示された

自然環境及び社会環境条件を基に設定した。 

本項(5.2)の構成は以下のとおりであり、図 5.2.1 に示す 

5.2.1 項では、以上の基本方針に従い本評価の進め方を整理するとともに、本評価で適用する

線量のめやす値を設定した。 

5.2.2 項では、立地環境条件、埋設対象廃棄物に含まれる核種ごとの埋設放射能量（以下、「放

射能インベントリ」という）の前提条件を整理した。さらに、埋設施設の設計に先行して、放射

能インベントリに基づくコンクリートピット及びトレンチ埋設施設の基本的な処分概念を踏まえ

た簡易なモデルによる線量評価を行い、算出された線量の経時変化、最大線量及び最大線量に寄

与する核種など、線量評価上の特性を予備的に評価した。 (以下、「インベントリ特性評価」とい

う）。その結果をもとに、5.2.3 項で実施する安全評価の対応方針の整理、また、埋設施設の設計

への基本的な要求事項を整理した。 

5.2.3 項では、埋設施設の設計結果に基づき、安全審査指針 2)、原子力安全委員会や先行埋設

施設 8)9)の線量評価事例、5.2.2 項におけるインベントリ特性評価の結果を踏まえ、安全評価シナ

リオの設定を行った。 

5.2.4 項では、5.2.3 項で設定した安全評価シナリオによる線量評価を実施するための線量評価

モデル及びパラメーターの設定を行った。 

5.2.5 項では、線量評価を実施し、コンクリートピット埋設施設及びトレンチ埋設施設の安全

性を確認した。 

(2) 安全審査指針の適用性 

安全審査指針 2)の適用対象は、原子炉施設及び核燃料サイクル施設の運転及び解体に伴って発

生する低レベル放射性廃棄物であり、原子炉等規制法上の第二種廃棄物に区分されるものである。

ただし、ウラン系列核種が主な核種となるいわゆるウラン廃棄物については、『自然起源の放射性

物質を主たる組成とする放射性廃棄物であり、長期にわたり放射能の減衰が期待できず、かつ、

安全性の判断に当たり自然環境中の放射能との関連等も考慮する必要がある』として適用対象外
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とされている。 

本評価の対象である研究施設等廃棄物は、研究炉等の原子炉施設、核燃料物質使用施設、再処

理施設、ウラン濃縮施設及び RI 使用施設等から発生する廃棄物から構成され、ウランを主に使用

する施設から発生する廃棄物も含まれているが、ウランの放射能濃度は低く濃度上限値報告書 7)

で試算された基準線量相当濃度を十分下回っている。また、原子力安全委員会放射性廃棄物・廃

止措置専門部会では、トレンチ処分、ピット処分、あるいは余裕深度処分について従来議論され

てきた放射能濃度の範囲であれば、新しい安全審査指針は基本的に研究施設等廃棄物の処分に適

用が考えられるという議論がなされている 30)。これらのことより、本評価におけるウランを含む

研究施設等廃棄物に対しても、新しい安全審査指針 2)に基づく安全評価を適用できるものと考え

て評価を実施した。また、評価を進めるにあたって、放射能インベントリ特性の把握などを通じ
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5.2.2 安全評価の前提条件 
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とされていることを前提としている。想定した立地環境条件におけるコンクリートピット及びト

レンチ埋設処分の想定については、1.項中図 1.2 に示したものである。 

既往文献 3)より、安全評価に用いる立地条件を以下のように設定した。 

1) 降雨による浸透水量は原子炉 CL 報告書 28)を引用し 400mm/y とした。 

2) 地下水位は、表 5.2.2 に示す地形分類ごとの代表的な範囲 31)から、地表面下 5m 程度に年平均

で位置し、年間を通じて 1m 程度上下することを想定し、安全評価上は地下水位の深さは 4m、

土壌層中の帯水層の厚さは 2m とした。 

3) 岩盤層の深さは、既往文献 3)より地下 14m に位置すると設定した。 

4) 動水勾配は、表 5.2.3 の地形別動水勾配データ 32)の整理結果に示すように 2～3%と想定される

ことから、その中で比較的速い地下水流速を想定し 3%に設定した。 

5) 土壌層の透水係数は、表 5.2.4 に示す文献データ 33)の整理結果では概ね 10-6～10-3m/s の値と
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なった。これを基に、透水性が大きい土壌に着目し、10-4m/s に設定した。 

6) 土壌中の地下水流速は、透水係数と動水勾配から、100m/y = 0.26m/d (=1E-4m/s×0.03   

×60min/h×24h/d）に設定した。この値は、原子炉 CL 報告書 28)における設定値 1 m/day（設

定値の幅 0.01～100m/d の中央値）と同程度の値である。 

7) 岩盤の透水係数は、表 5.2.5 に示す文献 34)の整理結果を基に、年代を問わないすべての新鮮

な岩種で観測されている透水係数から 10-7m/s の値、風化部の透水係数は同表の「風化」区分

を参考として 10-6m/s にそれぞれ設定した。 

8) 地下水の静水圧分布を仮定すれば、岩盤中においても同程度の動水勾配が作用することから、

岩盤中の地下水流速は 0.1m/y =10-7m/s×0.03×60s/min×60min/h×24h/d× 365d/y) に設定

した。 

9) 埋設施設周辺には、水の利用が可能な河川が存在すると想定し、埋設施設からの地下水はその

河川に流出するとした。河川までの距離は、既往文献 3)及び原子炉 CL報告書 28)の設定値より、

施設下端から 100m と設定した。 

10)河川の流量は、濃度上限値報告書 7)及び原子炉 CL 報告書 28)の評価で用いられている 108 m3/y

に設定した。 

 

5.2.2.2 放射能インベントリ特性評価 

(1) 目的 

本項では、埋設施設の 4.項の施設設計に先行して、埋設対象廃棄体の放射能インベントリを用

いたピット及びトレンチ処分における基本的な処分概念を踏まえた簡易なモデルにより線量評価

を実施し、線量評価における最大線量の出現時期、線量への寄与の大きい核種などの線量評価に

おけるインベントリ特性を把握した。 

上記の放射能インベントリ特性評価の結果から、人工バリアの設置等の埋設施設の設計への要

求事項を整理するとともに、この結果を 5.2.3 項における安全評価シナリオの検討に用いること

とした。 

(2) 想定する埋設施設 

先行埋設施設 8)9)の仕様を基に、トレンチ埋設施設は地下水位以浅に設置し、定置した廃棄体の

周囲に土砂等を充填し、上部に覆土を敷設する人工バリアを設けない仕様を念頭におき、コンク

リートピット埋設施設は、放射性物質の移行を抑制するため、コンクリートピット埋設施設全体

が透水性の低い岩盤内となるように設置し、ピットの側部と上面に透水係数の小さいベントナイ

ト混合土層の人工バリアを敷設する仕様を念頭におき、評価モデルを設定した。 

(3) 評価モデルの設定 

放射能インベントリ特性の把握のため、線量の評価結果とパラメータの影響が把握しやすいよ

うに、埋設施設、ベントナイト混合土層、天然バリア及び人の生活環境を簡易化し、以下のよう

に評価モデルを設定した。 

1) 施設規模 

コンクリートピット埋設施設の大きさは、濃度上限値報告書 7)の基準線量相当濃度の試算(以下、

「濃度上限値報告書の線量評価」という。）に用いられた施設高さ 5m、廃棄物の充填体積割合

(0.16)、埋設対象廃棄体の体積 (44,000m3)から、相当する幅と長さを計算し、数字を丸めて 200 

m×200 m×5m に設定した。トレンチ埋設施設は、対象廃棄体数量が 380,000 本(76,000m3)であり、

ピット施設と同様の方法で計算するとピット施設より大きくなるが、施設規模が小さい方が施設

内の放射能濃度は高くなり保守的な評価となることから、設定を簡略化してピット処分と同じ規

模（200 m×200 m×5m）に設定した。 
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2) 埋設施設からの流出モデル 

① トレンチ埋設施設 

トレンチ埋設施設からの放射性物質の浸出は、施設閉鎖の直後から開始するものとした。放射

性物質の浸出モデルは、図 5.2.2 に示すように、トレンチ埋設施設内の放射性物質が降雨による

浸透水と施設内の土壌等が分配平衡となることにより浸透水に溶出し、浸透水に伴って施設下方

の地下水へ流出する分配平衡モデルとした。分配平衡モデルの説明を添付資料-A に示す。トレン

チ施設内で放射性物質の濃度は均一とし、トレンチ埋設施設内の性状は、周囲の土壌と同じ均一

な性状とした。 

② コンクリートピット埋設施設 

コンクリートピット埋設施設からの放射性物質の浸出は施設閉鎖の直後から開始するものとし

た。放射性物質の浸出モデルは、先行埋設施設の評価事例 8)を参考にすると、図 5.2.2 に示すよ

うに、ピット内の放射性物質が浸入した地下水と施設内のコンクリート等が分配平衡となること

により浸入した地下水に溶出し、浸入した地下水に伴って施設下方の岩盤又はベントナイト混合

土を通過して施設上方の帯水層土壌層へ流出するモデルが考えられる。ここで、ベントナイト混

合土層は、地下水流速の速い帯水層土壌層から施設への地下水の浸入量及び浸入した地下水の土

壌層への浸出量を抑制する人工バリアである。 

インベントリ特性評価では、放射能インベントリが線量評価に及ぼす特性及び人工バリアの施

設設計における必要性を判断するために簡単なモデルで評価することを目的としていることから、

コンクリートピット埋設施設からの浸出モデルは、トレンチ埋設施設と同様の浸出モデルとし、

ベントナイト混合土層の地下水の浸入抑制の効果として施設への浸入水量をトレンチ埋設施設よ

り 1/10 低く設定して評価を行うこととした。 

なお、ピットが有する核種の閉じ込め機能は、操業段階及び管理期間の初期において期待され

る機能であり、本評価は管理期間終了後の線量を把握することを目的としているため、その機能

を考慮しないこととした。 

③ 天然バリア中の核種移行モデル 

図 1.2 に示すように、トレンチ埋設施設とコンクリートピット埋設施設の設置深度が異なるこ

とから、核種が移行する天然バリアが異なるが、本評価では、インベントリ特性と各施設の人工

バリアの必要性を判断するため、両施設に同じ天然バリアを設定した。 

施設から浸出した放射性物質は、原子炉 CL 報告書 28)を参考に、厚さ 3m の帯水層土壌を移行す

るとした。天然バリアの地下水流速は 1m/d（ダルシー流速）とした。 

埋設施設から浸出した放射性物質の天然バリア中の移行及び生活環境中での線量評価モデルの

概念図を図 5.2.3 に示す。 

④ 生活環境 

施設から浸出した放射性物質は帯水層を移行して、施設下端から 100m 離れた河川に流入すると

した。河川流量は、立地環境条件(5.2.2.1 項)と同じ設定(108m3/y)とした。 

(4) 評価経路及び被ばく形態の設定 

埋設施設の線量評価において代表的と考えられる「濃度上限値の線量評価」に用いられた評価

経路の中から埋設地の利用（以下、「跡地利用」という。）、放射性物質が移行する地下水や河川水

の利用 (以下、「地下水等の利用」という。）及び放射性物質が移行した河川岸土壌の利用(以下、

「河川岸利用」という。）を想定し、被ばくの三形態である外部被ばく、吸入による内部被ばく及

び経口摂取による内部被ばくを設定して線量評価を実施した。 

「跡地利用」、「河川岸利用」における外部被ばく及び吸入による内部被ばく形態では、「濃度上

限値の線量評価」において居住シナリオよりも厳しい条件となる建設シナリオの評価経路を設定

した。 
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経口摂取による内部被ばく形態では、居住シナリオにおける農作物摂取経路を設定した。「地下

水等の利用」の場合では、地下水等を直接飲用する評価経路として、「濃度上限値の線量評価」で

は地下水シナリオにおける河川水飲用が考えられるが、より厳しい条件となる原子炉 CL 報告書
28)で実施された｢井戸水飲用｣の評価経路を設定した。 

また、食物の摂取については、地下水シナリオにおける河川産物摂取の評価経路を選定した。

表 5.2.6 に線量評価を実施した評価経路及び被ばく形態を示す。 

(5) 評価パラメータの設定 

1) 元素に依存しないパラメータ一覧 

評価に用いた埋設施設、天然バリア、評価経路及び被ばく形態に対する評価パラメータのうち

元素に依存しないパラメータを、その設定方法とともに整理して表 5.2.7 に示す。 

2) 元素依存パラメータ一覧 

評価に用いた元素依存パラメータ（農作物への移行係数、河川産物への濃縮係数及び土壌への

分配係数）及び線量換算係数を、設定値の設定根拠とともに添付資料-B に示す。 

移行係数及び濃縮係数は、「濃度上限値報告書の線量評価」に用いられた値から引用し、同報告

書 7)にて評価対象でない核種は、「余裕深度処分の安全評価手法，AESJ-SC-F012-2008(2008)，日

本原子力学会」35)（以下、「L1 学会標準」という。）、VLLW 学会標準 29)及び IAEA の報告書等 36)に

基づいて設定した。 

帯水層土壌への分配係数は、原子炉 CL 報告書 28)の値を設定し、評価対象でない元素について

は VLLW 学会標準 29)から設定した。 

作業者及び一般公衆の内部被ばく線量換算係数は ICRP Pub.6837)及び ICRP Pub.7238)の値をそれ

ぞれ設定した。外部被ばく線量換算係数は、評価モデルを考慮して「濃度上限値報告書の線量評

価」におけるトレンチ処分に対する設定値とした。当該報告書7)に記載がない核種（Al-26, Cd-113m, 

Ba-133, Hf-182）は、それぞれγ線エネルギーの類似を考慮して Co-60，Tc-99，Cs-137，Ho-166m

の値に設定した。 

(6) 評価結果及び考察 

トレンチ埋設施設及びコンクリートピット埋設施設の各被ばく経路に対する管理期間終了後の

最大線量及び線量への寄与が大きい核種の評価結果を表 5.2.8 及び表 5.2.9 に示す。また、それ

ぞれの被ばく経路に関する線量の時間変化を図 5.2.4 に示す。 

河川岸の利用の評価経路における線量は、トレンチ処分、ピット処分ともに、跡地利用の評価

経路に比べて十分小さくなったため、跡地利用と地下水等の利用の各評価経路における線量の最

大値の出現時期、線量への寄与の大きい核種に着目して、線量評価及び施設設計で対応すべき項

目を表 5.2.10 及び表 5.2.11 に整理した。これらの評価結果から、安全確保のための施設設計へ

の要求事項及び線量評価の方針は以下のとおりである。 

1) コンクリートピット埋設施設では、人工バリアによる施設の浸入出水量の低減効果を考慮して、

浸透水量をトレンチ施設の 1/10 に設定して評価した結果、めやす線量を満足する結果が得ら

れた。これより、施設の浸入出水量を低減するための機能が必要と考えられ、先行施設 8)でも

用いられているベントナイト混合土を敷設し、ピットへの浸入水量の低減を図ることが必要で

ある。 

2) 跡地利用の評価経路では、コンクリートピット及びトレンチ埋設施設ともに施設規模・覆土を

考慮しない極端な評価を行った結果、ピット処分の建設作業の吸入被ばくでめやす線量以上と

なった。このため、施設設計に基づく線量評価では、設計結果に基づく施設規模及び上部覆土

を考慮して実施し、めやす線量以下となることを確認する。 

3) 図 5.2.4 におけるコンクリートピット及びトレンチ埋設施設の線量の経時変化を比較すると、

トレンチ埋設施設からの核種漏出がより早い時期に開始されるため、施設の配置を検討する際、
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経口摂取による内部被ばく形態では、居住シナリオにおける農作物摂取経路を設定した。「地下

水等の利用」の場合では、地下水等を直接飲用する評価経路として、「濃度上限値の線量評価」で

は地下水シナリオにおける河川水飲用が考えられるが、より厳しい条件となる原子炉 CL 報告書
28)で実施された｢井戸水飲用｣の評価経路を設定した。 

また、食物の摂取については、地下水シナリオにおける河川産物摂取の評価経路を選定した。

表 5.2.6 に線量評価を実施した評価経路及び被ばく形態を示す。 

(5) 評価パラメータの設定 

1) 元素に依存しないパラメータ一覧 

評価に用いた埋設施設、天然バリア、評価経路及び被ばく形態に対する評価パラメータのうち

元素に依存しないパラメータを、その設定方法とともに整理して表 5.2.7 に示す。 

2) 元素依存パラメータ一覧 

評価に用いた元素依存パラメータ（農作物への移行係数、河川産物への濃縮係数及び土壌への

分配係数）及び線量換算係数を、設定値の設定根拠とともに添付資料-B に示す。 

移行係数及び濃縮係数は、「濃度上限値報告書の線量評価」に用いられた値から引用し、同報告

書 7)にて評価対象でない核種は、「余裕深度処分の安全評価手法，AESJ-SC-F012-2008(2008)，日

本原子力学会」35)（以下、「L1 学会標準」という。）、VLLW 学会標準 29)及び IAEA の報告書等 36)に

基づいて設定した。 

帯水層土壌への分配係数は、原子炉 CL 報告書 28)の値を設定し、評価対象でない元素について

は VLLW 学会標準 29)から設定した。 

作業者及び一般公衆の内部被ばく線量換算係数は ICRP Pub.6837)及び ICRP Pub.7238)の値をそれ

ぞれ設定した。外部被ばく線量換算係数は、評価モデルを考慮して「濃度上限値報告書の線量評

価」におけるトレンチ処分に対する設定値とした。当該報告書7)に記載がない核種（Al-26, Cd-113m, 

Ba-133, Hf-182）は、それぞれγ線エネルギーの類似を考慮して Co-60，Tc-99，Cs-137，Ho-166m

の値に設定した。 

(6) 評価結果及び考察 

トレンチ埋設施設及びコンクリートピット埋設施設の各被ばく経路に対する管理期間終了後の

最大線量及び線量への寄与が大きい核種の評価結果を表 5.2.8 及び表 5.2.9 に示す。また、それ

ぞれの被ばく経路に関する線量の時間変化を図 5.2.4 に示す。 

河川岸の利用の評価経路における線量は、トレンチ処分、ピット処分ともに、跡地利用の評価

経路に比べて十分小さくなったため、跡地利用と地下水等の利用の各評価経路における線量の最

大値の出現時期、線量への寄与の大きい核種に着目して、線量評価及び施設設計で対応すべき項

目を表 5.2.10 及び表 5.2.11 に整理した。これらの評価結果から、安全確保のための施設設計へ

の要求事項及び線量評価の方針は以下のとおりである。 

1) コンクリートピット埋設施設では、人工バリアによる施設の浸入出水量の低減効果を考慮して、

浸透水量をトレンチ施設の 1/10 に設定して評価した結果、めやす線量を満足する結果が得ら

れた。これより、施設の浸入出水量を低減するための機能が必要と考えられ、先行施設 8)でも

用いられているベントナイト混合土を敷設し、ピットへの浸入水量の低減を図ることが必要で

ある。 

2) 跡地利用の評価経路では、コンクリートピット及びトレンチ埋設施設ともに施設規模・覆土を

考慮しない極端な評価を行った結果、ピット処分の建設作業の吸入被ばくでめやす線量以上と

なった。このため、施設設計に基づく線量評価では、設計結果に基づく施設規模及び上部覆土

を考慮して実施し、めやす線量以下となることを確認する。 

3) 図 5.2.4 におけるコンクリートピット及びトレンチ埋設施設の線量の経時変化を比較すると、

トレンチ埋設施設からの核種漏出がより早い時期に開始されるため、施設の配置を検討する際、
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トレンチ埋設施設が地下水の流動方向に対して下流側、コンクリートピット埋設施設が上流側

となるように配置することが望ましい。 

4) 図 5.2.4 に示されるとおり、多くのシナリオにおいて時間の経過とともに線量の減少傾向がみ

られ、最大線量の時期は、トレンチ処分で管理期間終了直後(50 年後)、ピット処分でも最大

線量の時期は数百年オーダーの結果が得られた。これより、評価対象とする放射能インベント

リでは、ウラン等の長半減期核種に起因する長期的なビルドアップによる線量の影響は有意で

はないと言える。また、このインベントリ特性評価における最大線量の時期を踏まえ、施設設

計に基づく線量評価における評価期間を設定することとする。 

5) 本評価結果では、多くのシナリオにおいて安全審査指針 2)に示された基本シナリオのめやす線

量（10μSv/ｙ）の範囲内であった。また、めやす線量を超える一部のシナリオについても、

表 5.2.10 及び表 5.2.11 に示す評価及び設計対応により、めやす線量を満足する見込みがある

と考えられる。したがって、本評価における放射能インベントリでは、安全審査指針 2)のめや

す線量を満足する見通しが得られたと考えられる。 

 

5.2.3 安全審査指針に基づく安全評価シナリオの検討 

5.2.3.1 検討方針 

第二種廃棄物埋設施設の管理期間終了後の安全評価については、安全審査指針 2)において余裕

深度処分も加えた管理型処分全般を対象として新たな方向性が示された。今後、第二種埋設施設

の設計に係る安全評価はこの考え方を踏まえる必要がある。また、新たな安全審査指針 2)に加え、

その決定過程で取りまとめられた安全評価において今後考慮すべき報告を以下に示す。 

(1) 平成 22 年 8 月 5 日、同委員会放射性廃棄物・廃止措置専門部会でとりまとめられた「余裕

深度処分の管理期間終了以後における安全評価に関する技術資料」39)（以下、「専門部会資

料」という。） 

(2) 平成 22 年 4 月 16 日、同委員会第二種廃棄物埋設検討小委員会で整理された「“第二種廃棄

物埋設の事業に関する安全審査の基本的考え方（仮）”40)に記載する評価シナリオの整理」（以

下、「埋設小委資料」という。） 

上記のうち、「専門部会資料」39)は、対象を余裕深度処分として、その評価の具体的な取扱いに

関して整理したものであり、「埋設小委資料」40)は、安全審査指針 2)が求める安全評価シナリオの

ピット処分とトレンチ処分に対する適用の要否に関して整理したものである。 

上記の資料をもとに概念設計における立地条件(5.2.2.1 項)及び廃棄体のインベントリ特性(5．

2.2.2 項)を踏まえて、実施する安全評価シナリオの区分及び状態設定の基本的な考え方について

検討する。 

 

5.2.3.2 評価対象とする安全評価シナリオ 

安全審査指針 2)では、安全評価シナリオを、基本シナリオ、変動シナリオ、稀頻度事象シナリ

オ、人為事象シナリオの 4 つのシナリオ群に区分している。「埋設小委資料」40)は、これらのうち

ピットあるいはトレンチ処分に適用すべきシナリオ群を、各々の処分概念の特徴を踏まえ、表

5.2.12 のように示している。ピット処分については、基本シナリオ、変動シナリオ、人為事象シ

ナリオが評価対象とされ、また、トレンチ処分については、基本シナリオ、変動シナリオが評価

対象とされている。 

これらに基づき、本概念設計に適用する安全評価のシナリオ群としては、ピット処分について

は、基本シナリオ、変動シナリオ、人為事象シナリオの 3 つのシナリオ群とし、トレンチ処分に

ついては、基本シナリオ、変動シナリオの 2つのシナリオ群とした。 
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5.2.3.3 評価期間及び地質環境に係る状態設定 

立地条件及び廃棄体のインベントリ特性を踏まえ、安全評価における評価期間について整理し

た。  

本概念設計における立地条件(5.2.2.1 項)は、我が国の一般的な条件を有しており、安全審査

指針 2)に示される基本的立地条件を満足している。このため、地震、火山、津波、地すべり、陥

没、台風、高潮、洪水、異常寒波、豪雪等の自然現象に対しては、立地選定によって影響が小さ

いことが確認されているか、もしくは埋設施設の設計において対応可能なことを前提とすること

ができる。したがって、管理期間である数百年程度の期間内に、これらの自然現象によって埋設

施設が直接影響を受けることを想定する必要はないと考えられる。 

また、サイトが被る長期的な変動は、プレート運動に起因する事象と気候変動に起因する事象

に大別され、「専門部会資料」39)によると、我が国に関する現在の知見としてそれぞれ次のように

整理されている。 

日本列島の現在のテクトニクスが成立した時期は、地域ごとに異なるものの、おおむね

新第三紀鮮新世から第四紀更新世であり、地殻変動（隆起・沈降量の地域性・変動速度、

断層の変位方向・速度、断層活動の場の移動等）の傾向や火山活動は、数十万年から数百

万年間にわたって著しい変化が認められていない。 

気候変動は、2～4 万年程度の小さな変動の繰り返しを含み十万年程度で氷期－間氷期サ

イクルが周期的に繰り返す特性があり、（略） 

これらの長期自然事象に係る現在の知見を踏まえると、管理期間終了後から１万年程度までの

間に、プレート運動、気候変動によって処分施設が直接的に影響を被る可能性は低いと考えられ

る。また、インベントリ特性評価(5.2.2.2 項)の結果では、対象廃棄物に含まれる長半減期核種

やウランとその子孫核種の生成も含めて評価したところ、最大線量が算出される時期は、子孫核

種の生成と累積量が多いピット処分の場合でも数百年オーダーであることから、対象廃棄体の浅

地中処分においては、上記の長期自然事象が影響を与える時期に至るまでに、ウラン核種等の長

半減期核種からの影響が最大値となる時期は過ぎていると考えられる。 

このように、立地条件(5.2.2.1 項)及び廃棄体のインベントリ特性(5.2.2.2 項)に関する考察に

基づけば、対象廃棄体の浅地中処分の安全評価期間は、管理期間終了後 1 万年程度以内で十分で

あると考えられる。この期間においては、我が国の長期自然事象（プレート運動、気候変動）は

比較的安定している。したがって、本安全評価の評価期間は 1 万年程度と想定し、基本シナリオ

の自然環境の状態設定としては現在の状態が継続することを前提とすることとした。 

その一方で、1 万年程度の期間を超えた長期自然事象としては、隆起侵食等の不確かさや変動

要因などによる潜在的な影響が想定される。このため、1 万年を超えて生じる長期的な状態設定

に係る影響については、基本シナリオに対する変動シナリオとしてその影響を確認することとし

た。 

 

5.2.3.4 基本シナリオの検討 

安全審査指針 2)によれば、基本シナリオは、『科学的に確からしいシナリオ想定に基づく評価に

よって、埋設した放射性固体廃棄物に起因して発生すると想定される放射性物質の生活環境に及

ぼす影響が、無視できるほど軽微であることの科学的蓋然性を示すこと。』とされている。基本シ

ナリオにおいては、前節の結果、1 万年程度の評価期間を念頭に置いていることから、想定され

るサイト条件が大きく変動しないことを前提に自然環境、生活環境及び埋設施設の状態設定を行

うことが適切であると考えられる。 

安全審査指針 2)では、地下水シナリオ、ガス移行シナリオ、土地利用シナリオについて、基本
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5.2.3.3 評価期間及び地質環境に係る状態設定 

立地条件及び廃棄体のインベントリ特性を踏まえ、安全評価における評価期間について整理し

た。  

本概念設計における立地条件(5.2.2.1 項)は、我が国の一般的な条件を有しており、安全審査

指針 2)に示される基本的立地条件を満足している。このため、地震、火山、津波、地すべり、陥

没、台風、高潮、洪水、異常寒波、豪雪等の自然現象に対しては、立地選定によって影響が小さ

いことが確認されているか、もしくは埋設施設の設計において対応可能なことを前提とすること

ができる。したがって、管理期間である数百年程度の期間内に、これらの自然現象によって埋設

施設が直接影響を受けることを想定する必要はないと考えられる。 

また、サイトが被る長期的な変動は、プレート運動に起因する事象と気候変動に起因する事象

に大別され、「専門部会資料」39)によると、我が国に関する現在の知見としてそれぞれ次のように

整理されている。 

日本列島の現在のテクトニクスが成立した時期は、地域ごとに異なるものの、おおむね

新第三紀鮮新世から第四紀更新世であり、地殻変動（隆起・沈降量の地域性・変動速度、

断層の変位方向・速度、断層活動の場の移動等）の傾向や火山活動は、数十万年から数百

万年間にわたって著しい変化が認められていない。 

気候変動は、2～4 万年程度の小さな変動の繰り返しを含み十万年程度で氷期－間氷期サ

イクルが周期的に繰り返す特性があり、（略） 

これらの長期自然事象に係る現在の知見を踏まえると、管理期間終了後から１万年程度までの

間に、プレート運動、気候変動によって処分施設が直接的に影響を被る可能性は低いと考えられ

る。また、インベントリ特性評価(5.2.2.2 項)の結果では、対象廃棄物に含まれる長半減期核種

やウランとその子孫核種の生成も含めて評価したところ、最大線量が算出される時期は、子孫核

種の生成と累積量が多いピット処分の場合でも数百年オーダーであることから、対象廃棄体の浅

地中処分においては、上記の長期自然事象が影響を与える時期に至るまでに、ウラン核種等の長

半減期核種からの影響が最大値となる時期は過ぎていると考えられる。 

このように、立地条件(5.2.2.1 項)及び廃棄体のインベントリ特性(5.2.2.2 項)に関する考察に

基づけば、対象廃棄体の浅地中処分の安全評価期間は、管理期間終了後 1 万年程度以内で十分で

あると考えられる。この期間においては、我が国の長期自然事象（プレート運動、気候変動）は

比較的安定している。したがって、本安全評価の評価期間は 1 万年程度と想定し、基本シナリオ

の自然環境の状態設定としては現在の状態が継続することを前提とすることとした。 

その一方で、1 万年程度の期間を超えた長期自然事象としては、隆起侵食等の不確かさや変動

要因などによる潜在的な影響が想定される。このため、1 万年を超えて生じる長期的な状態設定

に係る影響については、基本シナリオに対する変動シナリオとしてその影響を確認することとし

た。 

 

5.2.3.4 基本シナリオの検討 

安全審査指針 2)によれば、基本シナリオは、『科学的に確からしいシナリオ想定に基づく評価に

よって、埋設した放射性固体廃棄物に起因して発生すると想定される放射性物質の生活環境に及

ぼす影響が、無視できるほど軽微であることの科学的蓋然性を示すこと。』とされている。基本シ

ナリオにおいては、前節の結果、1 万年程度の評価期間を念頭に置いていることから、想定され

るサイト条件が大きく変動しないことを前提に自然環境、生活環境及び埋設施設の状態設定を行

うことが適切であると考えられる。 

安全審査指針 2)では、地下水シナリオ、ガス移行シナリオ、土地利用シナリオについて、基本
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シナリオを評価することと示されている。このうち、本項では、地下水シナリオ及び土地利用シ

ナリオについてについて示すこととし、ガス移行シナリオの取扱いについては、5.2.3.7 項で後

述する。 

(1) 埋設施設の状態設定 

1) トレンチ埋設施設 

トレンチ埋設施設は、人工バリアを設置しない施設であり、廃棄体周囲の充填には周辺と同等

の土壌を用いるため、廃棄体を定置して充填した層（以下、「廃棄体層」という。）及び上部の覆

土は同一の性状に設定し、浸透水が通過する状態を想定する。 

トレンチ埋設施設は、一部遮水シートを設置した施設を設計したが、長期間にわたり遮水シー

トの防水機能が維持されることを想定することが現状困難であるため、本評価では、遮水シート

設置したトレンチは、遮水シートを設置しないトレンチと同じとして取り扱った。 

2) コンクリートピット埋設施設 

コンクリートピット埋設施設は、鉄筋コンクリート製のピット構造体に放射性廃棄物をセメン

ト等で固型化した廃棄体を収納し、廃棄体とピット構造体の隙間はモルタルで充填されている構

造である。ピット全体の上面と側面を厚さ 2m のベントナイト混合土で覆い、その後、地表まで周

辺と同程度の地質の岩盤及び土壌で埋め戻す設計である。 

充填材に使用されるモルタルは、硬化収縮によるひび割れが発生するが、ひび割れが連続した

亀裂ネットワークを形成しなければ小さな透水係数を期待でき、地下水等の浸入を防止する機能

を期待することができる。しかし、ひび割れが連続した亀裂ネットワークを形成すると、そこを

浸入した地下水が選択的に流れるため、低い透水係数を期待することが困難となる。加えて、廃

棄体層には、施工初期に発生する上記のひび割れだけでなく、廃棄体と充填モルタルの間に隙間

が存在する可能性がある。施工初期だけでなく、処分後の長期間の経過を考慮すると、これらの

ひび割れや隙間には、土圧などの外力に加え、地震動による外力、鉄筋や廃棄体容器などの鋼材

腐食に伴う体積膨張による内的な外力も作用し、ひび割れが進展する可能性がある。 

このような長期的なひび割れ挙動に伴う透水係数等の変化に関しては、鉄筋コンクリートにお

いても同様であり、セメント水溶性成分の溶脱によって強度が低下するとともに鉄筋の腐食や土

圧などによる外力が作用してピットに貫通した通水経路が形成されれば、低い透水係数を期待す

ることは困難になる。 

したがって、本評価では、保守側に考え、廃棄体層は亀裂ネットワークが形成され、鉄筋コン

クリート製の埋設設備(ピット)には廃棄体等とピット外側を繋ぐ貫通ひび割れのような連続した

通水経路が存在すると想定して、高い透水係数を示す状態に設定した。ただし、物理的には、止

水性を示さないとしても、外力に対する剛性は維持しており、化学的にはセメント系材料として

核種収着を想定し、その分配係数を安全評価で考慮する。 

次に埋設設備(ピット)の周囲に敷設されたベントナイト混合土のピットへの地下水流入を抑制

する機能の状態設定について検討する。ベントナイトの長期的な変質に関しては、Na 型ベントナ

イトの Ca 型化やアルカリ変質による含有モンモリロナイト等の溶解と二次鉱物生成などの知見

が収集整備され、その技術的な知見に基づく予想では、ベントナイトはセメントと接する部分で

は変質が進み、溶解に伴うモンモリロナイトゲル密度の低下によって透水係数が大きくなるもの

の、セメントから離れた部分での変質は顕著ではなく、層全体としての透水係数は施工時の値か

ら大きくは変化しないという結果が得られている。例えば、ベントナイト混合土の透水係数が施

工目標値で 10-10m/s であった場合、L1 学会標準 35)に示された長期的な変質を考慮した解析結果を

参照すると、セメントに接触している部分の透水係数は大きくなるものの、変化は部分的であり、

層全体の透水係数は大きくなったとしても 1桁以内となる試算結果が示されている。 
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このため、ベントナイト混合土については、施工初期の状態に基づく透水係数に長期的な変質

による透水係数の変化をあらかじめ評価期間当初から考慮することによって、安全評価における

状態を設定した。 

(2) 基本地下水シナリオ 

1) 地下水シナリオの時間段階の評価方針 

安全審査指針 2)では、地下水シナリオの評価における時間段階について、余裕深度処分を行う

場合は、過渡的な期間、多重バリアの機能に期待する期間、主に天然バリアの機能に期待する期

間、廃棄物埋設地が地表付近に近接することが想定される期間の 4段階に分けて行うことを基本

とし、ピット及びトレンチ処分を行う場合は、これを参考に設定すると示されている。また、「埋

設小委資料」40)によれば、『コンクリートピット処分、トレンチ処分においては、地表付近への埋

設を前提とした処分であることから、「主に天然バリア機能に期待する期間」と「埋設施設が地表

付近に近接することが想定される期間」を統合してひとつの時間段階、例えば「埋設施設が地表

付近に近接した状態で主に天然バリア機能に期待する期間」として評価することが考えられる。』

とされている。これより、4 つの段階のうち、後段の 2 つの段階については、統合して考えるこ

ととした。 

また、初期の段階である「過渡的な期間」とは、埋設施設及び周辺の地質環境の状態変化が安

定的な状態に移行する期間であり、「多重バリア機能に期待する期間」とは、長期的に安定な地質

環境のもと埋設施設の状態変化が緩慢に変遷していく期間と示されている。本評価では、コンク

リートピットに低透水性や低拡散性を設定せず、また、ベントナイト混合土では、長期的な変質

を考慮した透水係数を設定することから、初期の 2 つの段階を考慮する期間における放射性物質

の移行抑制をほとんど考慮しない評価となっていると考えられる。さらに、もともと地表付近に

近接した施設であることを踏まえ、これらの 2 つの段階についても埋設当初から後段の段階に含

め、「埋設施設が地表付近に近接した状態で主に天然バリア機能に期待する期間」として一つの時

間段階で評価することとした。 

2) 評価経路の設定 

評価経路の設定に当たっては、原子力安全委員会や先行埋設施設 8)9)における評価事例を調査し

て、評価上重要な経路に抜け落ちがないように選定した。具体的な評価事例には以下を挙げる。 

① 原子力安全委員会における埋設処分等規制評価事例 

 a. 濃度上限値報告書の線量評価事例 7) 

 b. クリアランスレベルを算出したシナリオのうち埋設シナリオの算出事例 

② 埋設事業評価事例 

 a. 六ヶ所低レベル放射性廃棄物貯蔵センター廃棄物埋設事業許可申請書 8) 

 b. 日本原子力研究開発機構原子力科学研究所廃棄物埋設事業許可申請書 9) 

これらの評価事例の評価経路を参考に、設定した立地条件に基づいてシナリオ・評価経路を設

定した。 

地下水シナリオについては、原子炉 CL 報告書 28)の評価では井戸水を利用する評価経路が選定

されているが、設定した立地条件では、埋設地から 100m 離れた地点に水の利用が可能な河川があ

ることを想定しており、「濃度上限値報告書の線量評価」、先行埋設施設 8)9)の安全評価においても、

一般的と考えられる事象において埋設施設周辺の河川、沼、海等の水利用または水産物の摂取を

想定している。したがって、埋設施設から浸出した放射性物質を含む地下水が埋設施設周辺の河

川に流出し、その河川水の利用を基本シナリオとして設定した。 

河川水の利用における評価経路は、「濃度上限値報告書の線量評価」及び原子炉 CL 報告書 28)

の評価を踏まえて、飲用、水産物摂取、農作業(外部及び吸入による内部被ばく)、農作物摂取及

び畜産物摂取を対象とすることとした。牧畜作業は、農作業と評価パラメータが類似しているこ
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このため、ベントナイト混合土については、施工初期の状態に基づく透水係数に長期的な変質

による透水係数の変化をあらかじめ評価期間当初から考慮することによって、安全評価における

状態を設定した。 

(2) 基本地下水シナリオ 

1) 地下水シナリオの時間段階の評価方針 

安全審査指針 2)では、地下水シナリオの評価における時間段階について、余裕深度処分を行う

場合は、過渡的な期間、多重バリアの機能に期待する期間、主に天然バリアの機能に期待する期

間、廃棄物埋設地が地表付近に近接することが想定される期間の 4段階に分けて行うことを基本

とし、ピット及びトレンチ処分を行う場合は、これを参考に設定すると示されている。また、「埋

設小委資料」40)によれば、『コンクリートピット処分、トレンチ処分においては、地表付近への埋

設を前提とした処分であることから、「主に天然バリア機能に期待する期間」と「埋設施設が地表

付近に近接することが想定される期間」を統合してひとつの時間段階、例えば「埋設施設が地表

付近に近接した状態で主に天然バリア機能に期待する期間」として評価することが考えられる。』

とされている。これより、4 つの段階のうち、後段の 2 つの段階については、統合して考えるこ

ととした。 

また、初期の段階である「過渡的な期間」とは、埋設施設及び周辺の地質環境の状態変化が安

定的な状態に移行する期間であり、「多重バリア機能に期待する期間」とは、長期的に安定な地質

環境のもと埋設施設の状態変化が緩慢に変遷していく期間と示されている。本評価では、コンク

リートピットに低透水性や低拡散性を設定せず、また、ベントナイト混合土では、長期的な変質

を考慮した透水係数を設定することから、初期の 2 つの段階を考慮する期間における放射性物質

の移行抑制をほとんど考慮しない評価となっていると考えられる。さらに、もともと地表付近に

近接した施設であることを踏まえ、これらの 2 つの段階についても埋設当初から後段の段階に含

め、「埋設施設が地表付近に近接した状態で主に天然バリア機能に期待する期間」として一つの時

間段階で評価することとした。 

2) 評価経路の設定 

評価経路の設定に当たっては、原子力安全委員会や先行埋設施設 8)9)における評価事例を調査し

て、評価上重要な経路に抜け落ちがないように選定した。具体的な評価事例には以下を挙げる。 

① 原子力安全委員会における埋設処分等規制評価事例 

 a. 濃度上限値報告書の線量評価事例 7) 

 b. クリアランスレベルを算出したシナリオのうち埋設シナリオの算出事例 

② 埋設事業評価事例 

 a. 六ヶ所低レベル放射性廃棄物貯蔵センター廃棄物埋設事業許可申請書 8) 

 b. 日本原子力研究開発機構原子力科学研究所廃棄物埋設事業許可申請書 9) 

これらの評価事例の評価経路を参考に、設定した立地条件に基づいてシナリオ・評価経路を設

定した。 

地下水シナリオについては、原子炉 CL 報告書 28)の評価では井戸水を利用する評価経路が選定

されているが、設定した立地条件では、埋設地から 100m 離れた地点に水の利用が可能な河川があ

ることを想定しており、「濃度上限値報告書の線量評価」、先行埋設施設 8)9)の安全評価においても、

一般的と考えられる事象において埋設施設周辺の河川、沼、海等の水利用または水産物の摂取を

想定している。したがって、埋設施設から浸出した放射性物質を含む地下水が埋設施設周辺の河

川に流出し、その河川水の利用を基本シナリオとして設定した。 

河川水の利用における評価経路は、「濃度上限値報告書の線量評価」及び原子炉 CL 報告書 28)

の評価を踏まえて、飲用、水産物摂取、農作業(外部及び吸入による内部被ばく)、農作物摂取及

び畜産物摂取を対象とすることとした。牧畜作業は、農作業と評価パラメータが類似しているこ
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とから、農作業で代表することとした。 

農作物摂取では、河川水を灌漑に用いる農業で生産されたものを摂取すると想定した。我が国

における灌漑農業では、稲作が一般的であり、また、米は主食である。米以外の野菜は、灌漑で

はなく降雨等で栽培が可能であるため、必ずしも放射性物質が移行した灌漑水で生産するとは限

らないと考えられる。したがって、放射性物質が移行した灌漑水により生産した米を年間消費す

る評価経路を設定した。 

畜産物については、畜種別には、酪農、肉牛、養豚、養鶏が代表的である。この中で、牛肉等

を食用とするには、加工工程を要することから、年間で放射性物質が移行した河川水を利用して

生産された肉牛等だけを摂取する可能性は低いと考えられる。牛乳や卵を自家消費することによ

り、年間で放射性物質が移行した河川水を利用して生産された牛乳や卵だけを摂取する可能性が

考えられ、このうち、酪農の方が養鶏よりも戸数が多く 41）、平均的な年間摂取量は、牛乳の方が

卵と比べ多いことから、牛乳の摂取で代表できると考えられる。したがって、放射性物質を含む

飼育水及び飼料で飼育した牛から取れる牛乳を年間消費する評価経路を設定した。 

(3) 基本土地利用シナリオ 

1) シナリオの評価区分 

土地利用シナリオについては、安全審査指針 2)の解説において、『現状の土地の利用、海水準変

動に伴い利用可能となった土地の利用、廃棄物埋設地の下流域に再堆積した土地の利用及び廃棄

物埋設地が地表付近に近接した際の土地の利用に区分して行うことを基本とする。ピット処分及

びトレンチ処分を行う場合においては、地表付近に処分するものであることを踏まえて基本土地

利用シナリオを評価する。』と示されている。 

本検討で対象とする基本シナリオでは、評価期間が 1 万年に及ばない見通しを立てて評価を行

うため、想定される地質環境条件が大きく変動しないことを前提とした。これより、地質環境条

件の長期的変動を伴う「海水準変動に伴い利用可能となった土地の利用」及び「廃棄物埋設地の

下流域に再堆積した土地の利用」は変動シナリオとして位置づけ、基本シナリオとしては、「現状

の土地の利用」及び「埋設施設が地表付近に近接した際の土地の利用」について評価することと

した。 

2) 評価経路の設定 

① 現状の土地利用の評価経路 

立地条件(5.2.2.1 項)より、地下水は河川へ流出することを想定していることから、現状の土

地利用として、地下水の流出点である河川岸と移行経路である帯水層の土壌が想定される。ただ

し、帯水層の土壌は、埋設施設近傍における利用も考えられることから、「埋設施設が地表付近に

近接した際の土地の利用」の評価経路で想定することとし、「現状の土地利用」としては、河川岸

の土地を利用する経路を設定する。 

「河川岸利用」については、住居地として利用する可能性は低いと考え、農地、放牧地を想定

した。従って、評価経路は、農作業による外部被ばく及び吸入被ばく、農作物摂取、畜産物摂取

（酪農による牛乳の摂取）の経路を評価した。 

② 埋設施設が地表付近に近接した際の土地の利用の評価経路 

ピット処分及びトレンチ処分では、埋設施設は、設置当初から地表付近に近接している。この

ため、評価経路として「跡地利用」と埋設施設から浸出した放射性物質を含む地下水が移行する

帯水層土壌の利用（「帯水層土壌」という。）が考えられる。 

「跡地利用」は、地表からの掘削により廃棄体層が掘削され、表層の覆土と混合し、被ばく線

源となることを想定した評価経路である。地表からの一般的な掘削深度は、原子力安全委員会 7)28)

や先行埋設施設の評価事例 8)9)を基に 3m と想定した。ピット処分では、地下 3m より深く設置する
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ため、廃棄体層に至る掘削による土地利用は一般的ではないと考えられる。このため、「跡地利用」

はトレンチ埋設施設において選定した。また、「跡地利用」では、原子力安全委員会 7)28)や先行埋

設施設の評価事例 8)9)を参考に、建設作業者における外部被ばく及び吸入被ばく、建設作業によっ

て建てられた住居に居住する人の外部被ばく、吸入被ばく及び住居付近に作られた家庭菜園で収

穫された農作物摂取を評価することとした。埋設地を農地、放牧地として利用することも想定さ

れるが、農地、放牧地の土地利用は地表付近に限定され、廃棄体層に達するような掘削行為は考

えにくいことから、評価対象としないこととした。 

「帯水層土壌」では、地表からの掘削により帯水層が掘削され、表層の通気層と混合し、被ば

く線源となることを想定した評価経路である。しかし、設定した立地条件(5.2.2.1 項)では、地

下水は、深度 4m～6m に位置する帯水層を移行するため、一般的土地利用における掘削深度(3m 程

度)より深いため、基本シナリオの評価経路としては設定しないこととした。 

 

5.2.3.5 変動シナリオの検討 

安全審査指針 2)では、変動シナリオについて、『基本シナリオに対する変動要因を考慮した変動

シナリオを想定しても、埋設事業に係る基本設計及びその方針にしたがって埋設した廃棄物に起

因して発生すると想定される放射性物質の生活環境に及ぼす影響は、限定的であることを示すこ

と。』とされ、次の 2 つの観点からの評価が求められている。 

・ 基本シナリオに基づき、確からしい事象の進展に基づく確からしいパラメータの変動要因

を分析すること。 

・ 長期の安全性が、一つのバリアに過度に依存していないことを、一部のバリアの性能を無 

視した変動シナリオを設定・評価することにより示すこと。 

本評価では、これらのうち一つ目の観点による変動シナリオを「基本設定に対する変動シナリ

オ」といい、二つ目の観点による変動シナリオを「バリア機能の一部喪失を想定した変動シナリ

オ」ということとする。 

(1) 基本設定に対する変動シナリオ 

基本シナリオでは、評価期間が 1万年程度以内であると想定されることから、長期自然事象の

変動を想定しないこととしたが、変動シナリオでは、長期自然事象の変動を考慮するシナリオを

想定する。長期自然事象としては、「専門部会資料」39)では、プレート運動に起因する事象と気候

変動に起因する事象の二つが取り上げられ、現在の知見によれば、環境条件の変動が顕著になる

までに数万年程度を要するものと想定されている。よって、変動シナリオで考慮すべき事象は、1

万年を超えて生ずるような事象で、かつ、生活環境に影響を及ぼす可能性のあるものを対象に考

えることとした。ただし、トレンチ処分では、長期自然事象の影響が考えられる 1 万年以降にお

いて、インベントリ特性評価(5.2.2.2 項)から環境中での線量は十分小さいと想定されるため、

長期自然事象の変動を考慮する変動シナリオの評価は実施しないこととした。 

また、先行埋設施設の安全評価事例 8)9)を参考に発生頻度の小さい事象として評価されている事

象について、ピット処分及びトレンチ処分ともに変動シナリオとして取扱うこととした。 

1) 埋設施設の状態設定 

トレンチ埋設施設からの放射性物質の浸出に関する評価において影響を及ぼすパラメータは、

施設への浸透水量、施設内の分配係数が挙げられる。帯水層土壌中の移行評価では、地下水流速

及び帯水層土壌の分配係数が挙げられる。ここで、トレンチ内は周辺の土壌と同様と想定してい

ることから、放射性物質の移行評価に影響を及ぼすパラメータは、施設への浸透水量、帯水層土

壌の地下水流速及び分配係数である。これらのパラメータは、施設の立地環境条件に関するパラ

メータであり、本概念設計では一般的と想定される立地条件(5.2.2.1 項)において設計・評価を

実施することとし、種々の立地環境条件に関する検討は別途実施することとしているため、上記

の地質環境に係るパラメータの値を変動させた評価は本評価では実施せず、今後別途実施するこ
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ため、廃棄体層に至る掘削による土地利用は一般的ではないと考えられる。このため、「跡地利用」

はトレンチ埋設施設において選定した。また、「跡地利用」では、原子力安全委員会 7)28)や先行埋

設施設の評価事例 8)9)を参考に、建設作業者における外部被ばく及び吸入被ばく、建設作業によっ

て建てられた住居に居住する人の外部被ばく、吸入被ばく及び住居付近に作られた家庭菜園で収

穫された農作物摂取を評価することとした。埋設地を農地、放牧地として利用することも想定さ

れるが、農地、放牧地の土地利用は地表付近に限定され、廃棄体層に達するような掘削行為は考

えにくいことから、評価対象としないこととした。 

「帯水層土壌」では、地表からの掘削により帯水層が掘削され、表層の通気層と混合し、被ば

く線源となることを想定した評価経路である。しかし、設定した立地条件(5.2.2.1 項)では、地

下水は、深度 4m～6m に位置する帯水層を移行するため、一般的土地利用における掘削深度(3m 程

度)より深いため、基本シナリオの評価経路としては設定しないこととした。 

 

5.2.3.5 変動シナリオの検討 

安全審査指針 2)では、変動シナリオについて、『基本シナリオに対する変動要因を考慮した変動

シナリオを想定しても、埋設事業に係る基本設計及びその方針にしたがって埋設した廃棄物に起

因して発生すると想定される放射性物質の生活環境に及ぼす影響は、限定的であることを示すこ

と。』とされ、次の 2 つの観点からの評価が求められている。 

・ 基本シナリオに基づき、確からしい事象の進展に基づく確からしいパラメータの変動要因

を分析すること。 

・ 長期の安全性が、一つのバリアに過度に依存していないことを、一部のバリアの性能を無 

視した変動シナリオを設定・評価することにより示すこと。 

本評価では、これらのうち一つ目の観点による変動シナリオを「基本設定に対する変動シナリ

オ」といい、二つ目の観点による変動シナリオを「バリア機能の一部喪失を想定した変動シナリ

オ」ということとする。 

(1) 基本設定に対する変動シナリオ 

基本シナリオでは、評価期間が 1万年程度以内であると想定されることから、長期自然事象の

変動を想定しないこととしたが、変動シナリオでは、長期自然事象の変動を考慮するシナリオを

想定する。長期自然事象としては、「専門部会資料」39)では、プレート運動に起因する事象と気候

変動に起因する事象の二つが取り上げられ、現在の知見によれば、環境条件の変動が顕著になる

までに数万年程度を要するものと想定されている。よって、変動シナリオで考慮すべき事象は、1

万年を超えて生ずるような事象で、かつ、生活環境に影響を及ぼす可能性のあるものを対象に考

えることとした。ただし、トレンチ処分では、長期自然事象の影響が考えられる 1 万年以降にお

いて、インベントリ特性評価(5.2.2.2 項)から環境中での線量は十分小さいと想定されるため、

長期自然事象の変動を考慮する変動シナリオの評価は実施しないこととした。 

また、先行埋設施設の安全評価事例 8)9)を参考に発生頻度の小さい事象として評価されている事

象について、ピット処分及びトレンチ処分ともに変動シナリオとして取扱うこととした。 

1) 埋設施設の状態設定 

トレンチ埋設施設からの放射性物質の浸出に関する評価において影響を及ぼすパラメータは、

施設への浸透水量、施設内の分配係数が挙げられる。帯水層土壌中の移行評価では、地下水流速

及び帯水層土壌の分配係数が挙げられる。ここで、トレンチ内は周辺の土壌と同様と想定してい

ることから、放射性物質の移行評価に影響を及ぼすパラメータは、施設への浸透水量、帯水層土

壌の地下水流速及び分配係数である。これらのパラメータは、施設の立地環境条件に関するパラ

メータであり、本概念設計では一般的と想定される立地条件(5.2.2.1 項)において設計・評価を

実施することとし、種々の立地環境条件に関する検討は別途実施することとしているため、上記

の地質環境に係るパラメータの値を変動させた評価は本評価では実施せず、今後別途実施するこ
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ととした。 

コンクリートピット埋設施設からの放射性物質の浸出に関する評価において影響を及ぼすパラ

メータは、施設から浸出水量、施設内（コンクリート、ベントナイト混合土）の分配係数、ベン

トナイト混合土の拡散係数が挙げられる。地質環境中の移行では、帯水層土壌、岩盤における地

下水流速及び分配係数が挙げられる。これらのパラメータのうち、帯水層土壌、岩盤における地

下水流速及び分配係数は、施設の立地環境条件に関するパラメータであるため、トレンチ処分の

評価と同様に値を変動させた評価は本評価では実施せず、今後、別途実施することとした。 

施設からの浸出水量は、ピット、ベントナイト混合土及び周辺の土壌・岩盤の透水係数等から

評価される。基本シナリオにおけるコンクリートピット埋設施設のセメント系材料またはベント

ナイト混合土層の透水性は、ひび割れの進展又は変質により低下した状態を想定しているため、

変動シナリオにおいても同じ状態設定とした。したがって、基本設定に対する変動シナリオにお

けるコンクリートピット埋設施設からの浸出水量は基本シナリオの設定と同じとした。 

コンクリートピット埋設施設におけるセメント系材料及びベントナイト混合土の分配係数、ベ

ントナイト混合土の拡散係数は人工バリアにおけるパラメータであり、その値の変動を考慮する

必要がある。これらのパラメータの変動は立地環境に係るパラメータとともに変動を考慮する必

要があると考えられるが、本評価では立地環境に係るパラメータの変動を考慮しないため、人工

バリアに係るパラメータだけを変動させた検討は、参考として実施し（添付資料-C）、本評価では

変動を考慮しないで実施することとした。 

2) 地下水シナリオ 

① 長期自然事象の変動を考慮した地下水シナリオ 

線量への寄与が大きい河川の水量が気候変動等に伴い評価開始から 1 万年以降に減少する事象

を評価することとした。評価経路は、基本シナリオと同じ飲用、水産物摂取、農作物摂取、畜産

物摂取及び農業作業（吸入被ばく及び外部被ばく）を対象とした。 

② 発生頻度の小さい事象を考慮した地下水シナリオ 

先行埋設施設の安全評価事例 8)9)では、発生頻度の小さい事象として管理期間終了後に浸出点で

ある河川までの途中に浅井戸が設置されて利用されるシナリオを評価している。この想定は、施

設近傍にボーリングを行い、地下水を摂取する人為事象シナリオにおける想定と同じであるが、

トレンチ処分では人為事象シナリオを評価しないこととしていることから、ピット処分では人為

事象シナリオで、トレンチ処分では変動シナリオで評価することとした。先行埋設施設の安全評

価事例 8)9)を参考に井戸水の飲用を評価することとした。 

3) 土地利用シナリオ 

① 長期自然事象の変動を考慮した土地利用シナリオ 

土地利用シナリオのシナリオ区分は、安全審査指針 2)の解説において、以下のように示されて

いる。 

a.現状の土地の利用 

b.海水準変動に伴い利用可能となった土地の利用 

c.埋設施設の下流域に再堆積した土地の利用 

d.埋設施設が地表付近に近接した際の土地の利用 

長期自然事象の変動を想定することにより、a～c までのシナリオの評価を実施した。d につい

ては、余裕深度処分とは異なり、トレンチ及びピット処分はもともと地表に付近に近接した処分

であり、通常の事象として取扱うことから、長期自然事象の変動設定は想定しない。 

a.現状の土地の利用では、地下水シナリオと同様に、気候変動により埋設施設周辺の河川の水

量が減少した際の河川岸の土地利用を想定する。河川岸の土地利用は、基本シナリオと同じ

農地、放牧地としての利用を想定し、評価経路は、農作業による外部被ばく及び吸入被ばく、
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農作物摂取、畜産物摂取（酪農による牛乳の摂取）とした。 

b.海水準変動に伴い利用可能となった土地の利用については、「専門部会資料」39)では、海水準

変動によって湖沼が縮小し、新たに地表となった土地を利用するシナリオが例示されている。

立地条件(5.2.2.1 項)では、埋設施設周辺に河川を想定しているため、1 万年以降、海水準

が変動し、河川水量が減少することにより、利用可能となった河川岸の土地利用を想定した。

結果的に、この想定は a.現状の土地の利用における想定と同じとした。 

c.埋設施設の下流域に再堆積した土地の利用については、1 万年以降、河川により土地が侵食

され、埋設施設の下流域で核種移行経路であった帯水層土壌が侵食されて、再堆積した土地

の利用を想定した。土地は、河川岸と同様に農地、放牧地としての利用に加え、堆積する場

所が様々であると考えられることから、堆積地が居住地として利用される場合を想定した。

したがって、評価経路は、農作業による外部被ばく及び吸入被ばく、農作物摂取、畜産物摂

取（酪農による牛乳の摂取）、建設作業による外部被ばく及び吸入被ばく、居住者の外部被

ばく及び吸入被ばく、家庭菜園としての利用による農作物摂取被ばくが想定される。ただし、

農作業と建設作業及び農地としての利用による農作物摂取と家庭菜園としての利用による

農作物摂取は同じ被ばく形態であるため、農作業及び農地としての利用による農作物摂取の

評価経路で代表した。 

② 発生頻度の小さい事象を考慮した土地利用シナリオ 

先行埋設施設の安全評価事例 8)9)で発生頻度の小さい事象として評価されている一般の土地利

用よりも深い埋設施設の底部までの掘削を伴う土地利用を評価した。土地利用は基本シナリオと

同様に建設作業と建設作業後の居住地を想定し、評価経路は、建設作業による外部被ばく及び吸

入被ばく、居住者の外部被ばく及び吸入被ばく、家庭菜園における農作物摂取被ばくを想定した。 

また、5.2.3.4 項で整理したとおり、立地条件(5.2.2.1 項)では、帯水層が地下 3m よりも深い

位置にあるため、基本シナリオでは帯水層が掘削される土地利用を考慮しなかったが、変動シナ

リオでは、施設周辺において帯水層に至る掘削を伴う土地利用を評価する。帯水層の底面（深さ

6m）までを掘削する建設作業と建設作業後に居住地として利用することを想定し、被ばく形態は、

建設作業による外部被ばく及び吸入被ばく、居住者の外部被ばく及び吸入被ばく、家庭菜園にお

ける農作物摂取被ばくを想定した。 

 

(2) バリア機能の一部喪失を想定した変動シナリオ 

基本シナリオでは、唯一のバリア機能としてピット処分におけるベントナイト混合土の浸入水

量抑制機能を考慮した評価を行っていることから、バリア機能の一部喪失を想定した変動シナリ

オでは、この機能に過度に依存していないことを確認する。ただし、ベントナイト混合土は天然

の材料による人工バリアであり、浸入水抑制機能の喪失は、長期的な状態の変化において想定さ

れるものと考えられる。安全審査指針 2)では、「バリアの一部の機能を無視した」とは、安全評価

の不確かさとの関連において無視する範囲を定めることであり、既に十分な信頼性が実証されて

いるものや材料等の固有の特性で環境の変化等を勘案しても十分信頼できるような材料特性まで

無視する必要はない」と示されている。 

これより、ベントナイト混合土の浸入水抑制機能の低下は、変動シナリオで長期的な変動が大

きくなると予想される時期として 1 万年後に生じると想定して評価を実施した。ベントナイト混

合土の収着性については、物質本来の固有の化学的性質と考え、バリア機能の一部喪失を想定し

た変動シナリオを想定しないこととした。 

なお、コンクリートピット埋設施設のセメント系材料については、ひび割れ発生の影響を考慮

して低い透水性を設定し、化学的な吸着性能のみを評価に用いているため、評価対象としない。
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農作物摂取、畜産物摂取（酪農による牛乳の摂取）とした。 

b.海水準変動に伴い利用可能となった土地の利用については、「専門部会資料」39)では、海水準
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c.埋設施設の下流域に再堆積した土地の利用については、1 万年以降、河川により土地が侵食

され、埋設施設の下流域で核種移行経路であった帯水層土壌が侵食されて、再堆積した土地
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② 発生頻度の小さい事象を考慮した土地利用シナリオ 

先行埋設施設の安全評価事例 8)9)で発生頻度の小さい事象として評価されている一般の土地利
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(2) バリア機能の一部喪失を想定した変動シナリオ 
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合土の収着性については、物質本来の固有の化学的性質と考え、バリア機能の一部喪失を想定し

た変動シナリオを想定しないこととした。 

なお、コンクリートピット埋設施設のセメント系材料については、ひび割れ発生の影響を考慮

して低い透水性を設定し、化学的な吸着性能のみを評価に用いているため、評価対象としない。
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また、トレンチ埋設処分については、人工バリアは設置されないため、評価対象としない。 

線量評価は、基本シナリオ(5.2．3.4 項)で想定した評価経路及び被ばく形態について実施した。 

 

5.2.3.6 人為事象シナリオの検討 

安全審査指針 2)では、人為事象シナリオは、放射能濃度、処分の区画単位の放射能量、人工バ

リアによる放射性物質の移行抑制に係る廃棄物埋設地の設計の妥当性等を示すことを目的に、移

行経路短絡シナリオ（ボーリング）とボーリング孔地下水摂取シナリオを評価することが示され

ている。 

移行経路短絡シナリオでは、施設を貫通するボーリングにより、最も下流側にある処分区画の

ひとつの人工バリアが喪失し、区画に含まれる放射性物質が間隙水とともに、処分施設周辺に流

出する影響を評価した。また、保守的にピット 1 基に含まれる放射性物質が間隙水とともに流出

する影響も評価した。評価経路及び被ばく形態は、基本シナリオ(5.2.3.4 項)で対象としたもの

とするとともに、帯水層土壌への放射性物質の流出を想定していることから、変動シナリオ

(5.2.3.5 項)で設定した帯水層土壌が掘削される土地利用シナリオについても評価対象とするこ

ととした。 

ボーリング孔地下水摂取シナリオでは、処分施設直近で取水を目的としたボーリングが発生す

ることを想定し、地下水飲用について評価した。 

 

5.2.3.7 ガス移行シナリオの扱い 

安全審査指針 2)では、基本シナリオ及び変動シナリオの一つとして、ガス移行シナリオを評価

することが示されている。埋設施設内で発生するガスは、廃棄体中の放射性物質に起因する放射

性ガスと放射線分解または金属の腐食で発生する水素ガス等がある。なお、廃棄物の腐敗や分解

に伴うガス発生も想定されるが、前処理の段階での除去もしくは安定化処理されることから、こ

れらによるガス発生が顕著になる可能性は低いと考えられる。 

放射性物質に起因する放射性ガスとしては、ラドンガスが想定される。ラドンガスの影響につ

いては、安全審査指針 2)によれば、クリアランスレベルよりウラン濃度が低い場合は、ラドンに

よる被ばくを考慮する必要はないとされている。本対象廃棄物の廃棄体の初期濃度（トレンチ処

分対象 U-238：0.02Bq/g、ピット処分対象 U-238：0.1Bq/g）はクリアランスレベルを下回ってい

るので、ラドンガスの影響は評価しないこととした。 

水素ガスの発生については、インベントリ特性評価(5.2.2.2 項)を踏まえるとγ線強度が比較

的低いことから、放射線分解による発生が問題となる可能性は低いと考えられる。金属の腐食に

起因する水素ガスについては、代表的な発生源としてアルミニウム金属の腐食が挙げられる。ア

ルミニウムの腐食に伴う水素ガスについては、埋設対象廃棄体の作製過程において、セメント系

材料で容器に固型化する際に、金属状のアルミ材を酸化物に変換し、腐食生成物による耐食層を

表面に形成する方法や、あるいは鉄系金属と溶融して固溶体とする 42)ことによって比表面積を減

じるとともに合金化によって反応性を減じるなどの分別及び処理等によってガス発生を抑制する

ことにより、基本的に発生量の抑制対応が可能である。このため、ガス発生抑制対策に係る知見

に基づき、別途、廃棄体作製過程における抑制対策の可能性を整理すべきと考えられる。なお、

鉄系材料もアルカリ環境下でガスを発生するが、その発生速度は Fujisawa et.al.（1997）43)が

測定しているように、アルミニウムと比べ小さい。 

ただし、仮に処分施設内で水素ガスが発生しても、水素ガスはセメント系材料の界面を通じ、

また、ベントナイト混合土中に存在する界面やゲル密度の小さな部分を選択的に侵入して処分施

設を透気することから、処分施設の内部にガスが蓄積し、安全性に対して顕著な影響を与えるま

で、ガス圧力が上昇する可能性は小さい。これより、本評価では、ガス移行シナリオについては、
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線量評価の対象外とした。 

 

5.2.3.8 評価対象者の設定 

原子炉 CL 報告書 28)の評価では、評価対象者を成人に加えて、子供も対象としているが、濃度

上限値の評価 7)や先行埋設施設 8)9)の安全評価では、成人を対象としている。ICRP Pub.8144)にお

いて、被ばく線量を計算する決定グループについて、“埋設場からの放出による生物圏の放射性汚

染が人の寿命よりかなり長い期間にわたって比較的一定のままであると仮定できるかもしれない。

そうすれば、個人の生涯にわたって平均された年線量または年リスクを計算することは合理的で

あり、これはいろいろな年齢グループの線量を計算することが必要ないことを意味する。この平

均は、成人の年線量または年リスクによって適切に表すことができる。”と示されている。トレン

チ処分及びピット処分の管理期間終了後の安全評価は、余裕深度処分や地層処分と比較して短い

期間の評価期間であると想定されるものの短くても 50 年以降の評価であり、クリアランスレベル

の評価と比較して、長半減期核種を扱い、かつ埋設処分後の期間も長期であることから、評価対

象者を成人に設定する。 

評価対象者を設定するにあたり、水の飲用、水産物摂取、農作物摂取、畜産物摂取及び農業作

業の経路を重畳して被ばくする人が考えられる。原子力安全委員会の「濃度上限値の評価事例」

では重畳を考慮した計算を行っているが、先行埋設施設 8)9)の評価事例や又はクリアランスレベル

の評価事例 28)では、農作業や建設作業の外部被ばくと吸入被ばくのように明らかに同一の人が被

ばくする場合を除いて、各経路からの線量を重畳して線量を計算していない。これらを参考に、

農業作業や建設作業においては、同一人物が吸入内部被ばくと外部被ばくを受けると考えられる

ため、線量を重畳することとし、その他の摂取の経路については、それぞれ経路毎に線量を評価

することとした。 

 

5.2.3.9 安全評価シナリオの設定の検討結果 

安全評価シナリオの検討結果を表 5.2.13 に示す。また、地下水シナリオ及び土地利用シナリオ

の概念図を、それぞれ図 5.2.5、図 5.2.6 に示す。 

 

5.2.4 安全評価モデル及びパラメータの設定 

5.2.3 項の検討において、設定した安全評価シナリオ、施設の状態設定及び評価経路にしたが

い、想定されるサイト条件(5.2.2.1 項)及び埋設施設の設計結果(4.1 及び 4.2 項)に基づいて、線

量の計算モデルの構築及び計算に用いるパラメータを設定した。 

 

5.2.4.1 線量評価モデルの設定 

線量評価モデルは、基本的に、将来の立地確定後に実施される安全評価において採用される手

法を念頭に入れ、過去の評価事例に基づいた評価方法を指向し、以下のように設定する。 

(1) 施設から地下水への放射性物質の浸出モデルは、分配平衡モデルを採用した（添付資料-A）。 

(2) 地下水中の放射性物質の移行は、先行施設事業許可申請 8)における線量評価を参照し、1

次元の移流による移行モデルを採用した。 

(3) コンクリートピット埋設施設からの浸出水量は、土壌、岩盤及び施設等においてそれぞれ

透水性が異なり、それぞれの媒体における地下水の移動量の収支を取った量を設定する必

要があることから、2 次元地下水流動解析を用いて算定した。 

(4) 生活環境では、農作物への移行係数や生物の濃縮・移行係数を用いて環境内における核種

移行を評価した。 

線量評価モデルにおける基本的な評価式を添付資料-D に示す。 
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5.2.4.2 施設からの浸出モデルの設定 

(1) トレンチ埋設施設 

5.2.3.4 項の検討結果より、トレンチ埋設施設は、降雨から表層流と蒸発散を減じた浸透水が

施設に浸透し、浸透水によって放射性物質が施設下部から帯水層中の地下水に移行し、環境中へ

移行するモデルとした。 

立地条件(5.2.2.1 項)の設定結果からトレンチ埋設施設への浸透水量は 400mm/y、土壌帯水層の

地下水の流速は、ダルシー流速で 100m/y に設定した。 

トレンチ埋設施設からの核種浸出モデルは、以下の通り設定した。 

1) 施設内は土壌で均一な性状とし、核種毎の放射能濃度は施設内で均一とする。 

2) 浸透水は施設全体に均等に通過し、施設内の放射性物質は、分配平衡により浸透水中に溶出
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地にはピットが 2 列の配置で設計されている。 

放射性物質の移行評価では、埋設施設の長さが地下水の流向方向に短い方が移行距離や埋設施
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設から流出する単位長さ当たりの流量に流出域の長さ及び奥行き方向の長さを乗じて算出した。 

図 5.2.9 に示す解析モデルの境界の位置は、解析における境界条件の影響を少なくするため、

ピットから上流側および下流側に 300m 離れた地点とした。解析モデルには 2 基のピット（縦 36m

×横 40m）が含まれる。 

動水勾配 3%は、地表面および地層境界面を動水勾配と同等の勾配で傾斜させ位置水頭として与

えた。2 基のピットの間の間隔は 12m であり、ピット側面から掘削法面までの距離も 12m である。

掘削法面の傾斜は、岩盤新鮮部で 1：0.3、岩盤風化部で 1：0.5、土壌層で 1：1.5 である。 
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解析ケースは、基本シナリオの状態設定とバリア機能を一部無視した変動シナリオの評価に用

いる状態設定の 2 ケースを計算した。 

5.2.3.4 項の検討結果より、基本シナリオにおけるベントナイト混合土及びピットの透水係数

は、それぞれ 10-9m/s、10-5m/s に設定した。また、ベントナイト混合土側面と埋設地法面までの

埋め戻す領域（以下、「側部覆土」という。）は、埋設地建設時に掘削した岩盤を主に用いて埋め

戻すことを想定しているため、岩盤の透水係数より 1 桁大きい 10-6m/s に設計した。 

バリア機能を一部無視した変動シナリオの状態設定では、ベントナイト混合土及び側部覆土の

透水係数が土壌の透水係数と同じ値の場合を想定した。解析ケースにおける各構成材及び地質の

透水係数の設定条件を表 5.2.14 に示す。 

② 解析コード 

計算には岡山大学、三菱マテリアル、ダイヤコンサルタントの共同開発解析コードである

「Dtransu 2D-EL」を使用した。この解析コードは、物質移行解析においてより精度良く解を求め

るために、移流部分と分散・拡散部分を別々に解くオイラリアン－ラグラジアン法と呼ばれる手

法を用いている。同時に、飽和・不飽和浸透流問題のほか、密度流の考慮、物質移行現象を定常

もしくは非定常で取り扱うことができる。なお、同解析コードは開発三者によって公開されてい

る 45)。 

③ 解析結果 

解析の結果、ピットから流出した地下水の流れに沿った放射性物質の移行経路としては、以下

の 4 経路が存在する。 

a. ピット底面から岩盤に流出し岩盤中を移行して浸出地点に向かう経路 

b. ピット上面から上部覆土に流出し岩盤風化部や土壌層中を移行し浸出地点に向かう経路 

c. ピット側面から側部覆土に流出し岩盤風化部や土壌層中を移行し浸出地点に向かう経路 

d. ピット底面から岩盤に流出し側部覆土、岩盤風化部、土壌層中を移行し浸出地点に向かう経路 

それぞれの経路における施設浸出水量は、ピットから浸出する地下水の節点における単位長さ

当たりの流量（m2/y）に奥行き方向に存在するピット 9 基分の長さ（40m×9=360m）を乗じて算定

した。また、上記 a～d の移行経路毎の浸出水量は、浸出した地下水のピットから評価地点（100m）

までの間における流跡線の移行先を確認し、それぞれの経路における浸出水量に区分した。図

5.2.11 に地下水の埋設施設の外周面からの流跡線の解析結果を示す。ここで、図 5.2.11 に示す

ように、a と b の移行経路においては上流側のピットから浸出した地下水が下流側のピットに浸

入する地下水の流れが存在する。このために、上流側のピットの浸出水量と下流側のピットの浸

入水量の関係を考慮して、次式により重複分を差し引き、正味の地下水流量を算定した。 

上面からの浸出水量： 121 uinuoutuoutu QQQQ   

下面からの浸出水量： 121 binboutboutb QQQQ   

解析ケース毎に算定した施設浸出水量の算出結果を表 5.2.15 に示す。 

④ 浸出量及び浸出域の設定 

2 次元地下水流動解析の結果から、一次元の安全評価モデルを構築する上で考慮すべき特徴は、

次のとおりである。 

2 基の埋設施設をモデル化した 2 次元地下水流動解析の結果より、施設からの浸出水は、a 施

設下面の地下水流速の遅い岩盤と b 施設上面の地下水流速の速い岩盤風化部層及び帯水層土壌

の 2 つの方向に移行することが示された。これより、ピットからの浸出水の移行経路を以下の通

り整理した。 
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a  岩盤方向 

(ⅰ) 施設下面→岩盤 

b  施設上面の帯水層土壌方向 

(ⅱ) ケース 1：施設上面→ベントナイト混合土→上部覆土→岩盤風化部 

   ケース 2：施設上面→ベントナイト混合土→上部覆土→帯水層土壌（一部が岩盤 

                                  風化部に流入） 

(ⅲ) ケース 1：施設側面→ベントナイト混合土→側部覆土→上部覆土→岩盤風化部 

   ケース 2：施設側面→ベントナイト混合土→側部覆土→上部覆土→帯水土壌 

                            （一部が岩盤風化 

                             部に流入) 

(ⅳ) ケース 1：施設下面→岩盤(数 m)→側部覆土→岩盤風化部 

   ケース 2：施設下面→岩盤(数 m)→側部覆土→帯水層土壌(一部が岩盤風化部に 

                             流入) 

線量評価では、上記の移行経路を一次元の安全評価モデルで評価することとするが、先行埋設

施設の評価例 8)を参考に、岩盤風化部層、側部覆土層、上部覆土層は考慮せず、透水係数の大き

い帯水層土壌層と透水係数の小さい岩盤層の 2 層とする単純化したモデルで計算することとした。

ここで、岩盤風化部内を流れる浸出水量は保守的に帯水層土壌層を流れる浸出水量に加算し、側

部覆土層及び上部覆土層の移行を保守側に考慮しないこととした。これより、上記の b(ⅱ)から

(ⅳ)の移行経路は以下のように整理される。 

(ⅱ) ケース 1 及び 2：施設上面→ベントナイト混合土→上部覆土→帯水層土壌 

(ⅲ) ケース 1 及び 2：施設側面→ベントナイト混合土→帯水土壌層 

(ⅳ) ケース 1 及び 2：施設下面→岩盤(数 m)→帯水層土壌層 

以上の(ⅰ)から(ⅳ)の移行経路について、線量評価モデルにおけるピットからの浸出水の流出

領域及び流出量を表 5.2.15 の施設浸出水量の算定結果及び図 5.2.10 に示す流跡線の解析結果か

ら、以下のとおり設定する。 

ⅰ) ピット下面の岩盤方向 

(ⅰ)の移行経路における浸出水のピットからの流出領域は、図 5.2.10 に示す地下水流動解析の

流跡線の結果から、下流側ピットの底面の半分程度の領域にほぼ限定されている。これより、線

量評価モデルでは、(ⅰ)の移行経路の浸出水の流出領域を下流側に位置するピット底面の 1/2 で

ある 20m と設定した。（浸出経路 1）。 

ⅱ) ピット上面の帯水層土壌方向 

(ⅱ)のピット上部のベントナイト混合土層から浸出し、帯水層土壌層に向かう移行経路では、

ピットからの浸出水の大部分は、下流側に位置するピット上面の下流側の部分から浸出している

ことから、(ⅰ)の移行経路と同様に、流出領域の長さを 20m と設定した。 

(ⅲ)のピット側面から帯水層土壌層へ浸出する経路においては、ベントナイト混合土層を移行

した後は、(ⅱ)の移行経路の浸出水と同様の経路となる。したがって、線量評価におけるモデル

を単純化し、(ⅲ)の移行経路は(ⅱ)の移行経路に統合し、浸出水量は合算することとした。（浸

出経路 2） 

(ⅳ)の施設下面から岩盤を経て帯水層土壌層に至る移行経路については、(ⅱ)や(ⅲ)と異なり、

ベントナイト混合土層を経由しないことから、流出経路 2とは別の流出経路として設定した。(ⅳ)

における浸出水の流出域は、地下水流動解析の流跡線の評価結果から、下流側に位置するピット

底面の下流端幅 1m とし、岩盤中を移行して側部覆土に至るまでの移行距離をベントナイト混合土

層の厚さと等しい 2m と設定した。線量評価では側部覆土における移行を考慮しないことから、岩

盤中を 2m 移行した後、帯水層土壌層に至ると設定した。（浸出経路 3） 

以上のように、浸出水のコンクリートピット埋設施設からの流出経路を 3 経路に設定した。表
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5.2.16 に各経路の浸出水量の設定結果を示す。 

2) コンクリートピット埋設施設からの放射性物質の浸出モデルについて 

コンクリートピット埋設施設は、ピット駆体、モルタル充填材、セメント等で固型化された廃

棄体等の複数の性状の物質で構成されているが、線量評価モデルでは、ピット内はセメント系材

料で均一な状態とし、放射性物質もピット内で均一に存在すると設定した。放射性物質は、ピッ

トに浸入した地下水とセメント系材料の分配平衡により地下水に溶出し、各経路の浸出水に溶存

してピットから流出するモデルとした。 

3) 浸出経路 2 におけるベントナイト混合土層中の放射性物質の移行について 

浸出経路 2では、ピットからの浸出水はベントナイト混合土層中を移行する。この領域におけ

る地下水流速は、施設の幅 400m、浸出水量 190m3/y から、流速 2.5×10-2m/y（ダルシー流速）と

設定した。分配係数は、L1 学会標準 35)に示されているベントナイトの分配係数を引用し、ベント

ナイトの混合割合が低いことを考慮して、示された値の 1/10 に設定した。 

4) コンクリートピット埋設施設及びベントナイト混合土層からの拡散による物質移行の取扱い

について 

ピット上部のベントナイト混合土層では、浸出経路 2 に係る最上流側の流入域と最下流側の流

出域（幅 20m）以外の領域は、ほとんど地下水の流入出が見られないことから、ピットからの核

種流出には寄与しない可能性が高い。しかし、移流分散方程式に則れば、流速が 0 であるとすれ

ば、分子拡散が支配的な核種移行機構となる。このため、本評価では、ベントナイトが設置され

たコンクリートピット埋設施設上面のうち、流出域以外の領域（80m）に関して、分子拡散による

物質移行を設定した。分子拡散において放射能濃度が 0となる境界条件は、帯水層土壌の流速が

大きいことを考慮し、ベントナイト混合土層の外側に設定した。ベントナイト混合土層の拡散係

数は、電気事業連合会、核燃料サイクル開発機構「TRU 廃棄物処分技術検討書-第 2 次 TRU 廃棄物

処分研究開発取りまとめ-」46)(以下、「TRU2 次レポート」という。）の評価式を参考に 3×10-10m2/s

に設定した。 

コンクリートピット埋設施設における放射性物質の流出域及び流出経路の概念図を図5.2.12に

示す。 

 

5.2.4.3 天然バリアから生活環境中への移行モデルの設定 

埋設施設から浸出した放射性物質は、帯水層土壌層又は岩盤層（以下、帯水層土壌層と岩盤層

を「天然バリア」という。）を移行した後、生活環境として、5.2.3 項の設定に従い、埋設施設周

辺の河川に移行するモデルとした。以下に天然バリアから生活環境中への放射性物質の移行モデ

ルの設定結果を示す。 
(1) トレンチ処分 

図 5.2.13 に、トレンチ処分における天然バリアから生活環境中への放射性物質の移行モデルの

概念図をに示す。トレンチ埋設施設から浸出した放射性物質は、すぐに施設の地下水流向方向と

同じ長さの帯水層土壌に流入し、帯水層土壌中を浸出点である河川まで移行するモデルとした。 

帯水層土壌中の放射性物質の移行計算は、「濃度上限値の線量評価」等で用いられている一次元

の移流・分散による評価式を用いて評価した。ただし、分散項は先行埋設施設の線量評価事例 9)

を参照し考慮しないこととした。 

立地条件(5.2.2.1 項)より帯水層土壌層の厚さは 2m、地下水流速はダルシー流速で 100m/y、ト

レンチ埋設施設から河川までの距離は100m、地下水が流入する河川の年間流量は108m3/yとした。 

(2) ピット処分 
図 5.2.14 に、ピット処分における天然バリアから生活環境中への放射性物質の移行モデルの概

念図を示す。ピット処分の線量評価では、放射性物質は、帯水層土壌中と岩盤中を移行するモデ

ルである。帯水層土壌中及び岩盤中の放射性物質の移行計算は、それぞれ一次元の移流による評
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5.2.16 に各経路の浸出水量の設定結果を示す。 

2) コンクリートピット埋設施設からの放射性物質の浸出モデルについて 

コンクリートピット埋設施設は、ピット駆体、モルタル充填材、セメント等で固型化された廃

棄体等の複数の性状の物質で構成されているが、線量評価モデルでは、ピット内はセメント系材

料で均一な状態とし、放射性物質もピット内で均一に存在すると設定した。放射性物質は、ピッ

トに浸入した地下水とセメント系材料の分配平衡により地下水に溶出し、各経路の浸出水に溶存

してピットから流出するモデルとした。 

3) 浸出経路 2 におけるベントナイト混合土層中の放射性物質の移行について 

浸出経路 2では、ピットからの浸出水はベントナイト混合土層中を移行する。この領域におけ

る地下水流速は、施設の幅 400m、浸出水量 190m3/y から、流速 2.5×10-2m/y（ダルシー流速）と

設定した。分配係数は、L1 学会標準 35)に示されているベントナイトの分配係数を引用し、ベント

ナイトの混合割合が低いことを考慮して、示された値の 1/10 に設定した。 

4) コンクリートピット埋設施設及びベントナイト混合土層からの拡散による物質移行の取扱い

について 

ピット上部のベントナイト混合土層では、浸出経路 2 に係る最上流側の流入域と最下流側の流

出域（幅 20m）以外の領域は、ほとんど地下水の流入出が見られないことから、ピットからの核

種流出には寄与しない可能性が高い。しかし、移流分散方程式に則れば、流速が 0 であるとすれ

ば、分子拡散が支配的な核種移行機構となる。このため、本評価では、ベントナイトが設置され

たコンクリートピット埋設施設上面のうち、流出域以外の領域（80m）に関して、分子拡散による

物質移行を設定した。分子拡散において放射能濃度が 0となる境界条件は、帯水層土壌の流速が

大きいことを考慮し、ベントナイト混合土層の外側に設定した。ベントナイト混合土層の拡散係

数は、電気事業連合会、核燃料サイクル開発機構「TRU 廃棄物処分技術検討書-第 2 次 TRU 廃棄物

処分研究開発取りまとめ-」46)(以下、「TRU2 次レポート」という。）の評価式を参考に 3×10-10m2/s

に設定した。 

コンクリートピット埋設施設における放射性物質の流出域及び流出経路の概念図を図5.2.12に

示す。 

 

5.2.4.3 天然バリアから生活環境中への移行モデルの設定 

埋設施設から浸出した放射性物質は、帯水層土壌層又は岩盤層（以下、帯水層土壌層と岩盤層

を「天然バリア」という。）を移行した後、生活環境として、5.2.3 項の設定に従い、埋設施設周

辺の河川に移行するモデルとした。以下に天然バリアから生活環境中への放射性物質の移行モデ

ルの設定結果を示す。 
(1) トレンチ処分 

図 5.2.13 に、トレンチ処分における天然バリアから生活環境中への放射性物質の移行モデルの

概念図をに示す。トレンチ埋設施設から浸出した放射性物質は、すぐに施設の地下水流向方向と

同じ長さの帯水層土壌に流入し、帯水層土壌中を浸出点である河川まで移行するモデルとした。 

帯水層土壌中の放射性物質の移行計算は、「濃度上限値の線量評価」等で用いられている一次元

の移流・分散による評価式を用いて評価した。ただし、分散項は先行埋設施設の線量評価事例 9)

を参照し考慮しないこととした。 

立地条件(5.2.2.1 項)より帯水層土壌層の厚さは 2m、地下水流速はダルシー流速で 100m/y、ト

レンチ埋設施設から河川までの距離は100m、地下水が流入する河川の年間流量は108m3/yとした。 

(2) ピット処分 
図 5.2.14 に、ピット処分における天然バリアから生活環境中への放射性物質の移行モデルの概

念図を示す。ピット処分の線量評価では、放射性物質は、帯水層土壌中と岩盤中を移行するモデ

ルである。帯水層土壌中及び岩盤中の放射性物質の移行計算は、それぞれ一次元の移流による評
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価式を用いて評価し、評価点においてそれぞれの経路からの放射能量を合算するモデルを用いた。 

帯水層土壌層の厚さ及び帯水層土壌層中の地下水流速はトレンチ処分の評価と同様にそれぞれ

2m 及び 100m/y に設定し、岩盤中の地下水流速は、立地条件(5.2.2.1 項)の透水係数及び動水勾配

の設定から、0.1m/y（ダルシー流速）に設定した。岩盤層の厚さは評価に影響しないため、設定

しない。コンクリートピット埋設施設から生活環境である河川までの距離は、トレンチ処分の評

価の設定と同様 100m とし、地下水が流入する河川の年間流量は 108m3/y とした。 

 

5.2.4.4 基本シナリオの評価経路における線量評価モデルの設定 

図 5.2.5 に示すとおり、基本シナリオでは、トレンチ処分及びピット処分の共通の評価経路と

して、地下水シナリオでは河川水を利用する経路、土地利用シナリオでは河川岸の土地を利用す

るシナリオを設定した。また、トレンチ埋設施設では、埋設地の建設作業、居住する人の評価経

路を設定した。これらの評価経路における線量は、濃度上限値報告書 7)等で用いられた評価モデ

ル(添付資料-D 参照)により計算した。 

 

5.2.4.5 変動シナリオの評価経路における線量評価モデルの設定 

5.2.3.5 項で実施した安全評価シナリオの整理に基づいて、変動シナリオの線量評価モデルを

以下の 2 つのとおり設定した。 

・ 基本シナリオに基づき、確からしい事象の進展に基づく確からしいパラメータの変動要因

を分析すること(基本シナリオに対する変動シナリオ)。 

・ 長期の安全性が、一つのバリアに過度に依存していないことを、一部のバリアの性能を無 

視した変動シナリオを設定・評価することにより示すこと(バリア機能の一部喪失を想定

した変動シナリオ)。 

(1) 基本設定に対する変動シナリオ 

1) 地下水シナリオ 

① 長期自然事象の変動 

a. 気候変動により 1 万年以降に河川水流量が減少することを想定した評価 

線量評価モデルは河川水利用シナリオと同じモデルとし、河川水流量が 1 万年以降に立地条件

(5.2.2.1 項)で設定した 108m3/y より 1/100 にまで減少する状態を仮定した。106 m3/y の流量は、

国土交通省の水文水質データベース 47)において観測されている中でも小さい流量であることか

ら、想定される河川流量の小さい値として採用した。 

2) 発生頻度の小さい事象の評価 

① 施設周辺における井戸水飲用の評価 

トレンチ埋設施設から距離 10m の地点において帯水層の地下水を利用する井戸を想定した。線

量評価モデルは河川水飲用の評価経路と同様のモデルを用い、河川水中の放射能濃度の代わりに

地下水中の放射能濃度を用いる。井戸水の取水量は、地下水流量と同じとし、地下水流速、流れ

と直交方向のトレンチ埋設施設の幅、帯水層の厚さの積による算出値と想定し、1.2×105m3/y に

設定した。また、井戸の取水においては、周囲の汚染されていない地下水を引き込むことが考え

られ、放射性物質を含まない地下水と混合することが原子炉CL報告書 28)でも想定されているが、

本評価では、保守的に放射性物質を含まない地下水との混合を想定しないで評価した。 

3) 土地利用シナリオ 

① 長期自然事象の考慮 

a.「現状の土地利用」に係る評価 

地下水シナリオと同様に、気候変動により埋設施設周辺の河川の水量が減少した際の河川岸の

土地利用を想定した。線量評価モデルは河川岸利用のシナリオと同じモデルとし、河川水流量

が、1 万年以降、108m3/y から 106m3/y に変動すると設定して評価を実施した。 

JAEA-Technology 2012-031

- 202 -

JAEA-Technology 2012-031

- 203 -



JAEA-Technology 2012-031 

- 203 - 

b.「海水準変動に伴い利用可能となった土地の利用」として、海水準変動に伴い河川の一部で利

用可能となった土地の利用の評価 

現状の土地利用と同様に、1 万年以降、気候変動により海水準が変動し、河川水の流量が 108m3/y

から 106m3/y に減少することによって、河川の一部で利用可能となった土地の利用について評価

を実施した。結果的に、「現状の土地利用」における評価と同じとした。 

c. 「埋設施設の下流域に再堆積した土地の利用」として、核種移行経路であった土地が侵食され

て下流域に再堆積した土地の利用の評価 

長期自然現象として、1 万年以降における埋設施設から距離 10m の地点における核種移行経路

であった帯水層土壌が侵食されて、再堆積した土地の利用について評価を実施した。線量評価モ

デルは、河川岸利用の評価モデルで河川岸の放射能濃度の代わりに移行経路の帯水層土壌の放射

能濃度を用いて評価するモデルとした。 

侵食された土壌の再堆積地では、再堆積までの土壌の移行時間における放射能の減衰や、核種

移行経路以外からの土壌との混合による放射能濃度の低下が考えられるが、保守的に考慮しない

こととした。 

② 発生頻度の小さい事象の評価 

a. 施設周辺の帯水層土壌に至る掘削を伴う土地の利用 

変動シナリオでは、一般的な土地利用より深い深度の掘削を想定し、帯水層土壌層が掘削され

た土地が利用されるシナリオを評価した。掘削深度は帯水層底面までの深度 6m を想定した。線量

は、埋設地の利用の評価モデルにおいて、廃棄物層が掘削されて混合した土壌の放射能濃度の代

わりに、掘削により帯水層土壌と通気層土壌が混合した土壌の放射能濃度を用いて評価した。 

b. 施設の底面に至る掘削を伴う土地の利用 

変動シナリオでは、先行埋設施設の評価事例 8)9)を参考に、埋設地で大規模な掘削が行われ、そ

の土地を利用するシナリオを評価した。想定する掘削深度は、コンクリートピット埋設施設及び

トレンチ埋設施設までの底面までの深さを想定し、それぞれ 21m 及び 6.5m とした。 

(2) バリア機能の一部喪失を想定した変動シナリオ 

評価開始から 1 万年以降にベントナイト混合土の透水係数が低下し、施設からの浸出水量が増

加するすることを想定して評価を実施した。ベントナイト混合土の透水係数の低下による浸出水

量は、地下水流動解析の結果から表 5.2.15 に示す値とした。基本シナリオで実施した評価経路に

ついて線量評価を行うことから、移行経路における線量評価モデルは基本シナリオ(5.2.3.4 項) 

と同じである。 

 

5.2.4.6 人為事象シナリオに係る評価モデルの設定 

5.2.3.6 項の検討結果にしたがって、以下のボーリングシナリオを評価対象とした。 

(1) 仮想的な移行経路短絡シナリオ 

管理期間終了後（300 年）にピット 1 区画に到達するボーリングが実施され、ボーリングが到

達した区画内の間隙水に含まれる放射性物質が直接帯水層に流出した場合の線量を評価した。 

コンクリートピット埋設施設からの放射性物質の浸出量の評価モデルは、埋設施設内の放射能

量を表 5.2.1 に示す放射性物質毎の放射能量が 300 年間減衰したものとし、埋設施設からの年間

浸出水量を 1 区画内の間隙水量が 1年間で区画外に流出する量に設定し、放射性物質の埋設施設

から帯水層土壌への浸出量の計算を行った。帯水層土壌中の放射性物質の移行評価及び評価経路

における線量評価モデルは、それぞれ基本シナリオ、河川岸利用及び帯水層土壌を掘削する土地

利用と同じとした。また、1 区画の結果を基にボーリング孔の影響がピット 1 基に及んだ場合の

線量についても考察した。 
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b.「海水準変動に伴い利用可能となった土地の利用」として、海水準変動に伴い河川の一部で利

用可能となった土地の利用の評価 

現状の土地利用と同様に、1 万年以降、気候変動により海水準が変動し、河川水の流量が 108m3/y

から 106m3/y に減少することによって、河川の一部で利用可能となった土地の利用について評価

を実施した。結果的に、「現状の土地利用」における評価と同じとした。 

c. 「埋設施設の下流域に再堆積した土地の利用」として、核種移行経路であった土地が侵食され

て下流域に再堆積した土地の利用の評価 

長期自然現象として、1 万年以降における埋設施設から距離 10m の地点における核種移行経路

であった帯水層土壌が侵食されて、再堆積した土地の利用について評価を実施した。線量評価モ

デルは、河川岸利用の評価モデルで河川岸の放射能濃度の代わりに移行経路の帯水層土壌の放射

能濃度を用いて評価するモデルとした。 

侵食された土壌の再堆積地では、再堆積までの土壌の移行時間における放射能の減衰や、核種

移行経路以外からの土壌との混合による放射能濃度の低下が考えられるが、保守的に考慮しない

こととした。 

② 発生頻度の小さい事象の評価 

a. 施設周辺の帯水層土壌に至る掘削を伴う土地の利用 

変動シナリオでは、一般的な土地利用より深い深度の掘削を想定し、帯水層土壌層が掘削され

た土地が利用されるシナリオを評価した。掘削深度は帯水層底面までの深度 6m を想定した。線量

は、埋設地の利用の評価モデルにおいて、廃棄物層が掘削されて混合した土壌の放射能濃度の代

わりに、掘削により帯水層土壌と通気層土壌が混合した土壌の放射能濃度を用いて評価した。 

b. 施設の底面に至る掘削を伴う土地の利用 

変動シナリオでは、先行埋設施設の評価事例 8)9)を参考に、埋設地で大規模な掘削が行われ、そ

の土地を利用するシナリオを評価した。想定する掘削深度は、コンクリートピット埋設施設及び

トレンチ埋設施設までの底面までの深さを想定し、それぞれ 21m 及び 6.5m とした。 

(2) バリア機能の一部喪失を想定した変動シナリオ 

評価開始から 1 万年以降にベントナイト混合土の透水係数が低下し、施設からの浸出水量が増

加するすることを想定して評価を実施した。ベントナイト混合土の透水係数の低下による浸出水

量は、地下水流動解析の結果から表 5.2.15 に示す値とした。基本シナリオで実施した評価経路に

ついて線量評価を行うことから、移行経路における線量評価モデルは基本シナリオ(5.2.3.4 項) 

と同じである。 

 

5.2.4.6 人為事象シナリオに係る評価モデルの設定 

5.2.3.6 項の検討結果にしたがって、以下のボーリングシナリオを評価対象とした。 

(1) 仮想的な移行経路短絡シナリオ 

管理期間終了後（300 年）にピット 1 区画に到達するボーリングが実施され、ボーリングが到

達した区画内の間隙水に含まれる放射性物質が直接帯水層に流出した場合の線量を評価した。 

コンクリートピット埋設施設からの放射性物質の浸出量の評価モデルは、埋設施設内の放射能

量を表 5.2.1 に示す放射性物質毎の放射能量が 300 年間減衰したものとし、埋設施設からの年間
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(2) 仮想的な廃棄物埋設地近傍掘削ボーリング孔地下水摂取シナリオ 

管理期間終了後（300 年）にコンクリートピット埋設施設の近傍に井戸が掘削されることを想
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設から井戸までの距離を変動シナリオにおける想定（10m）よりもさらに埋設施設に隣接した距離

1m として評価を実施した。井戸の取水量は、地下水流量と同じとし、地下水流速、流れと直交方

向のコンクリートピット埋設施設の幅、帯水層の厚さの積による算出値と想定し、8×104m3/y に

設定した。また、井戸の取水時の放射性物質を含まない地下水との混合は、変動シナリオの想定

と同様、保守的に考慮しないこととした。 

 

5.2.4.7 コンクリートピット埋設施設とトレンチ埋設施設からの線量の重畳を考慮した線量評価

モデルの設定 

4.5 項の配置設計の結果を反映し、コンクリートピット埋設施設とトレンチ埋設施設からの線

量の重畳を考慮した評価を実施した。この際、埋設施設の配置は、図 5.2.15 に示す通り、両施設

の地下水下流側で地下水の流向に垂直な断面が同じ直線上になるように設定した。 

これより、トレンチ埋設施設、コンクリートピット埋設施設ともに、河川までの天然バリアに

おける移行距離は 100m で共通となる。また、両施設からの核種浸出は評価開始当初から同時期に

始まると設定した。 

評価の対象とするシナリオは、コンクリートピット埋設施設とトレンチ埋設施設に共通してい

る基本シナリオとし、表 5.2.17 のとおりとする。 

 

5.2.4.8 評価パラメータ値の設定 

前項までに評価モデルの設定に伴って、埋設施設、人工バリア、天然バリア、評価経路に係る

一部のパラメータについて設定した。これまで設定したパラメータ及びそれ以外の線量評価に必

要なパラメータについて、設定値及び設定根拠を表 5.2.18～表 5.2.24 に示す。また、元素依存

パラメータ（分配係数、移行係数、濃縮係数）及び線量換算係数は添付資料-B に示す。 

4．項の施設設計の結果または立地条件(5.2.2.1 項)の設定結果以外から設定するパラメータは、

原子力安全委員会 48)及び先行埋設施設の線量評価事例 8)9)や埋設施設等の線量評価に関する文献
49)をもとに設定した。 

 

5.2.4.9 線量評価に用いる計算コード 

被ばく線量評価は、ピット処分におけるベントナイト混合土層の浸入水量の抑制効果を反映し、

移流や拡散による放射性核種の移行を評価できる解析ツール GoldSim50)を用いた。本解析ツール

では評価モデルは 1 次元体系で土壌層及び岩盤から河川に至る核種移行を移流によって計算する。 

 
5.2.5 線量の評価結果 

5.2.5.1 基本シナリオ 

(1) 地下水シナリオ 

基本シナリオのうち、地下水シナリオの線量評価結果をコンクリートピット埋設施設について

表 5.2.25 に、トレンチ埋設施設について表 5.2.26 に示す。また、それぞれの評価経路に対する

線量の時間変化を図 5.2.16～図 5.2.25 に示す。 

コンクリートピット埋設施設、トレンチ埋設施設ともに、すべての評価経路に対する線量は、

基本シナリオのめやす線量である 10μSv/y を下回る結果となった。 

コンクリートピット埋設施設で線量が最大となる評価経路は、河川産物を摂取する経路であり、

また、管理期間終了後のピーク時の線量が最大となる核種（以下、「支配核種」という。）は、5
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経路のうち 3 つの経路が C-14 で、他の 2 経路は Ag-108m となった。 

コンクリートピット埋設施設の地下水シナリオにおける線量の経時変化の傾向を図 5.2.17 に

おける C-14 を例で見ると、評価点において線量が上昇し始める施設閉鎖後約 20 年から約 70 年頃

までの期間では、ピットからの浸出経路 3（岩盤(2m)を経由して土壌層を移行する経路）から移

行した C-14 による線量の寄与となっており、それ以降、浸出経路 2（ベントナイト混合土層から

土壌層に浸出し、土壌層を移行する経路）から移行した C-14 による線量の寄与が最も大きくなり、

約 100 年から 200 年経過時に C-14 からの線量が最大となる。3,000 年以降、浸出経路 1（岩盤を

移行する経路）から移行した C-14 による線量の寄与によるピークが現れる。このように、本評価

の立地条件(5.2.2.1 項)における各核種からの線量は、上記の 3 つの経路の重ね合わせとなって

いることが分かる。ただし、核種によっては、分配係数が異なることによる移行速度の違いや中

の放射能の減衰によって線量の経時変化の傾向は異なっている。 

灌漑農作物を摂取する評価経路では、10 万年を越える時期に最大線量より小さいが線量のピー

クが見られる。この線量に寄与する核種は、Th-232 から生成する Ra-228 や U-238 から生成する

Ra-226 と Po-210 となっている。ただし、このピークの最大線量は、0.01μSv/y 以下であり十分

小さい線量である。 

表 5.2.46 に示すように、コンクリートピット埋設施設では地下水シナリオの河川産物摂取の線

量が基本シナリオの評価結果で最も高くなった。河川産物摂取の評価経路では魚を摂取する被ば

く形態に設定したが、貝類等の無脊椎動物の摂取を想定することも考えられる。そこで、添付資

料-F で、無脊椎動物も摂取した場合の被ばく線量についても試算したところ、10μSv/y を下回る

ことを確認した。 

トレンチ埋設施設の基本地下水シナリオにおける支配核種は、C-14、Sr-90、U-234 となった。

トレンチ埋設施設の地下水シナリオにおける線量の経時変化傾向は、浸出経路が 1 経路であるた

め、コンクリートピット埋設施設のように線量の経時変化が各浸出経路からの重ね合わせにはな

らない。ただし、P 埋設地と S 埋設地で形状(地下水流向の長さと流向に垂直な長さ)が異なるた

め、それぞれの埋設施設から移行した核種からの線量の重ね合わせとなるが、両施設で浸出開始

時期及び施設下端から河川までの距離を同じに設定しているため、線量の上昇時期は同じとなり、

グラフ上は施設別の線量の寄与の区別はつかない結果となった。 

(2) 土地利用シナリオ 

基本シナリオのうち、土地利用シナリオの線量評価結果をコンクリートピット埋設施設につい

て表 5.2.27 に、トレンチ埋設施設について、表 5.2.28 に示す。また、各評価経路に対する線量

の時間変化を図 5.2.26～図 5.2.33 に示す。 

コンクリートピット埋設施設、トレンチ埋設施設ともに、すべての評価経路おける線量は、基

本シナリオのめやす線量である10μSv/yを十分下回る結果となった。 

河川岸土壌を利用する評価経路の支配核種は、コンクリートピット埋設施設では、Ag-108m、

Sr-90、C-14、トレンチ埋設施設では、Ag-108m、Sr-90 となり、トレンチ埋設施設の跡地利用の

評価経路の支配核種は、Cs-137 と Sr-90 となった。 

表 5.2.46 に示すとおり、トレンチ埋設施設では、跡地利用における建設の評価経路が、基本シ

ナリオの全ての評価経路において最も線量の高い経路となった。跡地利用の評価経路では、埋設

施設における放射能濃度が線量に寄与するパラメータの一つである。本評価では、図 5.2.7 に示

すように P埋設地及び S 埋設地をそれぞれ 1 体的な施設とみなして埋設施設の大きさを設定した

が、一方で、トレンチだけの大きさから埋設施設の大きさを設定することも考えられる。このた

め、埋設施設の大きさの設定ケースについて、添付資料-E で検討し、各ケースの場合の線量を添

付資料-F で試算した。その結果、どのケースにおいても 10μS/y 以下となることを確認した。 
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5.2.5.2 変動シナリオ 

(1) 基本設定に対する変動シナリオ 

1) 地下水シナリオ 

① 長期自然事象の考慮 

長期自然事象を考慮し、1 万年経過後に河川の流量が 1/100 に減少することを想定した地下水

シナリオの評価結果を表 5.2.29 に示す。また、それぞれの評価経路に対する線量の時間変化を図

5.2.34～図 5.2.38 に示す。 

すべての評価経路に対する線量は、変動シナリオのめやす線量である 300μSv/y を十分下回る

結果となった。河川産物摂取の評価経路が評価した経路の中で最も高い線量となったが、この評

価経路では、1 万年以降に河川水量を変化させても 1 万年以前の線量の方が大きいため、評価結

果は基本シナリオと同じとなった。畜産物摂取の評価経路に最大線量についても、同様に基本シ

ナリオと同じ評価結果となった。河川産物摂取及び畜産物摂取以外の評価経路では、基本シナリ

オと比較して、1 万年後の河川流量が 1/100 に減少したことにより、最大線量は増加した。その

際、線量が最大となるのは、10 万年を超える時期であり、線量に寄与するのは Th-232 から生成

する Ra-228 や U-238 から生成する Ra-226 と Po-210 であった。 

② 発生頻度の小さい事象：施設周辺における井戸水の飲用 

この評価経路は、トレンチ埋設処分を対象に評価を実施した。線量の評価結果を表 5.2.30 に、

線量の時間変化を図 5.2.39 にそれぞれ示す。 

評価結果は、変動シナリオのめやす線量である 300μSv/y を下回る結果となった。 

2) 土地利用シナリオ 

① 長期自然事象の考慮 

a. 気候変動により1万年以降に河川水量が減少することを想定した評価 

1 万年経過後に河川の流量が 1/100 に減少することを想定した土地利用シナリオの線量評価結

果を表 5.2.31 に示す。また、それぞれの評価経路に対する線量の時間変化を図 5.2.40～図 5.2.42

に示す。 

いずれの経路においても、線量は変動シナリオのめやす線量である 300μSv/y を十分下回る結

果となった。1 万年後の河川流量が 1/100 に減少することにより、基本シナリオと比較して最大

線量が農作物摂取において 7 倍程度、畜産物(牛乳)の摂取で 1.5 倍程度増加した。また、線量が

最大となる時期は、10万年を超える時期であり、線量に寄与するのは、Th-232から生成するRa-228

や U-238 から生成する Ra-226 と Po-210 であった。 

b.「海水準変動に伴い利用可能となった土地の利用」として、海水準変動に伴い河川の一部で利

用可能となった土地の利用の評価 

海水準変動に伴い河川の一部で利用可能となった土地の利用の評価結果を表 5.2.32 に示す。海

水準変動に伴い河川の規模が減少し、河川岸の土壌が利用可能となることを想定した変動シナリ

オは、河川の規模の減少を a.河川水量の減少を想定した土地利用シナリオと同じ設定としている

ため、評価結果も同じとなる。 

c. 核種移行経路であった土地が侵食されて下流域に再堆積した土地の利用の評価 

本シナリオの評価結果を表 5.2.33 に、経時変化を図 5.2.43～図 5.2.46 に示す。経時変化図は

1 万年以降の各年に侵食・再堆積が生じた場合の評価結果の値を示している。表に示すとおり、

評価結果は、変動シナリオのめやす線量である 300μSv/y を十分下回る結果となった。 

② 発生頻度の小さい事象の評価 

a. 埋設施設底面までの掘削を伴う土地利用 

コンクリートピット埋設施設及びトレンチ埋設施設において、埋設施設底面までの掘削を伴う

土地利用シナリオの評価結果を表 5.2.34 及び表 5.2.35 に示す。また、それぞれの評価経路おけ
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る線量の経時変化を図 5.2.47～図 5.2.50 に示す。コンクリートピット埋設施設及びトレンチ埋

設施設の全ての評価経路における線量の評価結果は、変動シナリオのめやす線量である 300μ

Sv/y を十分下回る結果となった。 

b. 施設周辺の帯水層土壌に至る掘削を伴う土地の利用 

コンクリートピット埋設施設及びトレンチ埋設施設において、施設周辺の帯水層土壌に至る掘

削を伴う土地利用シナリオの評価結果を表 5.2.36 及び表 5.2.37 に示す。また、線量の経時変化

を図 5.2.50～図 5.2.54 に示す。ピット処分及びトレンチ処分ともに、全ての評価経路における

線量の評価結果は、変動シナリオのめやす線量である 300μSv/y を十分下回る結果となった。 

なお、この評価経路は、帯水層土壌の放射能濃度を線源として評価するため、評価モデルは核

種移行経路であった土地が侵食されて下流域に再堆積した土地の利用シナリオと同様であり、堆

積や掘削による帯水層土壌とそれ以外の土壌との混合割合と評価対象となる時期が異なるものと

なっている。 

(2) バリア機能の一部喪失を想定した変動シナリオ 

コンクリートピット埋設施設を対象に施設の上部及び側面に設置されたベントナイト混合土の

浸入水量抑制機能が失われることを想定し、基本シナリオで評価した地下水シナリオと土地利用

シナリオの評価を実施した。ベントナイト混合土のバリア機能が喪失する時期は 1 万年後と想定

した。 

1) 地下水シナリオ 

バリア機能の一部喪失に伴う地下水シナリオの評価結果を表 5.2.38 に示す。また、それぞれの

評価経路における線量の経時変化を図 5.2.55～図 5.2.59 に示す。 

これらの結果、どの評価経路においても変動シナリオのめやす線量である 300μSv/y を十分下

回る結果となった。 

評価経路のうち灌漑農作物摂取の経路では、バリア機能喪失以降の約 2 万 3 千年経過後におい

て、3.4E-2μSv/y の最大線量を示し、基本シナリオにおける線量よりも高い値となった。 

これ以外の 3 経路におけるバリア機能喪失後に生じた線量の増加分は、基本シナリオにおける

最大線量を下回る結果となった。 

2) 土地利用シナリオ 

バリア機能の一部喪失に伴う土地利用シナリオの評価結果を表 5.2.39 に示す。また、それぞれ

の評価経路における線量の経時変化を図 5.2.60～図 5.2.62 に示す。 

いずれの評価経路においても、変動シナリオのめやす線量である 300μSv/y を十分下回る結果

となった。また、人工バリア機能喪失後に生じた線量の増加分は、基本シナリオにおける最大線

量を下回った。 

 

5.2.5.3 人為事象シナリオ 

(1) 仮想的な移行経路短絡シナリオ 

1) 地下水シナリオ 

ボーリング孔掘削に伴う移行経路短絡シナリオにおける地下水シナリオの評価結果を、表 5．

2.40 に、それぞれの評価経路に対する線量の経時変化を図 5.2.63～図 5.2.67 に示す。それぞれ

の図中には基本シナリオにおける線量の評価結果も破線で合わせて示し、ボーリングによる移行

経路短絡シナリオと基本シナリオの評価結果を比較した。 

いずれの評価経路における線量の最大値も、人為事象シナリオのめやす線量である 1mSv/y を十

分に下回り、かつ、基本シナリオの線量の線量の最大値よりも低くなった。線量の経時変化では、

いずれの評価経路においても、ボーリング孔設置直後に鋭い線量ピークが生じ、その後速やかに
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る線量の経時変化を図 5.2.47～図 5.2.50 に示す。コンクリートピット埋設施設及びトレンチ埋

設施設の全ての評価経路における線量の評価結果は、変動シナリオのめやす線量である 300μ
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b. 施設周辺の帯水層土壌に至る掘削を伴う土地の利用 

コンクリートピット埋設施設及びトレンチ埋設施設において、施設周辺の帯水層土壌に至る掘

削を伴う土地利用シナリオの評価結果を表 5.2.36 及び表 5.2.37 に示す。また、線量の経時変化

を図 5.2.50～図 5.2.54 に示す。ピット処分及びトレンチ処分ともに、全ての評価経路における

線量の評価結果は、変動シナリオのめやす線量である 300μSv/y を十分下回る結果となった。 

なお、この評価経路は、帯水層土壌の放射能濃度を線源として評価するため、評価モデルは核

種移行経路であった土地が侵食されて下流域に再堆積した土地の利用シナリオと同様であり、堆

積や掘削による帯水層土壌とそれ以外の土壌との混合割合と評価対象となる時期が異なるものと

なっている。 

(2) バリア機能の一部喪失を想定した変動シナリオ 

コンクリートピット埋設施設を対象に施設の上部及び側面に設置されたベントナイト混合土の

浸入水量抑制機能が失われることを想定し、基本シナリオで評価した地下水シナリオと土地利用

シナリオの評価を実施した。ベントナイト混合土のバリア機能が喪失する時期は 1 万年後と想定

した。 

1) 地下水シナリオ 

バリア機能の一部喪失に伴う地下水シナリオの評価結果を表 5.2.38 に示す。また、それぞれの

評価経路における線量の経時変化を図 5.2.55～図 5.2.59 に示す。 

これらの結果、どの評価経路においても変動シナリオのめやす線量である 300μSv/y を十分下

回る結果となった。 

評価経路のうち灌漑農作物摂取の経路では、バリア機能喪失以降の約 2 万 3 千年経過後におい

て、3.4E-2μSv/y の最大線量を示し、基本シナリオにおける線量よりも高い値となった。 

これ以外の 3 経路におけるバリア機能喪失後に生じた線量の増加分は、基本シナリオにおける

最大線量を下回る結果となった。 

2) 土地利用シナリオ 

バリア機能の一部喪失に伴う土地利用シナリオの評価結果を表 5.2.39 に示す。また、それぞれ

の評価経路における線量の経時変化を図 5.2.60～図 5.2.62 に示す。 

いずれの評価経路においても、変動シナリオのめやす線量である 300μSv/y を十分下回る結果

となった。また、人工バリア機能喪失後に生じた線量の増加分は、基本シナリオにおける最大線

量を下回った。 

 

5.2.5.3 人為事象シナリオ 

(1) 仮想的な移行経路短絡シナリオ 

1) 地下水シナリオ 

ボーリング孔掘削に伴う移行経路短絡シナリオにおける地下水シナリオの評価結果を、表 5．

2.40 に、それぞれの評価経路に対する線量の経時変化を図 5.2.63～図 5.2.67 に示す。それぞれ

の図中には基本シナリオにおける線量の評価結果も破線で合わせて示し、ボーリングによる移行

経路短絡シナリオと基本シナリオの評価結果を比較した。 

いずれの評価経路における線量の最大値も、人為事象シナリオのめやす線量である 1mSv/y を十

分に下回り、かつ、基本シナリオの線量の線量の最大値よりも低くなった。線量の経時変化では、

いずれの評価経路においても、ボーリング孔設置直後に鋭い線量ピークが生じ、その後速やかに
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低下する傾向となった。 

また、仮にボーリングの影響を受ける範囲がコンクリートピット 1基に及んだ場合、ボーリン

グの影響範囲が 36 倍となるので、線量の評価結果が 36 倍となると想定すると、線量が最も高い

河川産物摂取の評価経路においても 6.7μSv/y 程度であり、人為事象シナリオのめやす線量であ

る 1mSv/y を十分に下回ることが想定される。 

2) 土地利用シナリオ 

ボーリング孔掘削に伴う移行経路短絡シナリオにおける土地利用シナリオの評価結果を表 5．

2.41 に、また、それぞれの評価経路における線量の時間変化を図 5.2.68～図 5.2.70 に示す。 

いずれの評価経路における線量の最大値も、人為事象シナリオのめやす線量である 1mSv/y を十

分に下回り、かつ、基本シナリオの線量の線量の最大値よりも低くなった。 

線量の経時変化では、いずれの評価経路においても、ボーリング孔設置直後に鋭い線量ピーク

が生じ、その後速やかに低下する傾向となった。仮に、ボーリングの影響を受ける範囲がコンク

リートピット 1 基に及んだ場合、線量が高い｢河川岸で栽培された飼料を摂取した畜産物（牛乳）

の摂取｣において 0.018μSv/y 程度であり、人為事象シナリオのめやす線量である 1mSv/y を十分

に下回る結果となった。 

3) 帯水層土壌掘削シナリオ 

ボーリング孔掘削による移行経路短絡シナリオにおける帯水層土壌掘削シナリオの評価結果を

表 5.2.42 に、線量の経時変化を図 5.2.71～図 5.2.72 に示す。 

表5.2. 42に示すとおり、人為事象シナリオのめやす線量(1mSv/年)を十分下回る結果となった。 

(2) 仮想的なコンクリートピット埋設施設近傍における井戸掘削に伴う地下水飲用シナリオ 

ピット近傍における井戸掘削に伴う地下水飲用シナリオの評価結果を表 5.2.43 に、線量の経時

変化を図 5.2.73 に示す。 

表 5.2.43 に示すとおり、最大線量は 38μSv/y であり、人為事象シナリオにおける特定接近者

個人に対するめやす線量である 10mSv/年を十分下回る結果となった。 

 

5.2.5.4 コンクリートピット埋設施設とトレンチ埋設施設からの線量の重畳を考慮した線量評価

(1) 地下水シナリオ 

コンクリートピット埋設施設及びトレンチ埋設施設からの線量の重畳を考慮した地下水シナリ

オの線量評価結果を表 5.2.44 に、線量の経時変化を図 5.2.74～図 5.2.78 に示す。 

すべての評価経路において、最大線量は基本シナリオのめやす線量である 10μSv/y を下回る結

果となった。両施設からの線量の重畳を考慮した結果と施設毎における結果を比較すると、線量

が若干増加したが、線量の最大値に対して、コンクリートピット埋設施設からの線量の寄与が大

きく、トレンチ埋設施設からの線量の寄与は限定的であった。 

(2) 土地利用シナリオ 

両施設からの線量の重畳を考慮した土地利用シナリオの線量評価結果を、表 5.2.45 に示す。ま

た、それぞれの評価ケースに対する線量の時間変化を図 5.2.79～図 5.2.81 に示す。 

すべての評価経路において、最大線量は基本シナリオのめやす線量である10μSv/yを下回る結

果となった。また、最大線量に対して、地下水シナリオと同様にコンクリートピット埋設施設か

らの寄与が大きい結果となった。 

 

5.2.5.5 線量の評価結果のまとめ 

埋設施設の設計結果(4.1 及び 4.2 項)を踏まえ、コンクリートピット埋設施設では地下水流動

解析を行い、トレンチ埋設施設ではP埋設地とS埋設地の形状の違いを反映し、評価対象とした｢基

本シナリオ｣、｢変動シナリオ｣及び｢人為事象シナリオ｣の線量評価を行った。 
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さらに、コンクリートピット埋設施設とトレンチ埋設施設のそれぞれの線量の重畳を考慮した

評価を基本シナリオについて実施した。 

線量の評価結果について、コンクリートピット埋設施設及びトレンチ埋設施設に対する各評価

経路の最大線量の経時化をそれぞれ、図 5.2.82、図 5.2.83 に示す。同様に、コンクリートピッ

ト埋設施設及びトレンチ埋設施設からの線量の重畳を考慮した評価経路の最大線量について、図

5.2.84 に示す。また、基本シナリオ、変動シナリオ及び人為事象シナリオの評価結果の最大値を

表 5.2.46 に示す。  

これらの結果、｢基本シナリオ｣、｢変動シナリオ｣及び｢人為事象シナリオ｣のすべてのケースに

ついて、線量の計算結果は目安線量を下回ったことから、概念設計による埋設施設の安全性を確

認した。 

 

5.2.6 管理期間終了後の被ばく線量結果のまとめ 

ピット及びトレンチ処分を対象に管理期間（トレンチ処分は 50 年、ピット処分は 300 年）終了

後における埋設した放射性廃棄物に起因する一般公衆の被ばく線量を評価した。 

4．項の概念設計に先立って、想定される立地環境条件及び埋設する廃棄体に含まれる放射能イ

ンベントリを用いて、ピット処分及びトレンチ処分の基本的な処分概念を踏まえた簡易なモデル

により線量評価（インベントリ特性評価）を行い、その結果から、最大線量が出現する時期が、

ピット処分対象においても数百年後であり、長期における線量は小さいことを確認した。また、

コンクリートピット埋設施設については、ベントナイト混合土層の設置による地下水の浸入の低

減が必要であることが示唆された。 

概念設計の設計結果を踏まえた線量評価を行うにあたっては、安全審査指針 2)に基づく評価シ

ナリオを設定した。インベントリ特性評価の結果から、評価期間は長期自然事象による変動が生

じない長さであることが想定されることから、基本シナリオの自然環境の状態設定は、現在の状

態が継続することを想定し、長期自然事象による変動は、変動シナリオで考慮することとした。

評価シナリオは、地下水シナリオ、土地利用シナリオ、人為事象シナリオを想定し、ガス移行シ

ナリオは、対象外とした。これは、放射性ガスとして想定されるラドンの親核種であるウランの

廃棄体中の放射能濃度が低いこと、アルミニウムからの水素ガスの発生については、処理時に発

生量抑制対策を講じることが可能であり、また、水素ガスが発生したとしても、コンクリートピ

ット埋設施設は、ガスを透気すると想定されることから、ピット内部にガスが蓄積し、安全性に

対して顕著な影響を与えるまで、ガス圧力が上昇する可能性は小さいと考えられることにより、

評価の対象外とした。ただし、将来的には、基本設計の結果及び埋設する廃棄体の性状を踏まえ、

ガスの発生量を把握し、必要な処理対策、または、影響評価により安全性を確認することが必要

と考えられる。 

設定した評価シナリオについて、必要なパラメータを既往文献3)の調査結果や原子力安全委員

会の線量評価に用いられた値を参考に設定し、線量評価を実施した。コンクリートピット埋設施

設の線量評価にあたっては、周辺の地質環境及びベントナイト混合土層の浸入水量抑制効果を取

り入れたピットからの浸出水量を設定するために2次元の地下水流動解析を実施した。 

また、ピット処分及びトレンチ処分を同一サイトで行うことから、それぞれの埋設施設からの

線量の重畳した評価も実施した。 

これらの結果、コンクリートピット埋設施設及びトレンチ埋設施設に対するすべての評価シナ

リオについて、線量の計算結果は目安線量を下回ったことから、概念設計による埋設施設の安全

性を確認し、また、両施設から線量を重畳した結果もめやす線量を下回ったことから、本対象廃

棄物の全量を同一サイトで、埋設可能であることを確認した。  
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表 5.2.1 埋設施設ごとの核種インベントリ 

番 

号 
核種名 

半減期

(年) 

インベントリ（Bq） 
番

号
核種名 

半減期

(年) 

インベントリ（Bq） 

トレンチ

処分 
ピット処分

トレンチ

処分 
ピット処分

1 H-3 1.2E+01 1.45E+12 2.80E+14 28 Po-210＊) 3.8E-01 0 0 

2 Be-10 1.5E+06 1.00E+07 1.75E+08 29 Ra-226 1.6E+03 1.96E+02 2.58E+05 

3 C-14 5.7E+03 1.46E+10 9.20E+12 30 Ra-228 5.8E+00 3.44E+07 2.18E+09 

4 Al-26 7.2E+05 1.17E+07 7.35E+07 31 Ac-227 2.2E+01 1.33E+03 1.59E+04 

5 Cl-36 3.0E+05 2.27E+08 5.19E+09 32 Th-228＊) 1.9E+00 0 0 

6 Ca-41 1.0E+05 4.21E+08 6.59E+10 33 Th-229 7.3E+03 1.92E+02 4.37E+04 

7 Co-60 5.3E+00 1.94E+12 2.72E+14 34 Th-230 7.5E+04 2.31E+04 1.44E+05 

8 Ni-59 1.0E+05 2.44E+09 2.44E+11 35 Th-232 1.4E+10 9.89E+04 7.00E+08 

9 Ni-63 1.0E+02 3.45E+11 2.91E+13 36 Pa-231 3.3E+04 3.22E+03 3.98E+04 

10 Se-79 3.0E+05 1.61E+05 6.02E+07 37 U-232 6.9E+01 1.28E+07 2.05E+06 

11 Sr-90 2.9E+01 1.24E+10 9.84E+12 38 U-233 1.6E+05 3.21E+05 2.32E+07 

12 Zr-93 1.5E+06 1.39E+06 1.79E+08 39 U-234 2.5E+05 3.84E+09 5.31E+08 

13 Nb-94 2.0E+04 2.47E+07 1.99E+09 40 U-235 7.0E+08 1.66E+08 5.40E+08 

14 Mo-93 4.0E+03 7.49E+07 6.45E+08 41 U-236 2.3E+07 8.55E+07 3.30E+07 

15 Tc-99 2.1E+05 7.78E+08 7.54E+09 42 U-238 4.5E+09 3.15E+09 1.67E+10 

16 Ag-108m 4.2E+02 2.21E+08 2.69E+10 43 Np-237 2.1E+06 8.93E+05 1.62E+08 

17 Cd-113m 1.4E+01 1.01E+07 5.85E+09 44 Pu-238 8.8E+01 4.18E+08 3.07E+11 

18 Sn-126 2.3E+05 1.44E+06 1.98E+08 45 Pu-239 2.4E+04 3.34E+08 1.12E+11 

19 I-129 1.6E+07 4.08E+03 6.43E+09 46 Pu-240 6.6E+03 2.15E+08 1.39E+11 

20 Cs-135 2.3E+06 3.75E+06 1.31E+08 47 Pu-241 1.4E+01 3.30E+07 3.69E+12 

21 Cs-137 3.0E+01 6.41E+10 1.62E+13 48 Pu-242 3.8E+05 7.31E+05 4.67E+08 

22 Ba-133 1.1E+01 2.47E+09 1.71E+12 49 Am-241 4.3E+02 5.12E+09 1.09E+11 

23 Eu-152 1.4E+01 2.47E+10 3.16E+12 50 Am-242m 1.4E+02 1.25E+06 1.15E+09 

24 Eu-154 8.6E+00 3.58E+09 2.07E+12 51 Am-243 7.4E+03 5.16E+06 3.27E+09 

25 Ho-166m 1.2E+03 3.24E+06 5.00E+08 52 Cm-243 2.9E+01 5.82E+06 3.64E+09 

26 Hf-182 9.0E+06 2.67E+04 3.62E+05 53 Cm-244 1.8E+01 6.88E+08 4.18E+11 

27 Pb-210 2.2E+01 6.21E+01 3.23E+02 54 Cm-245 8.5E+03 5.11E+04 3.10E+07 

(*)初期インベントリがゼロの核種は埋設処分後、親核種の崩壊連鎖で生成される子孫核種。上記の 2 核種以外は、

線量換算係数で他の系列核種に含まれている。 
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表 5.2.2 地形分類ごとの代表的な地下水位の範囲 
地形分類 種類 地形形成時代 地下水位の範囲(m) 

小起伏山地・丘陵 

軟岩からなるもの 更新世以降 

10m 
硬岩からなるもの 中・鮮新世以降 

火砕岩・火山岩からな

るもの 
完新世 

台地・河岸段丘 

河岸段丘 完新世以降 

岩石段丘１～5m 

砂礫段丘 5m 以深 

ローム段丘 3～15m 

溶岩・火砕流台地 完新世 1～5m 

石灰岩台地 完新世以降 10 以深 

低地・海岸段丘 

河成低地 

扇状地 

完新世 

30m 以浅 

蛇行原 自然堤防 3～10m 

三角州 
3m 以浅 

海成低地 

海岸段丘 完新世以降 河岸段丘に同じ 

注）文献 31)より整理したデータのうち、 囲み部、を主に参考にした。 
 

 
表 5.2.3 地形別動水勾配データの整理結果 

地形分類 種類 地形形成時代 動水勾配の平均値 

小起伏山地・丘陵 

軟岩からなるもの 更新世以降 

0.0272 

(3％) 

硬岩からなるもの 中・鮮新世以降 

火砕岩・火山岩からな

るもの 
完新世 

台地・河岸段丘 

河岸段丘 完新世以降 
0.0181 

(2％) 
溶岩・火砕流台地 完新世 

石灰岩台地 完新世以降 

低地・海岸段丘 

河成低地 

扇状地 

完新世 
0.0085 

(1％) 

蛇行原 

三角州 

海成低地 

海岸段丘 完新世以降 
0.0181 

(2％) 

注）文献 32)より、山地を除き、地形分類ごとにデータの平均値を整理したもの。 
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表 5.2.4 第四紀堆積物の透水係数 (m/s) 

 データ

数 
最大値 最小値 中央値 対数平均値 標準偏差 平均値 

シルト質粘

土 14 4.58E-06 1.00E-10 1.40E-09 4.51E-09 1.30E-06 5.20E-07

団結粘土 6 8.34E-07 1.61E-10 6.72E-09 5.33E-09 3.39E-07 1.43E-07

シルト 24 1.00E-06 5.00E-10 9.60E-09 1.27E-08 2.40E-07 1.10E-07

粘土 44 1.00E-05  1.50E-10 1.64E-08 2.42E-08 1.52E-06 4.07E-07

泥炭 10 5.90E-06 5.00E-09 3.08E-07 2.09E-07 1.95E-06 1.05E-06

表土・腐植土 9 5.57E-06 1.00E-08 5.00E-07 3.59E-07 1.87E-06 1.38E-06

ローム・火山

灰 23 9.75E-05 1.00E-09 2.32E-06 7.24E-07 2.40E-05 1.34E-05

粘土混じり

砂礫土 17 9.80E-04 1.50E-09 1.78E-06 8.15E-07 2.62E-04 1.09E-04

風化岩 171 5.00E-05 2.00E-09 1.33E-06 1.01E-06 7.67E-06 3.67E-06

砂質土 60 9.23E-04 3.16E-10 9.17E-06 3.88E-06 1.58E-04 6.01E-05

シルト混じ

り砂礫 14 7.60E-04 2.18E-07 1.15E-05 1.50E-05 2.47E-04 1.40E-04

シラス 6 1.58E-03 3.16E-07 1.13E-05 1.73E-05 6.00E-04 2.94E-04

砂 192 1.00E-03 7.62E-10 2.66E-05 1.90E-05 1.51E-04 8.54E-05

扇状地堆積

物 2 1.58E-04 5.00E-06 8.15E-05 2.81E-05 1.08E-04 8.15E-05

礫混じり砂

礫土 19 3.00E-03 1.00E-08 3.16E-05 3.39E-05 9.45E-04 4.84E-04

段丘砂礫 18 5.00E-03 3.16E-07 4.23E-05 6.14E-05 1.22E-03 5.74E-04

河床堆積物 2 3.16E-04 2.24E-05 2.08E-04 8.41E-05 1.69E-04 1.69E-04

砂礫混合 208 1.00E-01 1.87E-07 1.58E-04 1,26E-04 8.02E-03 7.41E-03

礫 22 5.10E-03 1.58E-06 1.19E-04 1.30E-04 1.30E-03 7.41E-04

礫性石灰岩 6 7.10E-03 1.71E-04 4.40E-04 8.67E-04 3.02E-03 2.25E-03

文献 33)より整理。単位を m/s に換算した。 

風化岩は第 3 紀以前の全岩種から「風化」の記載のあるものを抽出した。 
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表 5.2.5 岩盤の透水係数(m/s) 

風化区分 標本数(個) 最大値 最小値 中央値 対数平均値 

強風化 38 3.55E-05 3.16E-08 2.51E-06 2.00E-06 

風化 63 5.01E-05 2.00E-09 1.38E-06 1.58E-06 

弱風化 24 5.01E-05 3.16E-09 6.17E-07 6.17E-07 

新鮮岩盤 77 5.01E-06 2.51E-10 1.86E-07 1.86E-07 

全データ 410 7.08E-04 5.25E-11 6.48E-07 6.46E-07 

注) 文献 34)における風化状況別の透水係数（表-8）より作成した。風化岩盤、新鮮岩盤については、各々、網掛け部の

太字の値に着目した。 

 

 

 

 

 

表 5.2.6 インベントリ特性評価で設定した評価経路及び被ばく形態 

評価経路 被ばく形態 

跡地利用 

建設作業 外部被ばく 

建設作業 吸入による内部被ばく 

居住・農作物摂取注) 経口摂取による内部被ばく 

河川岸土壌の利

用 

建設作業 外部被ばく 

建設作業 吸入による内部被ばく 

居住・農作物摂取注) 経口摂取による内部被ばく 

地下水等の利用 
井戸水の飲用 経口摂取による内部被ばく 

河川産物の摂取 経口摂取による内部被ばく 

注) 文献 29)を参考に、家庭菜園において葉菜、非葉菜、果実を摂取することを想定した。 
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表 5.2.8 放射能インベントリ特性評価結果(トレンチ埋設施設、50 年後以降) 

評価経路 被ばく形態 
線量 

[μSv/y]
最大核種 

線量寄与率 10% 

以上の核種 

跡 地 利

用 

建設作業 

外部被ばく 3.1 Cs-137 Co-60 

吸入内部被ば

く 
4.8E-01 Am-241 － 

居住・農作物

摂取 

経口摂取によ

る内部被ばく 
9.7E-01 Sr-90 － 

河 川 岸

の利用 

建設作業 

外部被ばく 2.4E-04 Co-60 Eu-152, 

吸入内部被ば

く 
5.9E-06 U-234 

U-238, Pu-239,

Pu-240,Am-241,

居住・農作物

摂取 

経口摂取によ

る内部被ばく 
1.1E-03 Sr-90 － 

地 下 水

等 の 利

用 

水産物摂取 
経口摂取によ

る内部被ばく 
2.0E-02 C-14 － 

井戸水飲用 
経口摂取によ

る内部被ばく 
8.0E-01 Sr-90 U-234,U-238 

 

 

表 5.2.9 放射能インベントリ特性評価結果(コンクリートピット埋設施設、300 年後以降) 

評価経路 被ばく形態 
線量 

[μSv/y]
最大核種 

線量寄与率 10% 

以上の核種 

跡 地 利

用 

建設作業 

外部被ばく 6.7 Ag-108m Cs-137 

吸入内部被ば

く 
48 Pu-240 

Am-241, Pu-239, 

Pu-238 

居住・農作物

摂取 

経口摂取によ

る内部被ばく 
3.6 Sr-90 C-14 

河 川 岸

の 

利用 

建設作業 

外部被ばく 1.4E-04 Ag-108m Cs-137 

吸入内部被ば

く 
1.0E-04 Pu-240 Pu-239 

居住・農作物

摂取 

経口摂取によ

る内部被ばく 
3.9E-04 Sr-90 C-14 

地 下 水

等 の 利

用 

水産物摂取 
経口摂取によ

る内部被ばく 
1.7 C-14 － 

井戸水飲用 
経口摂取によ

る内部被ばく 
6.7 C-14 I-129 
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C
-1
4 

河
川
水
量
が
減
少
す
る
場
合
は
、
線

量
が
増
加
す
る
。
 

C
-1
4

か
ら

の
線

量
の

寄
与

が
大

き

い
た
め
、
そ
の
放
射
能
イ
ン
ベ
ン
ト

リ
の

増
減

が
重

要
な

フ
ァ

ク
タ

ー

で
あ
る
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

◎
河
川
水
量
が
減
少

す
る
評
価
は
、
変

動
シ
ナ
リ
オ
と
す
る

。
 

線
量

の
最

大
値

出
現

時
期

が
早

い
(
数

年
～
数

1
0
年
程
度
)
た
め
、
同
期
間
内

の
気

候
変

動
に

よ
り

河
川

水
が

減
少

す
る
蓋
然
性
は
低
い

。
 

△
ト

レ
ン

チ
か

ら
の

浸
出

量
を

抑
制

す

る
た

め
、

低
透

水
性

の
上

部
覆

土
を

設

置
し

降
雨

浸
透

水
を

低
減

す
る

対
応

が

考
え

ら
れ

る
が

、
先

行
施

設
の

事
例

、

原
子

力
安

全
委

員
会

の
評

価
モ

デ
ル

と

同
様
に
施
設
対
応
は
採
用
し
な
い
。
 

跡 地 利 用
 

建
設
作

業
 

外
部
 

○
 

C
s-
1
37
 

上
部

覆
土

が
な

い
極

端
な

条
件

で

あ
る

た
め

、
め

や
す

線
量

（
1
0
μ

Sv
/y
）
に
対
す
る
裕
度
が
比
較
的
小

さ
い
。
 

埋
設

施
設

内
の

放
射

能
濃

度
が

線

量
に

寄
与

す
る

フ
ァ

ク
タ

ー
で

あ

る
。
 

◎
上

部
覆

土
を

考
慮

し
て

評
価

を
行

う
こ

と
で

め
や

す
線

量
に

対
す

る
裕

度
を
上
げ
る
。
 

◎
施

設
内

の
放

射
能

濃
度

(
定

置
効

率
)
を
適
切
に
考
慮

す
る
。
 

◎
上
部
覆
土
を
設
置
す
る
。
 

△
線

量
低

減
の

観
点

か
ら

埋
設

施
設

の

規
模

を
小

さ
く

す
る

設
計

を
す

る
こ

と

は
し
な
い
。
 

吸
入
 

○
 

A
m
-
2
4
1
 

同
上
 

同
上
 

同
上
 

農
作
物

摂
取
 

経
口
摂

取
 

○
 

S
r
-
9
0
 

同
上
 

同
上
 

同
上
 

井
戸
水

飲
用
 

経
口
摂

取
 

○
 

S
r-
9
0 

基
本
シ
ナ
リ
オ
と
し
た
場
合
で
も
、

管
理

期
間

終
了

以
後

に
お

い
て

は

め
や
す
線
量
（
1
0
μ
S
v
/
y
）
未
満
と

な
っ
た
。
 

ト
レ

ン
チ

埋
設

施
設

で
は

人
工

バ

リ
ア
を
設
置
し
な
い
た
め
、
H
-
3
の

早
い

漏
出

に
留

意
す

る
必

要
が

あ

る
。
 

◎
先
行
施
設
の
評
価

で
は
、
管
理
期
間

終
了

直
後

に
直

近
で

井
戸

が
利

用
さ

れ
る

状
況

を
基

本
シ

ナ
リ

オ
と

し
て

想
定
し
て
い
な
い
た

め
、
変
動
シ
ナ
リ

オ
と
し
て
評
価
す
る

。
 

△
ト

レ
ン

チ
か

ら
の

浸
出

量
を

抑
制

す

る
た

め
、

低
透

水
性

の
上

部
覆

土
を

設

置
し

降
雨

浸
透

水
を

低
減

す
る

対
応

が

考
え

ら
れ

る
が

、
先

行
施

設
の

事
例

、

原
子

力
安

全
委

員
会

の
評

価
モ

デ
ル

と

同
様
に
施
設
対
応
は
採
用
し
な
い
。
 

 
*
1
：
め
や

す
線
量

(
1
0
μ
S
v
/
y
)
未

満
で
あ

る
場
合

○
、
以
上

で
あ
る

場
合
△
 

 
*
2
：
当
該

経
路
に
お

い
て
、

線
量
が
最

も
大
き

く
な
っ
た

核
種
 

 
*
3
：
◎
 

対
応
を
行

う
内
容

。
 
△
対

応
を
実

施
し
な
い

内
容
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表
5
.
2
.
1
0
ト

レ
ン

チ
埋

設
施

設
に

関
す

る
イ

ン
ベ

ン
ト

リ
特

性
の

評
価

結
果

を
踏
ま
え
た
課
題
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
 

評
価
シ
ナ
リ
オ
 

・
評
価
経
路
 

・
被
ば
く
形
態
 

結
果
 

対
応
 

線
量

*
1  

決
定
核

種
*
2  

課
題
 

評
価
対

応
*
3  

施
設
対
応

*
3  

地 下 水 利 用
 

河
川
産

物
 

経
口
摂

取
 

○
 

C
-1
4 

河
川
水
量
が
減
少
す
る
場
合
は
、
線

量
が
増
加
す
る
。
 

C
-1
4

か
ら

の
線

量
の

寄
与

が
大

き

い
た
め
、
そ
の
放
射
能
イ
ン
ベ
ン
ト

リ
の

増
減

が
重

要
な

フ
ァ

ク
タ

ー

で
あ
る
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

◎
河
川
水
量
が
減
少

す
る
評
価
は
、
変

動
シ
ナ
リ
オ
と
す
る

。
 

線
量

の
最

大
値

出
現

時
期

が
早

い
(
数

年
～
数

1
0
年
程
度
)
た
め
、
同
期
間
内

の
気

候
変

動
に

よ
り

河
川

水
が

減
少

す
る
蓋
然
性
は
低
い

。
 

△
ト

レ
ン

チ
か

ら
の

浸
出

量
を

抑
制

す

る
た

め
、

低
透

水
性

の
上

部
覆

土
を

設

置
し

降
雨

浸
透

水
を

低
減

す
る

対
応

が

考
え

ら
れ

る
が

、
先

行
施

設
の

事
例

、

原
子

力
安

全
委

員
会

の
評

価
モ

デ
ル

と

同
様
に
施
設
対
応
は
採
用
し
な
い
。
 

跡 地 利 用
 

建
設
作

業
 

外
部
 

○
 

C
s-
1
37
 

上
部

覆
土

が
な

い
極

端
な

条
件

で

あ
る

た
め

、
め

や
す

線
量

（
1
0
μ

Sv
/y
）
に
対
す
る
裕
度
が
比
較
的
小

さ
い
。
 

埋
設

施
設

内
の

放
射

能
濃

度
が

線

量
に

寄
与

す
る

フ
ァ

ク
タ

ー
で

あ

る
。
 

◎
上

部
覆

土
を

考
慮

し
て

評
価

を
行

う
こ

と
で

め
や

す
線

量
に

対
す

る
裕

度
を
上
げ
る
。
 

◎
施

設
内

の
放

射
能

濃
度

(
定

置
効

率
)
を
適
切
に
考
慮

す
る
。
 

◎
上
部
覆
土
を
設
置
す
る
。
 

△
線

量
低

減
の

観
点

か
ら

埋
設

施
設

の

規
模

を
小

さ
く

す
る

設
計

を
す

る
こ

と

は
し
な
い
。
 

吸
入
 

○
 

A
m
-
2
4
1
 

同
上
 

同
上
 

同
上
 

農
作
物

摂
取
 

経
口
摂

取
 

○
 

S
r
-
9
0
 

同
上
 

同
上
 

同
上
 

井
戸
水

飲
用
 

経
口
摂

取
 

○
 

S
r-
9
0 

基
本
シ
ナ
リ
オ
と
し
た
場
合
で
も
、

管
理

期
間

終
了

以
後

に
お

い
て

は

め
や
す
線
量
（
1
0
μ
S
v
/
y
）
未
満
と

な
っ
た
。
 

ト
レ

ン
チ

埋
設

施
設

で
は

人
工

バ

リ
ア
を
設
置
し
な
い
た
め
、
H
-
3
の

早
い

漏
出

に
留

意
す

る
必

要
が

あ

る
。
 

◎
先
行
施
設
の
評
価

で
は
、
管
理
期
間

終
了

直
後

に
直

近
で

井
戸

が
利

用
さ

れ
る

状
況

を
基

本
シ

ナ
リ

オ
と

し
て

想
定
し
て
い
な
い
た

め
、
変
動
シ
ナ
リ

オ
と
し
て
評
価
す
る

。
 

△
ト

レ
ン

チ
か

ら
の

浸
出

量
を

抑
制

す

る
た

め
、

低
透

水
性

の
上

部
覆

土
を

設

置
し

降
雨

浸
透

水
を

低
減

す
る

対
応

が

考
え

ら
れ

る
が

、
先

行
施

設
の

事
例

、

原
子

力
安

全
委

員
会

の
評

価
モ

デ
ル

と

同
様
に
施
設
対
応
は
採
用
し
な
い
。
 

 
*
1
：
め
や

す
線
量

(
1
0
μ
S
v
/
y
)
未

満
で
あ

る
場
合

○
、
以
上

で
あ
る

場
合
△
 

 
*
2
：
当
該

経
路
に
お

い
て
、

線
量
が
最

も
大
き

く
な
っ
た

核
種
 

 
*
3
：
◎
 

対
応
を
行

う
内
容

。
 
△
対

応
を
実

施
し
な
い

内
容
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表
5
.
2
.
1
1
コ

ン
ク

リ
ー
ト
ピ
ッ
ト
埋
設
施
設
に
関
す
る
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
特
性
の
評
価
結
果

を
踏

ま
え

た
課

題
と

そ
の

対
応

に
つ

い
て

 

評
価

シ
ナ
リ

オ
 

・
被

ば
く
経

路
 

・
被

ば
く
形

態
 

結
果
 

対
応
 

線
量

*
1  

決
定

核
種

*
2

課
題
 

評
価

対
応
 

施
設

対
応
 

地 下 水 利 用
 

河
川
 

産
物
 

経 口 摂 取

○
 

C
-1
4 

浸
入

水
量

の
低

減
効

果
を

考
慮

し
た

結
果

、

め
や
す
線
量
（
1
0μ

Sv
/y
）
未
満
と
な
っ
た
。

河
川

水
量

が
減

少
す

る
場

合
は

、
線

量
が

増

加
す

る
。
 

C
-
1
4
か

ら
の
線

量
の

寄
与

が
大

き
い

た
め

、

そ
の

放
射

能
イ

ン
ベ

ン
ト

リ
の

増
減

が
重

要

な
フ

ァ
ク

タ
ー

で
あ

る
点

に
留

意
が

必
要

で

あ
る

。
 

◎
河

川
水
量

が
減

少
す

る
評

価
は

、
変

動
シ

ナ
リ

オ
と
す

る
。

 

線
量

の
最

大
値

出
現

時
期

が
早

い
(
数

年
～

数
10
0
年

程
度
)
た

め
、

同
期
間

内
の

気
候

変
動

に
よ

り
河

川
水

が
減

少
す

る
蓋

然
性

は
低

い
。
 

◎
人

工
バ

リ
ア

（
ベ

ン
ト

ナ
イ

ト
混

合
土

）
を

設
置

し
、

施
設

へ
の

浸
入

水
量

の
低
減

を
図

る
。
 

跡 地 利 用
 

建
設
 

作
業
 

外 部
○

 
C
s-
1
37
 

A
g-
1
08
m 

上
部

覆
土

が
な

い
極

端
な

条
件

で
あ

る
た

め
、

め
や

す
線

量
（

1
0
μ

Sv
/y

）
に

対
す

る

裕
度

が
小
さ

い
。

 

◎
上

部
覆

土
を

考
慮

し
て

評
価

を
行

う
こ

と
で

め
や

す
線

量
に

対
す

る
裕

度
を

上
げ

る
。
 

◎
施

設
内

の
放

射
能

濃
度

(
定

置
効

率
)
を

適
切

に
考
慮

す
る

。
 

◎
上

部
覆
土

を
設

置
す

る
。
 

△
線

量
低

減
の

観
点

か
ら

埋
設

施
設

の
規

模
を

小
さ

く
す

る
設

計
を

す
る

こ
と

は
し
な

い
。

 

吸 入
△

 
A
m-
2
41
 

P
u-
2
39
 

上
部

覆
土

が
な

い
極

端
な

条
件

で
あ

る
た

め
、

め
や

す
線

量
（

1
0
μ

Sv
/y

）
を

満
足

し

な
い

。
 

減
衰

に
よ
る

線
量

低
下

が
期

待
で

き
な

い
。
 

同
上
 

同
上
 

農
作

物

摂
取
 

経 口 摂 取

○
 

S
r-
9
0 

C
-1
4 

上
部

覆
土

が
な

い
極

端
な

条
件

で
あ

る
た

め
、

め
や

す
線

量
（

1
0
μ

Sv
/y

）
に

対
す

る

裕
度

が
小
さ

い
。

 

同
上
 

同
上
 

井
戸

水

飲
用
 

経 口 摂 取

○
 

C
-
14
 

浸
入

水
量

の
低

減
効

果
を

考
慮

し
た

結
果

、

め
や
す
線
量
（
1
0μ

Sv
/y
）
未
満
と
な
っ
た
。

◎
先

行
施
設

の
評

価
で

は
、
管
理

期
間

終
了

直
後

に
直

近
で

井
戸

が
利

用
さ

れ
る

状
況

を
基

本
シ

ナ
リ

オ
と

し
て

想
定

し
て

い
な

い
た

め
、

変
動

シ
ナ

リ
オ

と
し

て
評

価
す

る
。
 

◎
人

工
バ

リ
ア

（
ベ

ン
ト

ナ
イ

ト
混

合
土

）
を

設
置

し
、

施
設

へ
の

浸
入

水
量

の
低
減

を
図

る
。
 

 
*
1
：
め
や

す
線
量

(
1
0
μ
S
v
/
y
)
未

満
で
あ

る
場
合

○
、
以
上

で
あ
る

場
合
△
 

 
*
2
：
当
該

経
路
に
お

い
て
、

線
量
が
最

も
大
き

く
な
っ
た

核
種
 

 
*
3
：
◎
 

対
応
を
行

う
内
容

。
 
△
対

応
を
実

施
し
な
い

内
容
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表
5
.
2
.
1
2
第

二
種

廃
棄

物
埋

設
の

事
業

に
関

す
る

安
全

審
査

の
基

本
的
考
え
方
の
整
理
 

 
基
本
シ
ナ
リ
オ
 

変
動

シ
ナ

リ
オ

 
稀

頻
度

事
象
シ
ナ
リ
オ
 

人
為
事
象
シ
ナ
リ
オ
 

定

 

義

 

等

 

科
学
的
に
確

か
ら

し
い

シ
ナ

リ
オ

想
定

に
基

づ
く
評
価
に

よ
っ

て
、

埋
設

事
業

に
係

る
基

本
設
計
及
び

そ
の

方
針

に
し

た
が

っ
て

埋
設

し
た
廃
棄
物

に
起

因
し

て
発

生
す

る
と

想
定

さ
れ
る
放
射

性
物

質
の

生
活

環
境

に
及

ぼ
す

影
響
が
、
無

視
で

き
る

ほ
ど

軽
微

で
あ

る
こ

と
の
科
学
的

蓋
然

性
を

示
す

こ
と

。
 

基
本

シ
ナ

リ
オ

に
対

す
る

変
動

要
因

を
考

慮

し
た

変
動

シ
ナ

リ
オ

を
想

定
し

て
も

、
埋

設
事

業
に

係
る

基
本

設
計

及
び

そ
の

方
針

に
し

た

が
っ

て
埋

設
し

た
廃

棄
物

に
起

因
し

て
発

生

す
る

と
想

定
さ

れ
る

放
射

性
物

質
の

生
活

環

境
に

及
ぼ

す
影

響
は

、
限

定
的

で
あ

る
こ

と
を

示
す

こ
と

。
 

変
動

シ
ナ

リ
オ

に
お

い
て

も
な

お
想

定
し

が

た
い

ほ
ど

の
稀

頻
度

の
事

象
を

敢
え

て
想

定

し
て

も
、
埋

設
事

業
に

係
る

基
本

設
計

及
び

そ

の
方

針
に

し
た

が
っ

て
埋

設
し

た
廃

棄
物

に

起
因

し
て

発
生

す
る

と
想

定
さ

れ
る

放
射

性

物
質

の
生

活
環

境
に

及
ぼ

す
影

響
は

、
放

射
線

防
護

上
の

特
別

の
措

置
を

必
ず

し
も

必
要

と

す
る

状
況

に
至

ら
な

い
こ

と
を

示
す

こ
と

。
 

人
の

行
為

を
様

式
化

し
た

上
で

、
埋

設
事

業
に

係
る

基
本

設
計

及
び

そ
の

方
針

に
し

た
が

っ
て

埋
設

し
た

廃
棄

物
に

起
因

し
て

発
生

す
る

と
想

定
さ

れ
る

放
射

性
物

質
の

生
活

環
境

に
及

ぼ
す

影
響

が
、

周
辺

住
民

と
特

定
の

接
近

者
個

人
の

そ
れ

ぞ
れ

に
対

し
て

、
放

射
線

防
護

上
の

特
別

の
措

置
を

必
ず

し
も

必
要

と
す

る
状

況
に

至
ら

な
い

こ
と

を
示

す
こ

と
に

よ
り

、
埋

設
事

業
に

係
る

基
本

設
計

及
び

そ
の

方
針

に
お

い
て

、
人

為
事

象
シ

ナ
リ

オ
を

含
む

安
全

評
価

に
対

し
て

十
分

な
頑

健
性

を
有

す
る

こ
と

を
示

す
こ

と
。

 

評 価 す べ き こ と

 

発
生
の
可
能

性
が

高
く

、
通

常
起

き
る

も
の

と
考
え
ざ
る

を
え

な
い

よ
う

な
シ

ナ
リ

オ
を

設
定
し
、
確

か
ら

し
い

状
態

設
定

の
基

で
確

か
ら
し
い
パ

ラ
メ

ー
タ

を
用

い
て

評
価

す
る

こ
と
。
 

①
基

本
シ

ナ
リ

オ
を

基
に

、
確

か
ら

し
い

事
象

の
進

展
に

基
づ

く
確

か
ら

し
い

パ
ラ

メ
ー

タ
の

変
動

要
因

を
分

析
す

る
こ

と
。

 

②
長

期
の

安
全

性
が

、
一

つ
の

バ
リ

ア
に

過
度

に
依

存
し

て
い

な
い

こ
と

を
、
一

部
の

バ
リ

ア
の

性
能

を
無

視
し

た
変

動
シ

ナ
リ

オ
を

設
定

・
評

価
す

る
こ

と
に

よ
り

示
す

こ
と

。

長
期

に
わ

た
っ

て
火

山
・
火

成
活

動
、
地

震
・

断
層

活
動

に
よ

る
廃

棄
物

埋
設

地
の

力
学

的

な
破

壊
、
火

山
・
火

成
活
動

に
よ

る
極

端
な

熱

的
・
化

学
的

な
劣

化
の

可
能

性
を

排
除

す
る

こ

と
が

困
難

な
地

域
に

お
い
て

は
、
変

動
シ

ナ
リ

オ
の

想
定

を
超

え
る

複
数

バ
リ

ア
の

性
能

の

同
時

喪
失

又
は

低
下

を
仮

想
的

に
考

慮
し

た

長
期

的
な

時
間

枠
で

の
稀

頻
度

事
象

シ
ナ

リ

オ
を

念
の

た
め

評
価

す
る
こ

と
。

 

放
射

能
濃

度
、
処

分
の

区
画

単
位

の
放

射
能

量
、

人
工

バ
リ

ア
に

よ
る

放
射

性
物

質
の

移
行

抑
制

に
係

る
廃

棄
物

埋
設

地
の

設
計

の
妥

当
性

等
を

示
す

こ
と

を
目

的
に

以
下

の
シ

ナ
リ

オ
を

評
価

す
る

こ
と

。
 

ⅰ
）

 
ボ

ー
リ

ン
グ

シ
ナ

リ
オ

 

ⅱ
）

 
ト

ン
ネ

ル
掘

削
シ

ナ
リ

オ
 

ⅲ
）

 
大

開
発

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

 

め や す 線 量

1
0
μ
S
v
/
年

以
下

 
3
0
0
μ

S
v
/
年

以
下

 
1
0
m
S
v
/
年

を
超

え
な

い
こ

と
 

（
保

守
的

1
0
0
m
S
v
/
年

以
下

）
 

周
辺

住
民

1
m
S
v
/
年

以
下

 

（
保

守
的

1
0
m
S
v
/
年

以
下

）
 

特
定

接
近

者
1
0
m
S
v
/
年

以
下

 

（
保

守
的

1
0
0
m
S
v
/
年

以
下

）
 

ピ ッ ト

 

○
 

○
 

－
 

○
 

ト レ ン チ

 

○
 

○
 

－
 

－
 

 
注

1）
“

第
二

種
廃

棄
物

埋
設

の
事

業
に

関
す

る
安

全
審

査
の

基
本

的
考

え
方

”
原

子
力

安
全

委
員

会
を

も
と

に
作

成
。

 
 
注

2)
 

稀
頻

度
事

象
に

つ
い

て
、

第
二

種
廃

棄
物

埋
設

検
討

小
委

員
会

に
よ

る
と

、
ピ

ッ
ト

処
分

及
び

ト
レ

ン
チ

処
分

に
つ

い
て

は
、

評
価

対
象

外
と

さ
れ

て
い

る
。

 
例

え
ば

、
“

ピ
ッ

ト
処

分
の

放
射

能
濃

度
は

余
裕

深
度

処
分

に
比

し
て

数
オ

ー
ダ

ー
以

上
低

く
な

る
た

め
、

こ
の

よ
う

な
事

象
を

あ
え

て
評

価
す

る
必

要
は

無
い

と
考

え
ら

れ
る

。
”

と
の

記
載

が
あ

る
。
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表
5
.
2
.
1
3
安

全
評

価
を

実
施

し
た

シ
ナ

リ
オ

及
び
評
価
経
路

 

 

人
為

ト
レ

ン
チ

長
期

変
動

事
象

可
能

性
の

小
さ

い
事

象

人
工

バ
リ
ア

機
能

喪
失

可
能

性
の

小
さ

い
事
象

飲
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経
口

摂
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○
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-

○
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-
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産
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○
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-
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漑
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○
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含
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-
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-

○
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-

○

農
作

業
者
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部
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吸
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○
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-
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○
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漑

畜
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物
(
牛

乳
)
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-
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○
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業
者
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(
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・

吸
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・
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口
摂

取
-

-
-

-
-

-
○

ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
孔

地
下

水
摂

取
井

戸
水

利
用

井
戸

水
飲

用
経

口
摂

取
-

-
-

-
-

-
○

評
価

経
路

移
行

経
路

シ
ナ

リ
オ

（
対

象
施

設
）

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
（

ﾋ
ﾟ
ｯ
ﾄ
/
ﾄ
ﾚ
ﾝ
ﾁ
）

地
下

水
移

行

帯
水

層
土

壌
の

掘
削

利
用

移
行

経
路
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絡

ｼ
ﾅ
ﾘ
ｵ

（
施

設
貫

通
ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾘ
ﾝ
ｸ
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帯
水

層
土

壌
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剥

・
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堆
積

地
の

利
用

河
川

水
利

用
地

下
水

中
移

行

地
下

水
中

移
行

河
川

岸
利

用

河
川

の
陸

地
化

に
よ

る
利

用

評
価

対
象

と
す

る
経

路

基
本

ピ
ッ

ト
ト

レ
ン

チ

被
ば

く
形

態

変
動

ピ
ッ

ト

ピ
ッ

ト

埋
設

地
の

掘
削

利
用

地
下

水
中

移
行

河
川

水
利

用

河
川

岸
利

用

帯
水

層
土

壌
の

掘
削

利
用

人
為

事
象

シ
ナ

リ
オ

（
ﾋ
ﾟ
ｯ
ﾄ
）

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

（
ﾋ
ﾟ
ｯ
ﾄ
/
ﾄ
ﾚ
ﾝ
ﾁ
）

②
海

水
準

変
動

に
伴

い
利

用
可

能
と

な
っ

た
土

地
の

利
用

③
下

流
域

に
再

堆
積

し
た

土
地

埋
設

地

①
現

状
の

土
地

利
用

④
埋

設
施

設
が

地
表

付
近

に
近

接
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た
際

の
土

地
の

利
用
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表 5.2.14 ピットからの浸出水量の解析における各構成材料及び地質の透水係数の設定条件 

 

解析ケース 動水勾配(％) 
透水係数(m/s) 

土壌 新鮮岩盤部 覆土 側部覆土 
ベントナイ

ト混合土 

１ 

基本シナリオ 
3 10-4 10-7 10-6 10-6 10-6 

2 

変動シナリオ 
3 10-4 10-7 10-4 10-4 10-4 

 

 

表 5.2.15 地下水流動解析での施設浸出水量の算定結果 

 

解析ケース 

施設浸出水量(m3/y：奥行 360m)*1 

①ピット→岩盤

→浸出地点 

②ピット→上部覆

土→岩盤風化部・

土壌層→浸出地点

③ピット→側部覆

土→岩盤風化部・

土壌層→浸出地点

④ピット→岩盤→

側部覆土・岩盤風

化部・土壌層→浸

出地点 

１ 

基本シナリオ 
560 50 150 370 

2 

変動シナリオ 
3320 3890 5620 0 

*1：施設浸出水量は、１の位を切り上げ、10 の位までの値に丸めた。 

 

 

表 5.2.16 線量評価における施設浸出水量の設定 

解析ケース 

施設浸出水量(m3/y：奥行 360m)*1 

①ピット→岩盤→浸

出地点 

②ピット→ベントナイト

混合土→岩盤風化部・土

壌層→浸出地点 

③ピット→岩盤→側部覆

土・岩盤風化部・土壌層

→浸出地点 

１ 

基本シナリオ 
560 190 370 

2 

変動シナリオ 
3320 9500 0 

*1：施設浸出水量は、１の位を切り上げ、10 の位までの値に丸めたため、表 5.2.15 の浸出水量

の合計と合わない点がある。 

 
表 5.2.17 線量の重畳を考慮した線量評価シナリオ 

シナリオ 評価経路 

地下水シナリオ 河川水利用 

河川水飲用 
河川産物摂取 
灌漑農作物摂取 
灌漑畜産物(牛乳)摂取 

土地利用シナリオ 河川岸土壌の利用
農作物摂取 
畜産物(牛乳)摂取 
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表 5.2.14 ピットからの浸出水量の解析における各構成材料及び地質の透水係数の設定条件 

 

解析ケース 動水勾配(％) 
透水係数(m/s) 

土壌 新鮮岩盤部 覆土 側部覆土 
ベントナイ

ト混合土 

１ 

基本シナリオ 
3 10-4 10-7 10-6 10-6 10-6 

2 

変動シナリオ 
3 10-4 10-7 10-4 10-4 10-4 

 

 

表 5.2.15 地下水流動解析での施設浸出水量の算定結果 

 

解析ケース 

施設浸出水量(m3/y：奥行 360m)*1 

①ピット→岩盤

→浸出地点 

②ピット→上部覆

土→岩盤風化部・

土壌層→浸出地点

③ピット→側部覆

土→岩盤風化部・

土壌層→浸出地点

④ピット→岩盤→

側部覆土・岩盤風

化部・土壌層→浸

出地点 

１ 

基本シナリオ 
560 50 150 370 

2 

変動シナリオ 
3320 3890 5620 0 

*1：施設浸出水量は、１の位を切り上げ、10 の位までの値に丸めた。 

 

 

表 5.2.16 線量評価における施設浸出水量の設定 

解析ケース 

施設浸出水量(m3/y：奥行 360m)*1 

①ピット→岩盤→浸

出地点 

②ピット→ベントナイト

混合土→岩盤風化部・土

壌層→浸出地点 

③ピット→岩盤→側部覆

土・岩盤風化部・土壌層

→浸出地点 

１ 

基本シナリオ 
560 190 370 

2 

変動シナリオ 
3320 9500 0 

*1：施設浸出水量は、１の位を切り上げ、10 の位までの値に丸めたため、表 5.2.15 の浸出水量

の合計と合わない点がある。 

 
表 5.2.17 線量の重畳を考慮した線量評価シナリオ 

シナリオ 評価経路 

地下水シナリオ 河川水利用 

河川水飲用 
河川産物摂取 
灌漑農作物摂取 
灌漑畜産物(牛乳)摂取 

土地利用シナリオ 河川岸土壌の利用
農作物摂取 
畜産物(牛乳)摂取 
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表
5
.
2
.
1
8
施

設
に

関
す

る
評

価
パ

ラ
メ

ー
タ

の
設

定
値

一
覧

(
1
/
2
) 

区
分

 
立

地
条

件
項

目
 

評
価
パ

ラ
メ

ー
タ

項
目
 

設
定
値
 

設
定
方

法
 

設
定
値
 

単
位
 

埋
設

施

設
 

施
設
条

件
 

（
ト

レ
ン

チ

処
分
）
 

施
設
形

状
 

P
埋
設

地
；
 

2
0
0×

4
00
×

4 

S
埋
設

地
；
 

4
0
0×

2
00
×

4 

m
3
 

施
設
の

配
置

設
計

の
結

果
を

も
と

に
設

定
。
 

廃
棄

体
：

真
密

度
 

2
6
0
0 

k
g
/
m
3  

帯
水

層
土
壌

の
真

密
度

と
同

じ
と

す
る

。
 

廃
棄
体

：
間

隙
率
 

0
.
3
 

－
 

帯
水

層
土
壌

の
間

隙
率

と
同

じ
と

す
る

。
 

廃
棄
体

：
分

配
係

数
 

別
表
 

m
3
/
k
g
 

帯
水

層
土
壌

の
分

配
係

数
と

同
じ

と
す

る
。
値
は

添
付

資
料

-
B
参
照

。
 

施
設

浸
透

水
量

 
4
0
0 

m
m
/
y 

原
子

炉
CL

報
告

書
を

参
考

に
す

る
。

 

施
設
条

件
 

（
ピ

ッ
ト

処

分
）
 

施
設
形

状
 

4
0
0×

1
00
×

5 
m
3
 

施
設
の

配
置

設
計

の
結

果
を

も
と

に
設

定
。
 

廃
棄

体
：

真
密

度
 

2
5
0
0 

k
g
/
m
3  

「
六

ヶ
所

低
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

棄
物

貯
蔵

セ
ン

タ
ー

廃
棄

物
埋

設
事

業
許

可
申
請

書
」

を
参

考
と

す
る

。
 

廃
棄

体
：

間
隙

率
 

0
.
3
5 

－
 

廃
棄
体

：
分

配
係

数
 

別
表
 

 
モ

ル
タ

ル
の

分
配

係
数

を
参

考
に

す
る

。
値

は
添

付
資

料
-
B
参

照
。
 

ベ
ン
ト

ナ
イ

ト
混

合
土

層
の

厚
さ
 

2
 

m
 

施
設
設

計
の

結
果

を
も

と
に

設
定

。
 

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

混
合

土
層

：
真

密
度

 
2
7
0
0 

k
g
/
m
3  

「
六

ヶ
所

低
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

棄
物

貯
蔵

セ
ン

タ
ー

廃
棄

物
埋

設
事

業
許

可
申
請

書
」

を
参

考
と

す
る

。
 

ベ
ン
ト

ナ
イ

ト
混

合
土

層
：

間
隙

率
 

0
.
4 

－
 

ベ
ン
ト

ナ
イ

ト
混

合
土

：
分

配
係

数
 

別
表
 

 
ベ

ン
ト

ナ
イ

ト
の

分
配

係
数

を
参

考
に

す
る

。
値

は
添

付
資

料
-
B
参

照
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表
5
.
2
.
1
8
施

設
に

関
す

る
評

価
パ

ラ
メ

ー
タ

の
設

定
値

一
覧

(
2
/
2
) 

区
分

 
立

地
条

件
項

目
 

評
価
パ

ラ
メ

ー
タ

項
目
 

設
定
値
 

設
定
方

法
 

設
定
値
 

単
位
 

埋
設

 

施
設

 

施
設
条

件
 

（
ピ
ッ

ト
処

分
）
 

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

混
合

土
層

：
実

効
拡

散
係
数
 

3
×

1
0
-
1
0
 

m
2
/
s
 

既
往

文
献

3
)
の

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

混
合

土
の

仕
様

（
礫

5
0
%
、

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

1
5
%
）
を
参

考
に

し
、
嵩

密
度

を
1
6
0
0
k
g
/
m
3
と

仮
定

し
て

第
２

次
T
R
U
レ

ポ

ー
ト

の
4.
4
.
2.
2
-
11

式
を

用
い

て
算

出
し

た
値

を
丸

め
て

3×
10

-
1
0
m
2
/
s
と

設
定
。
 

核
種

が
流

入
す

る
土

壌
層

の
地

下
水

流
向
方

向
長

さ
 

2
0
 

m
 

地
下
水

流
動

解
析

の
結

果
か

ら
設

定
す

る
。
 

核
種

が
流

入
す

る
岩

盤
の

地
下

水
流

向
方
向

長
さ
 

2
0
 

m
 

地
下
水

流
動

解
析

の
結

果
か

ら
設

定
す

る
。
 

岩
盤

経
由

で
土

壌
層

へ
流

入
す

る
核

種
に

つ
い

て
、

核
種

が
流

出
す

る
岩

盤
の
地

下
水

流
向

方
向

長
さ
 

1
 

m
 

岩
盤

を
迂

回
し

て
土

壌
層

に
至

る
流

れ
は

施
設

の
最

も
下

流
側

の
限

ら
れ

た

領
域
か

ら
生

じ
る

こ
と

か
ら

、
1
m
と
設

定
す
る

。
 

岩
盤

経
由

で
覆

土
へ

流
入

す
る

核
種

に
つ

い
て

、
施

設
下

流
端

か
ら

覆
土

に
到

る
ま

で
に

核
種

が
移

行
す

る
距

離
 

2
 

m
 

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

混
合

土
層

を
迂

回
す

る
た

め
の

最
も

短
い

距
離

と
し

て
、

ベ

ン
ト
ナ

イ
ト

混
合

土
層

の
厚

さ
を

設
定

す
る

。
 

施
設
か

ら
覆

土
へ

の
流

出
水

量
 

基
本
：

1
90
 

変
動
：

9
50
0 

m
3
/
y
 

地
下

水
流

動
解

析
の

結
果

か
ら

設
定

す
る

。
変

動
シ

ナ
リ

オ
の

開
始

時
刻

は

1
0
0
00

年
経

過
時

点
。

 

施
設
か

ら
岩

盤
へ

の
流

出
水

量
 

基
本
：

5
60
 

変
動
：

3
32
0 

m
3
/
y
 

地
下

水
流

動
解

析
の

結
果

か
ら

設
定

す
る

。
変

動
シ

ナ
リ

オ
の

開
始

時
刻

は

1
0
0
00

年
経

過
時

点
。

 

核
種

が
流

入
す

る
岩

盤
を

経
由

し
た

後
に

覆
土

へ
流

入
す

る
経

路
に

つ
い

て
、
施

設
か

ら
岩

盤
へ

の
流

出
水

量

基
本
：

3
70
 

変
動
：

0 
m
3
/
y
 

地
下

水
流

動
解

析
の

結
果

か
ら

設
定

す
る

。
変

動
シ

ナ
リ

オ
の

開
始

時
刻

は

1
0
0
00

年
経

過
時

点
。
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表
5
.
2
.
1
8
施

設
に

関
す

る
評

価
パ

ラ
メ

ー
タ

の
設

定
値

一
覧

(
2
/
2
) 

区
分

 
立

地
条

件
項

目
 

評
価
パ

ラ
メ

ー
タ

項
目
 

設
定
値
 

設
定
方

法
 

設
定
値
 

単
位
 

埋
設

 

施
設

 

施
設
条

件
 

（
ピ
ッ

ト
処

分
）
 

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

混
合

土
層

：
実

効
拡

散
係
数
 

3
×

1
0
-
1
0
 

m
2
/
s
 

既
往

文
献

3
)
の

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

混
合

土
の

仕
様

（
礫

5
0
%
、

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

1
5
%
）
を
参

考
に

し
、
嵩

密
度

を
1
6
0
0
k
g
/
m
3
と

仮
定

し
て

第
２

次
T
R
U
レ

ポ

ー
ト

の
4.
4
.
2.
2
-
11

式
を

用
い

て
算

出
し

た
値

を
丸

め
て

3×
10

-
1
0
m
2
/
s
と

設
定
。
 

核
種

が
流

入
す

る
土

壌
層

の
地

下
水

流
向
方

向
長

さ
 

2
0
 

m
 

地
下
水

流
動

解
析

の
結

果
か

ら
設

定
す

る
。
 

核
種

が
流

入
す

る
岩

盤
の

地
下

水
流

向
方
向

長
さ
 

2
0
 

m
 

地
下
水

流
動

解
析

の
結

果
か

ら
設

定
す

る
。
 

岩
盤

経
由

で
土

壌
層

へ
流

入
す

る
核

種
に

つ
い

て
、

核
種

が
流

出
す

る
岩

盤
の
地

下
水

流
向

方
向

長
さ
 

1
 

m
 

岩
盤

を
迂

回
し

て
土

壌
層

に
至

る
流

れ
は

施
設

の
最

も
下

流
側

の
限

ら
れ

た

領
域
か

ら
生

じ
る

こ
と

か
ら

、
1
m
と
設

定
す
る

。
 

岩
盤

経
由

で
覆

土
へ

流
入

す
る

核
種

に
つ

い
て

、
施

設
下

流
端

か
ら

覆
土

に
到

る
ま

で
に

核
種

が
移

行
す

る
距

離
 

2
 

m
 

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

混
合

土
層

を
迂

回
す

る
た

め
の

最
も

短
い

距
離

と
し

て
、

ベ

ン
ト
ナ

イ
ト

混
合

土
層

の
厚

さ
を

設
定

す
る

。
 

施
設
か

ら
覆

土
へ

の
流

出
水

量
 

基
本
：

1
90
 

変
動
：

9
50
0 

m
3
/
y
 

地
下

水
流

動
解

析
の

結
果

か
ら

設
定

す
る

。
変

動
シ

ナ
リ

オ
の

開
始

時
刻

は

1
0
0
00

年
経

過
時

点
。

 

施
設
か

ら
岩

盤
へ

の
流

出
水

量
 

基
本
：

5
60
 

変
動
：

3
32
0 

m
3
/
y
 

地
下

水
流

動
解

析
の

結
果

か
ら

設
定

す
る

。
変

動
シ

ナ
リ

オ
の

開
始

時
刻

は

1
0
0
00

年
経

過
時

点
。

 

核
種

が
流

入
す

る
岩

盤
を

経
由

し
た

後
に

覆
土

へ
流

入
す

る
経

路
に

つ
い

て
、
施

設
か

ら
岩

盤
へ

の
流

出
水

量

基
本
：

3
70
 

変
動
：

0 
m
3
/
y
 

地
下

水
流

動
解

析
の

結
果

か
ら

設
定

す
る

。
変

動
シ

ナ
リ

オ
の

開
始

時
刻

は

1
0
0
00

年
経

過
時

点
。
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表
5
.
2
.
1
9
天

然
バ

リ
ア

及
び

自
然

環
境

に
関

す
る

評
価

パ
ラ

メ
ー

タ
の

設
定

値
一

覧
（

基
本

シ
ナ

リ
オ

）
 

区
分

 
立

地
条

件
項

目
 

評
価

パ
ラ

メ
ー

タ
項

目
 

設
定

値
 

設
定

方
法

 
設

定
値

 
単

位
 

天
然

 

バ
リ

ア
 

及
び

 

自
然

環
境

 

水
象

及
び

水
理

 

帯
水

層
土

壌
：

真
密

度
 

2
6
0
0 

k
g
/
m
3  

原
子

炉
C
L
報

告
書

を
参

考
に

す
る

。
 

帯
水

層
土

壌
：

間
隙

率
 

0
.
3
 

－
 

原
子

炉
C
L
報

告
書

を
参

考
に

す
る

。
 

帯
水

層
土

壌
：

分
配

係
数

 
別

表
 

m
3
/
k
g
 

帯
水

層
土

壌
の

分
配

係
数

を
参

考
に

す
る

。
値

は
添

付
資

料
-
B
参

照
。

 

帯
水

層
土

壌
：

 

地
下

水
流

速
（

ダ
ル

シ
ー

流
速

）
 

1
0
0
 

m
/
y
 

地
下

水
流

動
解

析
の

結
果

か
ら

設
定

す
る

。
 

岩
盤

：
真

密
度

 
2
8
0
0 

k
g
/
m
3  

「
六

ヶ
所

低
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

棄
物

貯
蔵

セ
ン

タ
ー

廃
棄

物
埋

設
事

業
許

可
申

請
書

」
を

参
考

と
す

る
。

 
岩

盤
：

間
隙

率
 

0
.
4
7 

－
 

岩
盤

：
分

配
係

数
 

別
表

 
m
3
/
k
g
 

帯
水

層
の

分
配

係
数

と
同

じ
と

す
る

。
値

は
添

付
資

料
-
B
参

照
。

 

岩
盤
：
地

下
水

流
速
（

ダ
ル

シ
ー

流
速

）
0
.
1
 

m
/
y
 

地
下

水
流

動
解

析
の

結
果

か
ら

設
定

す
る

。
 

河
川

岸
土

壌
：

真
密

度
 

2
6
0
0 

k
g
/
m
3  

帯
水

層
土

壌
の

真
密

度
と

同
じ

と
す

る
。

 

河
川

岸
土

壌
：

間
隙

率
 

0
.
3
 

－
 

帯
水

層
土

壌
の

間
隙

率
と

同
じ

と
す

る
。

 

河
川

岸
土

壌
：

分
配

係
数

 
別

表
 

m
3
/
k
g
 

帯
水

層
土

壌
の

分
配

係
数

と
同

じ
と

す
る

。
値

は
添

付
資

料
-
B
参

照
。

 

帯
水

層
厚

さ
 

2
 

m
 

季
節

変
動

を
考

慮
し

た
土

壌
層

中
の

地
下

水
位

が
岩

盤
面

か
ら

2
m

に
達

す
る

こ
と

か
ら

、
2m

に
設

定
す

る
。

 

流
水

方
向

の
分

散
長

 
0
 

m
 

原
子

炉
C
L
報

告
書

を
参

考
に

す
る

。
 

河
川

水
流

量
 

1
.
0×

1
0
8

m
3
/
y
 

原
子

炉
CL

報
告

書
を

参
考

に
す

る
。

 

河
川

ま
で

の
距

離
 

1
0
0
 

m
 

原
子

炉
C
L
報

告
書

を
参

考
に

す
る

。
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表
5
.
2
.
2
0
施

設
・

天
然

バ
リ

ア
及

び
自

然
環

境
に

関
す

る
評

価
パ

ラ
メ

ー
タ

の
設

定
値

一
覧

（
変

動
シ

ナ
リ

オ
）

 

区
分

 
立

地
条

件
項

目
 

評
価

パ
ラ

メ
ー

タ
項

目
 

設
定

値
 

設
定

方
法

 
設

定
値

 
単

位
 

処
分

場
 

人
工

バ
リ

ア
機

能
 

（
ピ

ッ
ト

処
分

）
 

施
設

か
ら

の
流

出
水

量
が

変
化

す
る

時
刻

 
1
0
0
0
0 

y
 

シ
ナ

リ
オ

区
分

検
討

よ
り

、
立

地
条

件
の

不
確

実
性

が
大

き
く

な
る

と
考

え
ら

れ
る

時
期

を
設

定
す

る
。

 

施
設

か
ら

覆
土

へ
の

流
出

水
量

 
9
5
0
0 

m
3
/
y
 

地
下

水
流

動
解

析
の

結
果

か
ら

設
定

す
る

。
 

施
設

か
ら

岩
盤

へ
の

流
出

水
量

 
3
3
2
0 

m
3
/
y
 

核
種

が
流

入
す

る
岩

盤
を

経
由

し
た

後
に

覆
土

へ
流

入
す

る
経

路
に

つ
い

て
、
施

設
か

ら
岩

盤
へ

の
流

出
水

量
 

0
 

m
3
/
y
 

天
然

 

バ
リ

ア
 

及
び

 

自
然

環
境

 

隆
起

・
侵

食
 

堆
積

地
規

模
（

ピ
ッ

ト
処

分
）

 
4
0
0×

1
00
×

5
 

m
3
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ピ
ッ

ト
埋

設
施

設
の

規
模

と
同

じ
と

す
る

。
 

堆
積

地
土

壌
：

真
密

度
 

2
6
0
0 

k
g
/
m
3  

灌
漑

土
壌

の
真

密
度

と
同

じ
と

す
る

。
 

堆
積

地
土

壌
：

間
隙

率
 

0
.
3
 

－
 

灌
漑

土
壌

の
間

隙
率

と
同

じ
と

す
る

。
 

堆
積

地
土

壌
：

分
配

係
数

 
別

表
 

m
3
/
k
g
 

灌
漑

土
壌

の
分

配
係

数
と

同
じ

と
す

る
。

値
は

添
付

資
料

-
B
参

照
。

 

帯
水

層
土

壌
の

掘

削
 

帯
水

層
土

壌
ま

で
の

距
離

 
1
0 

m
 

施
設

設
置

深
度

を
考

慮
し

、
人

間
活

動
の

あ
る

施
設

に
十

分
に

近
い

距
離

を
想

定
し

て
設

定
す

る
。
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表
5
.
2
.
2
1
施

設
・

天
然

バ
リ

ア
及

び
自

然
環

境
に

関
す

る
評

価
パ

ラ
メ

ー
タ

の
設

定
値

一
覧

（
人

為
事

象
シ

ナ
リ

オ
）

 

区
分

 
立

地
条

件
項

目
 

評
価

パ
ラ

メ
ー

タ
項

目
 

設
定

値
 

設
定

方
法

 
設

定
値

 
単

位
 

処
分

場
 

施
設

の
設

計
条

件
 

（
ピ

ッ
ト

処
分

）
 

施
設

形
状

 
8
.
3×

8
.3
×

5
m
3
 

施
設

の
1
区

画
を

対
象

と
す

る
。
（

施
設

は
1
施

設
あ

た
り

16
ピ

ッ
ト

、

1
ピ

ッ
ト

あ
た

り
3
6
区

画
で

構
成

さ
れ

る
）

 

人
為

シ
ナ

リ
オ

が
発

生
す

る
時

期
 

3
0
0
 

y
 

最
も

早
い

発
生

時
期

と
し

て
管

理
期

間
終

了
直

後
を

設
定

す
る

。
 

施
設

か
ら

土
壌

層
へ

の
流

出
水

量
 

1
2
1 

m
3
/
y
 

1
年

間
で

す
べ

て
の

間
隙

水
が

流
出

す
る

と
想

定
し

て
設

定
す

る
。

 

施
設

か
ら

岩
盤

へ
の

流
出

水
量

 
0
 

m
3
/
y
 

ボ
ー

リ
ン

グ
孔

か
ら

の
流

出
を

想
定

す
る

こ
と

か
ら

、
岩

盤
方

向
へ

は
流

出
し

な
い

と
す

る
。

 

岩
盤

経
由

で
土

壌
層

へ
流

入
す

る
経

路
に

つ
い

て
、

施
設

か
ら

岩
盤

へ
の

流
出

水
量

0
 

m
3
/
y
 

ボ
ー

リ
ン

グ
孔

か
ら

の
流

出
を

想
定

す
る

こ
と

か
ら

、
岩

盤
方

向
へ

は
流

出
し

な
い

と
す

る
。

 

天
然

 

バ
リ

ア
 

及
び

 

自
然

環
境

 

水
象

及
び

水
理

 
施

設
周

辺
の

ボ
ー

リ
ン

グ
孔

ま
で

の
距

離
1
 

m
 

施
設

に
近

い
位

置
と

想
定

し
て

設
定

す
る

。
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表
5
.
2
.
2
2
天

然
バ

リ
ア

及
び

自
然

環
境

に
関

す
る

評
価

パ
ラ

メ
ー

タ
の

設
定

値
一

覧
（

建
設

・
居

住
）

 

区
分

 
立

地
条

件
 

項
目

 
評

価
パ

ラ
メ

ー
タ

項
目

 
設

定
値

 
設

定
方

法
 

設
定

値
 

単
位

人
間

活
動

 
及

び
 

社
会

環
境

 

建
設

、
居

住
等

に
関

す
る

土
地

利
用

の
状

況
 

年
間

作
業

時
間

 
5
0
0
 

h
/
y
 

原
子

炉
C
L
報

告
書

を
参

考
に

す
る

。
 

掘
削

深
さ

（
跡

地
利

用
）

 

基
本

シ
ナ

リ
オ

 
：

3
m 

 
変

動
シ

ナ
リ

オ
 

ピ
ッ

ト
：

2
1
m 

ト
レ

ン
チ

：
6
.5

m 

m
 

基
本

シ
ナ

リ
オ

 
原

子
炉

CL
報

告
書

を
参

考
に

す
る

。
 

変
動

シ
ナ

リ
オ

 
施

設
底

面
に

至
る

掘
削

を
想

定
。

想
定

さ
れ

る
サ

イ
ト

条
件

に
基

づ
い

て
、

土
壌

層
(
6
m
)
及

び
岩

盤
風

化
部

(8
m
)
に

評
価

上
の

施
設

高
さ

（
5
m）

及
び

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

混
合

土
層

厚
さ

(
2m

)
を

考
慮

し
た

。
 

施
設

底
面

に
至

る
掘

削
を

想
定

。
概

念
設

計
結

果
に

基
づ

い
て

、
上

部
覆

土
2
.
5
m、

評
価

上
の

施
設

高
さ

(
4m

)
を

考
慮

し
た

。
 

掘
削

深
さ

（
帯

水
層

土
壌

の
利

用
）

6
 

m
 

土
壌

層
が

掘
削

さ
れ

る
こ

と
を

想
定

し
た

。
 

掘
削

時
に

お
け

る
覆

土
と

廃
棄

物
層

の
混

合
割

合
（

ト
レ

ン
チ

）
 

基
本

シ
ナ

リ
オ
：
0
.
17

変
動

シ
ナ

リ
オ
：
0
.
62

－
 

基
本

シ
ナ

リ
オ

で
は

、
深

度
3m

ま
で

の
掘

削
に

よ
り

廃
棄

物
層

の
厚

さ
0
.5
m

分
が

掘
削

さ
れ

る
と

し
た

。
変

動
シ

ナ
リ

オ
で

は
、
深

度
6
.
5m

の
掘

削
に

よ
り

廃
棄

物
層

の
厚

さ
が

4
m
分

が
掘

削
さ

れ
る

と
し

た
。

 

掘
削

時
に

お
け

る
覆

土
と

廃
棄

物
層

の
混

合
割

合
（

ピ
ッ

ト
）

 
変

動
シ

ナ
リ

オ
 

0
.
2
2 

－
 

変
動

シ
ナ

リ
オ

で
は

、
深

度
21

m
ま

で
の

掘
削

に
よ

り
廃

棄
物

層
の

厚
さ

5m
分

が
掘

削
さ

れ
る

と
し

た
。

 

掘
削

時
に

お
け

る
通

気
層

土
壌

と
帯

水
層

土
壌

の
混

合
割

合
 

変
動

シ
ナ

リ
オ

 
0
.
3
3 

－
 

変
動

シ
ナ

リ
オ

で
は

、
深

度
6m

ま
で

の
掘

削
に

よ
り

帯
水

層
土

壌
の

厚
さ

2m
分

が
掘

削
さ

れ
る

と
し

た
。

 

作
業

時
の

遮
蔽

係
数

 
0
.
5
 

－
 

原
子

炉
C
L
報

告
書

を
参

考
に

す
る

。
 

農
作

業
者

の
遮

蔽
係

数
 

1
.
0
 

－
 

原
子

炉
C
L
報

告
書

を
参

考
に

す
る

。
 

作
業

時
の

粉
塵

濃
度

 
5
.
0
E
-0

4 
g
/
m
3

原
子

炉
CL

報
告

書
を

参
考

に
す

る
。

 

作
業

時
の

ダ
ス

ト
の

密
度

 
2
.
0 

g
/
m
3

「
原

子
炉

施
設

及
び

核
燃

料
使

用
施

設
の

解
体

等
に

伴
っ

て
発

生
す

る
も

の
の

う
ち

放
射

性
廃

物
質

と
し

て
取

り
扱

う
必

要
の

な
い

も
の

の
放

射
能

濃
度

に
つ

い
て

」
4
9
)
を

参
考

に
す

る
。

皮
膚

被
ば

く
評

価
新

設
の

た
め

。
 

作
業

者
の

呼
吸

量
 

1
.
2 

m
3
/
h

原
子

炉
CL

報
告

書
を

参
考

に
す

る
。

 

微
粒

子
へ

の
 

濃
縮

係
数

 
吸

入
可

能
な

粒
子

 
4
 

－
 

ウ
ラ

ン
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
報

告
書

を
参

考
に

す
る

。
 

年
間

居
住

時
間

 
8
7
6
0 

h
/
y 

原
子

炉
CL

報
告

書
を

参
考

に
す

る
。

 

居
住

時
の

遮
蔽

係
数

 
0
.
2
 

－
 

原
子

炉
C
L
報

告
書

を
参

考
に

す
る

。
 

居
住

時
の

粉
塵

濃
度

 
6
.
0
E
-6
 

g
/
m
3

原
子

炉
CL

報
告

書
を

参
考

に
す

る
。

 

居
住

者
の

呼
吸

量
 

0
.
9
6 

m
3
/
h

原
子

炉
CL

報
告

書
参

考
に

す
る

。
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表
5
.
2
.
2
3
人

間
活

動
及

び
社

会
環

境
に

関
す

る
評

価
パ

ラ
メ

ー
タ

の
設

定
値

一
覧

（
農

耕
・

畜
産

）
(
1
/
2
) 

区
分

 
立

地
条

件
項

目
 

評
価

パ
ラ

メ
ー

タ
項

目
 

設
定

値
 

設
定

方
法

 
設

定
値

 
単

位

人
間

活
動

 

及
び

 

社
会

環
境

 

河
川

水
、

地

下
水

等
の

利

用
状

況
 

井
戸

水
 

人
の

年
間

飲
料

水
摂

取
量

 
0
.
6
1 

m
3
/
y

原
子

炉
CL

報
告

書
を

参
考

に
す

る
。

 

処
分

場
下

流
端

か
ら

井
戸

ま

で
の

距
離

 

1
0
（

変
動

）
 

1
（

人
為

）
 

m
 

原
子

炉
CL

報
告

書
を

参
考

に
す

る
。
た

だ
し

、
同

書
の

設
定

値
（

0
m
）

は
現

実
的

で
は

な
い

こ
と

か
ら

、
U
.
S.

N
R
C 

NU
R
E
G
-0

7
82

,
 

A
p
p
e
nd

i
x-

G
 
(1

9
8
1
)の

バ
ッ

フ
ァ

ゾ
ー

ン
サ

イ
ト

境
界

井
戸

の
位

置

設
定

（
3
0
m
）

を
参

考
に

し
、

こ
れ

を
保

守
的

に
丸

め
て

10
m
と

設
定

す
る

。
人

為
事

象
で

は
、

こ
れ

よ
り

さ
ら

に
近

い
距

離
と

し
て

1
/1

0

の
1
m
と

す
る

。
 

井
戸

の
集

水
量

 

ピ
ッ

ト
(人

為
)：

8
×

1
0
4
 

ト
レ

ン
チ

(
変

動
)
：

1
.
2×

1
0
5  

m
3
/
y

埋
設

施
設

の
規

模
(
ピ

ッ
ト

：
40

0×
1
0
0
m、

ト
レ

ン
チ

P
埋

設
地

：

2
0
0×

4
00

m、
ト

レ
ン

チ
S
埋

設
地

：
4
00
×

20
0
m
)、

帯
水

層
の

厚
さ

(
2
m
)、

帯
水

層
が

存
在

す
る

土
壌

層
の

地
下

水
流

速
(
1
0
0
m
/
y
)
か

ら
算

出
し

て
設

定
す

る
。

 

汚
染

水
混

合
割

合
 

1
 

－
 

原
子

炉
CL

報
告

書
で

は
、
0
.
3
3
で

あ
る

が
、
保

守
的

に
取

水
す

る
水

が
全

て
汚

染
水

で
あ

る
と

し
て

設
定

 

河
川

水
 

人
の

年
間

飲
料

水
摂

取
量

 
0
.
6
1 

m
3
/
y

原
子

炉
CL

報
告

書
を

参
考

に
す

る
。

 

農
業

、
畜

産
業

等
食

物
に

関

す
る

土
地

利
用

の
状

況
 

河
川
・
沼

産
物

の
年

間

摂
取

量
 

魚
類

0
.
6 

k
g
/
y

原
子

炉
CL

報
告

書
を

参
考

に
す

る
。

 

経
根

吸
収

係
数

 
0
.
1
 

－
 

原
子

炉
C
L
報

告
書

を
参

考
に

す
る

。
 

農
作

物
の

市
場

係
数

 
1
 

－
 

原
子

炉
C
L
報

告
書

を
参

考
に

す
る

。
 

農
作

物
の

摂
取

割
合

 
別

表
 

－
 

表
5
.
2
.
2
4
を

参
照

す
る

。
 

農
作

物
の

輸
送

時
間

 
0
 

d
 

原
子

炉
C
L
報

告
書

を
参

考
に

す
る

。
 

農
作

物
の

 

年
間

摂
取

量
 

米
 

7
1
 

k
g
/
y

原
子

炉
C
L
報

告
書

を
参

考
に

、
葉

菜
、

非
葉

菜
、

果
実

の
す

べ
て

に

放
射

性
核

種
が

含
ま

れ
て

い
る

と
想

定
し

て
摂

取
量

を
設

定
す

る
。
な

お
、
こ

こ
で

示
す

農
作

物
の

年
間

摂
取

量
に

対
す

る
線

量
評

価
対

象
者

の
摂

取
割

合
に

つ
い

て
は
表

5.
2
.
2
3
に

示
す

。
 

葉
菜

 
2
4 

非
葉

菜
 

9
0
 

果
実

 
4
4 
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表
5
.
2
.
2
3
人

間
活

動
及

び
社

会
環

境
に
関

す
る

評
価

パ
ラ

メ
ー

タ
の

設
定

値
一

覧
（

農
耕

・
畜

産
）（

2
/
2）

 

区
分

 
立

地
条

件
項

目
 

評
価

パ
ラ

メ
ー

タ
項

目
 

設
定

値
 

設
定

方
法

 
設

定
値

 
単

位
 

人
間

活
動

 
及

び
 

社
会

環
境

 

農
業

、
畜

産
業

等
 

食
物

に
関

す
る

 
土

地
利

用
の

状
況

 

灌
漑

土
壌

：
真

密
度

 
2
6
0
0 

k
g
/
m
3  

原
子

炉
C
L
報

告
書

を
参

考
に

す
る

。
 

灌
漑

土
壌

：
間

隙
率

 
0
.
3
 

－
 

原
子

炉
C
L
報

告
書

を
参

考
に

す
る

。
 

灌
漑

土
壌

：
分

配
係

数
 

別
表

 
m
3
/
k
g 

農
耕

土
壌

の
分

配
係

数
を

参
考

に
す

る
。

値
に

つ
い

て
は

、
添

付
資

料
-
B

に
示

す
。

 

有
効

土
壌

深
さ

 
0
.
1
5 

m
 

原
子

炉
CL

報
告

書
を

参
考

に
す

る
。

 

灌
漑

水
量

 
田

 
2
.
4 

m
3
/
m
2
/
y
 

原
子

炉
C
L
報

告
書

を
参

考
に

す
る

。
 

畑
・

牧
草

地
1
.
2 

m
3
/
m
2
/
y
 

原
子

炉
C
L
報

告
書

を
参

考
に

す
る

。
 

土
壌

飽
和

度
 

田
 

1
 

－
 

原
子

炉
CL

報
告

書
を

参
考

に
す

る
。

 

畑
・

牧
草

地
0
.
2
 

－
 

原
子

炉
C
L
報

告
書

を
参

考
に

す
る

。
 

灌
漑

水
浸

透
水

量
 

0
.
4 

m
3
/
m
2
/
y
 

原
子

炉
C
L
報

告
書

を
参

考
に

す
る

。
 

放
射

性
核

種
の

土
壌

残
留

係
数

 
1
 

－
 

原
子
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表 5.2.24 各シナリオにおける農作物の摂取割合 

シナリオ 
線量評価 

対象者 

農作物の年間摂取量に対する線量

評価対象者の摂取割合(-) 設定方法 

米 葉菜 非葉菜 果実 

地下水移行 
河川水： 

農作物摂取 
1 0 0 0 

灌漑農作物摂取の評価経路に用

いる。 

土地利用 

帯水層土壌：居住

する人 
0 0.1 0.1 0.1 

VLLW 学会標準における跡地居住

者の家庭菜園を参考にする。 

河川岸土壌：農作

物摂取 
0 0.5 0.5 0.5 

VLLW 学会標準を参考に、半分が

自給自足と想定する。 

掘削土壌： 

居住者による農作

物摂取 

0 0.1 0.1 0.1 
VLLW 学会標準における跡地居住

者の家庭菜園を参考にする。 

隆起浸食： 

居住者による農作

物摂取 

0 0.1 0.1 0.1 
VLLW 学会標準における跡地居住

者の家庭菜園を参考にする。 

人為事象 

河川岸土壌：農作

物摂取 
0 0.5 0.5 0.5 

VLLW 学会標準を参考に、半分が

自給自足と想定する。 

河川水： 

農作物摂取 
1 0 0 0 

灌漑農作物摂取の評価経路に用

いる。 

 

 

表 5.2.25 基本シナリオの評価結果（コンクリートピット埋設施設、地下水シナリオ） 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

河川水利用 

河川水飲用 3.1E-02 300  C-14 I-129 

河川産物摂取 1.3E+00 300  C-14 － 

農作業者 3.0E-02 555  Ag-108m － 

灌漑農作物摂取 5.1E-03 500  Ag-108m
C-14, Sr-90, 

I-129, Ra-226, Ra-228 

灌漑畜産物(牛乳)摂取 1.3E-02 300  C-14 － 

 

表 5.2.26 基本シナリオにおける線量の評価結果（トレンチ埋設施設、地下水シナリオ） 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

河川水利用 

河川水飲用 2.6E-03 285  U-234 C-14, Sr-90, U-238 

河川産物摂取 2.4E-02 50  C-14 － 

農作業者 3.8E-04 700  Ag-108m U-234, U-238 

灌漑農作物摂取 1.1E-03 70  Sr-90 Cl-36 

灌漑畜産物(牛乳)摂取 8.8E-04 50  Sr-90 C-14, Cl-36 

 

表 5.2.25 及び表 5.2.26 の注釈： 

*1：管理期間終了(50 年経過後)以降の最大線量を評価対象とした。 

*2：ピーク時の線量が最も大きい核種  

*3：ピーク時の線量が最大線量に対して 10%以上の核種 
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表 5.2.27 配基本シナリオにおける線量の評価結果 

（コンクリートピット埋設施設、土地利用シナリオ） 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

河川岸土壌 

作業者 1.7E-03 300  Ag-108m － 

農作物摂取 5.0E-04 300  Sr-90 C-14 

畜産物(牛乳)摂取 2.0E-03 300  C-14 － 

 

 

表 5.2.28 基本シナリオにおける線量の評価結果（トレンチ埋設施設、土地利用シナリオ） 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

河川岸土壌 

作業者 3.1E-05 360  U-234 
Ag-108m, Eu-152, U-238, 

Pu-239 

農作物摂取 6.2E-04 60  Sr-90 － 

畜産物(牛乳)摂取 1.3E-04 50  Sr-90 C-14 

埋設地の 

利用 

建設作業者 2.6E-01 50 Cs-137 Co-60 

居住者 1.3E-01 50 Sr-90 Co-60, Cs-137 

 

 

表 5.2.29 河川流量減少を想定した変動地下水シナリオの評価結果 

(コンクリートピット埋設施設） 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

河川水利用 

河川水飲用 1.1E-01 110000 Po-210 C-14, Pb-210, Pu-239 

河川産物摂取 1.3E+00 300  C-14 － 

農作業者 9.4E-02 150000 Th-228 
Ag-108m, Ra-226, 

Ra-228, Pu-239 

灌漑農作物摂取 4.1E-01 150000 Ra-228 Ra-226 

灌漑畜産物(牛乳)摂取 1.3E-02 300  C-14 
Ni-59, Po-210, Ra-226, 

Ra-228 

 

 
表 5.2.30 井戸利用を想定した変動地下水シナリオの評価結果(トレンチ埋設施設) 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

井戸の利用 井戸水飲用 2.7E+00 50 Sr-90 C-14, U-234, U-238 

 

本頁表中の注釈： 

*1：管理期間終了(50 年経過後)以降の最大線量を評価対象とした。 

*2：ピーク時の線量が最も大きい核種  

*3：ピーク時の線量が最大線量に対して 10%以上の核種 
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表 5.2.27 配基本シナリオにおける線量の評価結果 

（コンクリートピット埋設施設、土地利用シナリオ） 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

河川岸土壌 

作業者 1.7E-03 300  Ag-108m － 

農作物摂取 5.0E-04 300  Sr-90 C-14 

畜産物(牛乳)摂取 2.0E-03 300  C-14 － 

 

 

表 5.2.28 基本シナリオにおける線量の評価結果（トレンチ埋設施設、土地利用シナリオ） 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

河川岸土壌 

作業者 3.1E-05 360  U-234 
Ag-108m, Eu-152, U-238, 

Pu-239 

農作物摂取 6.2E-04 60  Sr-90 － 

畜産物(牛乳)摂取 1.3E-04 50  Sr-90 C-14 

埋設地の 

利用 

建設作業者 2.6E-01 50 Cs-137 Co-60 

居住者 1.3E-01 50 Sr-90 Co-60, Cs-137 

 

 

表 5.2.29 河川流量減少を想定した変動地下水シナリオの評価結果 

(コンクリートピット埋設施設） 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

河川水利用 

河川水飲用 1.1E-01 110000 Po-210 C-14, Pb-210, Pu-239 

河川産物摂取 1.3E+00 300  C-14 － 

農作業者 9.4E-02 150000 Th-228 
Ag-108m, Ra-226, 

Ra-228, Pu-239 

灌漑農作物摂取 4.1E-01 150000 Ra-228 Ra-226 

灌漑畜産物(牛乳)摂取 1.3E-02 300  C-14 
Ni-59, Po-210, Ra-226, 

Ra-228 

 

 
表 5.2.30 井戸利用を想定した変動地下水シナリオの評価結果(トレンチ埋設施設) 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

井戸の利用 井戸水飲用 2.7E+00 50 Sr-90 C-14, U-234, U-238 

 

本頁表中の注釈： 

*1：管理期間終了(50 年経過後)以降の最大線量を評価対象とした。 

*2：ピーク時の線量が最も大きい核種  

*3：ピーク時の線量が最大線量に対して 10%以上の核種 
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表 5.2.31 河川流量減少を想定した変動土地利用シナリオの評価結果 

(コンクリートピット埋設施設) 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

河川岸土壌 

農作業者 9.4E-03 28000 Pu-239 Ag-108m, Ra-226, Th-228

農作物摂取 3.6E-03 135000 Ra-228 Sr-90, Pb-210, Ra-226 

畜産物(牛乳)摂取 2.0E-03 300  C-14 
Ni-59, Po-210, Ra-226, 

Ra-228 

 

 

表 5.2.32 海水準変動に伴う土地利用シナリオの評価結果 

（コンクリートピット埋設施設） 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

河川岸土壌 

農作業者 9.4E-03 28000 Pu-239 Ag-108m, Ra-226, Th-228

農作物摂取 3.6E-03 135000 Ra-228 Sr-90, Pb-210, Ra-226 

畜産物(牛乳)摂取 2.0E-03 300 C-14 
Ni-59,Po-210, 

Ra-226, Ra-228 

 

 

表 5.2.33 核種移行経路侵食・再堆積した土地の利用シナリオの評価結果 

（コンクリートピット埋設施設） 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

下流域の 

再堆積地の

利用 

農作業者 3.7E-02 26500 Pu-239 Ra-226, Th-228, Pu-240 

居住者 1.0E-02 26500 Pu-239 Ra-226, Th-228, Pu-240 

農作物摂取 3.8E-03 130000 Ra-226 Pb-210, Ra-228 

畜産物(牛乳)摂取 6.6E-03 17500 Ni-59 Po-210, Ra-226, Ra-228 

 

 

表 5.2.34 埋設施設底面までの掘削を伴う土地利用の評価結果(コンクリートピット埋設施設) 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

埋設地の 

利用 

建設作業者 1.7E+01 300 Pu-240 Pu-239, Am-241 

居住者 5.5E+00 300 Pu-240 Pu-239, Am-241 

 

 

本頁表中の注釈： 

*1：管理期間終了(300 年経過後)以降の最大線量を評価対象とした。 

*2：ピーク時の線量が最も大きい核種  

*3：ピーク時の線量が最大線量に対して 10%以上の核種 
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表 5.2.35 埋設施設底面までの掘削を伴う土地利用の評価結果(トレンチ埋設施設) 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

埋設地の 

利用 

建設作業者 9.5E-01 50 Cs-137 Co-60 

居住者 4.6E-01 50 Sr-90 Co-60, Cs-137 

 

 

表 5.2.36 帯水層土壌に至る掘削と想定した土地利用シナリオの評価結果 

（コンクリートピット埋設施設） 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

帯水層土壌を掘削

した土地の利用 

建設作業者 6.4E-01 300 Ag-108m － 

居住者 1.8E-01 300 Ag-108m Sr-90 

 

 

表 5.2.37 帯水層土壌に至る掘削と想定した土地利用シナリオの評価結果（トレンチ埋設施設） 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

帯水層土壌を掘削

した土地の利用 

建設作業者 2.1E-02 50 Co-60 Eu-152 

居住者 6.4E-02 50 Sr-90 - 

 

 

表 5.2.38 バリア機能の一部喪失を想定した地下水シナリオの評価結果 

(コンクリートピット埋設施設) 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

河川水利用 

河川水飲用 3.1E-02 300  C-14 I-129, Pu-239, Pu-240 

河川産物摂取 1.3E+00 300  C-14 － 

農作業者 3.0E-02 555  Ag-108m Th-228, Pu-239 

灌漑農作物摂取 3.4E-02 23500 Ra-228 Ag-108m 

灌漑畜産物(牛乳)摂取 1.3E-02 300  C-14 － 

 

本頁表中の注釈： 

*1：管理期間終了(300 年経過後)以降の最大線量を評価対象とした。 

*2：ピーク時の線量が最も大きい核種  

*3：ピーク時の線量が最大線量に対して 10%以上の核種 
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表 5.2.35 埋設施設底面までの掘削を伴う土地利用の評価結果(トレンチ埋設施設) 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

埋設地の 

利用 

建設作業者 9.5E-01 50 Cs-137 Co-60 

居住者 4.6E-01 50 Sr-90 Co-60, Cs-137 

 

 

表 5.2.36 帯水層土壌に至る掘削と想定した土地利用シナリオの評価結果 

（コンクリートピット埋設施設） 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

帯水層土壌を掘削

した土地の利用 

建設作業者 6.4E-01 300 Ag-108m － 

居住者 1.8E-01 300 Ag-108m Sr-90 

 

 

表 5.2.37 帯水層土壌に至る掘削と想定した土地利用シナリオの評価結果（トレンチ埋設施設） 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

帯水層土壌を掘削

した土地の利用 

建設作業者 2.1E-02 50 Co-60 Eu-152 

居住者 6.4E-02 50 Sr-90 - 

 

 

表 5.2.38 バリア機能の一部喪失を想定した地下水シナリオの評価結果 

(コンクリートピット埋設施設) 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

河川水利用 

河川水飲用 3.1E-02 300  C-14 I-129, Pu-239, Pu-240 

河川産物摂取 1.3E+00 300  C-14 － 

農作業者 3.0E-02 555  Ag-108m Th-228, Pu-239 

灌漑農作物摂取 3.4E-02 23500 Ra-228 Ag-108m 

灌漑畜産物(牛乳)摂取 1.3E-02 300  C-14 － 

 

本頁表中の注釈： 

*1：管理期間終了(300 年経過後)以降の最大線量を評価対象とした。 

*2：ピーク時の線量が最も大きい核種  

*3：ピーク時の線量が最大線量に対して 10%以上の核種 
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表 5.2.39 バリア機能喪失の一部喪失を想定した土地利用シナリオの評価結果 

（コンクリートピット埋設施設） 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

河川岸土壌 

農作業者 2.2E-03 13000 Ag-108m
Ra-228, Th-228, Pu-239, 

Pu-240 

農作物摂取 5.0E-04 300  Sr-90 C-14, Ra-228, Pu-239 

畜産物(牛乳)摂取 2.0E-03 300  C-14 － 

 

 

表 5.2.40 ボーリング孔掘削による仮想的な移行経路短絡シナリオの評価結果 

（コンクリートピット埋設施設：地下水シナリオ） 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

河川水利用 

河川水飲用 4.3E-03 301  C-14 I-129 

河川産物摂取 1.9E-01 301  C-14 － 

農作業者 3.5E-04 650  Ag-108m Pu-239, Pu-240, Am-241 

灌漑農作物摂取 1.7E-04 304  Ra-228 
C-14, Ni-63, Sr-90, 

Ag-108m, I-129 

灌漑畜産物(牛乳)摂取 1.6E-03 301  C-14 I-129 

 

 

表 5.2.41 ボーリング孔掘削による仮想的な移行経路短絡シナリオの評価結果 

（コンクリートピット埋設施設：土地利用シナリオ） 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

河川岸土壌 

農作業者 2.4E-04 315  Ag-108m
Cs-137, Pu-239, Pu-240, 

Am-241 

農作物摂取 8.1E-05 303  Sr-90 C-14 

畜産物(牛乳)摂取 2.7E-04 301  C-14 Ni-63, Cs-137 

 

 

表 5.2.42 ボーリング孔掘削による仮想的な移行経路短絡シナリオの評価結果 

(コンクリートピット埋設施設：帯水層土壌掘削シナリオ) 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

帯水層土壌を掘削

した土地の利用 

建設作業者 2.3E+00 320 Ag-108m
Nb-94, Cs-137, Pu-239, 

Pu-240, Am-241 

居住者 6.1E-01 755 Sr-90 
C-14, Ag-108m, Cs-137, 

Pu-239, Pu-240, Am-241 
 

本頁表中の注釈： 

*1：管理期間終了(300 年経過後)以降の最大線量を評価対象とした。 

*2：ピーク時の線量が最も大きい核種  

*3：ピーク時の線量が最大線量に対して 10%以上の核種 
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表 5.2.43 施設近傍におけるボーリング孔からの地下水飲用の評価結果 

(コンクリートピット埋設施設） 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

井戸の利用 井戸水飲用 3.8E+01 300 C-14 I-129 

 

 

表 5.2.44 両施設からの線量の重畳を考慮した基本シナリオの評価結果（地下水シナリオ） 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

河川水利用 

河川水飲用 3.4E-02 300  C-14 － 

河川産物摂取 1.3E+00 300  C-14 － 

農作業者 3.0E-02 555  Ag-108m － 

灌漑農作物摂取 5.2E-03 500  Ag-108m
C-14, Sr-90, I-129, 

Ra-226, Ra-228 

灌漑畜産物(牛乳)摂取 1.3E-02 300  C-14 － 

 

 

表 5.2.45 両施設からの線量の重畳を考慮した基本シナリオの評価結果（土地利用シナリオ） 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

河川岸土壌 

作業者 1.7E-03 300  Ag-108m － 

農作物摂取 5.0E-04 300  Sr-90 C-14 

畜産物(牛乳)摂取 2.0E-03 300  C-14 － 

 

 

本頁表中の注釈： 

*1：管理期間終了(300 年経過後)以降の最大線量を評価対象とした。 

*2：ピーク時の線量が最も大きい核種  

*3：ピーク時の線量が最大線量に対して 10%以上の核種 
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表 5.2.43 施設近傍におけるボーリング孔からの地下水飲用の評価結果 

(コンクリートピット埋設施設） 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

井戸の利用 井戸水飲用 3.8E+01 300 C-14 I-129 

 

 

表 5.2.44 両施設からの線量の重畳を考慮した基本シナリオの評価結果（地下水シナリオ） 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

河川水利用 

河川水飲用 3.4E-02 300  C-14 － 

河川産物摂取 1.3E+00 300  C-14 － 

農作業者 3.0E-02 555  Ag-108m － 

灌漑農作物摂取 5.2E-03 500  Ag-108m
C-14, Sr-90, I-129, 

Ra-226, Ra-228 

灌漑畜産物(牛乳)摂取 1.3E-02 300  C-14 － 

 

 

表 5.2.45 両施設からの線量の重畳を考慮した基本シナリオの評価結果（土地利用シナリオ） 

評価経路 
最大線量*1

(μSv/y) 

ピーク

時期(y)

支配 

核種*2 

線量寄与率*310%以上の 

核種 

河川岸土壌 

作業者 1.7E-03 300  Ag-108m － 

農作物摂取 5.0E-04 300  Sr-90 C-14 

畜産物(牛乳)摂取 2.0E-03 300  C-14 － 

 

 

本頁表中の注釈： 

*1：管理期間終了(300 年経過後)以降の最大線量を評価対象とした。 

*2：ピーク時の線量が最も大きい核種  

*3：ピーク時の線量が最大線量に対して 10%以上の核種 

 

 

 

 

  

  

JAEA-Technology 2012-031 

-
 
236

 
-
 

表
5
.
2
.
4
6
配

置
設

計
の

結
果

を
考

慮
し

た
評

価
結

果
の
ま
と
め

 

  

重
畳

人
為

ト
レ

ン
チ

長
期

変
動

事
象

可
能

性
の

小
さ

い
事

象
人

工
バ

リ
ア

機
能

喪
失

可
能

性
の

小
さ

い
事

象

飲
用

経
口

摂
取

3
.
1
E
-
0
2

2
.
6
E
-
0
3

3
.
4
E
-
0
2

1
.
1
E
-
0
1

-
3
.
1
E
-
0
2

-
-

河
川

産
物

摂
取

経
口

摂
取

1
.
3
E
+
0
0

2
.
4
E
-
0
2

1
.
3
E
+
0
0

1
.
3
E
+
0
0

-
1
.
3
E
+
0
0

-
-

灌
漑

農
作

業
者

外
部

・
吸

入
3
.
0
E
-
0
2

3
.
8
E
-
0
4

3
.
0
E
-
0
2

9
.
4
E
-
0
2

-
3
.
0
E
-
0
2

-
-

灌
漑

農
作

物
(
米

)
摂

取
経

口
摂

取
5
.
1
E
-
0
3

1
.
1
E
-
0
3

5
.
2
E
-
0
3

4
.
1
E
-
0
1

-
3
.
4
E
-
0
2

-
-

灌
漑

畜
産

物
(
牛

乳
)
摂

取
経

口
摂

取
1
.
3
E
-
0
2

8
.
8
E
-
0
4

1
.
3
E
-
0
2

1
.
3
E
-
0
2

-
1
.
3
E
-
0
2

-
-

井
戸

水
利

用
飲

用
経

口
摂

取
-

-
-

-
-

-
2
.
7
E
+
0
0

-

農
作

業
者

外
部

・
吸

入
1
.
7
E
-
0
3

3
.
1
E
-
0
5

1
.
7
E
-
0
3

9
.
4
E
-
0
3

-
2
.
2
E
-
0
3

-
-

農
作

物
(
葉

菜
等

)
摂

取
経

口
摂

取
5
.
0
E
-
0
4

6
.
2
E
-
0
4

5
.
0
E
-
0
4

3
.
6
E
-
0
3

-
5
.
0
E
-
0
4

-
-

畜
産

物
(
牛

乳
)
摂

取
経

口
摂

取
2
.
0
E
-
0
3

1
.
3
E
-
0
4

2
.
0
E
-
0
3

2
.
0
E
-
0
3

-
2
.
0
E
-
0
3

-
-

農
作

業
者

外
部

・
吸

入
-

-
-

9
.
4
E
-
0
3

-
-

-
-

農
作

物
(
葉

菜
等

)
摂

取
経

口
摂

取
-

-
-

3
.
6
E
-
0
3

-
-

-
-

畜
産

物
(
牛

乳
)
摂

取
経

口
摂

取
-

-
-

2
.
0
E
-
0
3

-
-

-
-

農
作

業
者

外
部

・
吸

入
-

-
-

3
.
7
E
-
0
2

-
-

-
-

居
住

者
外

部
・

吸
入

-
-

-
1
.
0
E
-
0
2

-
-

-
-

農
作

物
(
葉

菜
等

)
摂

取
経

口
摂

取
-

-
-

3
.
8
E
-
0
3

-
-

-
-

畜
産

物
(
牛

乳
)
摂

取
経

口
摂

取
-

-
-

6
.
6
E
-
0
3

-
-

-
-

建
設

作
業

外
部

・
吸

入
-

2
.
6
E
-
0
1

-
-

1
.
7
E
+
0
1

-
9
.
5
E
-
0
1

-

居
住

者
（

農
作

物
(
葉

菜
等

)
摂

取
を

含
む

）
外

部
・

吸
入

・
経

口
摂

取
-

1
.
3
E
-
0
1

-
-

5
.
5
E
+
0
0

-
4
.
6
E
-
0
1

-

建
設

作
業

者
外

部
・

吸
入

-
-

-
-

6
.
4
E
-
0
1

-
2
.
2
E
-
0
2

-

居
住

者
（

農
作

物
(
葉

菜
等

)
摂

取
を

含
む

）
外

部
・

吸
入

・
経

口
摂

取
-

-
-

-
1
.
8
E
-
0
1

-
6
.
4
E
-
0
2

-

飲
用

経
口

摂
取

-
-

-
-

-
-

-
4
.
3
E
-
0
3

河
川

産
物

摂
取

経
口

摂
取

-
-

-
-

-
-

-
1
.
9
E
-
0
1

農
作

業
者

外
部

・
吸

入
-

-
-

-
-

-
-

3
.
5
E
-
0
4

灌
漑

農
作

物
摂

取
経

口
摂

取
-

-
-

-
-

-
-

1
.
7
E
-
0
4

灌
漑

畜
産

物
(
牛

乳
)
摂

取
経

口
摂

取
-

-
-

-
-

-
-

1
.
6
E
-
0
3

農
作

業
者

外
部

・
吸

入
-

-
-

-
-

-
-

2
.
4
E
-
0
4

農
作

物
摂

取
経

口
摂

取
-

-
-

-
-

-
-

8
.
1
E
-
0
5

畜
産

物
(
牛

乳
)
摂

取
経

口
摂

取
-

-
-

-
-

-
-

2
.
7
E
-
0
4

建
設

作
業

者
外

部
・

吸
入

-
-

-
-

-
-

-
2
.
3
E
+
0
0

居
住

者
（

農
作

物
(
葉

菜
等

)
摂

取
を

含
む

）
外

部
・

吸
入

・
経

口
摂

取
-

-
-

-
-

-
-

6
.
1
E
-
0
1

ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
孔

地
下

水
摂

取
井

戸
水

利
用

井
戸

水
飲

用
経

口
摂

取
-

-
-

-
-

-
-

3
.
8
E
+
0
1

変
動

ピ
ッ

ト
ト

レ
ン

チ

ピ
ッ

ト

ﾋ
ﾟ
ｯ
ﾄ
+
ﾄ
ﾚ
ﾝ
ﾁ

ピ
ッ

ト

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
（

ﾋ
ﾟ
ｯ
ﾄ
/
ﾄ
ﾚ
ﾝ
ﾁ
）

地
下

水
中

移
行

河
川

水
利

用

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

（
ﾋ
ﾟ
ｯ
ﾄ
/
ﾄ
ﾚ
ﾝ
ﾁ
）

①
現

状
の

土
地

利
用

地
下

水
中

移
行

河
川

岸
利

用

②
海

水
準

変
動

に
伴

い
利

用
可

能
と

な
っ

た
土

地
の

利
用

河
川

の
陸

地
化

に
よ

る
利

用

シ
ナ

リ
オ

（
対

象
施

設
）

移
行

経
路

評
価

経
路

被
ば

く
形

態

評
価

対
象

と
す

る
経

路

基
本

③
下

流
域

に
再

堆
積

し
た

土
地

帯
水

層
土

壌
の

削
剥

・
再

堆
積

地
の

利
用

④
埋

設
施

設
が

地
表

付
近

に
近

接
し

た
際

の
土

地
の

利
用

埋
設

地
埋

設
地

の
掘

削
利

用

地
下

水
中

移
行

帯
水

層
土

壌
の

掘
削

利
用

帯
水

層
土

壌
の

掘
削

利
用

移
行

経
路

短
絡

ｼ
ﾅ
ﾘ
ｵ

（
施

設
貫

通
ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
）

人
為

事
象

シ
ナ

リ
オ

（
ﾋ
ﾟ
ｯ
ﾄ
）

地
下

水
中

移
行

河
川

水
利

用

河
川

岸
利

用

JAEA-Technology 2012-031

- 236 -

JAEA-Technology 2012-031

- 237 -



JAEA-Technology 2012-031 

- 237 - 

 
 

 
 

図 5.2.1 管理期間終了後の被ばく線量評価の進め方 
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埋設領域

降雨浸透水量 [m3/m2/y]

ベントナイト混合土

埋設領域

岩盤中
地下水流速 [m/y]

ベントナイト混合土を介して
核種が上方の地下水へ流出

廃棄体層を移行して
核種が岩盤中の地下水へ流出

廃棄体層を移行して
核種が地下水へ流出

地下水位

＜トレンチ処分の評価の場合＞

＜ピット処分の評価の場合＞

 

 

浅地中（自由水面を有する）
地下水流速 [m/y] 地下水移行

岩盤中地下水移行

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 5.2.2トレンチ及びコンクリートピット埋設施設からの核種浸出モデル 

 
 
 
 
 
 

 
 

図 5.2.3線量評価モデルの概念図 
 
 

両施設ともにこの経

路を評価対象とする。 

バリアの必要性を判断

するため、設定しない 
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図 5.2.7トレンチ埋設施設の配置設計を考慮した水理パラメータの設定概念図 
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図 5.2.9解析モデル図（基本シナリオ：ケース 1） 

 
 

 

 
図 5.2.10ピット外周面から粒子を発生させた流跡線の解析結果 
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図 5.2.11施設浸出水量算定の概念図 
 

 

 
 

図 5.2.12放射性物質の流出域の幅及び流出経路の概念図 
 
 
 
 

 
 

図 5.2.13トレンチ処分の核種移行評価モデルの概念図 
 
 
 
 

JAEA-Technology 2012-031

- 248 -

JAEA-Technology 2012-031

- 249 -



JAEA-Technology 2012-031 

- 247 - 

 

 
 

図 5.2.11施設浸出水量算定の概念図 
 

 

 
 

図 5.2.12放射性物質の流出域の幅及び流出経路の概念図 
 
 
 
 

 
 

図 5.2.13トレンチ処分の核種移行評価モデルの概念図 
 
 
 
 

JAEA-Technology 2012-031 

- 248 - 

 

 
流出経路 1 

 
流出経路 2 

 
流出経路 3 

図 5.2.14ピット処分の核種移行評価モデルの概念図 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.2.15配置設計の結果を考慮した線量評価の施設配置の概念図 
 

 

地下水の流れ 
（縦断方向に単純化） 

トレンチ埋設施設 

コンクリートピット埋設施設 
P 及び S 埋設地 

P 埋設地 

S 埋設地 
400m 

100m 

400m 400m 200m 

JAEA-Technology 2012-031

- 248 -

JAEA-Technology 2012-031

- 249 -



  

JAEA-Technology 2012-031 

- 249 - 

 
図

5
.
2
.
1
6
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
/
1
8
) 

 
図

5
.
2
.
1
7
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
2
/
1
8
) 

 
図

5
.
2
.
1
8
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
3
/
1
8
) 

 
図

5
.
2
.
1
9
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
4
/
1
8
) 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
地

下
水

シ
ナ

リ
オ

：
 

河
川

水
飲

用
）

 
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ピ
ッ

ト
、

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

 

河
川

産
物

摂
取

）
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
地

下
水

シ
ナ

リ
オ

：
 

灌
漑

農
作

業
者

）
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
地

下
水

シ
ナ

リ
オ

：
 

灌
漑

農
作

物
摂

取
）

 

JAEA-Technology 2012-031

- 250 -

JAEA-Technology 2012-031

- 251 -



  

JAEA-Technology 2012-031 

- 249 - 

 
図

5
.
2
.
1
6
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
/
1
8
) 

 
図

5
.
2
.
1
7
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
2
/
1
8
) 

 
図

5
.
2
.
1
8
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
3
/
1
8
) 

 
図

5
.
2
.
1
9
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
4
/
1
8
) 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
地

下
水

シ
ナ

リ
オ

：
 

河
川

水
飲

用
）

 
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ピ
ッ

ト
、

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

 

河
川

産
物

摂
取

）
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
地

下
水

シ
ナ

リ
オ

：
 

灌
漑

農
作

業
者

）
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
地

下
水

シ
ナ

リ
オ

：
 

灌
漑

農
作

物
摂

取
）

 

  

JAEA-Technology 2012-031 

- 250 - 

 
図

5
.
2
.
2
0
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
5
/
1
8
) 

 
図

5
.
2
.
2
1
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
6
/
1
8
) 

 
図

5
.
2
.
2
2
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
7
/
1
8
) 

 
図

5
.
2
.
2
3
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
8
/
1
8
) 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
地

下
水

シ
ナ

リ
オ

：
 

灌
漑

畜
産

物
(牛

乳
)摂

取
）

 

 

（
ト

レ
ン

チ
、

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

河
川

水
飲

用
）

 

（
ト

レ
ン

チ
、

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

河
川

産
物

摂
取

）
 

（
ト

レ
ン

チ
、

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

灌
漑

農
作

業
者

）
 

JAEA-Technology 2012-031

- 250 -

JAEA-Technology 2012-031

- 251 -



  

JAEA-Technology 2012-031 

- 251 - 

 
図

5
.
2
.
2
4
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
9
/
1
8
) 

 
図

5
.
2
.
2
5
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
0
/
1
8
) 

 
図

5
.
2
.
2
6
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
1
/
1
8
) 

 
図

5
.
2
.
2
7
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
2
/
1
8
) 

（
ト

レ
ン

チ
、

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

灌
漑

農
作

物
摂

取
）

 
（

ト
レ

ン
チ

、
地

下
水

シ
ナ

リ
オ

：
 

灌
漑

畜
産

物
(牛

乳
)摂

取
）

 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
土

地
利

用
シ

ナ
リ

オ
：

 

河
川

岸
土

壌
、

農
作

業
者

）
 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
土

地
利

用
シ

ナ
リ

オ
：

 

河
川

岸
土

壌
、

農
作

物
摂

取
）

 

 

JAEA-Technology 2012-031

- 252 -

JAEA-Technology 2012-031

- 253 -



  

JAEA-Technology 2012-031 

- 251 - 

 
図

5
.
2
.
2
4
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
9
/
1
8
) 

 
図

5
.
2
.
2
5
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
0
/
1
8
) 

 
図

5
.
2
.
2
6
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
1
/
1
8
) 

 
図

5
.
2
.
2
7
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
2
/
1
8
) 

（
ト

レ
ン

チ
、

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

灌
漑

農
作

物
摂

取
）

 
（

ト
レ

ン
チ

、
地

下
水

シ
ナ

リ
オ

：
 

灌
漑

畜
産

物
(牛

乳
)摂

取
）

 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
土

地
利

用
シ

ナ
リ

オ
：

 

河
川

岸
土

壌
、

農
作

業
者

）
 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
土

地
利

用
シ

ナ
リ

オ
：

 

河
川

岸
土

壌
、

農
作

物
摂

取
）

 

 

  

JAEA-Technology 2012-031 

- 252 - 

 
図

5
.
2
.
2
8
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
3
/
1
8
) 

 
図

5
.
2
.
2
9
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
4
/
1
8
) 

 
図

5
.
2
.
3
0
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
5
/
1
8
) 

 
図

5
.
2
.
3
1
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
6
/
1
8
) 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
土

地
利

用
シ

ナ
リ

オ
：

 

河
川

岸
土

壌
、

畜
産

物
(牛

乳
)摂

取
）

 

 

（
ト

レ
ン

チ
、

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
 

河
川

岸
土

壌
、

農
作

業
者

）
 

（
ト

レ
ン

チ
、

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
 

河
川

岸
土

壌
、

農
作

物
摂

取
）

 
（

ト
レ

ン
チ

、
土

地
利

用
シ

ナ
リ

オ
：

 

河
川

岸
土

壌
、

畜
産

物
(牛

乳
)摂

取
）

 

JAEA-Technology 2012-031

- 252 -

JAEA-Technology 2012-031

- 253 -



  

JAEA-Technology 2012-031 

- 253 - 

 
図

5
.
2
.
3
2
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
7
/
1
8
) 

 
図

5
.
2
.
3
3
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
8
/
1
8
) 

 
図

5
.
2
.
3
4
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
3
5
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
2
/
2
9
) 

（
ト

レ
ン

チ
、

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
建

設
作

業
者

）
 

（
ト

レ
ン

チ
、

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
居

住
者

）
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
河

川
水

量
減

少
、

 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

河
川

水
飲

用
）

 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
河

川
水

量
減

少
、

 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

河
川

産
物

摂
取

）
 

 

JAEA-Technology 2012-031

- 254 -

JAEA-Technology 2012-031

- 255 -



  

JAEA-Technology 2012-031 

- 253 - 

 
図

5
.
2
.
3
2
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
7
/
1
8
) 

 
図

5
.
2
.
3
3
基

本
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
8
/
1
8
) 

 
図

5
.
2
.
3
4
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
3
5
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
2
/
2
9
) 

（
ト

レ
ン

チ
、

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
建

設
作

業
者

）
 

（
ト

レ
ン

チ
、

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
居

住
者

）
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
河

川
水

量
減

少
、

 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

河
川

水
飲

用
）

 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
河

川
水

量
減

少
、

 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

河
川

産
物

摂
取

）
 

 

  

JAEA-Technology 2012-031 

- 254 - 

 
図

5
.
2
.
3
6
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
3
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
3
7
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
4
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
3
8
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
5
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
3
9
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
6
/
2
9
) 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
河

川
水

量
減

少
、

 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

農
作

業
者

）
 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
河

川
水

量
減

少
、

 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

灌
漑

農
作

物
摂

取
）

 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
河

川
水

量
減

少
、

 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

灌
漑

畜
産

物
(牛

乳
)摂

取
）

 

 

（
ト

レ
ン

チ
、

発
生

頻
度

小
、

 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

井
戸

水
飲

用
）

 

JAEA-Technology 2012-031

- 254 -

JAEA-Technology 2012-031

- 255 -



  

JAEA-Technology 2012-031 

- 255 - 

 
図

5
.
2
.
4
0
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
7
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
4
1
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
8
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
4
2
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
9
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
4
3
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
0
/
2
9
) 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
河

川
水

量
減

少
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
河

川
岸

土
壌

、
農

作
業

者
）

 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
河

川
水

量
減

少
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
河

川
岸

土
壌

、
農

作
物

摂
取

）
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
河

川
水

量
減

少
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
河

川
岸

土
壌

、
畜

産
物

(牛
乳

)摂
取

）
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
移

行
経

路
侵

食
・

再
堆

積
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
農

作
業

者
）

 

 

JAEA-Technology 2012-031

- 256 -

JAEA-Technology 2012-031

- 257 -



  

JAEA-Technology 2012-031 

- 255 - 

 
図

5
.
2
.
4
0
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
7
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
4
1
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
8
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
4
2
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
9
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
4
3
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
0
/
2
9
) 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
河

川
水

量
減

少
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
河

川
岸

土
壌

、
農

作
業

者
）

 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
河

川
水

量
減

少
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
河

川
岸

土
壌

、
農

作
物

摂
取

）
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
河

川
水

量
減

少
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
河

川
岸

土
壌

、
畜

産
物

(牛
乳

)摂
取

）
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
移

行
経

路
侵

食
・

再
堆

積
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
農

作
業

者
）

 

 

  

JAEA-Technology 2012-031 

- 256 - 

 
図

5
.
2
.
4
4
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
1
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
4
5
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
2
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
4
6
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
3
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
4
7
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
4
/
2
9
) 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
移

行
経

路
侵

食
・

再
堆

積
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
居

住
者

）
 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
移

行
経

路
侵

食
・

再
堆

積
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
農

作
物

摂
取

）
 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
移

行
経

路
侵

食
・

再
堆

積
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
畜

産
物

(牛
乳

)摂
取

）
 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
発

生
頻

度
小

、
土

地
利

用
シ

ナ
リ

オ
：

 

跡
地

利
用

、
建

設
作

業
者

）
 

JAEA-Technology 2012-031

- 256 -

JAEA-Technology 2012-031

- 257 -



  

JAEA-Technology 2012-031 

- 257 - 

 
図

5
.
2
.
4
8
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
5
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
4
9
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
6
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
5
0
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
7
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
5
1
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
8
/
2
9
) 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
発

生
頻

度
小

、
土

地
利

用
シ

ナ
リ

オ
：

 

跡
地

利
用

、
居

住
者

）
 

（
ト

レ
ン

チ
、

発
生

頻
度

小
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
跡

地
利

用
、

建
設

作
業

者
）

 

（
ト

レ
ン

チ
、

発
生

頻
度

小
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
跡

地
利

用
、

居
住

者
）

 
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ピ
ッ

ト
、

発
生

頻
度

小
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
帯

水
層

土
壌

掘
削

、
建

設
作

業
者

）
 

JAEA-Technology 2012-031

- 258 -

JAEA-Technology 2012-031

- 259 -



  

JAEA-Technology 2012-031 

- 257 - 

 
図

5
.
2
.
4
8
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
5
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
4
9
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
6
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
5
0
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
7
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
5
1
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
8
/
2
9
) 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
発

生
頻

度
小

、
土

地
利

用
シ

ナ
リ

オ
：

 

跡
地

利
用

、
居

住
者

）
 

（
ト

レ
ン

チ
、

発
生

頻
度

小
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
跡

地
利

用
、

建
設

作
業

者
）

 

（
ト

レ
ン

チ
、

発
生

頻
度

小
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
跡

地
利

用
、

居
住

者
）

 
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ピ
ッ

ト
、

発
生

頻
度

小
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
帯

水
層

土
壌

掘
削

、
建

設
作

業
者

）
 

  

JAEA-Technology 2012-031 

- 258 - 

 
図

5
.
2
.
5
2
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
1
9
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
5
3
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
2
0
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
5
4
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
2
1
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
5
5
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
2
2
/
2
9
) 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
発

生
頻

度
小

、
 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
帯

水
層

土
壌

掘
削

、
居

住
者

）
 

（
ト

レ
ン

チ
、

発
生

頻
度

小
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
帯

水
層

土
壌

掘
削

、
建

設
作

業
者

）
 

（
ト

レ
ン

チ
、

発
生

頻
度

小
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
帯

水
層

土
壌

掘
削

、
居

住
者

）
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
バ

リ
ア

機
能

一
部

喪
失

、
 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

河
川

水
飲

用
）

 

 

JAEA-Technology 2012-031

- 258 -

JAEA-Technology 2012-031

- 259 -



  

JAEA-Technology 2012-031 

- 259 - 

 
図

5
.
2
.
5
6
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
2
3
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
5
7
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
2
4
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
5
8
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
2
5
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
5
9
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
2
6
/
2
9
) 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
バ

リ
ア

機
能

一
部

喪
失

、
 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

河
川

産
物

摂
取

）
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
バ

リ
ア

機
能

一
部

喪
失

、
 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

農
作

業
者

）
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
バ

リ
ア

機
能

一
部

喪
失

、
 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

灌
漑

農
作

物
摂

取
）

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
バ

リ
ア

機
能

一
部

喪
失

、
 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

灌
漑

畜
産

物
(牛

乳
)摂

取
）

 

JAEA-Technology 2012-031

- 260 -

JAEA-Technology 2012-031

- 261 -



  

JAEA-Technology 2012-031 

- 259 - 

 
図

5
.
2
.
5
6
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
2
3
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
5
7
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
2
4
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
5
8
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
2
5
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
5
9
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
2
6
/
2
9
) 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
バ

リ
ア

機
能

一
部

喪
失

、
 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

河
川

産
物

摂
取

）
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
バ

リ
ア

機
能

一
部

喪
失

、
 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

農
作

業
者

）
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
バ

リ
ア

機
能

一
部

喪
失

、
 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

灌
漑

農
作

物
摂

取
）

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
バ

リ
ア

機
能

一
部

喪
失

、
 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

灌
漑

畜
産

物
(牛

乳
)摂

取
）

 

  

JAEA-Technology 2012-031 

- 260 - 

 
図

5
.
2
.
6
0
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
2
7
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
6
1
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
2
8
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
6
2
変

動
シ

ナ
リ

オ
の
評

価
結

果
(
2
9
/
2
9
) 

 
図

5
.
2
.
6
3
人

為
事

象
シ

ナ
リ
オ

の
評

価
結

果
(
1
/
1
1
) 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
バ

リ
ア

機
能

一
部

喪
失

、
 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
農

作
業

者
）

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
バ

リ
ア

機
能

一
部

喪
失

、
 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
農

作
物

摂
取

）
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
バ

リ
ア

機
能

一
部

喪
失

、
 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
畜

産
物

(牛
乳

)摂
取

）
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
移

行
経

路
短

絡
、

 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

河
川

水
利

用
、

河
川

水
飲

用
）

 

 

JAEA-Technology 2012-031

- 260 -

JAEA-Technology 2012-031

- 261 -



  

JAEA-Technology 2012-031 

- 261 - 

 
図

5
.
2
.
6
4
人

為
事

象
シ

ナ
リ
オ

の
評

価
結

果
(
2
/
1
1
) 

 
図

5
.
2
.
6
5
人

為
事

象
シ

ナ
リ
オ

の
評

価
結

果
(
3
/
1
1
) 

 
図

5
.
2
.
6
6
人

為
事

象
シ

ナ
リ
オ

の
評

価
結

果
(
4
/
1
1
) 

 
図

5
.
2
.
6
7
人

為
事

象
シ

ナ
リ
オ

の
評

価
結

果
(
5
/
1
1
) 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
移

行
経

路
短

絡
、

 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

河
川

水
利

用
、

河
川

産
物

摂
取

）
 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
移

行
経

路
短

絡
、

 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

河
川

水
利

用
、

農
作

業
者

）
 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
移

行
経

路
短

絡
 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

河
川

水
利

用
、

灌
漑

農
作

物
摂

取
）

 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
移

行
経

路
短

絡
、

 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

河
川

水
利

用
、

灌
漑

畜
産

物
(牛

乳
)摂

取
）

 

 

JAEA-Technology 2012-031

- 262 -

JAEA-Technology 2012-031

- 263 -



  

JAEA-Technology 2012-031 

- 261 - 

 
図

5
.
2
.
6
4
人

為
事

象
シ

ナ
リ
オ

の
評

価
結

果
(
2
/
1
1
) 

 
図

5
.
2
.
6
5
人

為
事

象
シ

ナ
リ
オ

の
評

価
結

果
(
3
/
1
1
) 

 
図

5
.
2
.
6
6
人

為
事

象
シ

ナ
リ
オ

の
評

価
結

果
(
4
/
1
1
) 

 
図

5
.
2
.
6
7
人

為
事

象
シ

ナ
リ
オ

の
評

価
結

果
(
5
/
1
1
) 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
移

行
経

路
短

絡
、

 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

河
川

水
利

用
、

河
川

産
物

摂
取

）
 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
移

行
経

路
短

絡
、

 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

河
川

水
利

用
、

農
作

業
者

）
 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
移

行
経

路
短

絡
 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

河
川

水
利

用
、

灌
漑

農
作

物
摂

取
）

 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
移

行
経

路
短

絡
、

 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

河
川

水
利

用
、

灌
漑

畜
産

物
(牛

乳
)摂

取
）

 

 

  

JAEA-Technology 2012-031 

- 262 - 

 
図

5
.
2
.
6
8
人

為
事

象
シ

ナ
リ
オ

の
評

価
結

果
(
6
/
1
1
) 

 
図

5
.
2
.
6
9
人

為
事

象
シ

ナ
リ
オ

の
評

価
結

果
(
7
/
1
1
) 

 
図

5
.
2
.
7
0
人

為
事

象
シ

ナ
リ
オ

の
評

価
結

果
(
8
/
1
1
) 

 
図

5
.
2
.
7
1
人

為
事

象
シ

ナ
リ
オ

の
評

価
結

果
(
9
/
1
1
) 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
移

行
経

路
短

絡
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
河

川
岸

利
用

、
農

作
業

者
）

 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
移

行
経

路
短

絡
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
河

川
岸

利
用

、
農

作
物

摂
取

）
 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
移

行
経

路
短

絡
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
河

川
岸

利
用

、
畜

産
物

(牛
乳

)摂
取

）
 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
移

行
経

路
短

絡
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
帯

水
層

土
壌

掘
削

、
建

設
作

業
者

）
 

 

JAEA-Technology 2012-031

- 262 -

JAEA-Technology 2012-031

- 263 -



  

JAEA-Technology 2012-031 

- 263 - 

 
図

5
.
2
.
7
2
人

為
事

象
シ

ナ
リ
オ

の
評

価
結

果
(
1
0
/
1
1
) 

 
図

5
.
2
.
7
3
人

為
事

象
シ

ナ
リ
オ

の
評

価
結

果
(
1
1
/
1
1
) 

 
図

5
.
2
.
7
4
基

本
シ

ナ
リ

オ
（
線

量
の

重
畳

）
の

評
価

結
果

(1
/
8
)
 

 
図

5
.
2
.
7
5
基

本
シ

ナ
リ

オ
（
線

量
の

重
畳

）
の

評
価

結
果

(2
/
8
)
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
移

行
経

路
短

絡
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
帯

水
層

土
壌

掘
削

、
居

住
者

）
 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
施

設
近

傍
ボ

ー
リ

ン
グ

、
 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

井
戸

水
飲

用
）

 

 

（
両

施
設

、
地

下
水

シ
ナ

リ
オ

：
 

河
川

水
利

用
、

河
川

水
飲

用
）

 

（
両

施
設

、
地

下
水

シ
ナ

リ
オ

：
 

河
川

水
利

用
、

河
川

産
物

摂
取

）
 

JAEA-Technology 2012-031

- 264 -

JAEA-Technology 2012-031

- 265 -



  

JAEA-Technology 2012-031 

- 263 - 

 
図

5
.
2
.
7
2
人

為
事

象
シ

ナ
リ
オ

の
評

価
結

果
(
1
0
/
1
1
) 

 
図

5
.
2
.
7
3
人

為
事

象
シ

ナ
リ
オ

の
評

価
結

果
(
1
1
/
1
1
) 

 
図

5
.
2
.
7
4
基

本
シ

ナ
リ

オ
（
線

量
の

重
畳

）
の

評
価

結
果

(1
/
8
)
 

 
図

5
.
2
.
7
5
基

本
シ

ナ
リ

オ
（
線

量
の

重
畳

）
の

評
価

結
果

(2
/
8
)
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
移

行
経

路
短

絡
、

 

土
地

利
用

シ
ナ

リ
オ

：
帯

水
層

土
壌

掘
削

、
居

住
者

）
 

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

、
施

設
近

傍
ボ

ー
リ

ン
グ

、
 

地
下

水
シ

ナ
リ

オ
：

井
戸

水
飲

用
）

 

 

（
両

施
設

、
地

下
水

シ
ナ

リ
オ

：
 

河
川

水
利

用
、

河
川

水
飲

用
）

 

（
両

施
設

、
地

下
水

シ
ナ

リ
オ

：
 

河
川

水
利

用
、

河
川

産
物

摂
取

）
 

  

JAEA-Technology 2012-031 

- 264 - 

 
図

5
.
2
.
7
6
基

本
シ

ナ
リ

オ
（
線

量
の

重
畳

）
の

評
価

結
果

(3
/
8
)
 

 
図

5
.
2
.
7
7
基

本
シ

ナ
リ

オ
（
線

量
の

重
畳

）
の

評
価

結
果

(4
/
8
)
 

 
図

5
.
2
.
7
8
基

本
シ

ナ
リ

オ
（
線

量
の

重
畳

）
の

評
価

結
果

(5
/
8
)
 

 
図

5
.
2
.
7
9
基

本
シ

ナ
リ

オ
（
線

量
の

重
畳

）
の

評
価

結
果

(6
/
8
)
 

（
両

施
設

、
地

下
水

シ
ナ

リ
オ

：
 

河
川

水
利

用
、

灌
漑

農
作

業
者

）
 

（
両

施
設

、
地

下
水

シ
ナ

リ
オ

：
 

河
川

水
利

用
、

灌
漑

農
作

物
摂

取
）

 

（
両

施
設

、
地

下
水

シ
ナ

リ
オ

：
 

河
川

水
利

用
、

灌
漑

畜
産

物
(牛

乳
)摂

取
）

 

（
両

施
設

、
土

地
利

用
シ

ナ
リ

オ
：

 

河
川

岸
利

用
、

農
作

業
者

）
 

JAEA-Technology 2012-031

- 264 -

JAEA-Technology 2012-031

- 265 -



  

JAEA-Technology 2012-031 

- 265 - 

 
図

5
.
2
.
8
0
基

本
シ

ナ
リ

オ
（
線

量
の

重
畳

）
の

評
価

結
果

(7
/
8
)
 

 
図

5
.
2
.
8
1
基

本
シ

ナ
リ

オ
（
線

量
の

重
畳

）
の

評
価

結
果

(8
/
8
)
 

  

（
両

施
設

、
土

地
利

用
シ

ナ
リ

オ
：

 

河
川

岸
利

用
、

農
作

物
摂

取
）

 

（
両

施
設

、
土

地
利

用
シ

ナ
リ

オ
：

 

河
川

岸
利

用
、

畜
産

物
(牛

乳
)摂

取
）

 

JAEA-Technology 2012-031

- 266 -

JAEA-Technology 2012-031

- 267 -



  

JAEA-Technology 2012-031 

- 265 - 

 
図

5
.
2
.
8
0
基

本
シ

ナ
リ

オ
（
線

量
の

重
畳

）
の

評
価

結
果

(7
/
8
)
 

 
図

5
.
2
.
8
1
基

本
シ

ナ
リ

オ
（
線

量
の

重
畳

）
の

評
価

結
果

(8
/
8
)
 

  

（
両

施
設

、
土

地
利

用
シ

ナ
リ

オ
：

 

河
川

岸
利

用
、

農
作

物
摂

取
）

 

（
両

施
設

、
土

地
利

用
シ

ナ
リ

オ
：

 

河
川

岸
利

用
、

畜
産

物
(牛

乳
)摂

取
）

 

JAEA-Technology 2012-031 

- 267 - 

基
本
シ
ナ
リ
オ 

(

地
下
水
シ
ナ
リ
オ
、
土
地
利
用
シ
ナ
リ
オ) 

 

変
動
土
地
利
用
シ
ナ
リ
オ(

河
川
水
量
減
少) 

 

図 5.2.82 コンクリートピット埋設施設のシナリオ評価結果の整理 (1/3) 
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図 5.2.82コンクリートピット埋設施設のシナリオ評価結果の整理 (2/3) 
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図 5.2.82コンクリートピット埋設施設のシナリオ評価結果の整理 (2/3) 
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図 5.2.82コンクリートピット埋設施設のシナリオ評価結果の整理 (3/3) 
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図 5.2.83トレンチ埋設施設のシナリオ評価結果の整理 
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図 5.2.83トレンチ埋設施設のシナリオ評価結果の整理 
 

JAEA-Technology 2012-031 

- 271 - 

基
本
シ
ナ
リ
オ(

地
下
水
シ
ナ
リ
オ
と
土
地
利
用
シ
ナ
リ
オ) 

 

 
図 5.2.84コンクリートピット埋設施設とトレンチ埋設施設の重畳を考慮したシナリオ評価結果

の整理 
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6．まとめ 

 

本報告書では、概念設計の前提条件となる、廃棄体性状及び放射能インベントリに係る条件、

我が国の一般的な立地条件、埋設施設の技術基準等を取りまとめ、これらの前提条件を踏まえて、

埋設施設に必要な施設・設備の抽出、設計、被ばく線量計算等を行った。本報告書で行った内容

を各章ごとに示す。 

2 章では、概念設計の前提条件（一般的な立地条件及び基本的な設計条件（廃棄体数量・放

射能インベントリ、埋設計画等））の設定を行った。 

3 章では、当該埋設事業を実施する上で必要となる施設及びその関連施設、設備等の抽出を行

った。その際、公衆及び放射線業務従事者の放射線被ばくを低減し、核燃料物質によって汚染さ

れた物の取扱いや埋設作業の実施に対する安全を確保しつつ、合理的な操業ができるよう必要な

機器等を対象とした。 

4 章では、3章で抽出した施設等の施設設計及び事業所内の配置計画を行った。 

コンクリートピット埋設施設の施設設計では、埋設計画に応じた必要なピット数で効率よく収

納できる仕様とした。また、二次元 FEM 解析をすることにより、重量のある廃棄体を偏在させた

種々の定置条件下においても十分な強度を有し、常時、地震時の荷重により放射性物質が容易に

漏出するようなひび割れが発生することはないことを確認した。 

トレンチ埋設施設の施設設計でも埋設計画に応じた必要な基数で効率よく収納できる仕様とし、

また、非放射性の有害物質の環境影響を踏まえて、産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準
13)に定める構造基準を考慮した。 

5 章では、操業期間(最終覆土前までの期間)中における放射線業務従事者及び一般公衆の被ば

く線量と、埋設施設の管理期間(最終覆土後、トレンチ処分は約 50 年、ピット処分は約 300 年) 終

了後における一般公衆の被ばく線量の評価を行った。 

操業期間中における放射線業務事業者の被ばく線量の評価では、受入検査施設、コンクリート

ピット埋設施設及びトレンチ埋設施設において、直接γ線による実効線量率が管理区域及び管理

区域境界の区分に応じて設定された設計基準線量率を満足することを確認した。また、一般公衆

の被ばく線量の評価では、事業所境界上を評価点として、同３施設からの直接γ線及びスカイシ

ャインγ線の実効線量率を求め、1年間の線量基準以下であることを確認した。 

管理期間終了後の評価では、新しい安全審査指針 2)に基づきピット、トレンチ処分に対して考

慮すべき評価シナリオを、放射能インベントリ等の特徴を踏まえて選定し、評価した。計算結果

はいづれのシナリオでもめやす線量を下回り、また、ピット、トレンチ両埋設施設からの線量を

重畳した結果もめやす線量を下回ったことから、本埋設施設により対象廃棄物の全量を同一サイ

ト内で埋設可能であることを確認した。 

今後、実施計画 1)に従い安全審査指針 2)に示されている廃棄物埋設施設の基本的立地条件を踏

まえ、我が国において想定されうる種々の自然環境及び社会環境条件下において線量評価及び費

用試算を行い、合理性の観点から埋設施設の安全性及び経済性に関する感度解析を行う。 
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6．まとめ 

 

本報告書では、概念設計の前提条件となる、廃棄体性状及び放射能インベントリに係る条件、

我が国の一般的な立地条件、埋設施設の技術基準等を取りまとめ、これらの前提条件を踏まえて、

埋設施設に必要な施設・設備の抽出、設計、被ばく線量計算等を行った。本報告書で行った内容

を各章ごとに示す。 

2 章では、概念設計の前提条件（一般的な立地条件及び基本的な設計条件（廃棄体数量・放

射能インベントリ、埋設計画等））の設定を行った。 

3 章では、当該埋設事業を実施する上で必要となる施設及びその関連施設、設備等の抽出を行

った。その際、公衆及び放射線業務従事者の放射線被ばくを低減し、核燃料物質によって汚染さ

れた物の取扱いや埋設作業の実施に対する安全を確保しつつ、合理的な操業ができるよう必要な

機器等を対象とした。 

4 章では、3章で抽出した施設等の施設設計及び事業所内の配置計画を行った。 

コンクリートピット埋設施設の施設設計では、埋設計画に応じた必要なピット数で効率よく収

納できる仕様とした。また、二次元 FEM 解析をすることにより、重量のある廃棄体を偏在させた

種々の定置条件下においても十分な強度を有し、常時、地震時の荷重により放射性物質が容易に

漏出するようなひび割れが発生することはないことを確認した。 

トレンチ埋設施設の施設設計でも埋設計画に応じた必要な基数で効率よく収納できる仕様とし、

また、非放射性の有害物質の環境影響を踏まえて、産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準
13)に定める構造基準を考慮した。 

5 章では、操業期間(最終覆土前までの期間)中における放射線業務従事者及び一般公衆の被ば

く線量と、埋設施設の管理期間(最終覆土後、トレンチ処分は約 50 年、ピット処分は約 300 年) 終

了後における一般公衆の被ばく線量の評価を行った。 

操業期間中における放射線業務事業者の被ばく線量の評価では、受入検査施設、コンクリート

ピット埋設施設及びトレンチ埋設施設において、直接γ線による実効線量率が管理区域及び管理

区域境界の区分に応じて設定された設計基準線量率を満足することを確認した。また、一般公衆

の被ばく線量の評価では、事業所境界上を評価点として、同３施設からの直接γ線及びスカイシ

ャインγ線の実効線量率を求め、1年間の線量基準以下であることを確認した。 

管理期間終了後の評価では、新しい安全審査指針 2)に基づきピット、トレンチ処分に対して考

慮すべき評価シナリオを、放射能インベントリ等の特徴を踏まえて選定し、評価した。計算結果

はいづれのシナリオでもめやす線量を下回り、また、ピット、トレンチ両埋設施設からの線量を

重畳した結果もめやす線量を下回ったことから、本埋設施設により対象廃棄物の全量を同一サイ

ト内で埋設可能であることを確認した。 

今後、実施計画1)に従い安全審査2)に示されている廃棄物埋設施設の基本的立地条件を踏まえ、

我が国において想定されうる種々の自然環境及び社会環境条件下において線量評価及び費用試算

を行い、合理性の観点から埋設施設の安全性及び経済性に関する感度解析を行う。 
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付録 A 施設からの核種浸出漏出モデルについて 
 
埋設施設からの核種浸出モデルは、一般に（式 1）のように表すことができる。施設中に存在

する核種は崩壊に伴って減衰するとともに、核種移行率（η）に応じて施設から浸出する。 

核種移行率は、埋設される廃棄物中の放射性物質の放射能量、廃棄物の物理的・化学的性質 (金

属、コンクリート等)、汚染の形態（表面汚染とその固着率、放射化汚染）及び廃棄体仕様（固型

化、充填固化、溶融等）に起因する核種保持性能を適切に考慮することによりモデル化される。

具体的には、廃棄体が核種保持性能を有することが期待できる場合には、これを反映した放出率

を設定することが可能であり、廃棄体の核種保持機能を期待できない場合には、核種が瞬時に放

出されることを想定することとなる。また、埋め戻し材を含む埋設施設としての核種保持機能を

考慮する場合には、廃棄体から放出された放射性物質が施設中に浸透した間隙水と一様に混合希

釈されると想定し、固相との収着分配平衡を考慮して核種の浸出をモデル化（以下、「分配平衡モ

デル」という。）することができる。 

 tQtJ  )(exp)( 0    (式 1) 

J(t)：時間 t における核種移行率(Bq/y) 
Q0：初期放射能量(Bq) 
λ：崩壊定数(1/y) 
η：核種移行率(1/y)  

 
なお、本評価における放射能インベントリ及び廃棄体の物量からは考慮しないが、地下水の化

学的雰囲気、間隙水中の核種濃度を考慮して、溶解度律速に基づく核種浸出をモデル化すること

も考えられる。 
以下では、核種浸出モデルの代表的なモデルである放出係数モデルと分配係数モデルを取り上

げ、それぞれの特徴を整理・検討したのち、本評価で用いる埋設施設に係る評価モデルを決定し

た。 
 

(1) 放出係数モデルについて 
濃度上限値報告書 1)の線量評価では、施設からの核種浸出は、IAEA- TECDOC-4012)が採用し

たように、NRPB-R1613)で使用された放出係数モデルが採用されている（(式 2)を参照）。この放

出係数モデルは、施設からの核種浸出を、実際に操業されている衛生処分場への重金属等の処分

量とその浸出水量濃度から算定した比率を放出係数（Rc）として各元素に適用したものであり、

施設の降雨浸透抑制機能や施設の汚染物質保持機能などの環境要因を包括的に考慮したものであ

る。ただし、放出係数モデルは、測定等によってあらかじめ評価パラメータとしての放出係数値

を決定することができないため、類似例がない限り、具体の施設には適用が困難なモデルである。 
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  Rc：放出係数(-)  S：核種移行に係る施設面積(m2) 
  νin：浸透水量(m/y) HD：核種移行に係る施設高さ(m) 
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付録 A 施設からの核種浸出漏出モデルについて 
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量とその浸出水量濃度から算定した比率を放出係数（Rc）として各元素に適用したものであり、

施設の降雨浸透抑制機能や施設の汚染物質保持機能などの環境要因を包括的に考慮したものであ

る。ただし、放出係数モデルは、測定等によってあらかじめ評価パラメータとしての放出係数値
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(2) 分配平衡モデルについて 
廃棄体からの核種放出が瞬時に起こり、ある領域中に一様に混合希釈する（瞬時混合希釈）と

仮定し、施設を構成する媒体の密度、間隙率及び収着分配係数を設定して、間隙水と媒体との分

配平衡を仮定することにより核種の浸出量を算定する｢分配平衡モデル｣を適用することが考えら

れる。本モデルにおける核種移行率は、上記の(式 2)において、放出係数（Rc）を(式 3)のように

媒体の間隙率（ε）と遅延係数（Rf）の積に置き換えることで得られる。収着分配係数は、収着

媒体を決めれば、一定の手法に則った試験で測定可能なパラメータ値である。 

fD RH 



 1
    (式 3) 

ここで、 df KR 


 

11   (式 4) 

    Rf：遅延係数(-) 
    ε：媒体の間隙率(-) 
    ρ：媒体の粒子密度(g/cm3) 
    Kd：分配係数(cm3/g) 
 

(3) 本安全評価で用いる核種浸出モデル 
(式 2)と(式 3)から明らかなように、放出係数は、数学的に、一定の施設への降雨浸透水量の下

で核種の浸出量が等しくなる等価な収着分配係数を求めることによって、分配平衡モデルとして

評価することが可能である。例えば、廃棄物の見かけ密度；2.0 g/cm3，空隙率 0.3 のとき、放出

係数 RC；3.0E-4 は，Rf = 1.1E-4 から，Kd = 1670 (cm3/g)と算出される。設定値と換算値の比較

を表 A-1 に示す。 
なお、施設への降雨浸透水量は、トレンチ埋設施設であれば覆土などの特性を試験的に測定す

ることにより、あるいはコンクリートピット埋設施設であれば一定の条件の下に地下水流動解析

等を用いて設定可能なパラメータ値である。具体の施設を計画するに当たっては、分配平衡モデ

ルは、試験・解析を通じて具体的に利用可能な評価モデルであり、将来的な適用性の観点からも、

採用が現実的なものと考えられる。 
このため、安全審査など、これから計画され実施される処分に適用する施設からの核種浸出モ

デルとしては、放出係数モデルよりも分配平衡モデルの方が環境変化に応じた値の試験確認等も

可能であり適用性に富んでいる。 
以上より、本評価では、トレンチ埋設施設とコンクリートピット埋設施設に共通して、具体的

にパラメータ値の設定が可能である分配平衡モデルを適用することとし、各媒体の分配係数に関

しては、両施設が浅地中に設置されることを考慮して、砂や堆積岩等に対する測定値や評価事例

を参考に、施設内の充てん材等に適用できる分配係数を設定するものとする。 
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表 A-1 インベントリ特性評価における施設内分配係数設定値と放出係数との比較 

元素

名 

濃度上限値評価 インベントリ特性評価 
のための Kd 設定値(B) 

(m3/kg) 

A/B 
(-) 備考 放出係数 

(-) 
Kｄ換算値(A)

(m3/kg) 
Al - - 1.50E+00   
H 5.00E+00 1.00E-04 0.00E+00   
C 

1.00E-01 5.00E-03 

2.00E-03 2.5  
Cl 1.00E-03 5.0  
Tc 1.40E-04 36 ＋ 
I 1.00E-03 5.0  

Be 

3.00E-02 1.67E-02 

2.40E-01 0.070 － 
Ca 9.00E-03 1.9  
Co 6.00E-02 0.28  
Ni 4.00E-01 0.042 － 
Se 1.50E-01 0.11  
Sr 1.30E-02 1.3  
Nb 1.60E-01 0.10  
Mo 7.40E-03 2.3  
Sn 1.30E-01 0.13  
Ba 6.00E-02 0.28  
Ho 2.40E-01 0.070 － 
Hf 4.50E-01 0.037 － 
Cs 1.00E-02 5.00E-02 2.70E-01 0.19  
Zr 

3.00E-04 1.67E+00 

2.00E-01 8.4  
Ag 9.00E-02 19 ＋ 
Cd 7.40E-02 23 ＋ 
Eu 3.10E-02 54 ＋ 
Pb 2.70E-01 6.2  
Po 1.50E-01 11 ＋ 
Ra 4.90E-01 3.4  
Ac 4.50E-01 3.7  
Th 3.00E+00 0.56 ＋ 
Pa 5.40E-01 3.1  
U 3.30E-02 51 ＋ 

Np 4.10E-03 410 ＋ 
Pu 5.40E-01 3.1  
Am 2.00E+00 0.84  
Cm 4.00E+00 0.42  

  

参照文献： 
 Cs 以外 NRPB-R-161 
 Cs IAEA-TECDOC-401 
* Al は設定されていない。 

本検討における設定手順：

①IAEA-TRS-3644)(砂の値) 
②IAEA S.S No.575) 
③IAEA-TECDOC-401 
④Eu：原研事業許可申請書 6)

Cl：化学的類似性を考慮し I
と同じ値に設定。 
Al, Ba：VLLW 学会標準 7)を

参考にし ORNL-57868)より

設定。 

備考欄の凡例 
 
＋ ： A/B > 10 
－ ： A/B < 0.1 
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付録-B 
元素依存パラメータ及び被ばく線量の換算係数 

 
5.2 項のインベントリ特性評価及び概念設計の結果に基づく線量評価に用いた元素依存パラメー

タ（分配係数、移行係数、濃縮係数）及び線量換算係数を表 B-1~表 B-9 に示す。 
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付録-B 
元素依存パラメータ及び被ばく線量の換算係数 
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表 B-1 農作物への移行係数 

元素名 
米 

（Bq/g-wet)／(Bq/q-dry) 
葉菜、非葉菜、果実 

（Bq/g-wet)／(Bq/q-dry) 
選定値 選定値の選定根拠 選定値 選定値の選定根拠 

H 5.0E+00 IAEA-TECDOC-1380 5.0E+00 IAEA-TECDOC-1380 
Be 2.0E-03 IAEA-TECDOC-1380 2.0E-03 IAEA-TECDOC-1380(葉菜) 
C 1.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 1.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 
Al 4.0E-03 NCRP No.129 (VLLW 学会標準) 4.0E-03 ORNL-5786 (VLLW 学会標準)
Cl 5.0E+00 NUREG/CR-3585 5.0E+00 NUREG/CR-3585 
Ca 5.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 5.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 
Co 3.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 3.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Ni 5.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 3.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Se 1.0E-01 IAEA-TECDOC-1000 1.0E-01 IAEA-TECDOC-1000 
Sr 8.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 3.0E+00 IAEA-TECDOC-1380(葉菜) 
Zr 5.0E-03 IAEA-TECDOC-1380 5.0E-03 IAEA-TECDOC-1380 
Nb 1.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 1.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Mo 2.0E-01 IAEA-TECDOC-1000 2.0E-01 IAEA-TECDOC-1000 
Tc 1.0E+01 IAEA-TECDOC-1380 1.0E+01 IAEA-TECDOC-1380 
Ag 2.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 2.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 

Cd 5.0E-01 葉菜、非葉菜、果実と同じ 
(VLLW 学会標準) 5.0E-01 IAEA SRS No.19 

(VLLW 学会標準) 
Sn 2.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 1.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 
I 1.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 1.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 

Cs 2.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 3.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 

Ba 5.0E-02 葉菜、非葉菜、果実と同じ 
(VLLW 学会標準) 5.0E-02 IAEA SRS No.19 

(VLLW 学会標準) 
Eu 3.0E-03 IAEA-TECDOC-1380 3.0E-03 IAEA-TECDOC-1380 
Ho 2.6E-03 UCRL-50163 part Ⅳ 2.6E-03 UCRL-50163 part Ⅳ 
Hf 3.0E-03 NCRP-129（L1 学会標準） 3.5E-03 ORNL-5786 （L1 学会標準）

Pb 1.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 1.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Po 2.0E-04 IAEA-TECDOC-1380 2.0E-04 IAEA-TECDOC-1380 
Ra 4.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 4.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Ac 1.0E-03 IAEA-TECDOC-1380 1.0E-03 IAEA-TECDOC-1380 
Th 5.0E-04 IAEA-TECDOC-1380 5.0E-04 IAEA-TECDOC-1380 
Pa 4.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 4.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
U 1.0E-04 IAEA-TECDOC-1380 1.0E-03 IAEA-TECDOC-1380 

Np 3.0E-04 IAEA-TECDOC-1380 1.0E-02 IAEA-TECDOC-1380(葉菜) 
Pu 3.0E-05 IAEA-TECDOC-1380 1.0E-03 IAEA-TECDOC-1380(根菜) 
Am 1.0E-05 IAEA-TECDOC-1380 1.0E-03 IAEA-TECDOC-1380 
Cm 1.8E-05 IAEA TRS No.364（シリアル） 2.2E-04 IAEA TRS No.364（根菜） 

選定手順：①IAEA-TECDOC-13801), ②IAEA TRS No.3642), ③IAEA SS No.573), 
④IAEA-TECDOC-4014), ⑤IAEA-TECDOC-10005) 
⑥上記文献に記載がない元素の設定は下記のとおり 
Al：NCRP No.1296)(米)、ORNL-57867)(葉菜、非葉菜、果実)、 
Cd 及び Ba：IAEA SRS No.198)、Cl：NUREG/CR-35859)、Ho：UCRL-50163 part Ⅳ10)
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表 B-2 河川産物(魚類）への濃縮係数 

元素名 選定値 
(m3/kg) 選定値の選定根拠 

H 1.0E-03 IAEA-TECDOC-1380 
Be 1.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 
C 5.0E+01 IAEA-TECDOC-1380 
Al 5.0E-01 NCRP-123(VLLW 学会標準) 
Cl 5.0E-02 NUREG/CR-3585 
Ca 2.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 
Co 3.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 
Ni 1.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 
Se 2.0E-01 IAEA-TECDOC-1000 
Sr 6.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Zr 3.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 
Nb 3.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 
Mo 1.0E-02 NUREG/CR-3585 
Tc 2.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Ag 5.0E-03 IAEA-TECDOC-1380 
Cd 2.0E-01 IAEA SRS No.19(VLLW 学会標準) 
Sn 3.0E+00 IAEA-TECDOC-1380 
I 4.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 

Cs 2.0E+00 IAEA-TECDOC-1380 
Ba 4.0E-03 IAEA SRS No.19(VLLW 学会標準) 
Eu 5.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Ho 2.5E-02 UCRL-50564 
Hf 4.0E-02 NCRP-123（L1 学会標準） 
Pb 3.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 
Po 5.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Ra 5.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Ac 3.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Th 1.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 
Pa 1.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
U 1.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 

Np 3.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Pu 3.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Am 3.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Cm 3.0E-02 IAEA TRS No.364 

選定手順：①IAEA-TECDOC-1380, ②IAEA SS No.57, ③IAEA-TECDOC-401, 
④NUREG/CR-3585, ⑤UCRL-50564 Rev.111),⑥IAEA TRS No.364,  
⑦IAEA-TECDOC-1000, ⑧IAEA SRS No.19, ⑨NCRP-12312) 
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表 B-2 河川産物(魚類）への濃縮係数 

元素名 選定値 
(m3/kg) 選定値の選定根拠 

H 1.0E-03 IAEA-TECDOC-1380 
Be 1.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 
C 5.0E+01 IAEA-TECDOC-1380 
Al 5.0E-01 NCRP-123(VLLW 学会標準) 
Cl 5.0E-02 NUREG/CR-3585 
Ca 2.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 
Co 3.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 
Ni 1.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 
Se 2.0E-01 IAEA-TECDOC-1000 
Sr 6.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Zr 3.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 
Nb 3.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 
Mo 1.0E-02 NUREG/CR-3585 
Tc 2.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Ag 5.0E-03 IAEA-TECDOC-1380 
Cd 2.0E-01 IAEA SRS No.19(VLLW 学会標準) 
Sn 3.0E+00 IAEA-TECDOC-1380 
I 4.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 

Cs 2.0E+00 IAEA-TECDOC-1380 
Ba 4.0E-03 IAEA SRS No.19(VLLW 学会標準) 
Eu 5.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Ho 2.5E-02 UCRL-50564 
Hf 4.0E-02 NCRP-123（L1 学会標準） 
Pb 3.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 
Po 5.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Ra 5.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Ac 3.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Th 1.0E-01 IAEA-TECDOC-1380 
Pa 1.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
U 1.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 

Np 3.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Pu 3.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Am 3.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Cm 3.0E-02 IAEA TRS No.364 

選定手順：①IAEA-TECDOC-1380, ②IAEA SS No.57, ③IAEA-TECDOC-401, 
④NUREG/CR-3585, ⑤UCRL-50564 Rev.111),⑥IAEA TRS No.364,  
⑦IAEA-TECDOC-1000, ⑧IAEA SRS No.19, ⑨NCRP-12312) 
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表 B-3 飼料への移行係数 
元素

名 
選定値 

(Bq/g-wet)／(Bq/q-dry) 選定値の選定根拠 

H 5.0E+00 第 3 次中間報告 
Be 2.0E-02 第 3 次中間報告 
C 2.8E+00 第 3 次中間報告 
Al 1.0E-01 IAEA SRS No.19 
Cl 7.0E+01 第 3 次中間報告 
Ca 3.5E+00 第 3 次中間報告 
Co 1.1E+00 第 3 次中間報告 
Ni 5.1E-01 第 3 次中間報告 
Se 1.0E+00 第 3 次中間報告 
Sr 1.7E+00 第 3 次中間報告 
Zr 2.0E-02 第 3 次中間報告 
Nb 5.0E-02 第 3 次中間報告 
Mo 1.0E+00 第 3 次中間報告 
Tc 7.6E+01 第 3 次中間報告 
Ag 1.0E+00 第 3 次中間報告 
Cd 5.0E+00 IAEA SRS No.19 
Sn 1.0E+00 第 3 次中間報告 
I 3.4E-03 第 3 次中間報告 

Cs 5.3E-01 第 3 次中間報告 
Ba 1.0E-01 IAEA SRS No.19 
Eu 4.0E-02 第 3 次中間報告 
Ho 5.0E-02 第 3 次中間報告 
Hf 1.0E-02 第 3 次中間報告 
Pb 1.1E-03 第 3 次中間報告 
Po 9.0E-02 第 3 次中間報告 
Ra 8.0E-02 第 3 次中間報告 
Ac 1.0E-01 IAEA SRS No.19 
Th 1.0E-02 第 3 次中間報告 
Pa 1.0E-01 IAEA SRS No.19 
U 2.3E-02 第 3 次中間報告 

Np 6.9E-02 第 3 次中間報告 
Pu 8.0E-04 第 3 次中間報告 
Am 1.2E-03 第 3 次中間報告 
Cm 1.1E-03 第 3 次中間報告 

選定手順：①第 3 次中間報告 13), ②IAEA SRS No.19 
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表 B-4 飼料から畜産物（牛乳）への移行係数 

元素名 選定値 
(d/L) 選定値の選定根拠 

H 1.5E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Be 2.6E-06 IAEA-TECDOC-1380 
C 1.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Al 2.0E-04 ORNL-5786(VLLW 学会標準) 
Cl 1.7E-02 NUREG/CR-3585 
Ca 3.0E-03 IAEA-TECDOC-1380 
Co 3.0E-04 IAEA-TECDOC-1380 
Ni 1.6E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Se 1.0E-03 IAEA-TECDOC-1000 
Sr 2.8E-03 IAEA-TECDOC-1380 
Zr 5.5E-07 IAEA-TECDOC-1380 
Nb 4.1E-07 IAEA-TECDOC-1380 
Mo 1.7E-03 IAEA TRS No.364 
Tc 2.3E-05 IAEA-TECDOC-1380 
Ag 5.0E-05 IAEA-TECDOC-1380 
Cd 2.0E-02 IAEA SRS No.19(VLLW 学会標準) 
Sn 1.0E-03 IAEA-TECDOC-1380 
I 1.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 

Cs 7.9E-03 IAEA-TECDOC-1380 
Ba 5.0E-03 IAEA SRS No.19(VLLW 学会標準) 
Eu 5.0E-05 IAEA-TECDOC-1380 
Ho 2.5E-06 PNL-3209 
Hf 2.0E-05 NCRP-129（L1 学会標準） 
Pb 3.0E-04 IAEA-TECDOC-1380 
Po 3.4E-04 IAEA-TECDOC-1380 
Ra 1.3E-03 IAEA-TECDOC-1380 
Ac 4.0E-07 IAEA-TECDOC-1380 
Th 5.0E-06 IAEA-TECDOC-1380 
Pa 5.0E-06 IAEA-TECDOC-1380 
U 4.0E-04 IAEA-TECDOC-1380 

Np 5.0E-06 IAEA-TECDOC-1380 
Pu 1.1E-06 IAEA-TECDOC-1380 
Am 1.5E-06 IAEA-TECDOC-1380 
Cm 2.0E-05 IAEA SS No.57 

選定手順：①IAEA-TECDOC-1380, ②IAEA SRS No.19, ③IAEA TRS No.364, 
④IAEA SS No.57, ⑤ORNL-5786⑥NUREG/CR-3585,  
⑦PNL-320914), ⑧IAEA-TECDOC-1000 
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表 B-4 飼料から畜産物（牛乳）への移行係数 

元素名 選定値 
(d/L) 選定値の選定根拠 

H 1.5E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Be 2.6E-06 IAEA-TECDOC-1380 
C 1.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Al 2.0E-04 ORNL-5786(VLLW 学会標準) 
Cl 1.7E-02 NUREG/CR-3585 
Ca 3.0E-03 IAEA-TECDOC-1380 
Co 3.0E-04 IAEA-TECDOC-1380 
Ni 1.6E-02 IAEA-TECDOC-1380 
Se 1.0E-03 IAEA-TECDOC-1000 
Sr 2.8E-03 IAEA-TECDOC-1380 
Zr 5.5E-07 IAEA-TECDOC-1380 
Nb 4.1E-07 IAEA-TECDOC-1380 
Mo 1.7E-03 IAEA TRS No.364 
Tc 2.3E-05 IAEA-TECDOC-1380 
Ag 5.0E-05 IAEA-TECDOC-1380 
Cd 2.0E-02 IAEA SRS No.19(VLLW 学会標準) 
Sn 1.0E-03 IAEA-TECDOC-1380 
I 1.0E-02 IAEA-TECDOC-1380 

Cs 7.9E-03 IAEA-TECDOC-1380 
Ba 5.0E-03 IAEA SRS No.19(VLLW 学会標準) 
Eu 5.0E-05 IAEA-TECDOC-1380 
Ho 2.5E-06 PNL-3209 
Hf 2.0E-05 NCRP-129（L1 学会標準） 
Pb 3.0E-04 IAEA-TECDOC-1380 
Po 3.4E-04 IAEA-TECDOC-1380 
Ra 1.3E-03 IAEA-TECDOC-1380 
Ac 4.0E-07 IAEA-TECDOC-1380 
Th 5.0E-06 IAEA-TECDOC-1380 
Pa 5.0E-06 IAEA-TECDOC-1380 
U 4.0E-04 IAEA-TECDOC-1380 

Np 5.0E-06 IAEA-TECDOC-1380 
Pu 1.1E-06 IAEA-TECDOC-1380 
Am 1.5E-06 IAEA-TECDOC-1380 
Cm 2.0E-05 IAEA SS No.57 

選定手順：①IAEA-TECDOC-1380, ②IAEA SRS No.19, ③IAEA TRS No.364, 
④IAEA SS No.57, ⑤ORNL-5786⑥NUREG/CR-3585,  
⑦PNL-320914), ⑧IAEA-TECDOC-1000 

 

JAEA-Technology 2012-031 

- 285 - 

表 B-5 コンクリートピット埋設施設の分配係数 

元素名 選定値 
(m3/kg) 選定根拠 

H 0.00E+00 L1 学会標準 
Be 0.00E+00 L1 学会標準 
C 1.00E-03 L1 学会標準 
Al 1.25E-03 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Cl 0.00E+00 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Ca 1.00E-03 L1 学会標準 
Co 1.25E-02 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Ni 1.25E-02 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Se 0.00E+00 L1 学会標準 
Sr 1.00E-03 L1 学会標準 
Zr 2.50E+00 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Nb 0.00E+00 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Mo 0.00E+00 L1 学会標準 
Tc 3.00E-04 六ヶ所申請書 
Ag 1.00E-03 SFR-1 
Cd 1.25E-02 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Sn 2.50E+00 第 2 次 TRU 取りまとめ 
I 1.25E-03 第 2 次 TRU 取りまとめ 

Cs 2.00E-03 SFR-1 
Ba 1.00E-03 L1 学会標準 
Eu 2.50E-01 L1 学会標準 
Ho 1.00E-02 L1 学会標準 
Hf 1.25E-02 L1 学会標準 
Pb 1.25E-02 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Po 0.00E-00 L1 学会標準 
Ra 1.25E-03 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Ac 2.50E-01 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Th 2.50E-01 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Pa 2.50E-01 第 2 次 TRU 取りまとめ 
U 2.50E-01 第 2 次 TRU 取りまとめ 

Np 2.50E-01 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Pu 2.50E-01 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Am 2.50E-01 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Cm 2.50E-01 第 2 次 TRU 取りまとめ 

設定手順： 
①TRU 廃棄物処分技術検討書（第 2 次 TRU 取りまとめ）15) 
②L1 学会標準 16) 
③六ヶ所申請書 17) 
④SFR-118) 
⑤上記文献に記載がない元素の設定は下記のとおり 
Al：化学的類似性を考慮して I と同じ値に設定 
Cd：化学的類似性を考慮して Ni と同じ値に設定 
Ba：化学的類似性を考慮して Sr と同じ値に設定 
Po：化学的類似性を考慮して Se と同じ値に設定 
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表 B-6 ベントナイト混合土の分配係数 

元素名 選定値 
(m3/kg) 選定根拠 

H 0.00E+00 L1 学会標準 
Be 0.00E+00 L1 学会標準 
C 1.00E-04 L1 学会標準 
Al 0.00E+00 SFR-1 
Cl 0.00E+00 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Ca 1.00E-04 L1 学会標準 
Co 5.00E-03 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Ni 5.00E-03 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Se 0.00E+00 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Sr 1.00E-04 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Zr 1.00E-01 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Nb 1.00E-02 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Mo 0.00E+00 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Tc 0.00E+00 HLW 第 2 次取りまとめ 
Ag 0.00E+00 SFR-1 
Cd 5.00E-03 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Sn 1.00E-01 第 2 次 TRU 取りまとめ 
I  0.00E+00 SFR-1 

Cs  5.00E-03 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Ba  1.00E-04 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Eu  1.00E-01 L1 学会標準 
Ho  1.00E-01 L1 学会標準 
Hf  5.00E-03 L1 学会標準 
Pb  5.00E-03 HLW 第 2 次取りまとめ 
Po  0.00E+00 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Ra  1.00E-04 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Ac  1.00E-01 HLW 第 2 次取りまとめ 
Th  1.00E-01 HLW 第 2 次取りまとめ 
Pa  1.00E-01 HLW 第 2 次取りまとめ 
U  5.00E-04 HLW 第 2 次取りまとめ 

Np  5.00E-04 HLW 第 2 次取りまとめ 
Pu  5.00E-01 L1 学会標準 
Am  1.00E-01 HLW 第 2 次取りまとめ 
Cm  1.00E-01 HLW 第 2 次取りまとめ 
設定：L1 学会標準を参考に、ベントナイト混合割合がより低いことを考慮し、1/10

の値を設定した。 
設定手順： 
①HLW 第 2 次取りまとめ 19) 
②第 2 次 TRU 取りまとめ 
③L1 学会標準 
④SFR-1 
⑤上記文献に記載がない元素の設定は下記のとおり 
Al：化学的類似性を考慮して I と同じ値に設定 
Cd：化学的類似性を考慮して Ni と同じ値に設定 
Ba：化学的類似性を考慮して Sr と同じ値に設定 
Po：化学的類似性を考慮して Se と同じ値に設定 
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表 B-6 ベントナイト混合土の分配係数 

元素名 選定値 
(m3/kg) 選定根拠 

H 0.00E+00 L1 学会標準 
Be 0.00E+00 L1 学会標準 
C 1.00E-04 L1 学会標準 
Al 0.00E+00 SFR-1 
Cl 0.00E+00 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Ca 1.00E-04 L1 学会標準 
Co 5.00E-03 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Ni 5.00E-03 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Se 0.00E+00 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Sr 1.00E-04 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Zr 1.00E-01 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Nb 1.00E-02 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Mo 0.00E+00 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Tc 0.00E+00 HLW 第 2 次取りまとめ 
Ag 0.00E+00 SFR-1 
Cd 5.00E-03 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Sn 1.00E-01 第 2 次 TRU 取りまとめ 
I  0.00E+00 SFR-1 

Cs  5.00E-03 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Ba  1.00E-04 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Eu  1.00E-01 L1 学会標準 
Ho  1.00E-01 L1 学会標準 
Hf  5.00E-03 L1 学会標準 
Pb  5.00E-03 HLW 第 2 次取りまとめ 
Po  0.00E+00 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Ra  1.00E-04 第 2 次 TRU 取りまとめ 
Ac  1.00E-01 HLW 第 2 次取りまとめ 
Th  1.00E-01 HLW 第 2 次取りまとめ 
Pa  1.00E-01 HLW 第 2 次取りまとめ 
U  5.00E-04 HLW 第 2 次取りまとめ 

Np  5.00E-04 HLW 第 2 次取りまとめ 
Pu  5.00E-01 L1 学会標準 
Am  1.00E-01 HLW 第 2 次取りまとめ 
Cm  1.00E-01 HLW 第 2 次取りまとめ 
設定：L1 学会標準を参考に、ベントナイト混合割合がより低いことを考慮し、1/10

の値を設定した。 
設定手順： 
①HLW 第 2 次取りまとめ 19) 
②第 2 次 TRU 取りまとめ 
③L1 学会標準 
④SFR-1 
⑤上記文献に記載がない元素の設定は下記のとおり 
Al：化学的類似性を考慮して I と同じ値に設定 
Cd：化学的類似性を考慮して Ni と同じ値に設定 
Ba：化学的類似性を考慮して Sr と同じ値に設定 
Po：化学的類似性を考慮して Se と同じ値に設定 
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表 B-7 トレンチ埋設施設、帯水層土壌及び岩盤の分配係数 

元素名 選定値 
(m3/kg) 選定根拠 

H 0.00E+00 IAEA-TECDOC-401 
Be 2.40E-01 IAEA TRS 364(砂) 
C 2.00E-03 IAEA-TECDOC-401 
Al 1.50E+00 ORNL-5786（VLLW 学会標準） 
Cl 1.00E-03 I と同じ値に設定 
Ca 9.00E-03 IAEA TRS 364(砂) 
Co 6.00E-02 IAEA TRS 364(砂) 
Ni 4.00E-01 IAEA TRS 364(砂) 
Se 1.50E-01 IAEA TRS 364(砂) 
Sr 1.30E-02 IAEA TRS 364(砂) 
Zr 6.00E-01 IAEA TRS 364(砂) 
Nb 1.60E-01 IAEA TRS 364(砂) 
Mo 7.40E-03 IAEA TRS 364(砂) 
Tc 1.40E-04 IAEA TRS 364(砂) 
Ag 9.00E-02 IAEA TRS 364(砂) 
Cd 7.40E-02 IAEA TRS 364(砂) 
Sn 1.30E-01 IAEA TRS 364(砂) 
I 1.00E-03 IAEA TRS 364(砂) 

Cs 2.70E-01 IAEA TRS 364(砂) 
Ba 6.00E-02 ORNL-5786（VLLW 学会標準） 
Eu 3.10E-02 原研事業許可申請書 
Ho 2.40E-01 IAEA TRS 364(砂) 
Hf 4.50E-01 IAEA TRS 364(砂) 
Pb 2.70E-01 IAEA TRS 364(砂) 
Po 1.50E-01 IAEA TRS 364(砂) 
Ra 4.90E-01 IAEA TRS 364(砂) 
Ac 4.50E-01 IAEA TRS 364(砂) 
Th 3.00E+00 IAEA TRS 364(砂) 
Pa 5.40E-01 IAEA TRS 364(砂) 
U 3.30E-02 IAEA TRS 364(砂) 

Np 4.10E-03 IAEA TRS 364(砂) 
Pu 5.40E-01 IAEA TRS 364(砂) 
Am 2.00E+00 IAEA TRS 364(砂) 
Cm 4.00E+00 IAEA TRS 364(砂) 

設定手順： ①IAEA-TRS-364 から砂の値を設定 

②IAEA S.S No.57 
③IAEA-TECDOC-401 
④上記文献に記載がない元素の設定は下記のとおり 
Eu：原研事業許可申請書 20） 
Cl：化学的類似性を考慮して I と同じ値に設定 
Al 及び Ba：VLLW 学会標準を参考にし、ORNL-5786 より設定 
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表 B-8 農耕土壌の分配係数 

元素名
選定値 
(m3/kg) 選定根拠 

H 0.00E+00 原子炉 CL 報告書 
Be 3.00E+00 IAEA TRS 364 
C 2.00E-03 原子炉 CL 報告書 
Al 1.50E+00 ORNL-5786 
Cl 2.70E-02 原子炉 CL 報告書 
Ca 1.10E-01 原子炉 CL 報告書 
Co 9..90E-01 原子炉 CL 報告書 
Ni 1.10E+00 原子炉 CL 報告書 
Se 1.80E+00 IAEA TRS 364 
Sr 1.50E-01 原子炉 CL 報告書 
Zr 7.30E+00 IAEA TRS 364 
Nb 2.00E+00 原子炉 CL 報告書 
Mo 2.70E-02 IAEA TRS 364 
Tc 1.50E-03 原子炉 CL 報告書 
Ag 1.50E+01 IAEA TRS 364 
Cd 8.10E-01 IAEA TRS 364 
Sn 1.60E+00 IAEA TRS 364 
I 2.70E-02 原子炉 CL 報告書 

Cs 2.70E-01 原子炉 CL 報告書 
Ba 6.00E-02 ORNL-5786 
Eu 3.10E-02 原子炉 CL 報告書 
Ho 3.00E+00 IAEA TRS 364 
Hf 5.40E+00 IAEA TRS 364 
Pb 2.20E+01 IAEA TRS 364 
Po 6.60E+00 IAEA TRS 364 
Ra 2.40E+00 ウランクリアランス 
Ac 5.40E+00 IAEA TRS 364 
Th 8.90E+01 ウランクリアランス 
Pa 6.60E+00 IAEA TRS 364 
U 4.00E-01 ウランクリアランス 

Np 1.20E+00 IAEA TRS 364 
Pu 1.80E+00 原子炉 CL 報告書 
Am 1.10E+02 原子炉 CL 報告書 
Cm 1.20E+01 IAEA TRS 364 

設定手順： 
①原子炉 CL 報告書 21) 
②ウランクリアランス 22) 
③IAEA TRS 364 
④ORNL-5786 
Al 及び Ba：VLLW 学会標準 23)を参考にし、ORNL-5786 より設定 
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表 B-8 農耕土壌の分配係数 

元素名
選定値 
(m3/kg) 選定根拠 

H 0.00E+00 原子炉 CL 報告書 
Be 3.00E+00 IAEA TRS 364 
C 2.00E-03 原子炉 CL 報告書 
Al 1.50E+00 ORNL-5786 
Cl 2.70E-02 原子炉 CL 報告書 
Ca 1.10E-01 原子炉 CL 報告書 
Co 9..90E-01 原子炉 CL 報告書 
Ni 1.10E+00 原子炉 CL 報告書 
Se 1.80E+00 IAEA TRS 364 
Sr 1.50E-01 原子炉 CL 報告書 
Zr 7.30E+00 IAEA TRS 364 
Nb 2.00E+00 原子炉 CL 報告書 
Mo 2.70E-02 IAEA TRS 364 
Tc 1.50E-03 原子炉 CL 報告書 
Ag 1.50E+01 IAEA TRS 364 
Cd 8.10E-01 IAEA TRS 364 
Sn 1.60E+00 IAEA TRS 364 
I 2.70E-02 原子炉 CL 報告書 

Cs 2.70E-01 原子炉 CL 報告書 
Ba 6.00E-02 ORNL-5786 
Eu 3.10E-02 原子炉 CL 報告書 
Ho 3.00E+00 IAEA TRS 364 
Hf 5.40E+00 IAEA TRS 364 
Pb 2.20E+01 IAEA TRS 364 
Po 6.60E+00 IAEA TRS 364 
Ra 2.40E+00 ウランクリアランス 
Ac 5.40E+00 IAEA TRS 364 
Th 8.90E+01 ウランクリアランス 
Pa 6.60E+00 IAEA TRS 364 
U 4.00E-01 ウランクリアランス 

Np 1.20E+00 IAEA TRS 364 
Pu 1.80E+00 原子炉 CL 報告書 
Am 1.10E+02 原子炉 CL 報告書 
Cm 1.20E+01 IAEA TRS 364 

設定手順： 
①原子炉 CL 報告書 21) 
②ウランクリアランス 22) 
③IAEA TRS 364 
④ORNL-5786 
Al 及び Ba：VLLW 学会標準 23)を参考にし、ORNL-5786 より設定 
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表 B-9 被ばく線量換算係数 (1/2) 

核種名 

内部被ばく 

外部被ばく注 1) 

放射平衡を仮定した子孫核種 

ICRP 
Pub.68 ICRP Pub.72 

吸入 経口 吸入 居住 建設作業

[Sv/Bq] [Sv/Bq] [Sv/Bq] [(μSv/hr)/
(Bq/g)] 

[(μSv/hr)/
(Bq/g)] 

H-3 4.1E-11 4.2E-11 4.5E-11 0.0E+00 0.0E+00
Be-10 1.9E-08 1.1E-09 3.5E-08 0.0E+00 0.0E+00
C-14 5.8E-10 5.8E-10 2.0E-09 0.0E+00 0.0E+00
Al-26 1.4E-08 3.5E-09 2.0E-08 3.4E-02 7.3E-01
Cl-36 5.1E-09 9.3E-10 7.3E-09 8.5E-07 4.6E-05
Ca-41 1.9E-10 1.9E-10 9.5E-11 0.0E+00 0.0E+00
Co-60 1.7E-08 3.4E-09 1.0E-08 3.4E-02 7.3E-01
Ni-59 2.2E-10 6.3E-11 1.3E-10 9.0E-08 4.9E-06
Ni-63 5.2E-10 1.5E-10 4.8E-10 0.0E+00 0.0E+00
Se-79 3.1E-09 2.9E-09 1.1E-09 0.0E+00 0.0E+00
Sr-90 7.9E-08 3.1E-08 3.8E-08 0.0E+00 2.2E-09 Y-90 
Zr-93 2.9E-08 1.1E-09 1.0E-08 0.0E+00 0.0E+00
Nb-94 2.5E-08 1.7E-09 1.1E-08 1.4E-02 4.7E-01
Mo-93 2.3E-09 3.2E-09 1.1E-09 0.0E+00 2.2E-05 Nb-93m 
Tc-99 3.2E-09 6.4E-10 4.0E-09 1.1E-10 1.5E-07
Ag-108m 1.9E-08 2.3E-09 7.4E-09 1.1E-02 4.9E-01 Ag-108 
Cd-113m 1.3E-07 2.3E-08 1.1E-07 1.1E-10 1.5E-07
Sn-126 1.8E-08 5.1E-09 2.8E-08 1.4E-02 6.0E-01 Sb-126m,Sb-126 
I-129 5.1E-08 1.1E-07 3.6E-08 1.4E-13 7.2E-04
Cs-135 9.9E-10 2.0E-09 6.9E-10 0.0E+00 0.0E+00
Cs-137 6.7E-09 1.3E-08 4.6E-09 4.1E-03 1.7E-01 Ba-137m 
Ba-133 1.8E-09 1.5E-09 1.0E-08 4.1E-03 1.7E-01
Eu-152 2.7E-08 1.4E-09 4.2E-08 1.2E-02 3.3E-01
Eu-154 3.5E-08 2.0E-09 5.3E-08 1.3E-02 3.6E-01
Ho-166m 7.8E-08 2.0E-09 1.2E-07 1.3E-02 5.2E-01
Hf-182 3.6E-07 3.0E-09 3.1E-07 1.3E-02 5.2E-01
注 1）外部被ばく線量換算係数は、｢低レベル放射性廃棄物の埋設処分に係る放射能濃度上限値

について｣24) - 参考資料 -(平成 19 年 4 月 原子力安全委員会 放射性廃棄物・廃止措置専門部

会)の参考資料 3 の表 6 から、トレンチ処分に対する設定値とした。当該報告書に記載がない核

種（Al-26, Cd-113m, Ba-133, Hf-182）は、それぞれγ線エネルギーの類似を考慮して Co-60，
Tc-99，Cs-137，Ho-166m の値を設定した。 
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表 B-9 被ばく線量換算係数（2/2） 

核種名 

内部被ばく 

外部被ばく注 1) 

放射平衡を仮定した子孫核種 

ICRP 
Pub.68 ICRP Pub.72 

吸入 経口 吸入 居住 建設作業

[Sv/Bq] [Sv/Bq] [Sv/Bq]
[(μSv/h

r)/ 
(Bq/g)]

[(μSv/hr)
/ 

(Bq/g)] 
Pb-210 1.2E-06 6.9E-07 1.2E-06 3.6E-11 1.8E-04 Bi-210 
Po-210 2.2E-06 1.2E-06 3.3E-06 7.4E-08 2.5E-06 Hg-206,Tl-206 

Ra-226 1.2E-05 2.8E-07 3.5E-06 2.2E-02 5.0E-01 Rn-222,Po-218,At-218,Rn-218,
Pb-214,Bi-214,Po-214,Tl-210 

Ra-228 1.7E-06 6.9E-07 2.6E-06 9.5E-03 2.7E-01 Ac-228,Fr-224 
Ac-227 6.3E-04 1.1E-06 5.5E-04 1.4E-06 2.1E-04 Fr-223,At-219 

Th-228 3.4E-05 1.4E-07 4.4E-05 2.8E-02 4.5E-01 Ra-224,Rn-220,Po-216,Pb-212,
Bi-212,Po-212,Tl-208 

Th-229 6.9E-05 4.9E-07 7.1E-05 5.4E-05 2.4E-02
Th-230 2.8E-05 2.1E-07 1.4E-05 1.7E-07 9.0E-05
Th-232 2.9E-05 2.3E-07 2.5E-05 4.1E-08 3.8E-05
Pa-231 8.9E-05 7.1E-07 1.4E-04 1.1E-04 1.1E-02
U-232 2.6E-05 3.3E-07 7.8E-06 1.5E-07 6.3E-05
U-233 6.9E-06 5.1E-08 3.6E-06 4.5E-07 8.5E-05
U-234 6.8E-06 4.9E-08 3.5E-06 3.2E-08 2.7E-05
U-235 6.1E-06 4.7E-08 3.1E-06 2.3E-04 5.1E-02 Th-231 
U-236 6.3E-06 4.7E-08 3.2E-06 1.1E-08 1.3E-05
U-238 5.7E-06 4.5E-08 2.9E-06 9.1E-06 2.7E-04
Np-237 1.5E-05 1.1E-07 2.3E-05 7.9E-06 5.8E-03
Pu-238 3.0E-05 2.3E-07 4.6E-05 2.5E-09 6.6E-06
Pu-239 3.2E-05 2.5E-07 5.0E-05 1.0E-07 1.5E-05
Pu-240 3.2E-05 2.5E-07 5.0E-05 9.5E-09 7.1E-06
Pu-241 5.8E-07 4.8E-09 9.0E-07 4.1E-09 1.4E-06 U-237 
Pu-242 3.1E-05 2.4E-07 4.8E-05 8.6E-07 3.2E-05
Am-241 2.7E-05 2.0E-07 4.2E-05 7.8E-08 3.5E-03
Am-242
m 2.4E-05 1.9E-07 3.7E-05 3.2E-05 4.6E-03 Am-242,Np-238 

Am-243 2.7E-05 2.0E-07 4.1E-05 2.7E-04 6.2E-02 Np-239 
Cm-243 2.0E-05 1.5E-07 3.1E-05 2.1E-04 3.8E-02
Cm-244 1.7E-05 1.2E-07 2.7E-05 1.7E-07 9.9E-06
Cm-245 2.7E-05 2.1E-07 4.2E-05 5.0E-05 2.5E-02
注 1）外部被ばく線量換算係数は、｢低レベル放射性廃棄物の埋設処分に係る放射能濃度上限値

について｣ - 参考資料 -(平成 19 年 4 月 原子力安全委員会 放射性廃棄物・廃止措置専門部会)
の参考資料 3 の表 6 から、トレンチ処分に対する設定値とした。当該報告書に記載がない核種

（Al-26, Cd-113m, Ba-133, Hf-182）は、それぞれγ線エネルギーの類似を考慮して Co-60，Tc-99，
Cs-137，Ho-166m の値を設定した。 
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表 B-9 被ばく線量換算係数（2/2） 

核種名 

内部被ばく 

外部被ばく注 1) 

放射平衡を仮定した子孫核種 

ICRP 
Pub.68 ICRP Pub.72 

吸入 経口 吸入 居住 建設作業

[Sv/Bq] [Sv/Bq] [Sv/Bq]
[(μSv/h

r)/ 
(Bq/g)]

[(μSv/hr)
/ 

(Bq/g)] 
Pb-210 1.2E-06 6.9E-07 1.2E-06 3.6E-11 1.8E-04 Bi-210 
Po-210 2.2E-06 1.2E-06 3.3E-06 7.4E-08 2.5E-06 Hg-206,Tl-206 

Ra-226 1.2E-05 2.8E-07 3.5E-06 2.2E-02 5.0E-01 Rn-222,Po-218,At-218,Rn-218,
Pb-214,Bi-214,Po-214,Tl-210 

Ra-228 1.7E-06 6.9E-07 2.6E-06 9.5E-03 2.7E-01 Ac-228,Fr-224 
Ac-227 6.3E-04 1.1E-06 5.5E-04 1.4E-06 2.1E-04 Fr-223,At-219 

Th-228 3.4E-05 1.4E-07 4.4E-05 2.8E-02 4.5E-01 Ra-224,Rn-220,Po-216,Pb-212,
Bi-212,Po-212,Tl-208 

Th-229 6.9E-05 4.9E-07 7.1E-05 5.4E-05 2.4E-02
Th-230 2.8E-05 2.1E-07 1.4E-05 1.7E-07 9.0E-05
Th-232 2.9E-05 2.3E-07 2.5E-05 4.1E-08 3.8E-05
Pa-231 8.9E-05 7.1E-07 1.4E-04 1.1E-04 1.1E-02
U-232 2.6E-05 3.3E-07 7.8E-06 1.5E-07 6.3E-05
U-233 6.9E-06 5.1E-08 3.6E-06 4.5E-07 8.5E-05
U-234 6.8E-06 4.9E-08 3.5E-06 3.2E-08 2.7E-05
U-235 6.1E-06 4.7E-08 3.1E-06 2.3E-04 5.1E-02 Th-231 
U-236 6.3E-06 4.7E-08 3.2E-06 1.1E-08 1.3E-05
U-238 5.7E-06 4.5E-08 2.9E-06 9.1E-06 2.7E-04
Np-237 1.5E-05 1.1E-07 2.3E-05 7.9E-06 5.8E-03
Pu-238 3.0E-05 2.3E-07 4.6E-05 2.5E-09 6.6E-06
Pu-239 3.2E-05 2.5E-07 5.0E-05 1.0E-07 1.5E-05
Pu-240 3.2E-05 2.5E-07 5.0E-05 9.5E-09 7.1E-06
Pu-241 5.8E-07 4.8E-09 9.0E-07 4.1E-09 1.4E-06 U-237 
Pu-242 3.1E-05 2.4E-07 4.8E-05 8.6E-07 3.2E-05
Am-241 2.7E-05 2.0E-07 4.2E-05 7.8E-08 3.5E-03
Am-242
m 2.4E-05 1.9E-07 3.7E-05 3.2E-05 4.6E-03 Am-242,Np-238 

Am-243 2.7E-05 2.0E-07 4.1E-05 2.7E-04 6.2E-02 Np-239 
Cm-243 2.0E-05 1.5E-07 3.1E-05 2.1E-04 3.8E-02
Cm-244 1.7E-05 1.2E-07 2.7E-05 1.7E-07 9.9E-06
Cm-245 2.7E-05 2.1E-07 4.2E-05 5.0E-05 2.5E-02
注 1）外部被ばく線量換算係数は、｢低レベル放射性廃棄物の埋設処分に係る放射能濃度上限値

について｣ - 参考資料 -(平成 19 年 4 月 原子力安全委員会 放射性廃棄物・廃止措置専門部会)
の参考資料 3 の表 6 から、トレンチ処分に対する設定値とした。当該報告書に記載がない核種

（Al-26, Cd-113m, Ba-133, Hf-182）は、それぞれγ線エネルギーの類似を考慮して Co-60，Tc-99，
Cs-137，Ho-166m の値を設定した。 
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付録-C 
コンクリートピット埋設施設及びベントナイト混合土の分配係数等の変動に関する線量評価 

 
 
概念設計における安全評価(本文 5.2 項における評価)では、人工バリアにおいて放射性物質の

移行に関するパラメータの変動を考慮しなかったことから、本資料において、ピットの分配係数、

ベントナイト混合土の分配係数及び拡散係数を変化させた場合の管理期間終了後の線量を試算し

た。評価経路は、基本シナリオで選定した評価経路を対象とした。 
 
1. パラメータの変動値の設定 
コンクリート及びベントナイト混合土における各元素の分配係数は、原子力機構が開発した 2

つのデータベース 1)2)及び原子力安全委員会の第二種廃棄物埋設分科会の線量評価例の資料(以下、

「二分第 11-2 号」)3)におけるセメント及びベントナイトのデータをそれぞれ引用し、最大値と最

小値を設定した。コンクリート及びベントナイト混合土の分配係数の設定結果を表 C-1 及び C-2
に示す。 
ベントナイト混合土層の拡散係数は、TRU 廃棄物処分技術検討書 4)に示された評価式を用いて、

3.0×10-10m2/s に設定したが、拡散係数の上昇を想定し、同検討書において人工バリア変質影響

ケースの解析に用いられている 2×10-9m2/s の値を設定した。 
 
2. 線量評価ケースの設定 
線量評価ケースは、まず、単一のパラメータだけを最小値又は最大値に変動させたケースの線

量評価を実施した。次にそれぞれのパラメータを全て最小値又は最大値に変動させたケースの線

量評価を実施した。表 C-3 に線量評価ケースを示す。 
 

3. 評価結果 
線量評価は原子力機構が開発した計算コード GSA-GCL5)を用いて実施した(1)。各線量評価ケー

スの管理期間終了後の評価経路毎の最大線量を表 C-4 に示す。各線量評価ケースにおける線量の

経時変化を図 C-1 に示す。また、コンクリートピットの基本シナリオおける概念設計と GSA-GCL
の線量の比較を表 C-5 及び図 C-2 に示す。 
表 C-4 より、コンクリートピット、ベントナイト混合土のパラメータを個々に変動させたケー

スでは、ベントナイト混合土の実効拡散係数を大きくしたケース 3 で全ての評価経路における線

量が概念設計の線量より 1.1～3.7 倍となり、分配係数を小さくしたケース 1 又は 2 でもいくつか

の評価経路において、線量は概念設計の線量より 1.1～1.6 倍となった。また、分配係数及び実効

拡散係数を同時に変動させたケース 6 では、河川水利用の飲用、灌漑農作業、灌漑農作物摂取、

河川岸における農作業において、線量が概念設計の線量より 2.2～5.9 倍となった。ただし、どの

ケースの最大線量も表 C-5 に示す概念設計における最大線量から考慮して、変動シナリオのめや

す線量である 300μSv/y 以下となると考えられる。 
  

                                                  
1GSA-GCL を用いた基本シナリオの評価経路毎の計算結果は、GoldSim の計算結果と比較して最大で 17%の違

いであり、評価コードの違いが線量評価の結果に影響を与える差はないと考えられる。 
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表 C-1 コンクリートピット埋設施設の分配係数 

（単位：m3/kg） 

元素 概念設計 
の選定値 概念設計の選定値根拠 最小値 最大値 範囲設定根拠根拠 

H 0.0E+00 TRU 廃棄物処分技術検討書 0.0E+00 0.0E+00 分布を考慮しない 
Be 0.0E+00 L1 学会標準 6) 0.0E+00 0.0E+00 分布を考慮しない 
C 1.0E-03 L1 学会標準 0.0E+00 5.0E+01 二分第 11-2 号、KdDB 
Al 2.5E-03 I と同じ値を設定 0.0E+00 1.1E+00 I と同じ値を設定 
Cl 0.0E+00 TRU 廃棄物処分技術検討書 0.0E+00 1.5E-01 二分第 11-2 号、KdDB 
Ca 1.0E-03 L1 学会標準 0.0E+00 1.0E-02 二分第 11-2 号、選定値の 10 倍 
Co 1.3E-02 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-02 9.0E+01 二分第 11-2 号、KdDB 
Ni 1.3E-02 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-02 3.0E+03 二分第 11-2 号 
Se 0.0E+00 TRU 廃棄物処分技術検討書 0.0E+00 2.0E+00 二分第 11-2 号、SpDB 
Sr 1.0E-03 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.0E-03 4.0E-01 選定値を設定、KdDB 
Zr 2.5E+00 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-01 2.5E+01 二分第 11-2 号、選定値の 10 倍 
Nb 0.0E+00 TRU 廃棄物処分技術検討書 0.0E+00 5.0E+00 二分第 11-2 号、SpDB 
Mo 0.0E+00 L1 学会標準 0.0E+00 0.0E+00 分布を考慮しない 
Tc 3.0E-04 (株)日本原燃許可申請書 7) 0.0E+00 2.5E+00 二分第 11-2 号 
Ag 1.0E-03 SFR-18) 1.0E-03 1.0E-02 二分第 11-2 号、選定値の 10 倍 
Cd 1.3E-02 Ni と同じ値を設定 1.3E-02 3.0E+03 Ni と同じ値を設定 
Sn 2.5E+00 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-01 2.5E+01 二分第 11-2 号、選定値の 10 倍 
I 1.3E-03 TRU 廃棄物処分技術検討書 0.0E+00 1.1E+00 二分第 11-2 号、KdDB 及び SpDB
Cs 2.0E-03 SFR-1 2.0E-03 1.0E-01 選定値を設定、二分第 11-2 号 
Ba 1.3E-03 Sr と同じ値を設定 1.3E-03 4.0E-01 Sr と同じ値を設定 
Eu 2.5E-01 L1 学会標準 1.0E-01 1.5E+04 SpDB 
Ho 1.0E-02 L1 学会標準 1.0E-02 1.5E+04 選定値を設定、Eu と同じ値を設定

Hf 1.3E-02 L1 学会標準 1.3E-02 1.3E-01 選定値を設定、選定値の 10 倍 
Pb 1.3E-02 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-02 1.2E-01 二分第 11-2 号、選定値の 10 倍 
Po 1.3E-02 TRU 廃棄物処分技術検討書 0.0E+00 2.0E+00 二分第 11-2 号、Se と同じ値を設定

Ra 1.3E-03 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-03 1.3E-02 二分第 11-2 号、選定値の 10 倍 
Ac 2.5E-01 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-02 2.5E+00 二分第 11-2 号、選定値の 10 倍 
Th 2.5E-01 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-02 2.5E+00 二分第 11-2 号、選定値の 10 倍 
Pa 2.5E-01 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-02 3.0E+02 二分第 11-2 号、KdDB 
U 2.5E-01 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-02 9.3E+00 二分第 11-2 号、SpDB 
Np 2.5E-01 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-02 4.7E+02 二分第 11-2 号、KdDB 
Pu 2.5E-01 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-02 5.6E+03 二分第 11-2 号、SpDB 
Am 2.5E-01 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-02 2.1E+02 二分第 11-2 号、SpDB 
Cm 2.5E-01 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-02 2.0E+02 二分第 11-2 号、SpDB 
※KdDB、SpDB 及び二分第 11-2 号は以下の文献を示す。 
   KdDB：JAERI-Data-Code-2001-0051) 
   SpDB：JAEA-Data-Code-2008-0342) 

   二分第 11-2 号：原子力安全委員会放射性廃棄物・廃止措置専門部会 第 2 種埋設分科会資料 3) 
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表 C-1 コンクリートピット埋設施設の分配係数 

（単位：m3/kg） 

元素 概念設計 
の選定値 概念設計の選定値根拠 最小値 最大値 範囲設定根拠根拠 

H 0.0E+00 TRU 廃棄物処分技術検討書 0.0E+00 0.0E+00 分布を考慮しない 
Be 0.0E+00 L1 学会標準 6) 0.0E+00 0.0E+00 分布を考慮しない 
C 1.0E-03 L1 学会標準 0.0E+00 5.0E+01 二分第 11-2 号、KdDB 
Al 2.5E-03 I と同じ値を設定 0.0E+00 1.1E+00 I と同じ値を設定 
Cl 0.0E+00 TRU 廃棄物処分技術検討書 0.0E+00 1.5E-01 二分第 11-2 号、KdDB 
Ca 1.0E-03 L1 学会標準 0.0E+00 1.0E-02 二分第 11-2 号、選定値の 10 倍 
Co 1.3E-02 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-02 9.0E+01 二分第 11-2 号、KdDB 
Ni 1.3E-02 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-02 3.0E+03 二分第 11-2 号 
Se 0.0E+00 TRU 廃棄物処分技術検討書 0.0E+00 2.0E+00 二分第 11-2 号、SpDB 
Sr 1.0E-03 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.0E-03 4.0E-01 選定値を設定、KdDB 
Zr 2.5E+00 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-01 2.5E+01 二分第 11-2 号、選定値の 10 倍 
Nb 0.0E+00 TRU 廃棄物処分技術検討書 0.0E+00 5.0E+00 二分第 11-2 号、SpDB 
Mo 0.0E+00 L1 学会標準 0.0E+00 0.0E+00 分布を考慮しない 
Tc 3.0E-04 (株)日本原燃許可申請書 7) 0.0E+00 2.5E+00 二分第 11-2 号 
Ag 1.0E-03 SFR-18) 1.0E-03 1.0E-02 二分第 11-2 号、選定値の 10 倍 
Cd 1.3E-02 Ni と同じ値を設定 1.3E-02 3.0E+03 Ni と同じ値を設定 
Sn 2.5E+00 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-01 2.5E+01 二分第 11-2 号、選定値の 10 倍 
I 1.3E-03 TRU 廃棄物処分技術検討書 0.0E+00 1.1E+00 二分第 11-2 号、KdDB 及び SpDB
Cs 2.0E-03 SFR-1 2.0E-03 1.0E-01 選定値を設定、二分第 11-2 号 
Ba 1.3E-03 Sr と同じ値を設定 1.3E-03 4.0E-01 Sr と同じ値を設定 
Eu 2.5E-01 L1 学会標準 1.0E-01 1.5E+04 SpDB 
Ho 1.0E-02 L1 学会標準 1.0E-02 1.5E+04 選定値を設定、Eu と同じ値を設定

Hf 1.3E-02 L1 学会標準 1.3E-02 1.3E-01 選定値を設定、選定値の 10 倍 
Pb 1.3E-02 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-02 1.2E-01 二分第 11-2 号、選定値の 10 倍 
Po 1.3E-02 TRU 廃棄物処分技術検討書 0.0E+00 2.0E+00 二分第 11-2 号、Se と同じ値を設定

Ra 1.3E-03 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-03 1.3E-02 二分第 11-2 号、選定値の 10 倍 
Ac 2.5E-01 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-02 2.5E+00 二分第 11-2 号、選定値の 10 倍 
Th 2.5E-01 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-02 2.5E+00 二分第 11-2 号、選定値の 10 倍 
Pa 2.5E-01 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-02 3.0E+02 二分第 11-2 号、KdDB 
U 2.5E-01 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-02 9.3E+00 二分第 11-2 号、SpDB 
Np 2.5E-01 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-02 4.7E+02 二分第 11-2 号、KdDB 
Pu 2.5E-01 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-02 5.6E+03 二分第 11-2 号、SpDB 
Am 2.5E-01 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-02 2.1E+02 二分第 11-2 号、SpDB 
Cm 2.5E-01 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.3E-02 2.0E+02 二分第 11-2 号、SpDB 
※KdDB、SpDB 及び二分第 11-2 号は以下の文献を示す。 
   KdDB：JAERI-Data-Code-2001-0051) 
   SpDB：JAEA-Data-Code-2008-0342) 

   二分第 11-2 号：原子力安全委員会放射性廃棄物・廃止措置専門部会 第 2 種埋設分科会資料 3) 
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表 C-2 ベントナイト混合土の分配係数 

（単位：m3/kg） 

元素 概念設計 
の選定値 概念設計の選定値根拠 最小値 最大値 範囲設定根拠根拠 

H 0.0E+00 L1 学会標準 0.0E+00 0.0E+00 分布を考慮しない 

Be 0.0E+00 L1 学会標準 0.0E+00 0.0E+00 分布を考慮しない 

C 1.0E-04 L1 学会標準 0.0E+00 3.0E-03 二分第 11-2 号、KdDB 

Al 0.0E+00 I と同じ値を設定 0.0E+00 8.0E-01 I と同じ値を設定 

Cl 0.0E+00 TRU 廃棄物処分技術検討書 0.0E+00 1.0E-02 二分第 11-2 号、KdDB 

Ca 1.0E-04 L1 学会標準 0.0E+00 6.4E-01 二分第 11-2 号、KdDB 

Co 5.0E-03 TRU 廃棄物処分技術検討書 2.0E-03 8.0E+00 二分第 11-2 号、KdDB 

Ni 5.0E-03 TRU 廃棄物処分技術検討書 2.0E-03 7.4E+01 二分第 11-2 号、SpDB 

Se 0.0E+00 TRU 廃棄物処分技術検討書 0.0E+00 1.3E-01 二分第 11-2 号、SpDB 

Sr 1.0E-04 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.0E-04 5.3E+00 選定値を設定、KdDB 

Zr 1.0E-01 TRU 廃棄物処分技術検討書 5.0E-04 1.0E+00 二分第 11-2 号、選定値の 10 倍 

Nb 1.0E-02 TRU 廃棄物処分技術検討書 0.0E+00 2.3E+01 二分第 11-2 号、SpDB 

Mo 0.0E+00 TRU 廃棄物処分技術検討書 0.0E+00 0.0E+00 分布を考慮しない 

Tc 0.0E+00 HLW 第 2 次取りまとめ 0.0E+00 2.6E+02 二分第 11-2 号、KdDB 及び SpDB 

Ag 0.0E+00 SFR-1 0.0E+00 3.0E-01 二分第 11-2 号、KdDB 及び SpDB 

Cd 5.0E-03 Ni と同じ値を設定 2.0E-03 7.4E+01 Ni と同じ値を設定 

Sn 1.0E-01 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.0E-04 1.0E+00 二分第 11-2 号、選定値の 10 倍 

I 0.0E+00 SFR-1 0.0E+00 8.0E-01 二分第 11-2 号、KdDB 及び SpDB 

Cs 5.0E-03 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.0E-03 2.7E+01 二分第 11-2 号、KdDB 

Ba 1.0E-04 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.0E-04 5.3E+00 Sr と同じ値を設定 

Eu 1.0E-01 L1 学会標準 1.0E-01 1.0E+01 選定値を設定、SpDB 

Ho 1.0E-01 L1 学会標準 1.0E-01 1.0E+01 二分第 11-2 号、Eu と同じ値を設定

Hf 5.0E-03 L1 学会標準 5.0E-03 5.0E-02 選定値を設定、選定値の 10 倍 

Pb 5.0E-03 HLW 第 2 次取りまとめ 5.0E-03 5.0E-02 選定値を設定、選定値の 10 倍 

Po 0.0E+00 TRU 廃棄物処分技術検討書 0.0E+00 8.5E+01 二分第 11-2 号、SpDB 

Ra 1.0E-04 TRU 廃棄物処分技術検討書 1.0E-04 2.6E+01 選定値を設定、SpDB 

Ac 1.0E-01 HLW 第 2 次取りまとめ 9) 1.0E-01 1.6E+02 選定値を設定、SpDB 

Th 1.0E-01 HLW 第 2 次取りまとめ 1.0E-01 1.6E+01 選定値を設定、SpDB 

Pa 1.0E-01 HLW 第 2 次取りまとめ 1.0E-01 1.0E+03 選定値を設定、KdDB 

U 5.0E-04 HLW 第 2 次取りまとめ 1.0E-04 1.3E+02 二分第 11-2 号、SpDB 

Np 5.0E-04 HLW 第 2 次取りまとめ 5.0E-04 1.7E+00 選定値を設定、SpDB 

Pu 5.0E-01 HLW 第 2 次取りまとめ 1.0E-02 8.9E+01 二分第 11-2 号、SpDB 

Am 1.0E-01 HLW 第 2 次取りまとめ 1.0E-01 1.6E+03 二分第 11-2 号、SpDB 

Cm 1.0E-01 HLW 第 2 次取りまとめ 1.0E-01 5.1E+02 二分第 11-2 号、SpDB 

※KdDB、SpDB 及び二分第 11-2 号は以下の文献を示す。 
   KdDB：JAERI-Data-Code-2001-0051) 
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付録-D 
安全評価モデルの概要 

 
1 . 地下水移行シナリオ 

1.1 埋設施設からの放射性物質の浸出モデル 

1.1.1 トレンチ処分 
トレンチ埋設施設からの放射性物質の帯水層土壌中への移行は、以下の式より求める。 
地下水移行シナリオにおける埋設施設からの放射性物質の浸出モデルは、トレンチ埋設

施設内を均一なコンパートメントとし、崩壊系列を考慮した廃棄物層の放射能量の変化を

計算する。 
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ここで、 
 Ai ：核種 i の原子数 
 ηi ：核種 i の廃棄物層からの漏洩率 (1/y) 
 λi ：核種 i の崩壊定数 (1/y) 
 Ji ：核種 i の施設からの浸出フラックス (Bq/y) 
 vIN ：浸透水量 (m/y) 
 H ：処分施設の高さ (m) 
 εc ：土壌の空隙率 (-) 
 Rc,i ：核種 i の遅延係数 (-) 
 ρc ：土壌の密度 (kg/m3) 
 Kdc,i ：核種 i の分配係数 (m3/kg) 
である。 
 

1.1.2 ピット処分 
コンクリートピット埋設施設から放出される放射性核種は、施設からの浸出水に伴って

ベントナイト混合土層を通過して土壌層へ至る経路と岩盤へ放出される経路、施設上部の

ベントナイト混合土層へ拡散により移行する経路を想定した(図 1）。埋設施設内及びベント

ナイト混合土層の放射性物質の濃度は、以下の式より求めた。 
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(9) 
ここで、 
 Cbw(y,t,i) ：ベントナイト混合土層の位置 y時間 tにおける核種 i の水中濃度 (Bq/m3) 
 Rfb(i)  ：核種ｉのベントナイト混合土層中の遅延係数 (-) 
 y  ：ベントナイト混合土層における内部からの距離 (m) 
 Deb  ：ベントナイト混合土層の実効拡散係数 (m2/y) 
 Ub  ：ベントナイト混同土層の地下水流速 (m/y) 
 λ(i)  ：核種 i の崩壊定数 (1/y) 
 εb  ：ベントナイト混合土層の間隙率 (-) 
 ρb  ：ベントナイト混合土層の密度 (kg/m3) 
 Kdb(i) ：核種 i に対するベントナイト混合土層の分配係数 (m3/kg) 
 Qmea  ：埋設施設を通過する地下水流量 (m3/y) 
 Sb  ：ベントナイト混同土層の拡散寄与面積 (m2) 
 Raa(t,i) ：時間 t、核種 i のベントナイト混合土層から土壌層への放出量 (Bq/y) 
 Rrk(t,i) ：時間 t、核種 i の埋設施設から岩盤への放出量 (Bq/y) 
 Lb  ：ベントナイト混合土層の厚さ (m) 
 Qb  ：ベントナイト混合土層から流出する地下水流速 (m3/y) 
 Qrk  ：処分施設から岩盤へ流出する地下水流速 (m3/y) 
である。 
 

 
図 1 処分施設及び流出経路の概念 
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ここで、 
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 y  ：ベントナイト混合土層における内部からの距離 (m) 
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 Ub  ：ベントナイト混同土層の地下水流速 (m/y) 
 λ(i)  ：核種 i の崩壊定数 (1/y) 
 εb  ：ベントナイト混合土層の間隙率 (-) 
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 Qb  ：ベントナイト混合土層から流出する地下水流速 (m3/y) 
 Qrk  ：処分施設から岩盤へ流出する地下水流速 (m3/y) 
である。 
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1.2 天然バリア中の放射性物質の移行モデル 

天然バリア中の放射性物質の移行モデルは、埋設施設より浸出した放射性物質に対し、

天然バリア中における 1 次元の移行を評価し、生活環境に流入する放射性物質の移行量を

評価するモデルである。天然バリア中の放射性物質の移行は、堆積岩で代表される多孔質

媒体とした地質媒体中における移流-分散、分配平衡による遅延及び崩壊連鎖を考慮した 1
次元移流分散モデルとした。帯水層土壌中での放射性物質の移行は、以下の式で評価した。 
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ここで、 
 Cc,i ：帯水層土壌の地下水中の核種 i の放射能濃度 (Bq/m3) 
 Dc ：帯水層土壌の分散係数 (m2/y) 
 Uc ：帯水層土壌のダルシー流速 (m/y) 
 Qc,n,i ：核種 i の移行経路 n（埋設施設又はベントナイト混合土層）から帯水層 

   土壌への流入量 (Bq/m3/y) 
 Rc,i ：核種 i の土壌の遅延係数 (-) 
 εc ：帯水層土壌の空隙率 (-) 
 ρc ：帯水層土壌の真密度 (kg/m3) 
 Kdc,i ：核種 i の帯水層土壌の分配係数 (m3/kg) 
である。 
 
概念設計の評価では、地下水流速が速いため、拡散の寄与は小さいと考え、先行埋設施

設の線量評価と同様、分散係数は考慮しなかった。また、埋設施設から帯水層土壌中へ複

数の浸出経路を想定しているが、帯水層土壌中での移行計算は経路別に計算し、評価点で

移行量を合計する計算方法とした。 
岩盤における放射性物質の移行は、式(10)、式(11)の添え字 c を g に置き換え、岩盤の物

性、岩盤中の放射能濃度に置き換えて計算を行う。 
 

1.3 評価経路における線量評価モデル 
地下水移行シナリオでは、埋設施設から浸出した放射性物質が、土壌層または岩盤層を

通って河川・地下水・帯水層に流入するものとし、それぞれの環境媒体中における放射能

濃度を求める。求めたそれぞれの環境媒体中の放射能濃度に基づき線量評価を行う。 
 

1.3.1 環境媒体中の放射能濃度評価モデル 
1.3.1.1 水域中（河川・地下水）の放射能濃度 

水域中の放射能濃度は、以下の式より求める。ただし、水域中に対応するパラメータは、
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環境媒体中（河川水・地下水中）の放射能濃度を求める際に対応したパラメータを設定し

ている。 
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ここで、 
 Cs,i ：水域中の核種 i の放射能濃度 (Bq/m3) 
 Cc,i ：土壌中の地下水中の核種 i の放射能濃度 (Bq/m3) 
 Qcs ：土壌から水域への移行水量 (m3/y) 
 Cg,i ：岩盤中の地下水中の核種 i の放射能濃度 (Bq/m3) 
 Qgs ：岩盤から水域への移行水量 (m3/y) 
 Qs ：水域の流量 (m3/y) 
である。 
 

1.3.1.2 灌漑土壌中の放射能濃度 
河川水または地下水を灌漑水として利用する場合の灌漑土壌中における放射能濃度は、

以下の式より求める。 
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isiriir CfC ,,   (14)

irp QroerQ  )0.1()(  (15)
ここで、 
 Cd,i ：灌漑土壌中の核種 i の放射能濃度 (Bq/kg) 
 Cir,i ：灌漑水中の核種 i の放射能濃度 (Bq/m3) 
 Fr ：灌漑土壌への放射性物質の残留割合 (-) 
 Qir ：灌漑水量 (m/y) 
 Qp ：農耕土壌への降雨浸透水量 (m/y) 
 Vs ：実効土壌高さ (m) 
 εf ：農耕土壌の空隙率 (-) 
 ρf ：農耕土壌の真密度 (kg/m3) 
 Kdf,i ：農耕土壌の核種 i の分配係数 (m3/kg) 
 θ ：農耕土壌の水分飽和度 (-) 
 fir ：放射性物質を含む水域の利用割合 (-) 
 Cs,i ：水域中の放射能濃度 (Bq/m3) 
 r ：降水量 (m/y) 
 e ：蒸発散量 (m/y) 
 ro ：表面流出係数 (-) 
である。 
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ここで、 
 Cd,i ：灌漑土壌中の核種 i の放射能濃度 (Bq/kg) 
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 ρf ：農耕土壌の真密度 (kg/m3) 
 Kdf,i ：農耕土壌の核種 i の分配係数 (m3/kg) 
 θ ：農耕土壌の水分飽和度 (-) 
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 Cs,i ：水域中の放射能濃度 (Bq/m3) 
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 ro ：表面流出係数 (-) 
である。 
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1.3.1.3 河川岸土壌中の放射能濃度 
河川岸土壌は、河川水と灌漑土壌が分配平衡にあると考慮した。河川岸土壌中の放射能

濃度は、以下の式より求める。 
 

 rir
rr

r

s

gsiscsic
ie GKd

Q
QCQC

C 














 ,
,,

, )0.1( 
  (16)

ここで、 
 Ce,i ：河川岸土壌中の核種 i の放射能濃度 (Bq/kg) 
 Cc,i ：土壌中の地下水中の核種 i の放射能濃度 (Bq/m3) 
 Qcs ：土壌から水域への移行水量 (m3/y) 
 Cg,i ：岩盤中の地下水中の核種 i の放射能濃度 (Bq/m3) 
 Qgs ：岩盤から水域への移行水量 (m3/y) 
 Qs ：河川の流量 (m3/y) 
 εr ：河川岸土壌の空隙率 (-) 
 ρr ：河川岸土壌の密度 (kg/m3) 
 Kdr,i ：河川岸土壌の核種 i の分配係数 (m3/kg) 
 Gr ：河川岸土壌の希釈係数 (-) 
である。 
 

1.3.1.4 帯水層土壌中の放射能濃度 
帯水層土壌は、地下水と帯水層土壌が分配平衡にあると考慮した。帯水層土壌中の放射

能濃度は、河川岸土壌中の放射能濃度と同様に式(16)より求める。その際、河川の流量及び

河川岸土壌の物性に対応するパラメータを、地下水流量、帯水層土壌のパラメータに置き

換えて設定する。 
 

1.3.2 線量評価モデル 
1.3.2.1 直接γ線による外部線量 
放射性物質を含む河川水を灌漑として用いた土壌の直上で作業する評価対象者は、農作

業者を考慮する。灌漑土壌からの直接γ線による外部被ばく線量は、以下の式より求める。 
 
 3

,,, 10)()(  iEXTidiEXT DCFTStCtD  (17)
ここで、 
 DEXT,i(t) ：直接γ線による外部被ばく線量 (Sv/y) 
 Cd,i(t) ：灌漑土壌中の核種 i 濃度 (Bq/kg) 
 S ：遮へい係数 (-) 
 T ：年間作業時間 (h/y) 
 DCFEXT,i ：核種 i の外部被ばく線量換算係数 (Sv/h per Bq/g) 
である。 
 
河川岸・帯水層土壌からの直接γ線による外部被ばく線量も同様に式(17)より求める。そ
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の際、灌漑土壌に対応するパラメータを、河川岸・帯水層土壌のパラメータに置き換えて

設定する。 
 

1.3.2.2 粉塵吸入による内部被ばく線量 
放射性物質を含む河川水を灌漑として用いた土壌の直上で作業する評価対象者は、農作

業者を考慮する。灌漑土壌からの粉塵吸入による内部被ばく線量は、以下の式より求める。 
 
 3

,,, 10)()(  iINHidiINH DCFTBAftCtD  (18)
ここで、 
 DINH,i(t) ：粉塵吸入による内部被ばく線量 (Sv/y) 
 Cd,i(t) ：灌漑土壌中の核種 i 濃度 (Bq/kg) 
 f ：空気中の粉塵濃度 (g/cm3) 
 A ：吸入可能な粒子への濃縮係数 (-) 
 B ：作業者の呼吸量 (m3/h) 
 T ：年間作業時間 (h/y) 
 DCFINH,i ：核種 i の吸入内部被ばく線量換算係数 (Sv/Bq) 
である。 
 
河川岸・帯水層土壌からの粉塵吸入による内部被ばく線量も同様に式(18)より求める。そ

の際、灌漑土壌に対応するパラメータを、河川岸・帯水層土壌のパラメータに置き換えて

設定する。 
 

1.3.2.3 水飲用による内部被ばく線量 
河川水または地下水を飲用水として摂取することによる内部被ばく線量は、以下の式よ

り求める。 
 
 iINGwisiING DCFQtCtD ,,, )()(   (19)

ここで、 
 DING,i(t) ：核種 i の飲料水摂取による内部被ばく線量 (Sv/y) 
 Cs,i(t) ：河川水または地下水中の核種 i 濃度 (Bq/m3) 
 Qw ：年間飲料水摂取量 (m3/y) 
 DCFING,i ：核種 i の経口内部被ばく線量換算係数 (Sv/Bq) 
である。 
 

1.3.2.4 水産物摂取による内部被ばく線量 
放射性物質を含む河川または海から得られる水産物中の放射能濃度は、水中の放射能濃

度に依存し、両者の間に平衡関係が成立しているものとする濃縮係数法によって求める。

水産物中の放射能濃度は、以下の式より求める。 
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の際、灌漑土壌に対応するパラメータを、河川岸・帯水層土壌のパラメータに置き換えて

設定する。 
 

1.3.2.2 粉塵吸入による内部被ばく線量 
放射性物質を含む河川水を灌漑として用いた土壌の直上で作業する評価対象者は、農作

業者を考慮する。灌漑土壌からの粉塵吸入による内部被ばく線量は、以下の式より求める。 
 
 3

,,, 10)()(  iINHidiINH DCFTBAftCtD  (18)
ここで、 
 DINH,i(t) ：粉塵吸入による内部被ばく線量 (Sv/y) 
 Cd,i(t) ：灌漑土壌中の核種 i 濃度 (Bq/kg) 
 f ：空気中の粉塵濃度 (g/cm3) 
 A ：吸入可能な粒子への濃縮係数 (-) 
 B ：作業者の呼吸量 (m3/h) 
 T ：年間作業時間 (h/y) 
 DCFINH,i ：核種 i の吸入内部被ばく線量換算係数 (Sv/Bq) 
である。 
 
河川岸・帯水層土壌からの粉塵吸入による内部被ばく線量も同様に式(18)より求める。そ

の際、灌漑土壌に対応するパラメータを、河川岸・帯水層土壌のパラメータに置き換えて

設定する。 
 

1.3.2.3 水飲用による内部被ばく線量 
河川水または地下水を飲用水として摂取することによる内部被ばく線量は、以下の式よ

り求める。 
 
 iINGwisiING DCFQtCtD ,,, )()(   (19)

ここで、 
 DING,i(t) ：核種 i の飲料水摂取による内部被ばく線量 (Sv/y) 
 Cs,i(t) ：河川水または地下水中の核種 i 濃度 (Bq/m3) 
 Qw ：年間飲料水摂取量 (m3/y) 
 DCFING,i ：核種 i の経口内部被ばく線量換算係数 (Sv/Bq) 
である。 
 

1.3.2.4 水産物摂取による内部被ばく線量 
放射性物質を含む河川または海から得られる水産物中の放射能濃度は、水中の放射能濃

度に依存し、両者の間に平衡関係が成立しているものとする濃縮係数法によって求める。

水産物中の放射能濃度は、以下の式より求める。 
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 imisim TtCtC ,
3

,, 10)()(    (20)
ここで、 
 Cm,i(t) ：水産物 m 中の核種 i 濃度 (Bq/kg) 
 Cs,i(t) ：河川水の核種 i 濃度 (Bq/m3) 
 Tm.i ：核種 i の水産物 m への濃縮係数 (L/kg) 
である。 
 
評価対象とする河川産物は、魚類の 1 種類を考慮した。水産物摂取による内部被ばく

線量は、以下の式より求める。 
 

  





 
 iING

mi
mmimiING DCFtGQtCtD ,,, 365

exp)()(   (21)

ここで、 
 DING,i(t) ：核種 i の河川産物摂取による内部被ばく線量 (Sv/y) 
 Cm,i(t) ：水産物 m 中の核種 i 濃度 (Bq/kg) 
 Qm ：水産物 m の摂取量 (kg/y) 
 Gm ：水産物 m の市場係数 (-) 
 λi ：核種 i の崩壊定数 (1/y) 
 tm ：水産物 m の輸送時間 (d) 
 DCFING,i ：核種 i の経口内部被ばく線量換算係数 (Sv/Bq) 
である。 
 

1.3.2.5 農作物摂取による内部被ばく線量 
放射性物質を含む灌漑土壌において、栽培された農作物を摂取することを想定する。放

射性物質は根を経由して農作物に移行するものとする。農作物中の放射性物質の濃度は、

以下の式より求める。 
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 (22)

 iwiie ,,    (23)
ここで、 
 Ck,i(t) ：農作物 k 中における核種 i 濃度 (Bq/kg) 
 Tk,i ：土壌から農作物 k への核種 i の移行係数 (Bq/kg-wet 農作物/Bq/kg-dray 

土壌) 
 Cd,i(t) ：灌漑土壌の核種 i 濃度 (Bq/kg) 
 Cs,i(t) ：河川水中の核種 i 濃度 (Bq/m3) 
 Qir ：灌漑水量 (m/y) 
 Fk,i ：核種 i の農作物 k の表面への沈着割合 (-) 
 YBk ：農作物 k の栽培密度 (kg/m3) 
 λe,i ：沈着した核種 i の実効減衰係数(1/y) 
 λw,i ：weathering 効果による植物表面沈着核種 i の除去係数 (1/y) 
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である。 
放射性物質を含む農作物を摂取することによる内部被ばく線量は、以下の式より求める。 
    ,,, exp)()( INGkikkkikiING DCFtRGQtCtD   (24)

ここで、 
 DING,i(t) ：核種 i の農作物摂取による内部被ばく線量 (Sv/y) 
 Ck,i(t) ：農作物 k の可食部における核種 i 濃度 (Bq/kg) 
 Qk ：農作物 k の年間摂取量 (kg/y) 
 Gk ：農作物 k の市場係数(-) 
 Rk ：農作物 k の摂取割合(-) 

 λi ：核種 i の崩壊定数 (1/y) 
 tk ：農作物の輸送時間 (y) 
 DCFING,i ：核種 i の経口内部被ばく線量換算係数 (Sv/Bq) 
である。 
 
河川岸・帯水層土壌で栽培された農作物を摂取することによる人の内部被ばく線量も同

様に式(22)～(24)より求める。その際、灌漑土壌に対応するパラメータを、河川岸・帯水層

土壌のパラメータに置き換えて設定する。 
 

1.3.2.6 畜産物摂取による内部被ばく線量 
放射性物質を含む灌漑土壌において、畜産物中の放射能濃度は、放射性物質を含む灌漑

土壌において栽培された飼料を摂取する場合と放射性物質を含む飼育水を摂取する場合の

2 経路を考慮する。 
放射性物質を含む灌漑土壌において栽培された飼料を摂取することによる畜産物中の放

射能濃度は、式(22)より求めた飼料中の放射性核種を用いて、以下の式より求める。 
 
 FnikiFniFn MQtCTtC  )()( ,,,  (25)

ここで、 
 CFn,i(t) ：飼料摂取による畜産物 n の放射能濃度 (Bq/L) 
 TFn,i ：飼料から畜産物 n への核種 i の移行係数 (d/L) 
 Qn ：家畜 n の 1 日当たりの飼料摂取量 (kg-dry/d) 
 Ck,i(t) ：飼料の可食部における核種 i 濃度 (Bq/kg) 
 MF ：核種を含む飼料の混合割合 (-) 
である。 
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である。 
放射性物質を含む農作物を摂取することによる内部被ばく線量は、以下の式より求める。 
    ,,, exp)()( INGkikkkikiING DCFtRGQtCtD   (24)

ここで、 
 DING,i(t) ：核種 i の農作物摂取による内部被ばく線量 (Sv/y) 
 Ck,i(t) ：農作物 k の可食部における核種 i 濃度 (Bq/kg) 
 Qk ：農作物 k の年間摂取量 (kg/y) 
 Gk ：農作物 k の市場係数(-) 
 Rk ：農作物 k の摂取割合(-) 

 λi ：核種 i の崩壊定数 (1/y) 
 tk ：農作物の輸送時間 (y) 
 DCFING,i ：核種 i の経口内部被ばく線量換算係数 (Sv/Bq) 
である。 
 
河川岸・帯水層土壌で栽培された農作物を摂取することによる人の内部被ばく線量も同

様に式(22)～(24)より求める。その際、灌漑土壌に対応するパラメータを、河川岸・帯水層

土壌のパラメータに置き換えて設定する。 
 

1.3.2.6 畜産物摂取による内部被ばく線量 
放射性物質を含む灌漑土壌において、畜産物中の放射能濃度は、放射性物質を含む灌漑

土壌において栽培された飼料を摂取する場合と放射性物質を含む飼育水を摂取する場合の

2 経路を考慮する。 
放射性物質を含む灌漑土壌において栽培された飼料を摂取することによる畜産物中の放

射能濃度は、式(22)より求めた飼料中の放射性核種を用いて、以下の式より求める。 
 
 FnikiFniFn MQtCTtC  )()( ,,,  (25)

ここで、 
 CFn,i(t) ：飼料摂取による畜産物 n の放射能濃度 (Bq/L) 
 TFn,i ：飼料から畜産物 n への核種 i の移行係数 (d/L) 
 Qn ：家畜 n の 1 日当たりの飼料摂取量 (kg-dry/d) 
 Ck,i(t) ：飼料の可食部における核種 i 濃度 (Bq/kg) 
 MF ：核種を含む飼料の混合割合 (-) 
である。 
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また、放射性物質を含む飼育水を利用して生産される畜産物中の放射能濃度は、以下の

式より求める。 
 
 3

,,, 10)()(  wniFWnisiFWn QTtCtC  (26)
ここで、 
 CFWn,i(t) ：飼育水摂取による畜産物 n の放射能濃度 (Bq/L) 
 Cs,i(t) ：河川水中の核種 i 濃度 (Bq/m3) 
 TFWn,i ：飼育水から畜産物 n への核種 i の移行係数 (d/L) 
 Qwn ：家畜 n の 1 日当たりの飼育水摂取量 (L/d) 
である。 
 
放射性物質を含む畜産物を摂取することによる人の内部被ばく線量は、以下の式より求

める。 
 
①飼料経由による内部被ばく 
    iINGninniFniING DCFtGQtCtD ,,, ext)()(   (27)

②飼育水経由による内部被ばく 
    iINGninniFWniING DCFtGQtCtD ,,, ext)()(   (28)

ここで、 
 DING,i(t) ：核種 i の畜産物摂取による内部被ばく線量 (Sv/y) 
 Qn ：畜産物 n の年間摂取量 (L/y) 
 Gn ：畜産物 n の市場係数 (-) 
 tn ：畜産物 n の輸送時間 (y) 
 DCFING,i ：核種 i の経口内部被ばく線量換算係数 (Sv/Bq) 
である。 
 
河川岸・帯水層土壌から生成された畜産物を摂取することによる人の内部被ばく線量も

同様に式(25)～(28)より求める。その際、灌漑土壌に対応するパラメータを、河川岸・帯水

層土壌のパラメータに置き換えて設定する。 
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2 . 跡地利用シナリオ 

2.1 埋設施設の放射能濃度の評価モデル 
跡地利用シナリオにおける埋設施設の放射能濃度は、埋設施設内を均一な放射能濃度分

布の廃棄物層とし、崩壊系列を考慮して以下の式により計算する。 
 

 )()()()( 1,1,, tAtAtA
dt
d

idiidiiid     (29)
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ここで、 
 Ad,i(t) ：廃棄物層の核種 i の放射能量 (Bq) 
 λi ：核種 i の崩壊定数 (1/y) 
 ηi ：核種 i の廃棄物層からの漏洩率 (1/y) 
 P ：廃棄物層浸透水量 (m/y) 
 Hw ：廃棄物層の厚さ (m) 
 Rc,i ：核種 i の放出係数 (-) 
 εw ：廃棄物層の空隙率 (-) 
 ρw ：廃棄物層の真密度 (kg/m3) 
 Kdw,i ：廃棄物層の核種 i 分配係数 (m3/kg) 
である。 
 
式(29)29)の初期条件は、以下の式で表わされる。 
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ここで、 
 Cd,i(t) ：廃棄物層の核種 i の放射能濃度 (Bq/g) 
 W ：放射性廃棄物処分総量の処分容量に対する割合 (-) 
 Lw ：処分施設の長さ (m) 
 Ww ：処分施設の幅 (m) 
 Hw ：処分施設の厚さ (m) 
である。 
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2 . 跡地利用シナリオ 

2.1 埋設施設の放射能濃度の評価モデル 
跡地利用シナリオにおける埋設施設の放射能濃度は、埋設施設内を均一な放射能濃度分

布の廃棄物層とし、崩壊系列を考慮して以下の式により計算する。 
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idiidiiid     (29)

 ic
w

i R
H
P

,
 

(30)

 















iww
w

w
w

ic

Kd
R

,

, 1
1

1




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ここで、 
 Ad,i(t) ：廃棄物層の核種 i の放射能量 (Bq) 
 λi ：核種 i の崩壊定数 (1/y) 
 ηi ：核種 i の廃棄物層からの漏洩率 (1/y) 
 P ：廃棄物層浸透水量 (m/y) 
 Hw ：廃棄物層の厚さ (m) 
 Rc,i ：核種 i の放出係数 (-) 
 εw ：廃棄物層の空隙率 (-) 
 ρw ：廃棄物層の真密度 (kg/m3) 
 Kdw,i ：廃棄物層の核種 i 分配係数 (m3/kg) 
である。 
 
式(29)29)の初期条件は、以下の式で表わされる。 
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ここで、 
 Cd,i(t) ：廃棄物層の核種 i の放射能濃度 (Bq/g) 
 W ：放射性廃棄物処分総量の処分容量に対する割合 (-) 
 Lw ：処分施設の長さ (m) 
 Ww ：処分施設の幅 (m) 
 Hw ：処分施設の厚さ (m) 
である。 
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2.2 評価経路における線量評価モデル 
跡地利用シナリオにおける線量評価は、廃棄物層中の放射能濃度に基づき実施する。 
 

2.2.1 建設シナリオ 
2.2.1.1 直接γ線による外部被ばく線量 
廃棄物層と表層の覆土が掘削されて混合した土壌（以下、「廃棄物混合土壌」という。）の直上

における作業者の直接γ線による外部被ばく線量は、以下の式より求める。 
 
 iEXTidiEXT DCFMTStCtD ,,, )()(   (34)

ここで、 
 DEXT,i(t) ：直接γ線による外部被ばく線量 (Sv/y) 
 Cd,i(t) ：廃棄物層の核種 i 濃度 (Bq/g) 
 S ：遮へい係数 (-) 
 T ：年間作業時間 (h/y) 
 M ：掘削による廃棄物層と土壌の混合割合(-) 
 DCFEXT,i ：核種 i の外部被ばく線量換算係数 (Sv/h per Bq/g) 
である。 
 

2.2.1.2 粉塵吸入による内部被ばく線量 
廃棄物混合土壌を粉塵として吸入することにより生じる作業者の内部被ばく線量は、以下の式

より求める 
 
 iINHidiINH DCFMTBAftCtD ,,, )()(   (35)

ここで、 
 DINH,i(t) ：粉塵吸入による内部被ばく線量 (Sv/y) 
 Cd,i(t) ：廃棄物層の核種 i 濃度 (Bq/g) 
 f ：空気中の粉塵濃度 (g/cm3) 
 A ：吸入する粉塵の濃縮係数 (-) 
 B ：作業者の呼吸量 (m3/h) 
 T ：年間作業時間 (h/y) 
 M ：掘削による廃棄物層と土壌の混合割合(-) 
 DCFINH,i ：核種 i の吸入内部被ばく線量換算係数 (Sv/Bq) 
である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

JAEA-Technology 2012-031

- 312 -

JAEA-Technology 2012-031

- 313 -



JAEA-Technology 2012-031 

- 313 - 

2.2.2 居住シナリオ 
2.2.2.1 直接γ線による外部被ばく線量 
廃棄物混合土壌からの直接γ線による外部被ばく線量は、2.2.1 節と同様に式(34)により求める。

ただし、遮へい係数、年間作業時間、外部被ばく線量換算係数については居住シナリオに対応し

たパラメータを設定する。 
 

2.2.2.2 粉塵吸入による内部被ばく経路 
廃棄物混合土壌を粉塵として吸入することにより生じる内部被ばく線量は、2.2.1 節と同様に

式(35)により求める。ただし、年間作業時間、作業者の呼吸量、吸入内部被ばく線量換算係数に

ついては居住シナリオに対応したパラメータを設定する。 
 

2.2.2.3 農作物摂取による内部被ばく経路 
農作物栽培は処分施設の跡地の直上で行われるとし、放射性物質は根を経由して農作物に移行

するものとする。農作物中の核種の濃度は、以下の式より求める。 
 
 3

,,, 10)()(  MTtCtC ijidij  (36)
ここで、 
 Cj,i(t) ：農作物 j の可食部における核種 i 濃度 (Bq/kg) 
 Cd,i(t) ：廃棄物層の核種 i 濃度 (Bq/g) 
 Tj,i ：核種 i の土壌から農作物 j への移行係数 (Bq/kg per Bq/kg) 
 M ：掘削による廃棄物層と土壌の混合割合(-) 
である。 
 
放射性物質を含む農作物を摂取することによる人の内部被ばく線量は、以下の式より求める。 
 
   ,,, )()( INGjjjijiING DCFRKQtCtD  (37)

ここで、 
 DING,i(t) ：核種 i の経口摂取による内部被ばく線量 (Sv/y) 
 Cj,i(t) ：農作物 j の可食部における核種 i 濃度 (Bq/kg) 
 Qj ：農作物 j の年間摂取量 (kg/y) 
 Kj ：農作物 j の経根吸収係数 (-) 
 Rj ：農作物 j の摂取割合(-) 
 DCFING,i ：核種 i の経口内部被ばく線量換算係数 (Sv/Bq) 
である。 
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 3

,,, 10)()(  MTtCtC ijidij  (36)
ここで、 
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放射性物質を含む農作物を摂取することによる人の内部被ばく線量は、以下の式より求める。 
 
   ,,, )()( INGjjjijiING DCFRKQtCtD  (37)

ここで、 
 DING,i(t) ：核種 i の経口摂取による内部被ばく線量 (Sv/y) 
 Cj,i(t) ：農作物 j の可食部における核種 i 濃度 (Bq/kg) 
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 DCFING,i ：核種 i の経口内部被ばく線量換算係数 (Sv/Bq) 
である。 
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付録-E 
 

トレンチ埋設施設の大きさと廃棄物の定置効率の設定 
 

1. トレンチ埋設施設の大きさ 
概念設計のトレンチ埋設施設の設計及び配置設計結果を図 E-1 に示す。図 E-1 から、トレンチ

埋設施設の安全評価上の大きさは、P 埋設地又は S 埋設地毎に覆土後は一体となることから、そ

れぞれ全体を埋設施設とみなし、以下のように設定した。 
 P 埋設地の規模；158×528×4 = 333,696m3 
 S 埋設地の規模；158×578×4 = 365,296m3 
合計      698,992 m3  ～418×418×4m の矩形に相当 
 
上記から、P 埋設地と S 埋設地を評価上同等の大きさとみなし、値を丸めて、200×400m×4m

の施設が 2 施設として設定した。 
 

2. トレンチ埋設施設の廃棄体定置効率 
1.より処分施設の総体積は、400m×400m×4m=6.4×105m3 
一方で、廃棄体は 38 万本であるため、体積は 3.8×105(本)×0.2(m3)=7.6×104(m3) 
したがって廃棄体定置効率を、7.6×104/6.4×105≒0.12 
に設定した。 
 

3. コンクリートピット埋設施設の大きさ及び廃棄体 
コンクリートピット埋設施設の大きさは、図 E-2 より、P 埋設地と S 埋設地を合わせて全体を

処分施設とみなし、 
100 m×400 m ×5 m = 200,000m3 
に設定した。ピット処分対象の廃棄体本数は 22 万本（44,000m3)なので、廃棄体定置効率は、

0.22 となる。 
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P 埋設地の形状及び配置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

S 埋設地の形状及び配置 
 

S 埋設地の形状及び配置 
 
 

図 E-1 概念設計におけるトレンチ埋設施設の形状及び配置 
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図 E-1 概念設計におけるトレンチ埋設施設の形状及び配置 
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図 E-2 ピットの線量評価モデル断面図 
 
4. トレンチ埋設施設の廃棄体定置効率に関する考察 

1.においてトレンチ埋設施設の体積を P 埋設地、S 埋設地をそれぞれ 1 体的と考え埋設施設の

大きさを設定したが、細かく見るとトレンチ間のスペースなど廃棄体が定置されていない領域も

埋設施設に含まれている。このため、埋設施設の領域について他の考え方を取った場合の廃棄体

定置効率を試算した。 
表 E-1 にトレンチ埋設施設の掘削部の寸法を示す。表 E-1 から、掘削開口部の断面積×深さ×

トレンチの基数から廃棄体定置効率を求めるケース 2 と、トレンチの形状の開口部が大きく底部

が小さい形状となっているため、それぞれのトレンチの体積を求め、それらの合計から廃棄体定

置効率を求めるケース 3 の 2 ケースを検討した。 
表 E-2 に各ケースの廃棄体定置効率の計算結果を示す。ケース 1 は、概念設計の安全評価で設

定したケースである。廃棄体定置効率は、跡地利用の評価において必要なパラメータであり、廃

棄体定置効率を変化させた際の跡地利用の評価を添付資料-F で考察する。なお、地下水シナリオ

では、埋設放射能量と埋設地の地下水流行方向の長さ及び幅が評価結果に影響するが、概念設計

の安全評価に用いたケース 1 の施設形状は、配置設計上のトレンチ埋設施設の位置が安全評価に

反映されていると考えられるため、地下水シナリオの評価のケーススタディーは実施しない。 
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トレンチ埋設施設の形状 

 
 

表 E-1 各トレンチ埋設施設毎の寸法と設置基数 
- - a1 a2 b1 b2 h 設置基数 

安定型 
P 120.6 136.7 14.6 30.6 4 6 

S 132.1 148.1 14.6 30.6 4 6 

管理型 
P 173.1 189.9 13.6 30.4 4 3 

S 200.1 216.9 13.6 30.4 4 3 
注) 本表の各寸法は、地表面の開口部の寸法で、図 E-1 に示した寸法は覆土の法面下部

の寸法であるため、両者の値は異なる。 
 
 

表 E-2 検討ケース毎の廃棄体定置効率 

 

埋設数量 施設総体積 
定置効率 (200ℓドラム

缶換算本数) m3  m3 

ケース 1 

380,000 7.6E+4  

6.4E+5 0.12 

ケース 2 3.6E+5  0.21 

ケース 3 2.5E+5  0.30 
ケース 1：施設総体積=P 埋設地、S 埋設地のそれぞれの面積の合計 
ケース 2：施設総体積=掘削開口部の断面積×深さ×トレンチの基数 
ケース 3：施設総体積=各トレンチの体積の合計 

 
 

5. コンクリートピット埋設施設の廃棄体定置効率に関する考察 
コンクリートピット埋設施設の 1 基の大きさは、P 埋設地及び S 埋設地共通で、36m×40m で

あり、ピットだけの体積を合計して廃棄体定置効率を求めると、 
 
施設の総体積：36m×40m×5m×18 基=129,600m3 
廃棄体定置効率：廃棄体体積 44,000m3 / 施設体積 129,600m3 = 0.34 
 
となる。コンクリートピット埋設施設についても、廃棄体定置効率を変化させた時の跡地利用

シナリオの評価について、添付資料-F で検討する。 
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付録-F 
 

線量評価の追加検討 
 
 

1 . 河川産物摂取の線量評価経路における追加検討 
1.1 検討の目的 

管理期間終了後の安全評価では、河川産物は川魚を摂取することを想定して線量評価を実施し

たが、原子炉 CL 報告書 1)では、貝類のような無脊椎動物の同時に摂取することを想定している。

概念設計のコンクリートピット埋設施設の基本シナリオの線量評価結果では、河川産物摂取の評

価経路が最も高い線量となったことから、無脊椎動物の摂取量も加えた線量を確認した。 
 
1.2 パラメータの設定 

無脊椎動物の摂取量は、原子炉 CL 報告書で設定された 0.25kg/y とした。濃縮係数は、原子炉

CL 報告書で引用されている文献の値を引用し、表 F-1 のように設定した。  
 
1.3 線量の評価結果 

河川産物の魚類と無脊椎動物の摂取を考慮した線量の評価結果を表 F-2 に線量の経時変化を図

F-1 から図 F-5 に示す。表 F-2 に示すように、管理期間終了後の最大線量は、魚類だけを摂取し

た評価の 1.1 倍となったが、基本シナリオ及び変動シナリオのめやす線量以下であることを確認

した。 
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表 F-1 河川産物（無脊椎動物）への濃縮係数 

元素名 選定値(m3/kg) 選定値の設定根拠 
H 9.0E-04 UCRL-50564 ReV.12) 
Be 1.0E-02 UCRL-50564 ReV.1 
C 9.1E+00 UCRL-50564 ReV.1 
Al 6.3E-02 UCRL-50564 ReV.1 
Cl 1.0E-01 UCRL-50564 ReV.1 
Ca 3.3E-01 UCRL-50564 ReV.1 
Co 1.0E+01 IAES S.S. No.573) 
Ni 1.0E-01 IAES S.S. No.57 
Se 1.7E-01 UCRL-50564 ReV.1 
Sr 3.0E-01 IAES S.S. No.57 
Zr 1.0E-01 IAES S.S. No.57 
Nb 1.0E-01 IAES S.S. No.57 
Mo 1.0E-02 UCRL-50564 ReV.1 
Tc 5.0E-03 IAES S.S. No.57 
Ag 7.0E-01 IAES S.S. No.57 
Cd 2.0E+00 UCRL-50564 ReV.1 
Sn 1.0E+00 UCRL-50564 ReV.1 
I 4.0E-01 IAES S.S. No.57 

Cs 1.0E+00 IAES S.S. No.57 
Ba 2.0E-01 IAES S.S. No.57 
Eu 1.0E+00 UCRL-50564 ReV.1 
Ho 1.0E+00 UCRL-50564 ReV.1 
Hf 6.7E-03 UCRL-50564 ReV.1 
Pb 1.0E-01 IAES S.S. No.57 
Po 2.0E+01 IAES S.S. No.57 
Ra 3.0E-01 IAES S.S. No.57 
Ac 1.0E+00 UCRL-50564 ReV.1 
Th 5.0E-01 IAES S.S. No.57 
Pa 1.0E-01 IAES S.S. No.57 
U 1.0E-01 IAES S.S. No.57 

Np 4.0E-01 IAES S.S. No.57 
Pu 1.0E-01 IAES S.S. No.57 
Am 1.0E+00 IAES S.S. No.57 
Cm 1.0E+00 UCRL-50564 ReV.1 

 
表 F-2 河川産物の魚類と無脊椎動物の摂取を考慮した線量の評価結果 

 

線量(μSv/y) 
比率 
(B/A) A：魚類 B：魚類+ 

無脊椎動物 

地 下 水

中移行 
河川産物 
摂取 

基本 トレンチ 2.4E-02 2.6E-02 1.1 
コンクリートピット 1.3E+00 1.4E+00 1.1 

変動 長期変動事象 1.3E+00 1.4E+00 1.1 
人工バリア機能喪失 1.3E+00 1.4E+00 1.1 

人為 移行経路短絡 1.9E-01 2.0E-01 1.1 
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表 F-2 河川産物の魚類と無脊椎動物の摂取を考慮した線量の評価結果 
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地 下 水

中移行 
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摂取 

基本 トレンチ 2.4E-02 2.6E-02 1.1 
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2 . 跡地利用シナリオの評価経路に係る追加検討 
2.1 検討の目的 

トレンチ埋設施設の基本シナリオの評価結果では、跡地利用における建設の評価経路が最も線

量の高い経路となった。跡地利用の評価経路では、埋設施設における放射能濃度が線量に寄与す

るパラメータの一つである。線量評価におけるトレンチ埋設施設の大きさは、図 5.2.7 に示すよ

うに P 埋設地及び S 埋設地をそれぞれ 1 体的な施設とみなして設定した。一方で、トレンチ施設

だけの大きさから施設を設定することも考えられる。このため、施設の設定ケースについて、添

付資料-E で検討し、図 5.2.7 のケース(ケース 1 とする。)の他に、トレンチ埋設施設の掘削開口

部の断面積×深さ×トレンチの基数から施設の大きさを設定したケース 2 と、設計したトレンチ

は、開口部が大きく底部が小さい形状となっているため、その形状を考慮した体積をそれぞれの

トレンチについて求め、それらの合計から施設の大きさを設定したケース 3 の 2 ケースを設定し、

トレンチ埋設施設の線量評価を実施した。また、コンクリートピット埋設施設では、P 埋設地と

S埋設地が隣接していることから同一の施設とみなした大きさに設定した図E-2のケース(ケース

4 とする。)を添付資料 E で検討し、埋設設備（ピット自体）の大きさだけを考慮した施設の大き

さを設定したケース(ケース 5 とする。)により、線量評価を実施した。 
さらに、トレンチ埋設施設、コンクリートピット埋設施設ともに跡地利用の評価経路において、

管理期間終了以降も放射性物質が埋設施設内に留まり続け、減衰だけにより放射能が減少するモ

デルについても線量評価を実施した。 
 
2.2 評価ケースの設定 

トレンチ埋設施設では、跡地利用の評価経路は、基本シナリオと変動シナリオの両者において

線量評価を実施した。したがって、ケース 1 から 3 について、基本シナリオと変動シナリオの線

量を評価した。また、感度解析として、管理期間終了以降も放射性物質が施設内から浸出せずに

施設内に留まり続ける想定をした場合（以下、「浸出なしのシナリオ」という。）についても評価

を行った。浸出なしの評価においては、地上から 3m 深さまでの掘削を伴う土地利用 (以下、「深

度 3m 掘削シナリオ」という。）と埋設施設の底部までの大規模な掘削を伴う土地利用（以下、「大

規模掘削シナリオ」という。）を想定したシナリオについて線量を評価した。 
コンクリートピット埋設施設では、跡地利用の評価経路は、変動シナリオについて実施したた

め、ケース 4、5 における跡地利用の評価は変動シナリオを対象とした。また、浸出なしのシナ

リオについては、大規模掘削シナリオの線量を評価した。表 F-3 に線量評価を行うシナリオとケ

ースの組合せを示す。 
施設の大きさ以外のパラメータは、安全評価に用いたものと同じとする。 
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表 F-3 跡地利用の線量評価を試算するシナリオとケースの組合せ*1 

埋 設

施設 

施設形状 基本シナリオ 変動シナリオ 
浸出なしのシナリオ 

深度3m掘削シ

ナリオ 
大規模掘削シ

ナリオ 

施設ケース 体積(m3) 高さ 
(m) 建設 居住 建設 居住 建設 居住 建設 居住 

ト レ

ンチ 

ケース 1 
(概念設計の安

全評価モデル) 
6.4E+05 

4 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ケース 2 3.6E+05 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ケース 3 2.5E+05 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ピ ッ

ト 

ケース 4 
(概念設計の安

全評価モデル) 
2.0E+05 

5 
-- -- ○ ○ -- -- ○ ○ 

ケース 5 1.3E+05 -- -- ○ ○ -- -- ○ ○ 

*1：○：線量評価を行う組合せ 

 
2.3 線量の評価結果 

各ケースのシナリオ毎の線量の評価結果を表 F-3 に示す。また、トレンチ埋設施設で線量が大

きくなったケース 3 の基本シナリオ及び変動シナリオ、ピット処分のケース 5 の変動シナリオの

線量の経時変化をそれぞれ図 F-6 及び図 F-7 に示す。トレンチ埋設施設及びコンクリート埋設施

設における基本シナリオ及び変動シナリオにおける評価結果は、どの施設形状においてもそれぞ

れの線量のめやす値を下回る結果となった。 
感度解析として実施した浸出なしのシナリオについて、概念設計の施設形状で評価したケース

1 の深度 3m 掘削シナリオ及び大規模掘削シナリオ、ケース 4 における大規模掘削シナリオの線

量の経時変化についてそれぞれ図 F-8 及び図 F-9 に示す。 
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表 F-4 各ケースにおける線量の評価結果 

（単位：μSv/y） 

埋 設

施設 

施設形状 基本シナリオ 変動シナリオ 
浸出なしのシナリオ 

深度3m掘削シ

ナリオ 
大規模掘削シ

ナリオ 

施設ケース 体積(m3) 高さ 
(m) 建設 居住 建設 居住 建設 居住 建設 居住 

ト レ

ンチ 

ケース 1 
(概念設計の安

全評価モデル) 
6.4E+05 

4 

0.26 0.13 0.95 0.46 0.26 0.15 0.96 0.55 

ケース 2 3.6E+05 0.45 0.22 1.67 0.81 0.46 0.26 1.69 0.96 

ケース 3 2.5E+05 0.65 0.31 2.38 1.16 0.66 0.38 2.41 1.37 

ピ ッ

ト 

ケース 4 
(概念設計の安

全評価モデル) 
2.0E+05 

5 
-- -- 17.49 5.50 -- -- 19.15 7.14 

ケース 5 1.3E+05 -- -- 27.03 8.50 -- -- 29.60 11.04 
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3 . 畜産物摂取の線量評価経路における追加検討 
3.1 検討の目的 

管理期間終了後の安全評価では、畜産物摂取は牛乳を摂取することを想定して線量評価を実施

したが、原子炉 CL 報告書 1)では、牛肉、豚肉、鶏肉、鶏卵及び牛乳を同時に摂取することを想

定している。よって、原子炉 CL 報告書と同様に牛肉、豚肉、鶏肉、鶏卵の摂取量も加えた線量

を確認した。 
 
3.2 パラメータの設定 

肉牛、豚、鶏の飼料及び飼育水摂取量と牛肉、豚肉、鶏肉、鶏卵の年間摂取量は原子炉 CL 報

告書で設定された値を使用した。それぞれの値を表 F-5 及び F-6 に示す。 
飼料から畜産物への移行係数は、概念設計の「畜産物（牛乳）への移行係数」と同じ考え方に

基づき、それぞれ表 F-7 から表 F-9 のように設定した。  
 
3.3 線量の評価結果 

牛乳、豚肉、鶏肉、鶏卵及び牛乳の摂取を考慮した線量の評価結果を表 F-10 に線量の経時変

化を図 F-10、表 F-10 に示すように、管理期間終了後の最大線量は、牛乳のみ摂取した評価の 2.3
倍から 3.2 倍となったが、基本シナリオ及び変動シナリオのめやす線量以下であることを確認し

た。 
 
 

表 F-5 家畜（肉牛、豚、鶏）の飼料及び飼育水摂取量 

 
飼料摂取量 

(kg/d) 
飼育水摂取量 

(L/d) 
肉牛 7.2 50 
豚 2.4 10 
鶏 0.07 0.3 

 
 

表 F-6 畜産物（牛肉、豚肉、鶏肉、鶏卵）の年間摂取量 

 
畜産物の年間摂取量 

(kg/y、L/y(牛乳)) 
牛肉 8 
豚肉 9 
鶏肉 7 
鶏卵 16 
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表 F-7 飼料・飼育水から畜産物（牛肉）への移行係数  

元素名 選定値(d/kg) 選定値の設定根拠 
H 2.9E-02 IAEA TECDOC-13804) 
Be 6.6E-04 IAEA TECDOC-1380 
C 1.2E-01 IAEA TECDOC-1380 
Al 1.5E-03 ORNL-57865) 
Cl 2.0E-02 IAEA TRS No.3646) 
Ca 2.0E-03 IAEA TECDOC-1380 
Co 1.0E-02 IAEA TECDOC-1380 
Ni 5.0E-03 IAEA TECDOC-1380 
Se 1.0E-01 IAEA SRS No.197) 
Sr 8.0E-03 IAEA TECDOC-1380 
Zr 1.0E-06 IAEA TECDOC-1380 
Nb 3.0E-07 IAEA TECDOC-1380 
Mo 1.0E-02 IAEA SRS No.19 
Tc 1.0E-04 IAEA TECDOC-1380 
Ag 3.0E-03 IAEA TECDOC-1380 
Cd 1.0E-03 IAES SRS No.19 
Sn 1.9E-03 IAEA TECDOC-1380 
I 4.0E-02 IAEA TECDOC-1380 

Cs 5.0E-02 IAEA TECDOC-1380 
Ba 2.0E-03 IAEA SRS No.19 
Eu 4.7E-04 IAEA TECDOC-1380 
Ho 5.0E-03 PNL-32098) 
Hf 2.0E-02 Zr と同じとした 
Pb 4.0E-04 IAEA TECDOC-1380 
Po 5.0E-03 IAEA TECDOC-1380 
Ra 9.0E-04 IAEA TECDOC-1380 
Ac 1.6E-04 IAEA TECDOC-1380 
Th 2.7E-03 IAEA TECDOC-1380 
Pa 5.0E-05 IAEA TECDOC-1380 
U 3.0E-04 IAEA TECDOC-1380 

Np 1.0E-03 IAEA TECDOC-1380 
Pu 1.0E-05 IAEA TECDOC-1380 
Am 4.0E-05 IAEA TECDOC-1380 
Cm 2.0E-05 IAEA SRS No.19 

 
  

JAEA-Technology 2012-031

- 332 -

JAEA-Technology 2012-031

- 333 -



JAEA-Technology 2012-031 

- 331 - 

 
表 F-7 飼料・飼育水から畜産物（牛肉）への移行係数  

元素名 選定値(d/kg) 選定値の設定根拠 
H 2.9E-02 IAEA TECDOC-13804) 
Be 6.6E-04 IAEA TECDOC-1380 
C 1.2E-01 IAEA TECDOC-1380 
Al 1.5E-03 ORNL-57865) 
Cl 2.0E-02 IAEA TRS No.3646) 
Ca 2.0E-03 IAEA TECDOC-1380 
Co 1.0E-02 IAEA TECDOC-1380 
Ni 5.0E-03 IAEA TECDOC-1380 
Se 1.0E-01 IAEA SRS No.197) 
Sr 8.0E-03 IAEA TECDOC-1380 
Zr 1.0E-06 IAEA TECDOC-1380 
Nb 3.0E-07 IAEA TECDOC-1380 
Mo 1.0E-02 IAEA SRS No.19 
Tc 1.0E-04 IAEA TECDOC-1380 
Ag 3.0E-03 IAEA TECDOC-1380 
Cd 1.0E-03 IAES SRS No.19 
Sn 1.9E-03 IAEA TECDOC-1380 
I 4.0E-02 IAEA TECDOC-1380 

Cs 5.0E-02 IAEA TECDOC-1380 
Ba 2.0E-03 IAEA SRS No.19 
Eu 4.7E-04 IAEA TECDOC-1380 
Ho 5.0E-03 PNL-32098) 
Hf 2.0E-02 Zr と同じとした 
Pb 4.0E-04 IAEA TECDOC-1380 
Po 5.0E-03 IAEA TECDOC-1380 
Ra 9.0E-04 IAEA TECDOC-1380 
Ac 1.6E-04 IAEA TECDOC-1380 
Th 2.7E-03 IAEA TECDOC-1380 
Pa 5.0E-05 IAEA TECDOC-1380 
U 3.0E-04 IAEA TECDOC-1380 

Np 1.0E-03 IAEA TECDOC-1380 
Pu 1.0E-05 IAEA TECDOC-1380 
Am 4.0E-05 IAEA TECDOC-1380 
Cm 2.0E-05 IAEA SRS No.19 
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表 F-8 飼料・飼育水から畜産物（豚肉）への移行係数 

元素名 選定値(d/kg) 選定値の設定根拠 
H 8.0E-02 PNL-3209 

Be 1.0E-02 PNL-3209 
C 1.7E-01 PNL-3209 
Al 1.5E-03 牛肉と同じとした 
Cl 2.2E-01 DOE/RW/88.0839) 
Ca 5.2E-02 DOE/RW/88.083 
Co 2.0E-03 IAEA TRS No.364 
Ni 4.1E-02 DOE/RW/88.083 
Se 3.2E-01 IAEA TRS No.364 
Sr 4.0E-02 IAEA TRS No.364 
Zr 3.5E-03 DOE/RW/88.083 
Nb 2.0E-04 IAEA TRS No.364 
Mo 2.0E-02 PNL-3209 
Tc 1.5E-04 IAEA TRS No.364 
Ag 2.0E-02 IAEA TRS No.364 
Cd 1.5E-02 IAEA TRS No.364 
Sn 9.9E-04 PNL-3209 
I 3.3E-03 IAEA TRS No.364 

Cs 2.4E-01 IAEA TRS No.364 
Ba 1.0E-02 PNL-3209 
Eu 5.0E-03 PNL-3209 
Ho 5.0E-03 PNL-3209 
Hf 3.5E-03 Zr と同じとした 
Pb 3.1E-02 DOE/RW/88.083 
Po 3.1E-02 Pb と同じとした 
Ra 3.5E-02 DOE/RW/88.083 
Ac 1.7E-04 DOE/RW/88.083 
Th 4.6E-03 DOE/RW/88.083 
Pa 1.1E-04 DOE/RW/88.083 
U 4.0E-02 NUREG/CR-297610) 

Np 1.0E-02 PNL-3209 
Pu 8.0E-05 IAEA TRS No.364 
Am 1.7E-04 IAEA TRS No.364 
Cm 1.0E-02 PNL-3209 
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表 F-9 飼料・飼育水から畜産物（鶏肉）への移行係数 

元素名 選定値(d/kg) 選定値の設定根拠 
H 2.5E+00 PNL-3209 
Be 4.0E-01 PNL-3209 
C 3.7E+00 PNL-3209 
Al 1.5E-03 牛肉と同じとした 
Cl 8.7E+00 DOE/RW/88.083 
Ca 4.0E-02 IAEA TRS No.364 
Co 2.0E+00 IAEA TRS No.364 
Ni 1.7E+00 DOE/RW/88.083 
Se 9.0E+00 IAEA TRS No.364 
Sr 8.0E-02 IAEA TRS No.364 
Zr 6.0E-05 IAEA TRS No.364 
Nb 3.0E-04 IAEA TRS No.364 
Mo 1.0E+00 IAEA TRS No.364 
Tc 3.0E-02 IAEA TRS No.364 
Ag 2.0E+00 IAEA TRS No.364 
Cd 8.0E-01 IAEA TRS No.364 
Sn 9.9E-04 PNL-3209 
I 1.0E-02 IAEA TRS No.364 

Cs 1.0E+01 IAEA TRS No.364 
Ba 9.0E-03 IAEA TRS No.364 
Eu 4.0E-03 PNL-3209 
Ho 4.0E-03 PNL-3209 
Hf 6.0E-05 Zr と同じとした 
Pb 1.2E+00 DOE/RW/88.083 
Po 1.2E+00 Pb と同じとした 
Ra 4.8E-01 DOE/RW/88.083 
Ac 6.6E-03 DOE/RW/88.083 
Th 1.8E-01 DOE/RW/88.083 
Pa 4.1E-03 DOE/RW/88.083 
U 1.2E+00 NUREG/CR-2976 

Np 4.0E-03 PNL-3209 
Pu 3.0E-03 IAEA TRS No.364 
Am 6.0E-03 IAEA TRS No.364 
Cm 4.0E-03 PNL-3209 
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表 F-9 飼料・飼育水から畜産物（鶏肉）への移行係数 

元素名 選定値(d/kg) 選定値の設定根拠 
H 2.5E+00 PNL-3209 
Be 4.0E-01 PNL-3209 
C 3.7E+00 PNL-3209 
Al 1.5E-03 牛肉と同じとした 
Cl 8.7E+00 DOE/RW/88.083 
Ca 4.0E-02 IAEA TRS No.364 
Co 2.0E+00 IAEA TRS No.364 
Ni 1.7E+00 DOE/RW/88.083 
Se 9.0E+00 IAEA TRS No.364 
Sr 8.0E-02 IAEA TRS No.364 
Zr 6.0E-05 IAEA TRS No.364 
Nb 3.0E-04 IAEA TRS No.364 
Mo 1.0E+00 IAEA TRS No.364 
Tc 3.0E-02 IAEA TRS No.364 
Ag 2.0E+00 IAEA TRS No.364 
Cd 8.0E-01 IAEA TRS No.364 
Sn 9.9E-04 PNL-3209 
I 1.0E-02 IAEA TRS No.364 

Cs 1.0E+01 IAEA TRS No.364 
Ba 9.0E-03 IAEA TRS No.364 
Eu 4.0E-03 PNL-3209 
Ho 4.0E-03 PNL-3209 
Hf 6.0E-05 Zr と同じとした 
Pb 1.2E+00 DOE/RW/88.083 
Po 1.2E+00 Pb と同じとした 
Ra 4.8E-01 DOE/RW/88.083 
Ac 6.6E-03 DOE/RW/88.083 
Th 1.8E-01 DOE/RW/88.083 
Pa 4.1E-03 DOE/RW/88.083 
U 1.2E+00 NUREG/CR-2976 

Np 4.0E-03 PNL-3209 
Pu 3.0E-03 IAEA TRS No.364 
Am 6.0E-03 IAEA TRS No.364 
Cm 4.0E-03 PNL-3209 
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表 F-9 飼料・飼育水から畜産物（鶏卵）への移行係数 

元素名 選定値(m3/kg) 選定値の設定根拠 
H 2.7E+00 PNL-3209 
Be 8.7E-02 DOE/RW/88.083 
C 2.8E+00 PNL-3209 
Al 1.5E-03 牛肉と同じとした 
Cl 8.7E+00 DOE/RW/88.083 
Ca 4.0E-01 IAEA TRS No.364 
Co 1.0E-01 IAEA TRS No.364 
Ni 1.7E+00 DOE/RW/88.083 
Se 9.0E+00 IAEA TRS No.364 
Sr 2.0E-01 IAEA TRS No.364 
Zr 2.0E-04 IAEA TRS No.364 
Nb 1.0E-03 IAEA TRS No.364 
Mo 9.0E-01 IAEA TRS No.364 
Tc 3.0E+00 IAEA TRS No.364 
Ag 7.9E-02 DOE/RW/88.083 
Cd 1.0E-01 NUREG/CR-2976 
Sn 9.9E-04 PNL-3209 
I 3.0E+00 IAEA TRS No.364 

Cs 4.0E-01 IAEA TRS No.364 
Ba 9.0E-01 IAEA TRS No.364 
Eu 7.0E-03 PNL-3209 
Ho 7.0E-03 PNL-3209 
Hf 2.0E-04 Zr と同じとした 
Pb 1.2E+00 DOE/RW/88.083 
Po 1.2E+00 Pb と同じとした 
Ra 2.5E-01 DOE/RW/88.083 
Ac 1.6E-02 DOE/RW/88.083 
Th 1.8E-01 DOE/RW/88.083 
Pa 4.1E-03 DOE/RW/88.083 
U 9.9E-01 NUREG/CR-2976 

Np 2.0E-03 PNL-3209 
Pu 5.0E-04 IAEA TRS No.364 
Am 4.0E-03 IAEA TRS No.364 
Cm 4.0E-02 DOE/RW/88.083 
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表 F-10 畜産物摂取の線量評価結果 

 被ばく形態 
トレンチ ピット 

線量 
(μSv/h) 

ピーク時間 
(ｙ) 

線量 
(μSv/h) 

ピーク時間 
(ｙ) 

河川水利用 

牛乳 8.8E-04 5.0E+01 1.3E-02 3.0E+02 
牛肉 3.4E-04 5.0E+01 1.2E-02 3.0E+02 
豚肉 3.9E-04 5.0E+01 6.2E-03 3.0E+02 
鶏肉 1.7E-04 5.0E+01 3.0E-03 3.0E+02 
鶏卵 3.8E-04 5.0E+01 5.8E-03 3.0E+02 
合計 2.2E-03 5.0E+01 4.1E-02 3.0E+02 

河川岸利用 

牛乳 1.3E-04 5.0E+01 2.0E-03 3.0E+02 
牛肉 5.5E-05 5.0E+01 1.9E-03 3.0E+02 
豚肉 6.0E-05 5.0E+01 1.0E-03 3.0E+02 
鶏肉 1.5E-05 5.0E+01 5.1E-04 3.0E+02 
鶏卵 3.6E-05 5.0E+01 8.6E-04 3.0E+02 
合計 3.0E-04 5.0E+01 6.2E-03 3.0E+02 
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表 F-10 畜産物摂取の線量評価結果 

 被ばく形態 
トレンチ ピット 

線量 
(μSv/h) 

ピーク時間 
(ｙ) 

線量 
(μSv/h) 

ピーク時間 
(ｙ) 

河川水利用 

牛乳 8.8E-04 5.0E+01 1.3E-02 3.0E+02 
牛肉 3.4E-04 5.0E+01 1.2E-02 3.0E+02 
豚肉 3.9E-04 5.0E+01 6.2E-03 3.0E+02 
鶏肉 1.7E-04 5.0E+01 3.0E-03 3.0E+02 
鶏卵 3.8E-04 5.0E+01 5.8E-03 3.0E+02 
合計 2.2E-03 5.0E+01 4.1E-02 3.0E+02 

河川岸利用 

牛乳 1.3E-04 5.0E+01 2.0E-03 3.0E+02 
牛肉 5.5E-05 5.0E+01 1.9E-03 3.0E+02 
豚肉 6.0E-05 5.0E+01 1.0E-03 3.0E+02 
鶏肉 1.5E-05 5.0E+01 5.1E-04 3.0E+02 
鶏卵 3.6E-05 5.0E+01 8.6E-04 3.0E+02 
合計 3.0E-04 5.0E+01 6.2E-03 3.0E+02 
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　国際単位系（SI）

乗数　 接頭語 記号 乗数　 接頭語 記号

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60s
時 h 1h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648000) rad

ヘクタール ha 1ha=1hm2=104m2

リットル L，l 1L=11=1dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1u=1 Da
天 文 単 位 ua 1ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1メートル系カラット = 200 mg = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー）4.184J（｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや

コヒーレントではない。

(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明

示されない。

(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（c）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「 」

は対応関係を示すものである。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度
（substance concentration）ともよばれる。

（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

粘 度 パスカル秒 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 sA
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 sA
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量

SI 組立単位

名称 記号
面 積 平方メートル m2

体 積 立法メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立法メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 基本単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ
（ｄ） Hz s-1

力 ニュートン N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

磁 束 ウエーバ Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能

（ ｆ ）
ベクレル

（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量, 方向

性線量当量, 個人線量当量
シーベルト

（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg 1mmHg=133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)2=10-28m2

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ   
デ ジ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ ｪ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド

（ ｃ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（第8版，2006年改訂）

　国際単位系（SI）

乗数　 接頭語 記号 乗数　 接頭語 記号

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60s
時 h 1h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648000) rad

ヘクタール ha 1ha=1hm2=104m2

リットル L，l 1L=11=1dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1u=1 Da
天 文 単 位 ua 1ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1メートル系カラット = 200 mg = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー）4.184J（｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや

コヒーレントではない。

(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明

示されない。

(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（c）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「 」

は対応関係を示すものである。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度
（substance concentration）ともよばれる。

（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

粘 度 パスカル秒 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 sA
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 sA
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量

SI 組立単位

名称 記号
面 積 平方メートル m2

体 積 立法メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立法メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 基本単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ
（ｄ） Hz s-1

力 ニュートン N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

磁 束 ウエーバ Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能

（ ｆ ）
ベクレル

（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量, 方向

性線量当量, 個人線量当量
シーベルト

（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg 1mmHg=133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)2=10-28m2

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ   
デ ジ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ ｪ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド

（ ｃ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位
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　国際単位系（SI）

乗数　 接頭語 記号 乗数　 接頭語 記号

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60s
時 h 1h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648000) rad

ヘクタール ha 1ha=1hm2=104m2

リットル L，l 1L=11=1dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1u=1 Da
天 文 単 位 ua 1ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1メートル系カラット = 200 mg = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー）4.184J（｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや

コヒーレントではない。

(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明

示されない。

(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（c）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「 」

は対応関係を示すものである。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度
（substance concentration）ともよばれる。

（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

粘 度 パスカル秒 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 sA
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 sA
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量

SI 組立単位

名称 記号
面 積 平方メートル m2

体 積 立法メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立法メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 基本単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ
（ｄ） Hz s-1

力 ニュートン N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

磁 束 ウエーバ Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能

（ ｆ ）
ベクレル

（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量, 方向

性線量当量, 個人線量当量
シーベルト

（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg 1mmHg=133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)2=10-28m2

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ   
デ ジ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ ｪ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド

（ ｃ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位
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